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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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「はーい！　こーんにーちはー！　『ひまりプロラジオ』、今日からいきなり始まります！　この番組のスポンサーは、ひまりプロダクション一社提供です。番組の司会を務める片かた桐ぎり杏あん奈なだよ。みんな、よろしくね」

　ラジオ局スタジオ。意気揚々としゃべり出す杏奈を、俺はすぐ目の前で眺めていた。番組出演中の所属タレントをここまで近づいて見るのは初めてだ。これには理由がある。

「そして番組のコメンテーターはやっぱりこの人！　槙まき野の栞しおりちゃんでーす」

「よろしゅう頼んま、槙野栞や。いつかやったなぁ、うちと杏奈のこの組み合わせ。『アイドルたちの何気ある日常！』のネット番組のときやなかったっけ」

　感慨深げに栞が応じた。

「そうそう、そーだよねー。あったよ～。テレビでやることになったから、ネット番組の方はすぐ終わっちゃったけど。楽しかったなぁ」

「こういう風に身内で仕切る番組やないと、うちと杏奈の組み合わせってないからな。杏奈とは番組が被らん。日ひ毬まりあたりとは番組でも結構顔合わせとるんやけど」

「気づけば栞ちゃんってすごい売れっ子になったよね～。いつの間にか普通に露出しまくりでびっくりだよ。みんな最初は苦労するんだけどね」
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　杏奈の言う通り、ふと気づけば栞は売れている状態だった。空気のように気づかないほど、自然に栞はお茶の間に浸透してしまっていた。日毬や凪なぎ紗さの売れ方とは対照的で、タイプがまったく違うという他ない。

「やっぱ才能が溢れまくっとるんちゃう？」

「そう自分で言い切っちゃうところが、やっぱ真似できないところ。実際、栞ちゃんすごいよ。芸人さんよりトークの切れ味がいいし、頭もいいんだよね。学者さんともやり合えるでしょ。そんなアイドルの子いないよ！」

「せやけど、うちらの事務所には日毬がおるからな。アレはなんかもう別のもんや。物みたいな言い方すると、また日毬に𠮟りつけられるんやけど……」

「ひまりんは私たちみたいな人間じゃないんだよ。天使なんだもん。あー、私、ひまりんと結婚したいなぁ！　ひまりんを想うだけで胸がときめいてくるんだよね。大好きだよぉ、あーん……」

　杏奈は本気らしく、目を閉じて身を揺すった。

「まさかの爆弾発言！　……ってわけでもないわな。杏奈はいつも公言しとることやし」

　栞は呆れたようだった。

「というわけで、ひまりんの妻候補である私としては、最近のメディアのバッシングは絶対に許せないの。いてもたってもいられなくなって、『ひまりプロラジオ』を始めることにしたんだよね。一人でも多くの人たちに、本当のことを伝えるために。ゆかりんには私から番組の提案をして、そして急きゅう遽きょゆかりんがＦＭＴさんと交渉して、ひまりプロダクション提供でこの枠を開けてもらったんだ。私は本気だよ」

　実際、この『ひまりプロラジオ』は杏奈の発案だった。大和やまと同どう盟めいや日毬がメディアのバッシングにある最中、ひまりプロダクションとして情報を公開していく媒体を持とうというアイデアだった。金を積んでも簡単にはテレビ番組枠は持てないし、新聞紙面にコーナーを設けることも叶わない。しかしラジオならまだ自由な風潮があり、ひまりプロダクション一社提供という条件で枠を開けてもらっていたのだった。今日はその第一回目の放送で、スタジオ入りしているのは目の前の杏奈と栞の他に、なんと俺だった。

「ホンマに酷いバッシングやね。目も当てられんとはこのことや。なんやもう、日本終わっとるなぁ。多少なりとも儒教の影響を受けたから、単純な善悪論で語ったり、権力に楯たて突つくのを許さない風潮があるんかもしれん。儒教圏の中国とかはもっと極端らしいしな。勘弁してほしいわ」

「私もメディアに関わってる人間の一人だけど、こういう状況になるのは本当に恥ずかしいよ。だからね、この番組『ひまりプロラジオ』では、バッシングを受ける当事者側に関わる一人として、私たちの気持ちとか、世の中の情報が本当なのか噓なのかとか、そういうことを客観的に伝えていければいいなぁって思ってるんだ。本当は、バッシングを受けているのはひまりんだけど、私たちには語る資格があると思うんだよね。なにせ私はひまりんの妻候補なわけだし」

「いやもう妻でええて。小さな一つの番組かもしらんけど、世間の流れに逆らう本物の情報ツールを目指してみようやないか。いくらスポンサーがうちらだとは言え、こういう番組を許可してくれたんはＦＭＴのおかげや。思いきってくれたな」

「やっぱラジオだから、大手メディアほど厳しくないんだよね。局との資本関係があるっていうけど、働いてる人にとってはそんなこと直接関係ないわけだしね。今の流れはＦＭＴの人だって疑問を感じてるし。ラジオにはこれからも、世の中の空気に媚こびないポジションであって欲しいなぁ。それだけに、私たちは真実に迫っていっちゃうよ」

「オドレら見とけよ。うちらを舐め腐った連中に目に物見せたるで。市中引き廻まわしの上で打ち首、そして晒さらし首や。天てん誅ちゅうやで」

「エンジン掛かってきたよね！　じゃあそろそろ、第一回目のゲストを紹介するよ」

　ここにきて急に緊張してきた。俺は気持ちを引き締め直す。

「なんとも第一回目に相応ふさわしい大物やね。まさかメディア出演を快諾するなんて、うちらがびっくりや。生放送への出演なんて初やないの」

「生だけに、あとで修正きかないからね。爆弾発言を期待するよ！　なんとこの人！　じゃじゃーん！　ひまりプロダクション創業者にして常務取締役──織おり葉ば颯はや斗とくんです！」

　俺はマイクに顔を近づけ、殊勝に応じる。

「初めまして。ひまりプロダクション常務、織葉です。よろしくお願いします」

「ちょっと緊張してるんやないの。こないな颯斗、初めて見たわ。顔もこわばっとる感じやね」

　栞の苦笑に、すかさず俺は言う。

「仕方ないだろう……。こっちはタレントじゃないんだ」

「なんてったって初めての経験だからね。これを機会にタレントデビューしてみようよ。そういうプロダクションなんだよ、ひまりプロは」

「願い下げだ。こんな機会でなくちゃ出たくもない。メディアがいかに酷いもんか、今回のことで証明されたろ？　俺は直接関わりたくないんだ。マネジメントに徹するのが俺の限界だよ」

「そういう皮肉っぽいところが颯斗くんらしいよ。でもでも、日本中がひまりんバッシングみたいな風潮になっちゃってるよね。メディアに深く関わってきた颯斗くんから見て、どうしてこういう状況になっちゃってるんだと思う？」

「さらに皮肉な話になっちゃうけど、結局、メディアに対する日本国民の要求水準がやたらと高いってことなんだろうな。日々の生活のすべてがメディア情報中心になってしまっている人はとても多い。メディアなんて信じないと言いながら、実際には自身の言語とはまったく別の行動原理に支配されている」

　番組出演は初めてとはいえど、ラジオなら小さなスタジオでよく見知った人間と話しているだけで、リスナーを前にして喋しゃべるわけではない。杏奈や栞を前にして茶飲み話をするのとあまり変わらないシチュエーションだ。最初だけは緊張したものの、慣れてくるのはすぐだった。

「要は何も考えてない人ばかりってこと？　国民が悪い？」

「そりゃ本当は主権は国民が持っているはずなんだから、そういう捉とらえ方も間違ってないが……そう安易に締めくくりたくはないところだな」

「日本人っちゅーのは、なんだかんだ言って権力に盲目的に従う傾向があんねん。んで、マスコミには権威があると無意識で思い込んどる」

　栞の言葉に俺はうなずく。

「そうだ。飼い慣らされるように訓練されてるんだよ。メディアに登場して偉そうに喋ってる連中のどこに権威なんか感じるのか、もう少し冷静に考えてみた方がいい」

「うち、メディアの人間たちが世間の空気を読む感じがメチャメチャ嫌やねん。言論人を気取るなら、国民に嫌われたって、主張すべきことは主張せんとアカンやないか。一時は日毬を散々持ち上げとったくせに、なんやねん、この手の平を返したみたいな袋叩きは。ホンマに腹立つで～」

「こういう世の中の雰囲気って、どうすれば変わるんだろう？」

　杏奈は首をかしげた。

「本当は簡単なんだ。問題の根幹は、最初に言ったけど、メディアに対する日本国民の要求水準が高すぎることにある。だから国民は、メディアが発信する情報にまったく期待しなくなればいい。言葉尻だけの話じゃなくて、心の底から興味を持たない。そうすれば、大手メディアを情報統制しようとする試みは意味をなさなくなるだろう。極端な話に聞こえるかもしれないが、戦争の可能性だって減らしていける。本当の報道の自由が実現するはずだ」

「私たちが、そういう社会を創つくるためのキッカケになっていけるといいよね。今は小さな力だけど、ひまりんを先頭にして私たちが社会を変えていきたいよ」

「メディアに対して何にも望みを持たず、関心を持たない方が幸せに生きられるんだってことを、一人でも多くの人に伝えていくことが、ひまりプロダクションの一つの使命になっていくのかもしれないな」

「日本の問題は、知的エリートを気取ってるヤツらが実は無能ばかりということにあると思うんや。無能言うたら失礼かもしらんけど、庶民もエリートも大して変わらないのが日本の不思議な特徴やね。エリートが仕切ると、とたんに第二次大戦の大本営みたいなことになる」

　栞に言われるまでもなく、本当に不思議な話だ。日本人は組織としては強いが、それをマネジメントする側に立つととたんに狭量になってしまう。エリート層の入れ替わりが比較的頻繁に起こりやすく、幼少のころから帝王学を叩き込まれて育つような人材が、他国と比べて極端に不足しているからかもしれない。

　日本では、知的と言われている親が子どもに教育を施すとしたら、できるだけ良い塾に通わせたり、有名進学校に入れるよう努めるのがせいぜいだろう。そして大学名で進学先を選ぶだけだ。

　片や対極的な例としてはフランスが挙げられる。子どものころから上位一％程度の有能な人間を国家を挙げて選び出し、グランゼコールと呼ばれる高度専門職教育機関に所属させ、少数精鋭体制でエリート教育を施していく。卒業生らは官僚機構のなかに組み込まれ、フランスの国際的地位向上のために活動していくことになる。

　また、リリィのような本物の教育を受けて育つ事例となれば、日本では残念ながらまったく聞いたことがない。その点では、織葉家はまだ日本人平均に染まらずマシだった。近年は日本人の良いところばかりを自画自賛する風潮が強いが、国際社会で敗者にならないためには、謙虚に弱みを捉えることも必要だろう。

「明治維新はよかったな。あれだけの時代の変わり目に、身分が決して高いとは言えない若者たちが活躍したからこそ、日本は変わることができたんだ。幕府や大名の上層部が革命を仕切っていたら、混乱が増しただけだったろう。西洋列強の植民地になっていたかもしれない」

　そんな俺の話に、杏奈と栞が乗ってくる。

「ひまりんを中心にして、もう一度、明治維新みたいな変革を起こそうってことなんだよね。ひまりんだって私だってアイドルだから、ぜんぜん権力者でもエリートでもないんだけど、熱い気持ちだけは誰にも負けないつもりだよ」

「幕末のころの若輩下級武士が、うちらアイドルってわけやな。歴史教科書に載ることになるかもしれんで」

「日本はもうダメって語られることが多くなってきたよね。でも私たちがまだ戦ってないのに、ダメなわけないじゃん。これから私たちが戦って変えていくんだよ。こんなに大きな勝負なら命を懸かけたっていいじゃん。最高の舞台だよ」

　杏奈には、普通のアイドルと違って進しん取しゅの気性が備わっているから、本気で言っているのだろう。

「だから日本人はもう一度、志のある若い人間たちが立ち上がらなくちゃならない。意見はバラバラだっていい。正反対の考えがぶつかり合ったっていいんだ。向かう先が一緒なら、きっと高い次元で妥協していける」

「うちやって日毬が提唱する政策にはことごとく同意できん。社会保障の考え方も嫌いだし、核武装やって受け入れられん。それでもうちは、日毬のことを支援したい。個別の政策の問題やないんや。それに日毬やって、現実の政治舞台に進出したことで、昔掲げていた政策を現実に合わせてずいぶん修正してきとる。日毬を信じるかどうかの問題や。うちはメディアの論調より、遥かに日毬の人間性を信頼しとる」

　それからしばらく三人で議論に盛り上がった。半ばラジオの生放送中であることなど忘れ、三〇分番組の終了間際まで熱心に話し込んでしまったのだった。ラジオだから主流メディアの論調には敵わないし、言論界のほんの片隅の出来事にすぎない。それでもラジオ番組のなかでは、杏奈と栞が看板になるから目立つはずだ。

　放送が終わり、俺たちは互いの労をねぎらいあってスタジオを出た。するとスタッフ全員が一斉に立ち上がり、満足した面持ちで拍手をしてくれたのだった。普通の番組の収録や放送なら、型どおりの挨あい拶さつで済ますだけだから、ここまで皆が揃そろって拍手してくれることなどない。それはスタッフらの心からの気持ちの表れに思えた。やはりメディアの現場で働く人々も、この状況には違和感を持っていて、俺たちの話に共鳴してくれた部分があるのだろう。





◇






　相変わらず、メディア各社での大和同盟バッシングは続いていた。

　大和同盟は、日毬が率いる政治団体である日に本ほん大たい志し会かいと、日本の大政党であった民みん政せい党とうが対等合併することで成し遂げられた新政党だ。落ち目の民政党が、世界的知名度を持つ日毬を取り込むことにより党勢を回復しようとした政治劇だった。だがその合併を分岐点にして大手メディアの論調が変化し、一方的に叩かれる事態へと発展することになってしまったのである。

　そんななか開かれたひまりプロダクション定例の経営会議に、今日は日毬にも参加してもらっていた。

　俺たちを見回しながら、日毬は殊勝に頭を下げる。

「私が単独で戦わなくてはならないのに、厳しい状況にプロダクションを追いやってしまって誠に申し訳ない限りだ……。本来なら腹を切ってお詫わびするべきなのだが……」

「俺たちが自ら選んで選択していることだ。プロダクションが持てる経営資源のすべてを日毬の戦いにぶち込むことは、俺たち全員が望んでる」

　俺に由ゆ佳か里りも続く。

「そーだよ日毬ちゃん。大和同盟をスターダムに押し上げることは、ひまりプロダクションの最も重要な経営方針だからね。これからはむしろ、私たちがメディアをバッシングしてやる番なんだから」

「だいたい、ひまりんは何も悪くないもんね。ひまりんのことは、いつまでもずーっと私が守ってあげるよ」

　ピタリとくっついてきた杏奈に、日毬が顔を赤らめてうつむく。

「う、うん……」

　由佳里が説明する。

「今回、ＦＭＴにうちの番組『ひまりプロラジオ』を確保したのは、どんなバッシングに遭っても絶対に逃げないって意思表示なんだよね。『ひまりプロラジオ』を先頭にして、本格的に大攻勢に打って出る計画だよ」

「どんな計画を練ってあるんだ？」

　冷静に俺が訊きいた。

「なんかもうすごい攻勢です。とにかく、うちのタレント一同が、あらゆる機会を見計らい大和同盟を応援していこうって作戦ですよ」

「いいね！　本気でやっちゃうよ！」

　杏奈は気炎を上げたが、俺が指摘する。

「メチャメチャ適当じゃねーか。具体的なことを詰めていかなきゃならないだろ」

「その具体的なことを決めるために、これから話し合っていくんです！　そのために日毬ちゃんを経営会議に呼んだんじゃないですか」

　我慢ならないといった風に由佳里は言い、日毬を向いて続ける。

「でね、日毬ちゃん。大和同盟はこれからどうしていくの？　何か考えてる？」

「正直なところ……宙に浮いたままなんだ。日本大志会と民政党の対等合併は公おおやけに発表したし、新政党の名称が大和同盟となることも決まっている。だが急激なバッシングによって肝心の民政党の議員団がバラバラに離散してしまっているような状況だ。それに日本大志会の旧党員たちも散り散りになり始めている。党員たちが離党を決断すれば、払い込んでくれた党費の五〇％を返却することに決まったから、その事務作業のために、てんてこ舞いの状況になってしまった」

「でも合併が白紙になったわけじゃないわよね？」

「もちろん白紙を公然と宣言したわけではない。ゆえに私としては中断するわけにはいかないが……予定していた党首選挙自体が曖あい昧まいな状況になってしまっている」

　俺が補足する。

「党首選挙どころじゃない状況なんだよ。本当は大和同盟として行動していくのが筋論なんだが、旧民政党側はそれどころじゃないようだ。こんな風に漠然とした言い方にならざるを得ないのは、まともに連絡もつかない状況だからなんだよ。いやもちろん民政党本部に連絡すれば事務員は電話に出るんだけど、誰に連絡すべきかどうかもわからない」

「神じん内ない三さぶ郎ろうはどうなってるんです？」

「ぶん投げてしまっている状況だ。俺も先日連絡してみたんだが、『申し訳ないがしばらく待ってほしい。こちらも準備していることがあるから』って話で終わってしまう」

「準備って何だろー？　裏切るつもりじゃん？」

　そう言って杏奈は不満げに腕を組んだ。

　俺は首を振る。

「さあな。もう本当にわからないよ」

「私も情報を収集していますが、誰にも全体像は摑つかめていません。神内先生といえど、対応には苦慮しているはずです。議員本人たちも暗中模索で、自分の生き残りをかけてそれぞれ動いているようです。状況は流動的と言えるでしょう」

　壮そう司じが淡々と言い、日毬も続く。

「民政党が三々五々に分裂するのは避けられない情勢だ。それだけに、神内三郎は党内での政治工作を始めているところなのかもしれない。もはや他人のことを気に掛けているような段階ではないのだろう」

　由佳里が怒ったように口にする。

「やっぱり神内三郎は信用できませんね。噂通り、自分の有利なように次々と立場を変えていく政治家です」

「神内先生を褒めるつもりは毛頭ないけど、非難するのも間違ってるぞ。神内先生だって、日毬みたいにバッシングに遭いやすい政治家だ。その世間の風潮を鵜う吞のみにして判断するわけにはいかないだろ」

「でも神内三郎の経歴を見れば、本当にそうじゃありませんか。自じ友ゆう党とうを裏切り、次の政党を創ったと思ったらぶち壊し、大和同盟を見限って、今度は何をするつもりです？」

「まだ見限ったと決まったわけじゃない。民政党側から何らかの連絡があるまで、こちらとしては大和同盟だというスタンスを堅持するのが筋論だ」

「場合によっては、日本大志会にもう一度戻ることも想定して、心の準備をしておかなくてはならないだろう。今度はマイナスからのスタートになる。大きな後戻りだ」

　日毬がそう言うと、杏奈がさらに日毬に近づく。

「後戻りなんかにはならないよ。私が副総帥になってあげる。ひまりプロダクションのみんなが団結して、ピンチをチャンスに変えていくの。一緒に頑張ろうね、ひまりん」

「杏奈……ありがとう……」

　日毬は頰を染めた。

　俺が身を乗り出す。

「民政党の方向が決まるのをただ待っているわけにはいかない。肝心のこれからのことだ。どうしていく？」

「そうね～、とりあえず、ひまりんを応援するグッズやＴシャツをたくさん作ってみない？　こんなときだからこそ、地道に着実にやっていきたいな。プロダクションのメンバーで配って回ってもいいし」

　杏奈に俺が指摘する。

「ずいぶん地味な案だな」

「やらないより、やった方がいいじゃん。とにかく何か動いてないとドラマは何も始まらないんだよ。どんなときでも前向きに、明るく楽しく取り組んでいこうよ」

　由佳里が手を叩く。

「やろうやろう。予算はいくらでも掛けていいよ。あと、この状況を解説した小冊子とかも作って、大量に配って回るのもいいんじゃないですか。メディアや世論の流れがどれほど歪いびつな状況になってるか、一人でも多くの人に知ってもらうといいです」

「ああ、それはあってもいいかもな。変な煽あおりや誇張は交えず、堅実に現状を知ってもらうような小冊子があると説明が楽だ。一〇ページか二〇ページくらいでいい。今は会う人会う人に言い訳して回らなくちゃならないけど、それを渡せば済むようなものな。メディアの連中にも、地味にダメージを与えられるかもしれない。読んでくれるかどうかわからないけどさ」

「読んでくれるように面白く書くんですよ。そして小冊子の著者は私です。なんせミリオンセラー作家様ですんで」

　自分に「様」を付けるのは由佳里だけだろう。

「ゴーストに丸投げしてるくせによく言うよ……。今度こそ本当に原稿を書いてくれるんだな？」

「私がインタビューに応えますんで、先輩と佐さ々さ倉くらさんが手分けして書いてくださいね。私の準備はＯＫですよ。早速やってしまいましょう。今日にでも」

「文学部卒はどこいったんだよ……」

　俺と違い、壮司は真面目な顔でうなずく。

「わかりました。こなれた文章は書けませんが、現状に怒りを持つ当事者の一人として、精一杯、社長の代筆を務めさせて頂きます」

「来週の『ひまりプロラジオ』はどうしよっか。第一回目の颯斗くんはなかなか好評だったんだよね。次は誰にしようかなって思ってるんだけど……ひまりんが出てみる？」

「私はいつでも構わない。バッシングに遭うなかで、私の言葉を生放送で語るのは重要なことなのだと思う。どのような場所にあっても意志を貫き、前を向いて死ぬ覚悟だ」

　言いながら、日毬は背筋をピンと伸ばした。

「待って待って。あの番組は裏側を語る番組だから、洗いざらい喋っちゃうことになるでしょ。だからヒロインはちょっとだけ時間を置いた方がいいと思うんだよね。日毬ちゃんが登場するタイミングは、三回目か四回目くらいがベターなんじゃないかな」

「俺も同意見だ。押され気味なときほど、大将たる者、余裕を持って腰かけておいた方がいい。あともう一人くらい挟んでからにしよう」

「だが皆が戦っているのに、私がのうのうとしているわけにはいかない」

「いや、日毬にはアイドルとしての日々の仕事を、何事もないような顔でコツコツとこなしてくれるのが一番いい。ここでバッシングに当てられて活動を鈍らすようなことがあったら敵の思うツボだ。毎日の仕事をこなすだけでも辛いだろうが、それが日毬の戦いだと思って踏ん張ってくれ」

「なるほど、そういうことなのか。その意気で取り組めば、今まで苦しい作業が多かったアイドル稼業が前向きなものに思えてくるぞ。水着グラビアの仕事にさえ、これからは堂々と取り組めるというものだ」

　日毬の気持ち一つで前向きに取り組めるようになってくれるなら、大いに結構なことである。

「なら、今まで以上に大胆なひまりんの水着姿が見られるかもだよね！　もうすっごい水着着てみよ？　たまに千ち歳とせちゃんが着てるＴバックみたいな、びっくりするほど細いやつ。次のグラビアのときは、私が水着を選んであげるよ」

「そ、それは……。私はいつもの無地のもので十分で……。杏奈、心配いらない……私は自分で選ぶから……」

　絶望的な表情で日毬は食い下がったが、杏奈はすっかりその気になっている様子だった。そして杏奈は日毬の腕に手を回す。

「想像したらドキドキしてきたよ。あーん、ひまりーん……」

「やあっ」

　日毬は過敏に反応し、身をくねらせた。

　端から見れば、二人はじゃれ合い始めたようにしか見えなかった。日毬は距離を取ろうとするが、杏奈は密着したまま離れない。ついにはソファの端にまで追いやられ、日毬は今にもソファから押し出されそうになっていた。

　別の世界に行ってしまった二人に構わず、俺が由佳里と壮司を見やる。

「なら、次は誰にするんだ？　凪紗とか面白いかもしれないな。トークは杏奈と栞で十分だから、ときどきボソッと何か言うだけでもよさそうだ。あるいは案外、佐々倉さんとかでも新しいかもしれない」

「私ですか？　表に出るのは本意ではないのですが……常務も登場したあとですから、断る権利はないのでしょうね。お任せします」

「それも悪くないんですが……やはり次の『ひまりプロラジオ』には私が出ましょう。今世紀最大級のビジネスウーマンです。注目度抜群ですよ。ついに大御所が動くってわけです」

　由佳里は自分で名乗りを上げ、自信ありげに胸を張ったのだった。
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　今日はたった一つだけ栞と千歳が一緒に出演している情報エンタメ番組の放送だった。日曜の正午を前後して放送されている女の子向けの情報番組である。しかも生放送だ。俺はマネージャーとして二人に付き添い、スタジオの隅から様子を眺めていた。

　なかなかの視聴率を持つ安定した番組となっているのだが、ひまりプロダクションからは栞と千歳の二人がレギュラーに使ってもらっているのだった。千歳がこのレベルの番組に出られるようになったのは、『アイドルたちの何気ある日常！』で小さくブレイクしたおかげである。

　レギュラーの有名芸人が愛想よく話題を振る。

「へぇ～、栞ちゃんってあんまり悩まないタイプかと思ってたよ。面倒なことはサラッと流しちゃう、みたいな」

「んなこたないわ。最近、テレビ界に思うところがあって悩んでんねん。うちらの事務所の日毬が大和同盟を作ったことで叩かれまくっとるやろ。内部にいる者として言わせてもらうとな、バッシングが常軌を逸しとるわ。日毬はごっつうまともなヤツなんやで」

　突然、栞が大和同盟ネタを出したので、スタジオは一瞬固まった。なにせ生放送だから修正が利かない。

「でもあれさ、絶対おかしくない？　民政党と日本大志会って違いすぎるし、ひまりんだって最近は主張がコロコロ変わってるんでしょ。叩かれるのは仕方ないような気がするな」

　だがスタッフたちと違い、芸人はあまり気にならなかったようで饒じょう舌ぜつだった。

「それ、マスコミの主張そのままやん。テレビや新聞が作ってる流れに乗っかってるだけやで。ホンマに自分の頭で考えてんの？」

「そーなのかなー。栞ちゃんに言われるとそんな気がしてくるけど……」

　慌ててスタッフが「話題変えて！」とカンペを出したのが見えた。

　すかさず千歳が口をはさむ。

「日毬先輩は本当に真面目で立派な人ですよっ。ニュースとかでたくさん文句を言われて哀かなしい気持ちになりますけど、マスコミの人の主張に耳を傾ける前に、日毬先輩本人の言葉を聞いてみて欲しいです。みなさん、お願いします！」

　せっかく栞が絶妙に話題に溶け込ませようとしているのに、駆け引きの妙を知らない千歳は真っ正面から主張した。台無しである。しかし千歳は千歳なりに一生懸命なのだから責められない。

　他の出演者たちは顔を見合わせて苦笑する。

「千歳ちゃんに言われると不安しかないけど」

「立ちました、定番の千歳ちゃんフラグ。そろそろ踏み込んではいけない政治ネタなので、次の──」

　数人の芸能人たちは笑顔で応じ、話題を変えようとした。しかし栞が話題を離さない。

「千歳の言うことはホンマやで。ほんのちょっとでいいから、第三者の無責任な言葉を鵜吞みにするんやなく、本人の話を聞いてみてくれへんか。うちらの事務所で最近、ＦＭＴで『ひまりプロラジオ』って番組始めたんや。ネットでもオンデマンドで視聴できるから、ぜひ聞いてみたってや」

　ここに至り、ディレクターが最前列に飛び出してきて、「話題変えろって（怒）」とカンペに書いて掲げてきた。さすがにこれ以上押すのはまずい。

　俺も二人に両手で控え目にするように合図すると、栞と千歳は揃って小さくうなずいた。

「ええっと……それじゃ次は、エミリのスイーツ道のコーナー、行ってみます！　今回はどこ行ってきたのー？」

　何事もなかったような顔で司会役の女性タレントは言い、そのまま番組は進められていった。
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　未いまだ番組は続いていたが、ディレクターに呼ばれ、スタジオの外にまで連れ出された。そして廊下の隅、二人で向き合う。

「織葉さん、困りますよ……。テレビに出てるっていうのに、テレビを批判するようなことは言わないでくださいよ」

「いや、批判するつもりはないんですよ。うちのタレント陣もよくわかってます。あくまで日毬の友人として、やるせない気持ちがあったんじゃないですかね」

　俺は曖昧に言い訳した。千歳はともかく、栞を簡単に番組が手放せないことはわかっていたので、なんとか言い逃れる自信はあった。

「タレント同士の人間関係は少しも重要じゃないんです。モニタの向こうには一〇〇〇万人の視聴者がいるんですよ。はき違えてもらうと大変なことになります」

「注意します。まー、あんまり堅いこと言わず、なんとか今後ともお願いします」

　すかさず俺はスーツの裏ポケットから封筒を取りだし、ディレクターに押し付けた。五〇万円が入っている。

　不思議そうにディレクターは封筒を手にする。

「何ですか、これ」

「いつもディレクターにはお世話になってますんで、お礼代わりです。今後ともお願いします。何なに卒とぞ」

　普段の営業活動のなかで、このような手段に出るわけではない。業界関係者はこの手のことにルーズな人物が多いから、案外あっさり受け取る制作者は少なくないのだが……一度そういう手法を採ると知られてしまうと、営業活動で金をばらまかなければならない事態になってしまう。ギャラを考慮しても赤字になることは確実だ。そしてひまりプロダクションは、タレント力の弱さを金で補おうとしている事務所では断じてない。日毬を筆頭にタレント力は図抜けている事務所だから、怪しい営業活動に走る必要性は皆無だった。

　それでも、この時期だけはあらゆる攻勢を掛けるために、手段を選ぶつもりはなかった。万一、清せい廉れんで袖そでの下を受け取らない相手だった場合は、何事もないような顔で封筒を引っ込めればいいだけだ。

　ディレクターは封筒の感触を確かめ、小さくうなずき、無表情でそれをジャケットにしまい込んだ。

「とにかく、今後は不用意な発言は困ります。生放送なんで。注意してください」

「わかりました。二人にはよく言ってきかせます」

　特に千歳には強めに言い聞かせねばならないだろう。押し引きができないから、加減がわからず突っ込んでしまいがちだ。

「栞ちゃんは近いうちに番組の司会者にしようと思ってるんです。あんなに頭がキレて弁が立つ子はいませんし。だから、こんな程度のことで足を踏み外すようなことは控えてください」

「今のままでも、栞が一番好きに喋ってる気がするんですけどね。どう扱うかはディレクターにお任せします」

　終始、俺は腰を低くして対応したのだった。
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　番組の帰り、後部座席の二人に俺は状況を説明して聞かせていた。

「──と言うわけだ。隙をみて日毬の誤解を訴えるのはアリだけど、テレビ批判は控え目にな」

「んなこと言ったって、どうしてもテレビ批判になってしまうわ。テレビニュースとかの腹立つ扱いを非難せずに、日毬の名誉を回復するなんてできへんで」

「栞の言いたいことは十分わかるよ。だがこの状況、たしかにテレビは敵だが、かといって利用しなくちゃならない相手でもある。難しいところだが……臨機応変に上手うまくやってくれ」

「無茶な話やなぁ。どないせいっちゅーねん」

「大丈夫、栞なら上手くやれるさ。心配なのは千歳だよ。辺り構わず主張しまくるから、簡単に一線を踏み越えてしまうんだ」

「いつも常務は私の心配ばかりですね。私だってちゃんと考えてやってるんです。栞さんみたいに、私のことも評価してください！」

　千歳が自分を評価すればするほど、不安な気持ちが増大してしまう。子どもを庇ひ護ごしなくてはならないような感覚だ。

「何気に千歳はメチャメチャ活動しとるで。昨日なんか千歳は『満天オシャレズム』で日毬がいかに立派か滔とう々とうと語ったらしい。由佳里が感心しとったわ」

「はい、頑張りました。事務所や日毬先輩のためにと思って、頭がいっぱいだったんです」

　強く千歳は主張したが、俺は冷静に指摘する。

「でも『満天オシャレズム』って録画収録だろ。どうせ編集でカットされて終わりだ。力を入れるポイントを間違えちゃいけない。あんまり押しすぎると、最悪の場合は業界から総スカン喰くらっちまうぞ」

「うちは千歳の努力は評価しとるけど……その点は颯斗に同意やな。やりすぎたらアカン。自分のタレント生命を縮めてまうだけやん」

「いいんです、私。もともと芸能デビューするなんて思っていませんでした。実家工場のためにがむしゃらに頑張ってたら、いつの間にかこうなっていたんです。夢のような時間を過ごさせてもらったと考えてます」

「せやけど、せっかく千歳もメジャータレントになりかけてるんやで。トップアイドルの一人にまでなって、ＣＭの仕事とかも定期的に入るようになったやん。ここまで来たんやから、もったいないって」

「私がキッカケを摑めたのは、『アイドルたちの何気ある日常！』で事務所の皆さんが協力してくれたからですよ。私、わかってるんです。こんなに素敵な体験をさせてもらえたんだから、今度は私が恩返しする番なんです」

　そんな千歳のストレートな言葉に、しばし栞は面喰らったような面持ちになる。

「なんや、うち今、千歳のこと抱きしめたくなっとるんやけど。日毬を抱きしめまくる杏奈の気持ちがわかったような気分やわ……」

「おいおい、うちの事務所やばいな……。そっち系の女集団になってしまう危険を感じるんだが……。日毬や杏奈と違って、栞と千歳は一緒に住んでるんだぞ」

　笑いながら俺は言った。

「まぁええやん。そういう気分になったら、そんときはそんときや」

「あはは。今晩一緒のお布団で眠りましょうか？」

　千歳も悪ノリし、それからは冗談の言い合いで盛り上がったのだった。
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「じゃじゃ───ん！　『ひまりプロラジオ』第二回、今回も大物ゲストの登場だよ！　ひまりプロダクションって言ったらやっぱりこの人！」

「そやね、この人しかおらんやろ。こんだけの大物が側そばにいたら、さすがのうちらも形無しやわ」

　杏奈と栞の掛け合いはすっかり板に付いてきた。呼吸がピタリと合っているのは、二人とも高い実力を持っているが故だろう。

　今日の『ひまりプロラジオ』はスタジオからでなく、俺は会社のパソコンにイヤホンを差し込み聞いていた。

「ひまりプロダクション社長、ゆかりんです！」

「どもー、健けん城じょう由佳里です。皆さまお世話になっております」

　俺の出演時と違って二人だけでの丁々発止は短く、早くも自称大御所の登場だ。

「すごいわなぁ、うちのプロダクション。今日はここに、社長と副社長が揃い踏みやで。この二人が経営者やねん。こないな事務所聞いたことないわ」

「実際すごいよね、私たち」

　杏奈がそう言うと、由佳里が強く応じる。

「うんうん！　最強だと思う。抱えてるタレント陣も経営陣も、ちょっと真似できないよね。あっ、男性陣は除外してだけど」

「ここまで自画自賛するのもすごいが……」

「この前もゆかりんとね、うちの会社って世界一なんじゃないかって話してたの」

「世界一？　具体的にどの辺が世界一になるんや？」

「なんかもうすごいところ！」

「アカン……さすがのうちも、このノリには付いていけんわ」

　栞は呆あきれたようだった。

「なんか聞いてると、栞ちゃんって颯斗くんポジションみたいになってるよ。勢いが足りてないよ」

「颯斗やのうてもツッコミたくなるっちゅーの。謎だらけやん」

「先輩の名前が出たところで……先週はどうだった？　まさか先輩が番組に出るなんてびっくり。絶対出るはずない人が生放送に出ちゃうなんて、変われば変わるものよね～」

「颯斗もそれだけ本気なんやろうな。このバッシングは異様としか言いようがないわ。なんとかせんと」

「どうしてこうなっちゃうんだろうね。ゆかりんは蒼そう通つう出身なんでしょ？　だったら、メディア界にどんな動きがあるのか詳しいんじゃない？」

「蒼通！　そう、それ！　よくない話ばっかりなのよ。悪いヤツらなんだから。今日はその裏話を洗いざらいぶちまけちゃうよ！」

　言いながら、由佳里はドンと机を叩いたようだった。こちらまで音が響いてくる。

「業界関係者騒然⁉　ゆかりんの爆弾トークにＦＭＴが真っ青⁉　出入り禁止を喰らっちゃうよ！」

　まるでスポーツ新聞のようなノリの見出し文句を杏奈は並べ立てた。

　ここぞとばかりに栞も煽る。

「ええねえ、ええねえ。ぶっちゃけトーク全開の由佳里に、なんでここまで日毬がバッシングされんとアカンのか解説してほしいわ。特にテレビが酷い思うねん。薄っぺらな意見ばっかでいちゃもん付けまくりおってからに。どないなっとんねん？」

「構図としては簡単なのよ。テレビの人らって、ハッキリ言えば何も考えてないわけ。ちゃらんぽらん……なんて言ったら言い過ぎ？　でもないか。だから目の前の視聴率のことしか見えてないのよね」

　とても芸能プロダクションの社長の言葉とは思えないような由佳里のトークだった。しかし間違っているわけではない。

　杏奈が応じる。

「視聴率は唯一の原動力だよね。テレビにとっての正義だもん」

「でね、ということは、テレビの人たちは世間の空気を読むことに一生懸命。別に自らの主張なんてないから、世間でどういうものが受け入れられるかを想定して放送するの。空気にマッチしたものが視聴率を摑むことができる」

「大手メディアのレベルっちゅーのは、結局のところ国民のレベルを反映したものになってしまうってことなんかね？」

「それはまぁ、そうかもね。どの番組を支持するかは国民が選ぶわけだし、テレビの側が選べるわけじゃないから。こういう視点から見れば、むしろテレビの側が弱者だって見方も十分に成り立つわよ」

「なるほど……実はテレビ側が弱者っちゅー考え方ができるのは面白いな……。それなら国民が愚かってことで話が終わっちゃうんやないの？」

「でもでも、じゃあその世間の空気がどうやって出来上がっているかってことなんだけど、そういうのは、ある程度まで作っていけるわけ。それって当たり前よね。じゃないと広告代理店の仕事なんて成り立たないし」

　そこで由佳里は咳せき払ばらいし、じっくり話を続けてゆく。

「もちろん日毬ちゃんがブレイクしたときみたいに、本物も交じってるわよ。日毬ちゃん大ブレイクには広告代理店なんて一切絡んでないからね。逆に、もしマーケッターが絡んでたら、あんな風に大ブレイクなんて絶対しなかったと思う。ああいうのが本物」

「ゆかりんもそうだよね。実力だけでブレイクしちゃった」

「うちはブレイクって瞬間はなかったで。気づいたら、いろんなメディアで喋らせてもらってたってだけや」

　不思議そうに栞が言うと、杏奈が説明する。

「たしかに栞ちゃんは一気に飛躍したわけじゃないけど、タレントとしての実力は圧倒的に備わってたんだよ。だからイベントなんてなくたって、売れて当然だったわけじゃん？　栞ちゃんみたいなタイプのアイドルなんて他にいないからね」

「だけど、そういう本物は稀まれ。やっぱり大半は、何らかの仕掛けが組まれてるの。だってそうしないと、普通にしてて売れるわけないからねぇ～。無理やりにでも空気を作っていかなくちゃ」

「つまり、今回の日毬バッシングも仕掛けがあるんやってことを言いたいわけやな？　世間の空気を動かそうとする仕掛けが」

「まさにそう。だって、冷静に考えたらおかしいでしょ。ほんの少し前まで、日毬ちゃんの一挙手一投足を興味津々に報道してたメディア各社が、『えっ？』って思う間に変わるんだよ。あなた頭大丈夫ですかって聞きたいよ」

「テレビが世間の空気の変わり様をいち早く読み取ったってことなんかね？」

「実際、なんだか急激に変わってるよね。雑誌、スポーツ新聞、ネットとかは特に激しいかも。ひまりんに対してはもともと賛否両論すごかったけど、一斉に否定に傾いてきた感じ」

「もちろんテレビ局上層部や色んな番組のプロデューサーに、陰に陽に圧力が掛かったって事情もある。そして同時に、世間の空気を敏感に反映する雑誌やネットに工作して、世論の流れを作ろうとしたってこともある。そういうのを力ずくでやることは別に難しくはないんだよね。昔から行われてきたことだし、時には政府や省庁もそうやって世論を動かそうとする。増税とか、景気回復とか、株価上昇とかを演じてゆくには、世論工作は必要不可欠なことでしょ？　成功するか失敗するかは、どれだけ本腰入れて資金を投入しているか、その理屈がどれだけ強きょう靱じんか、反対側にいる勢力がどこまで本気で敵対するかによってくる。あとは運も大きく絡むわよね」

「つまりうちらは、日毬バッシングをしようとしている連中の、反対側にいる勢力ってことやね。なら、うちらにとって敵になる勢力を解き明かすことが重要や。見えない敵と戦うことはできへんのやからな」

「日本の世論をここまで総合的に動かすことができる人たちってあまり多くないでしょう。記者クラブとか、ＭＨＫとか、世せ法ほう協きょう会かいとか、それなりに強い集団は幾つかあるんだけど……最も大きいところが、やっぱり蒼通なわけよ」

「ここで出てきおったな、蒼通。ちゅーか、ええのん？　ラジオのライブでこないなこと言って」

　心配げな栞に、あっけらかんと由佳里が言い放つ。

「いいでしょ、うん！　そういう番組だしね！」

「アカン……メディア界にすがって生きていかなならん芸能プロの社長が、こないなノリでええんかい。ひまりプロダクションの経営に、ごっつう暗雲がたちこめてきたわ……」

「いよいよ核心に迫ってきたよね！　ハラハラドキドキだよ！」

　副社長の杏奈はノリノリだった。実に危険極まる経営陣である。

「さあ、ぶっちゃけちゃうよ。実はね、さるルートから蒼通がステルスマーケティングの会社に多額の資金を流していて、ネットでの工作活動をやってることは聞いていたのね。それで私たちも黙っていられなくて、急いで調べたの。今日はちゃんと持ってきたよ。見て見て」

「テーブルにやたらと書類が積んであるから何やろと思うてたけど、ネットでの書き込みの証拠やったんか」

　映像で見られないのが残念だ。俺はどんな書類か知っているからいいが、一般のリスナーにも見せてやりたいところだった。

「これがＩＰアドレスで、この太文字になってるのが書き込み箇所？」

「そうそう。書き込みが行われたパソコンまで大半が特定できてるよ。誰がやってたかわかるわけ。ほら、これなんか酷いでしょ」

「……すっごいね……。ちょっと口では言えないようなことが……」

「いくらステルスマーケティング専門企業って言ったって、とても企業が関わってるとは思えないよね。でもまぁ、こういうのは、企業から発注されたよくわかんない人たちが個別にやってたりするから、何とも言えないんだけど」

「便乗して悪口が広がっていく様子がわかるようやわ。こういうのが無数に行われてるってことかい。せやけど、ここまで特定できるもんなんやな」

「そりゃ、ネットワークをたどればね。資金力と手間さえ掛ければ大抵のところまでは辿り着く。普通は割に合わないから、ここまでしないんだけど」

　これらの情報は、俺たちは事前にＣＩＡから提供されていた。ＣＩＡ東アジア支局長ローガンが、どのような世論工作が進められているかをまとめた報告書を、ひっそりと置いていってくれたからだ。

　しかしそれだけでは終わらせず、ローガンの報告書を手がかりにして、改めて独自に情報収集を試みていた。ネット情報を専門に扱うシステム会社、興信所、弁護士らを介し、打てる限りの方法を使って確固たる情報を集めたのだ。資金はずいぶん投入したが、これは戦争である。いくら使ったって構わない。ＣＩＡは断定した情報を手渡してきたが、その過程がすっ飛ばされていたため、改めて情報にアプローチする必要があったのである。また、情報をＣＩＡから入手したことは口外できないために、独自の調査結果を公表する必要があった。事前にＣＩＡから報告書をもらっていたことで、どのポイントを調べればいいかが把握でき、俺たちとしてはずいぶん助かっていた。ローガンのことを、本人を前にしてずいぶん責めてしまったが、この点は感謝せねばならない。

「証拠はあったとして、ここからどうするの？　一般に公開するだけで終わり？」

　杏奈の質問に、意気揚々と由佳里が口にする。

「刑事・民事両面で告訴します。そのための準備も万端。これが告訴状ね」

「告訴相手に蒼通の名前まで入っとるんやけど……。大丈夫なんか、経営的に……」

　栞は不安で堪たまらないようだった。

「これからは、『ひまりプロラジオ』で告訴の状況をリアルタイムで実況していけるね。それも一つの番組の楽しみになるんじゃないかな」

「こないなこと、メディアで発言してええんかい」

「大丈夫だって！　オッケーオッケー。楽しくいこうよ」

「うちの社長と副社長がヤバすぎる。下で働くうちらの人生どないなってまうねん。事務所に爆薬とか仕掛けられんように注意しとった方がええかもしれんで」

「ぜんぶ証拠を揃えました。ええ、本当ですとも。でなければ手の内を明かしたりしないからね。関係者の皆さん、首を洗って待ってた方がいいと思うな」

「泣き寝入りしないよ、私たちはね。私のひまりんを虐いじめたことを後悔することになるよ。だから、このラジオを聞いたらもう止やめてね」

「もうええ。なるようになってまえって感じや。それが経営陣の判断ちゅーなら、うちらもとことんやるしかないやろ」

　投げやり気味に栞は言った。

「損害賠償だけじゃ済まさないよ。なぶり殺しにしてやるからね。私たちに逆らった罰は、その身で償ってもらいましょう！」

　再びドンとテーブルを叩く音が聞こえ、由佳里は啖たん呵かを切ったのだった。
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「なんで私に電話してくるんですかね⁉　新手のストーカーですか⁉　いいオジサンのくせに！」

　携帯を耳に押し当て、我が社の社長様が激しくお怒りだった。事務所の窓際で外の景色を睨にらみつけながら、感情爆発といった様子だ。変な男にでも捕まったというのだろうか。

「関係ないんですよ！　こっちは受けて立つだけなんです。もともとは、そっちが蒔まいたタネじゃないですか。いい気になって、何でも自由に振る舞えるとでも思ってるんですか？　私たちに逆らったことを後悔すればいいんです！　懺ざん悔げしたって許してあげないですからね！」

　朝方のため、事務所には出勤してきたタレント陣や森もりや壮司がいたが、喚わめき立てる由佳里をチラチラと窺うかがっていた。

「はあ？　私たちがドン・キホーテ？　勝つとか負けるとか、そんな次元でやってるんじゃないんです。こちとら江戸っ子なんです。売られた喧けん嘩かは徹底的に買うまでっすよ！　許して欲しいなら一〇〇兆円持ってこい！」

　そう叫んだあと、由佳里は冷たく声音を変えて突き放すように言う。

「着信拒否設定にしますんで。もう二度と掛けてこないでください。それでは」

　由佳里は乱暴に携帯を切り、大きくため息をついた。

　そして机に座っていた俺に鋭い視線を向けてきて、鼻息荒く口にする。

「てやんでーってやつですよ。話なんかする必要ありません」

「誰からだ？　プライベートか？」

　そう訊いた瞬間、俺の携帯が振動した。

　由佳里が俺を指差してくる。

「ほら、次は先輩のところに掛かってくると思ってた。あとはお願いしますね」

　興味なさげにそう言って、由佳里は自分の席に戻ってしまった。

　携帯を取り上げ着信を見ると、部長だ。蒼通時代の、俺たちの上司である。なるほど……由佳里が携帯の相手に騒いでいたのは、そういうことだったらしい。もっとも会社を退職した以上、上司でも何でもなく、無関係な相手だが。

「はい、もしもし」

　携帯を手に、わざとため息混じりに、さも面倒くさそうな声で俺は応じた。

「参ったよ……。たった今、健城くんには電話をしたばかりなんだけどな」

　部長の疲れたような声。

「由佳里が怒り心頭だったので、何事かと思ってましたが」

「側にいたのか。なら、言いたいことはわかるな」

「わかりませんよ。やり取りを聞いてたわけじゃないんですし」

「うちを名指しで批判したそうじゃないか。まったく煩わしいことだ。たぶん誤解がある。俺も元部下の会社とは喧嘩なんざしたくないんだよ。わかるだろ？」

「別に部長個人と喧嘩するわけじゃありませんので。蒼通に文句を付けただけです」

「なんでうちなんだよ。局の連中に言えよ。訳のわからん放送をしてるのは連中であって、こっちが事細かに指導をしたりするわけないじゃないか」

「そうでしょうか。蒼通があることないこと吹き込んだんじゃないかと思ってますが」

「んなことはないよ。いつも通りの連中の行動原理じゃないか。アイツらに何か期待したってしょうがない」

　どこまで本音かは判断つかないが、少なくとも蒼通にはネット工作の前科がある。

「蒼通がステルスマーケティング会社に金を出して、ネットでの下らない世論工作までやってるそうじゃないですか」

「それはどこから聞いたんだ？」

　部長は事務的な口調だった。

「情報源を明かすわけがない。とにかく、そっちはメチャクチャやっても許されると思ってるのかもしれませんけど、こっちにも相応の味方はいるってことですよ。あまり乱暴ばかりしないことですね」

「いや俺もさ、詳しくは知らないんだよ。依頼があって、そういうこともやってんのかもしれない。だけど蒼通自体が不正行為を働いてるわけじゃないだろう」

「金を出してるのに、あとのことは知らない？　よく言えたものですね。由佳里じゃなくても怒ると思いますよ。ぼくがどれほどの忍耐力を駆使して話しているか、部長は知った方がいいでしょうね」

「だけどな、もっと冷静に色んな状況を考えてみろって。たかだかバッシングじゃないか。こんなの日常茶飯事なんだよ。神楽かぐら日毬が政界進出なんて企まない限り、終わる話なんだ。民政党と日本大志会の合併なんて止めちまえよ。そうすれば、何事もないような日常が帰ってくるよ」

「アドバイスのように見せかけた恫どう喝かつですね」

　俺は鼻を鳴らした。

　部長はうんざり気味になる。

「違うよ。俺の言うことを聞けって。方々に喧嘩を売りまくったって良いことは何もないんだ。うちからも色んな仕事を発注してたじゃないか。それをな、こんなことでぶち壊すなんてバカげてる。二度とこの業界で仕事ができなくなっちまうんだぞ」

　どう見ても、ぶち壊しているのは蒼通の側に思えた。もっとも、日毬が政界進出の目標を諦あきらめたならば、本当に何事もなくバッシングは消え去ってしまうのかもしれない。だから部長の恫喝も、まんざら噓ばかりというわけではないのだろう。しかし日毬にとっては決して受け入れられる話ではあるまい。

「もう切っていいですか。というか切りますよ」

「待てって。その前にもう一つ。健城くんが告訴を予定しているって話をしていたそうじゃないか。俺は直接ラジオを聞いていないがな。本気なのか？」

「ありもしないデッチ上げを、由佳里がすると思いますか？　ステルスマーケティング会社が行った行為なら、こちらは調査済みです」

「なんなんだ？　証拠があるというのか？　仮にステルスマーケティング会社が何か不正行為を働いたとしてだ、うちがどこまで指示したかなんて何もわからんじゃないか」

「警察が調べてくれるでしょうね」

「そんな面倒を警察はやりゃあせんよ。アイツらはヒマじゃないんだ」

「ご忠告ありがとうございました」

「いい加減にしないと、こっちも訴訟準備をすることになるぞ！」

　耐えかねたように部長は怒りを露あらわにした。

「そうですか」

　素っ気なく俺は応じた。なにせこっちが持っているのはＣＩＡの情報なのだ。情報の出所さえ明かさなければ、揺るぎない証拠として提出できる。また仮に、訴訟で負けたとしても関係ない。損害賠償金くらいは裁判所の言い分だけ払ってやる。どうせ、ひまりプロダクションの経営基盤を揺るがすような額にはなりっこない。雀すずめの涙の金額だ。加えて判決が出るまで時間もかかる。

　そもそも、これは戦争なのだ。訴訟ごときで怯ひるむなら、番組などに出やしない。

「うちと敵対したって得るものは何もないんだぞ。よく考えろ」

「今度こそ本当に切りますね。では」

　むしろ「やってこい」という心境だった。裁判を通して実態が詳つまびらかになるのは、こちらにとってもマイナスではない。蒼通相手だと敗訴する可能性は十分にあるが、だからどうしたというのだ。

　その後、部長から何度か携帯に繰り返し電話が掛かってきたが、一切出なかった。一度だけ会社の代表電話にも連絡があったが、折り返し掛けるようなことはしなかった。だが、メールでの連絡が入ることはなかった。何か不利な証拠になる可能性のあるものは、できるだけ残したくはないのだろう。小こ賢ざかしいことである。
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　インナーサークルの記者たちを旧日本大志会フロアに招待して、俺たちは時おり定期ミーティングを行っていた。今日も集まった記者たちを前に、日毬と壮司と共に俺は会合に参加していたのだった。

　記者たちが口々に語ってゆく。

「このバッシングはおかしいという記事を書いても、ぜんぶ握りつぶされます。上司が何を言っても聞かない」

「うちもダメ。これは形を変えた情報統制ですよ。変に世間の空気を読んでいる」

　俺が口をはさむ。

「昔から何も変わっちゃいないってことなんでしょうね。日中戦争や日米戦争も、こういう雰囲気のなかで始まっていったような気がします」

「これも私が政界でのし上がるための、必要な艱かん難なん辛しん苦くだと受け止めている。核武装を本気で掲げたときから、ある程度の反発は覚悟していたつもりだ。それでも私には、このような場所で立ち止まっている時間などない。私には日本が懸かっている」

　日毬は口元を引き結び、決然として言った。

　本来は、いくらインナーサークル内の味方の記者たちとはいえど、日毬とは一定の距離感を保たせておきたかった。なぁなぁの関係になるよりも、一定の緊張感を持った間柄の方が、こちらの意向を大切にしてもらいやすいからだ。

　しかし、これだけのバッシングに囲まれたなかでは、そうも言っていられない。日毬を囲むようにして記者たちは座っていた。

「力及ばず申し訳ない気持ちです。なんとか日毬ちゃんの力になりたいと思っているんですが……」

　ここに集まる記者たちは同情的だった。

「その気持ちだけでありがたい限りだ。今まで以上に、私も粉骨砕身の努力をしていかねばならない」

　記者の一人が俺に話を向ける。

「ときに織葉常務。健城社長がＦＭＴの番組で、蒼通を告訴するとまで言い放ったことが、業界では話題になっています。これ、本当の話なんですか？」

「もちろん予定しています。訴状や証拠書類など、後日ファイルにまとめて皆さんに提供しますよ。世論の作り方の参考になるかもしれません」

　今日ここに関連書類を持ってきてはいない。罵ば詈り雑ぞう言ごんが書かれた書類など、日毬には見せたくなかったからだ。日毬には大きな流れだけは伝えておき、細かいことは俺と由佳里の方で処理すべきことだった。

「うちの新聞社でもネットの書き込みはやっているようですけどね……。ぼくはよく知らないんですが、その手のことを担当している人たちも何人かいるらしく……」

「あるんですね。いても立ってもいられなくなってしまう偉い人がいるのかもしれませんね」

　俺はうなずいた。

　別の記者が口にする。

「新聞はもう売れない時代だからなぁ……。テレビではさすがに組織立っての書き込みは聞いたことないけど、個人としては色々いるのかも」

「まったく残念無念な話だ。この国難の今こそ国民が一致団結しなくてはいけないのに、足の引っ張り合いを演じるとは恐れ入る。身内で争えば争うほど、我々に害をなす敵を利しているということがどうしてわからないのだろうか」

　気難しい顔で日毬は言った。

「こういう裏話を聞けば聞くほど、俺なんかは世の中どうでもよくなってくるけどな。日毬がいなかったら、俺なんてとっくにノンポリ化して、政治や世間から完全に距離を置いていただろうよ」

「颯斗の考えは間違っていると私は言いたい。政治に心を砕いて取り組むのは、好き嫌いの問題ではないのだ。日本人としての魂の問題である。憎まれても叩かれても私は日本を愛し続け、ただ一心に国のためこの命を捧げる所存だ。生まれたときから私にはそれ以外の道などありやしない」

　話すほど、日毬は高ぶってきているようだった。徐々に言葉には熱がこもってくる。放っておけば日毬の演説の場にでもなりかねないから、慌てて俺は制する。

「わかった、日毬の気持ちは痛いほどわかったから、落ち着けって。前に進むための方法を皆で考えようぜ」

　バッシングの対象になっていても、日毬は少しも変わらなかった。俺にはとうてい無理な話だ。

　だが俺を𠮟りつけたおかげで、日毬はいつもの意気軒けん昂こうな態度を取り戻してくれたようだった。こうして気持ちの支えになってやれるのなら、たまには日毬に説教されるのも悪くない。

　それから日毬を交え、仲間内の記者たちとの話し合いを続け、メディア界の現状についての情報交換を続けたのだった。バッシングには即効性のある対応策はないものの、地道に世論を変えるため努力を続けていくしかなさそうだった。
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　ついに沈黙していた神内から連絡があり、指定の料亭で落ち合うことになった。こちらとしても民政党の状況は知っておかねばならないし、大和同盟を宙ぶらりんの状態で放置しておくわけにはいかない。ようやく動き出した神内の誘いに乗り、密会に同意したのである。

　料亭のテーブルを挟み、俺と日毬を前にした神内は口にする。

「民政党は終しまいだ。てんでんばらばらで復活の目はない。こうなった原因は俺のせいということになっているらしいな。とにかくバッシングからは身をかわしたいヤワな連中ばかりでどうしようもない」

「もともと民政党なぞ、その程度の政党だろう。理解していたつもりだったが、私の想像以上に不ふ甲が斐いない集団だったということだ」

「終いと言っても、今すぐ解体するわけじゃないですよね？　大和同盟はどうなりますか？」

　そう俺は問い質ただした。

「どうもこうも、合併は発表したのだし、未だ白紙にはなっていないだろう？　大和同盟を今後どうしていくのか、この話を進めた俺と神楽さんで話し合わなくちゃならない。最低限の責任というものだろう」

「ずばり貴公は大和同盟をどうしたいのだ？　日本大志会と民政党との合併をなかったことにするのなら、再び何らかの形でメディアにプレスリリースを流さねばならないだろう」

「神楽さんさえいいのなら、俺はこのまま大和同盟で行きたいと考えている。見せ物の党首選挙などしなくていい。即座に党首は神楽さんだ」

　神内の意表をつく申し出だった。

　日毬も同様に驚いたようで、訝いぶかしげに口にする。

「……ほう。民政党の大勢は、バッシングから身をかわすことを願っていると、貴公が今しがた発言したばかりではないか」

「民政党を二つに割る。大和同盟として継続していく方と、大和同盟から離脱して民政党に戻りたい方だ。そもそもの大前提として大和同盟との合併は済んでいるのだから、継続する方が主流派と言える。離脱する側は裏切り者たちだ」

　俺が念を押す。

「そして神内先生は、主流派としてやっていくということですね？」

「それしかない。もちろん民政党の大部分は離脱してしまうだろう。大和同盟に残る主流派などと言ってみたところで、実際には少数派にすぎない。俺は今、大和同盟としてそのままやっていこうと考える議員たちを密ひそかにまとめているところだ」

「貴公は民政党を見捨てることにしたのだな」

「だから最初に言ったろう。民政党はもう終いなのだとな。もともと崩れかけていた民政党だが、今回の一撃は立ち直れないほどのものになってしまった。いずれにせよ、こうなる運命だったのだろう」

「でも民政党が崩壊したわけではないこともまた事実です。大和同盟を切って、もう一度議員たちをまとめ直すことで再起することも可能なはず。神内先生も、大和同盟から離れた方がメリットがあるのではないですか？」

　本音を探るため、俺はあえて厳しい質問をぶつけてみた。

　神内は何度かうなずきつつ応じてくる。

「大和同盟として継続するのがいいか、それとも大和同盟とは完全に距離を取るのがいいか……難しい問題だ。どちらに行っても厳しいことは間違いない。それでも確実に言えることは、この打撃を喰らった民政党がもう一度持ち直す可能性はゼロだろう。ゼロには何を掛けてもゼロだ。しかし大和同盟は、俺はまだゼロではないと判断している。神楽さんには、バッシングをはね除のけるだけのパワーがあるのではないかと俺は考えているんだ」

　さすが政界再編で常に暗躍してきた大物だけある。感情論や、どちらが正しいなどではなく、現状で取り得る選択肢を純粋に天てん秤びんに掛け、望みがある方に食い付こうとしているのだ。

　もちろん俺たちとて、何も神内のことを尊敬したり、好きだからという理由で組んでいるわけじゃない。神内と日毬の考え方は相あい容いれない側面だって多い。それでも互いの弱みを補い合う相手として適切だと読んだからこそ、こうして一緒にいるだけだ。そうした考えはお互い十分に理解している。

　日毬は背筋をピンと伸ばす。

「むろん私はこのバッシングなどはね除けてみせる。もともと私は、貴公に言われるまでもなく、大和同盟のスタンスは堅持していたつもりだ。そしてもし民政党が合併の白紙撤回を正式に申し入れてきた場合には、日本大志会に戻ろうと考えていた。それが原理原則というものだ。しかし、民政党がたとえ一部でも大和同盟として継続する意志があるのなら、私もそのまま取り組むのみだ。離脱者は、裏切り者として処分する」

「よかろう。今日会いたかったのは、神楽さんの意志を確認するためでもあった。俺が勝手に民政党の分割プランを進めても、神楽さんの意志が弱々しくなっていたら無惨なことになるからな」

「無礼者！　私の意志が弱いわけがない。私は日本のために、誰よりも強くあらねばならないのだ」

　日毬は言いながら、激して身を震わせた。

「いつもの神楽さんらしく威勢がいいのは心強い。いささか早いが、俺はここで帰らせてもらうよ。大和同盟側をまとめるために、一分一秒でも時間を大切に使いたいところだからな。俺に構わず、ゆっくり料理は食べていってくれ」

　神内が立ち上がりながら言った。

　日毬も座席から腰を上げて応じる。

「私も忙しい身だ。密談が終わるなら、私もこれで帰らせてもらおう」

「そうか。ならばまた連絡する。これからも同志だ」

　神内は手を差し出してきた。その手を日毬は握り返す。

「そのようだな。よろしく頼む」

「織葉さんも、よろしく」

「こちらこそ」

　俺も差し出された手を摑み、固く握手を交わした。

　神内とは身内ではないが、まさに「同志」という言葉が似つかわしい相手だ。政治家としてのスタイルも、考え方も、党の運営方針なども細部にわたってあらゆる違いがある。いつの日かスタンスの違いによって別々の道に進む可能性はあるかもしれないが、それとてお互いに想定できていることだし、そのときは、願わくは円満な別れになるといい。

　それから仲居に料理を途中で切り上げてしまう詫びを伝え、足早に料亭をあとにしたのだった。
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「こんにちはこんばんはー！　第三回『ひまりプロラジオ』、始めるよー！　司会の片桐杏奈と」

　杏奈がそこで言葉を切ると、流れるように栞が応じる。

「コメンテーターの槙野栞や。よろしゅう頼んま」

「うん！　息が合ってきたよね！　なかなかいいじゃん、私たちのコンビ」

「んなもん、前から良かったわ。『アイドルたちの何気ある日常！』をネットでやってた頃から完璧やん」

「でもでも栞ちゃん、私に無理やり引っ張り出されたって文句言ってなかった？」

「実際そうだったやないか。杏奈はいつも強引やねん。いつの間にか、うちの事務所は杏奈と由佳里が完全に仕切っとるんやもんな。どないなっとんねん。パワーありすぎてビビるで、ホンマに」

　まったく栞の言う通りなのだが、それを不思議に思わせないのも二人のすごいところである。

「私とゆかりんで仕切ってるのは認めるけど……でもやっぱ、うちの事務所はひまりんあってのものだよね。看板にもある通り、ひまりプロダクションはひまりんなんだよ。会社の魂っていうのかな」

「どんな話しおっても杏奈は日毬のことばかりやな。日毬のこと好きすぎやろ」

「もう大好きすぎて死んじゃいそう。ひまりんと芸能界で巡り合わせたのは私の運命。いつプロポーズしようかって毎日悩んでるんだよ。でも逆転の発想で、これから毎日プロポーズしたっていいかもしれない。そうだよね、ひまりんだって私のプロポーズを毎日待っててくれてると思うんだ」

「毎日プロポーズって意味わからんわぁ。どんだけ毎日幸せやねん。なんや、本人が何か言いたくてムズムズしてる感じやぞ」

「いや、そんなことはない……」

　消え入りそうな日毬の声だった。

「あーん、ひまりーん。照れる姿も可愛いよぉ」

「やんっ……。あ、杏奈……今は生放送中で……」

　二人は向かい合ってではなく、並んで座っているのだろう。杏奈が日毬の腕に手でも回したに違いない。

「んなわけで杏奈と日毬がデレデレやから、うちが代わりに案内せんとアカンらしいな。しゃーない。声出とるからすっかりサプライズもないけど、第三回のゲストは今世紀最大の大物アイドル、神楽日毬っちゅーわけや」

　ゴホン、と咳払いをして日毬が口にする。

「神楽日毬だ。よろしく頼む。昨今のニュースを騒がせてしまっているが、その背景を余すところなく語っていい番組だと聞いている。またメディア関係者の間で密かにこの番組が注目されているという話だ。ならば私も普段は公にできないことまで含めて、遠慮なく語らせてもらうことにしよう。それが私が背負うべき日本国の未来にとって……あんっ」

　吐息を漏らした日毬は言葉を途切れさせた。また杏奈に接触されたに違いない。

「遠慮なく語っちゃってね。この番組を聞いてくれている人は、ひまりんに期待してると思うよ」

「杏奈……番組中は腕に何度も手を回したりしないで欲しいんだ……。胸にちょっと触れるだけで変な感じになっちゃって……」

「せやからベタベタするなっちゅーねん。目の前でラブロマンスを見せつけられる彼氏いない歴もうすぐ一九年のうちの気分にもなってみろっちゅー話や。リア充どもが爆発してくれるよう全力で呪ったるでホンマに」

　苦々しそうに栞が言った。

「ベタベタしてないよ。本当はいつでもベタベタしたいんだけど、ひまりんが遠慮がちだから、私これでも物もの凄すごく自制してるんだよね」

「楽屋でもほとんど抱き合おうてたやないかい。どう見ても、キスしまくってそうな距離やったで」

「あれは杏奈が離してくれなくて……」

　日毬は弁明しようとしたが、杏奈が押し切ってくる。

「いつもの感じだよ。私たちは生まれる前から赤い糸で固く結ばれてて、宇宙で一番の仲良しだから当然なの。ね、ひまりん？」

「う、うん……」

「ったく、杏奈に日毬との恋話をされると、番組の時間があっという間に過ぎてしまうわ。せっかく今日本で一番ホットな日毬本人を連れてきたっちゅーのに、番組の趣旨が違ってくるで。成年指定の番組にした方がええんちゃう？」

「そうなんだよね。ひまりんと過ごすだけで、一瞬で時間が過ぎちゃうの。もう私メロメロすぎ。溶けちゃいそうだよ。どう思う、ひまりん？」

「……えっと……」

　日毬は戸惑いを大きくしたようだった。本人は真っ赤になっているだろう。

「いい加減にしとき。ラチがアカンから、そろそろ本題に入ろうやないか。ちゅーか、なんや今日はうちが司会者みたいやな」

「そうだね、今日は栞ちゃんが司会でいいと思うよ。私は一視聴者ってことでいいんじゃないかな。私はこうしてひまりんを見てるだけで幸せだから」

　杏奈が笑顔で一心に日毬を見つめ続けている状況が手に取るようにわかった。事務所でも二人で向き合って会話しているときは、いつもそうだ。日毬の小さな仕草や一言一言が、杏奈の気持ちを高ぶらせるようだった。

「幸せとかいう問題やなくて仕事やろ。まぁええわ。なら、今日はうちが進行させてもらうで。日毬もそれでええな？」

「う、うむ……」

「てなわけで色々聞いてくけど、日毬はどう思うんや？　今のこの世間の空気。メディアやと二言目には大和同盟をこき下ろしたり、日毬の政界進出を叩いたりしとるやろ。まったく酷い話やと思うんやけど」

　いよいよ本題だ。栞がコメンテーターで入っていてくれて助かった。

　日毬は意気軒昂な態度に戻り、重々しく応じてゆく。

「私はやや違う受け止め方をしている。メディアから私が叩かれるのは当然なんだ。なぜなら私はメディア界を抜本的に改革しようと考えていて、常々そのことを公言している。メディアにとって私は最大の敵だろう」

「なるほど、面白い見方やね。メディア界の支配者たちから見れば、日毬はもともと敵やったってことや。芸能界でやってる分には何の影響もないけど、本格的に政界進出することは許さないってわけやね」

「そういうことだ。私が日本の政治をコントロールする立場になれば、メディア人たちはのうのうとしていることはできない。危機的状況になると言える。意図して国益を害する噓を書き立てた記者や関係者は、その政治的背景や精神状態を調査した上で、教科書にその名を海千山千の悪党として刻まれるであろう」

「自分たちの首が絞まってしまうちゅーことか。年収二〇〇〇万のおっさんが、いきなり放り出されたら敵わんやろうからなぁ。プライドも高くなっとるやろうし、潰しがきかないメディア業界人たちにはまともな再就職先もない」

「大手メディアが私の政界進出を阻もうとすればするほど、私の意志は強固になってゆく。やはり私の進むべき道は間違っていないのだ。まさにメディア関係者諸氏が、その愚劣な行為によって、抜本的なメディア改革の必要性を見事に証明してくれていると私は考えている」

　日毬らしい論理展開だ。普通の人なら逃げ出すか沈黙するところだろうが、幾度かのバッシングを経ることでのし上がってきた日毬には、メディアの在り方が違って見えるのだろう。

「叩かれるほど燃えてくるっちゅー漫画的展開やな」

「誤解するな。燃えているわけではない。ただ私には使命があるというだけだ。日本を背負うという使命がだ」

　そこまで言い切った日毬は、こりごりしたように続ける。

「どうもいけない。栞は面白おかしく物事を語ろうとしてしまうきらいがある」

「そら芸能人なんやから当たり前やろ……。視聴者を楽しませてナンボやん。日毬が普通の芸能人やなさすぎるんやで。……せやけどもしかすると視聴者には、幕末志士みたいな日毬の様子が、一周回って面白く見えるのかもしれんね。とても真似できん」

　ふいに杏奈が明るく声を張り上げる。

「強気で真面目なひまりんが可愛すぎると思うんだよね。今すぐ抱きしめたいなぁ！　番組が終わったらいっぱい喋ろうね、ひまりん」

「う、うん……」

　日毬は小さな声で応じた。杏奈の前でだけは、いつも気弱な日毬である。

「杏奈はホンマに今日は単なる一視聴者のオヤジみたいになっとるで。どないなっとんねん、この番組」

「胸の鼓動が止まらないんだ。こんな状態でひまりんと話したら、質問する前に抱きしめちゃうかもしれない。だからいいよ栞ちゃん、続けて」

　やや間があった。さしもの栞でも反応に困ったのだろう。

「次は今後のことを聞きたいんやけど……日本大志会と民政党が合併して、正式に大和同盟になったわけやろ。そして党首選挙を行う予定やった。せやけどマスコミ報道のせいで民政党がガタガタになって、党首選挙は立ち消えという状態になってしまった形やな。とすれば、大和同盟自体もこのまま消える方向なんか？」

「消えるわけがない。日本大志会と民政党の対等合併はすでに行われている。焦点は、大和同盟から何人の離党者が出るかどうかだ。相当数に上るだろう。だがそれならそれでいい。少々のバッシングごときでポピュリズムに迎合しようとする政治家など、こちらから願い下げだ。そんなに民政党に未練があるのなら、再び新民政党でも組織し直せばいい。私には関係ないことだ」

「なるほどな。いちおう原理原則に則のっとって対応していくというわけか」

「至極当然だ」

「大和同盟の理念や政策面について聞いていきたいんやけど……いや、理念の方はええか。いつも日毬が公言しとることやからな。ならば、政策面の大局について話し合うてみたい。ええか？」

「構わない。栞とは常々意見が食い違っているが、異なる意見がぶつかり合うことも有用だろう。視聴者が思考を巡らせる手助けにもなるはずだ」

「うちは日本にとって緊急の課題は社会保障問題やと思うとる。日本はごっつうヤバいねん。このまま国を維持できるわけがないことは、大方の人間が薄々と感じとるんやないか。せやけど、うちは旧日本大志会が提唱していたベーシックインカムっぽい仕組みはどうしても受け入れられん。平等に名を借りたシステムやけど、貧困に喘あえいでいる世帯にとって、今より給付が絞られることになると思う。厳しいグローバル経済の成れの果ての荒野みたいになるんやないか」

「社会保障システムについては、民政党との合併を行うにあたり、私が最も妥協した分野だ。引き替えに民政党は核武装に向けたニュアンスを盛り込むことを妥協している。だから大和同盟としてはベーシックインカムまではいかず、年金の税金化による一律徴税と、六八歳以上の老人全員に平等に一定額を支払う方針だ。しかし給付年齢を七〇歳まで引き上げることは世界的潮流になっているから、財政と相談しつつ、給付年齢の引き上げを検討していかねばならないだろう」

「給付年齢が上がるだけやなく、年金額もずいぶん引き下げられるんやろうなぁ。きっと医療費も上がるわ。生き辛い世の中や」

「口だけで辛い厳しいと言い募って満足か？　だったらどうすればいいのか対案を示してみろ。栞にできることは、さも知った風を装い、せいぜい現状維持か、あるいはさらに財政の拡張を試み、医療費や生活保護費としてばらまき続けるだけだ。実に堕落した恥ずべき左翼的行為だな。あえて国を破壊するままに任せておき、いずれ革命に繫げようと企たくらんでいるのが共産主義者の恐るべき本性だ。愚劣極まる陰謀を巡らすのはそこまでにしておいた方がいい」

「くうう……好き放題いいおってからに……。たしかにうちは外野から言ってるように見えるんやろうな……。ま、まぁええ……うちのことは横に置いておいて、日毬が思う存分、社会保障の在り方について語ってくれや」

　議論でやり込められても、事を荒立てず司会を進める栞は大人だと思う。しかし日毬の方が自らの責任として社会を捉えていることも明らかだった。栞には自身で党を率いたり、政治家になって矢面に立つ覚悟はないのだから。

「現行の社会保障費の急増は、私は戦前の軍事費の伸張と類似したものだと受け止めている。社会保障費と戦費を一緒くたにして語るのは反論もあるだろうが、目を覆うばかりの急増はいずれ国を破壊することになるだろう。結局のところ、結末は終戦と一緒なのだ。今は平時にもかかわらず、財政は戦時なのだというのが私の認識だ」

「だったら、一部の巷ちまたで言われているように財政破綻は避けられないってことか？」

「仮に栞に任せればいずれそうなるだろう。今の政治家たちでも同じだ。行き詰まった日本の姿しか思い浮かべることができない。しかし日本経済は戦前と比べて遥かに厚みを持っているし、余力はまだある。日本国債もあと二〇〇兆ほどなら問題なく刷れるだろう。今すぐに私が独裁的権力を握れば、改革の余地はある」

「なんでやねん。なんで独裁者って話になんねん」

「選挙で選ばれる政治家には決してできない政治的決断が必要だからだ。日本の未来を守るためには、私が独裁者になるしか術すべがない」

　断固として日毬は言い切っていた。

「もう少し具体的に聞きたい。大和同盟では、社会保障水準のレベルを下げていくつもりなんか？」

　栞は食い下がった。たしかに難しい問題だ。選挙に行く人の平均年齢はおおよそ五四歳前後。つまり大半は高齢者だから、わずかでも社会保障が薄くなるニュアンスを嗅かぎつけられただけで、政治家に選ばれることは不可能になる。しかし誰かが解決せねばならない問題であることは間違いなかった。……いや、おそらくもう本当に、独裁者でも誕生しない限り手遅れなのだろう。本来なら選挙民の意向を度外視しても二〇年前に手を付けておくべきだったし、人口統計は明らかだったのだから対応もできたはずだ。やはり民主主義には寿命がある。

「日本の問題は、社会保障が充実しすぎていることではない。むしろ日本の社会保障は、医療費を除外すれば、必要最低限を満たしているにすぎないのではないだろうか」

「うちなんか社会の末端を実際に見てると、社会保障がそないに充実してるとは思えんで」

「国民の『低負担、中福祉』というのが日本の現状なのだろうと思う。『低負担、低福祉』にすべきか、『中負担、中福祉』にするのかは国民的議論が必要だろう。しかし独裁者としては、その間くらいの仕組みを用意すべきだと考えているところだ。負担と福祉のバランスを将来にわたって合わせていくことが重要だ。それをバランスさせるのは、民主主義では不可能だと言っている。このままでは本当に財政が行き詰まり、もはや手の打ちようがなくなるだろう。やはり敗戦と一緒なのだ」

「税の見直しは必要そうやな。かなりの増税になるんやろう」

「安易な増税がいいとは思わない。すでに現状のシステムに慣れきっている国民に増税を迫ると、著しく経済が収縮してしまう可能性がある。かといって手をこまねいているわけにもいかないジレンマを、私は臆せず受け止めるつもりだ。ゆえに現状、国民に本当の日本の姿を見せようとする私がバッシングに遭うのは当然という見方もできる。私が独裁者になれば、今よりさらに厳しいバッシングに晒されることになるだろう」

「独裁者ちゅーたら、やっぱし情報統制をするんやろ？　バッシングすれば監視される警察国家になるかもしれん」

「どう憶測しようが勝手だが、私が政治に近づけば近づくほどバッシングされるのは当然だと考えているし、バッシングしてくる人物を逮捕したり侮辱したりするつもりは毛頭ない。それが己の信念に基づくものなら、私は甘んじてそれを受け入れるつもりだ。私が悪党として教科書に刻もうと思っているのは、虚偽や誇張によって日本を内部から崩壊させようと企んだスパイの類たぐいのメディア人だけだ。そして、それに率先して関わった新聞社や放送局も行政処分されるべきである」

「時間にも限度があるから、もう一つどうしても聞いておきたい話題に移るで。日毬と言うたら核武装や。これについては納得できない人も多いんやないか思う。日本の軍国主義化を助長するだけなんやないか？」

「核武装を軍国主義化に結びつける輩やからが多いが、レッテル貼りだと私は思う。核兵器は軍事的側面よりも政治的側面の方が強い。核武装は政治なんだ。日本は今後の国際政治……主に極東情勢の緊迫化を乗り越えるにあたり、核武装が解決策の一つになりえるだろう。仮に尖せん閣かくを巡って日中間で紛争が起こっても、アメリカは同盟国の義務を放棄したり、サボタージュしてしまう可能性すら想定できると私は考えている。だからこそ日本独自の抑止力が必要なのだ。むろん、核武装をせずとも何事もなく平和が続くのならそれが一番素晴らしいことに違いないが……奇跡を祈ってばかりいても仕方がない。政治に責任を持つ者は、中長期的視野に立って物事を決断していくことが必要だ」

「強い日本を取り戻したいだけやないのかって心配や。もうそんな時代やない。まぁこれは、うちだけやのうて、核武装に眉をひそめる層は全員が思ってることやろうね」

「私は、真に愛国的な政治は、その行為がどれほど現実的な国益に資するかを判断することから始まると考える。自らの正義や愛国的主張を貫き通したところで、それが国際社会から見て国益を害する行為なら、売国行為に近いのではないだろうか。国際社会の世論工作で負けたのなら、それを真しん摯しに受け止め、その時点でどうすれば国益を勝ち取れるかどうかを検討していくしかない」

　こういう要所要所で日毬には柔軟性があった。真っ向勝負ばかりではないし、だからこそ安心できるというものだ。凪紗が以前、「技量と勢いに任せて剣を振るってばかりだった日毬が、冷静沈着に剣を構えるようになり強くなった」と語っていたが、日毬もさまざまな裏側を覗のぞくようになったことで、着実に成長してきているのだろう。

　日毬は熱を込めて続けてゆく。

「国際政治は戦争なんだ。正しいかどうかは問題ではない。ゆえに国際社会には本当の意味での正義などなく、ならばこそ核武装が必要だ。波風は立てるだろうが、核武装をした場合としなかった場合の未来を検討すれば、最終的にどちらが国益に資するかは明らかだ」

「明らかやろうか……？　んなら、核武装をしなかった場合にはどうなるっちゅーねん？」

「日中間で戦争が起こるだろう。そのときにアメリカが助けてはくれないことを想定しておかなくてはならない。いや、同盟国とは言えど、アメリカが日本を助けるときは、アメリカにとってメリットがあると判断したときだけだ。だからこそ日本独自の抑止力を完備し、日本に戦争を仕掛けてくるような他国の行動を思い留まらせることが重要だ。核武装によって国際社会を荒立てることと、戦争が起こることを天秤に掛ければ……選択肢は明らかだ」

「いつ頃に戦争になるんや？」

「今すぐかどうかはわからない。中国指導部は数十年先のこととして考えているかもしれない。しかし日中の軍事力の均衡が明らかに崩れたとき、あるいは日米同盟が何らかの変質を遂げたとき──日本人は覚悟を決めておいた方がいい。仮に尖閣を政治的交渉で譲るような選択をした場合、沖縄も中国のものになる。こうなることは三〇年前からわかっていたことだ。政治家も国民世論も愚かすぎた。国民の愚かさをそのまま封じ込めてしまった最大の原因はマスメディアにある。そのころのメディアは、左派リベラル色が極端に強すぎた。そのせいで現在は反動が強烈になり、国民全体のナショナリズムの高まりが懸念されるほどになっている。メディア人たちは、かつての己の無能を恥ずべきだ。そして現在においても、自分たちが常に無能の権ごん化げなのだと知るべきだ。猛省し、懺悔し、切腹せよ」

「その前に中国共産党が内部崩壊を起こし、民主化される可能性もあると囁ささやかれておるけど……」

「私は断言しておく。民主中国においても、まったく同じ問題が起こるだろう。あるいは暴動で中国国内が混乱しても、中国が七つに分裂しても、ゆくゆくは同じことだ。愚かなメディアが中国の民主化を手放しで歓迎し、日本国民を再び堕落させる様子が目に見えるようだ。しかし歴史の大きなうねりというものは、メディア人諸氏ごときの知力では推し量れないものなんだ。国民も真に受け、再び極端な左派リベラルが台頭してしまうかもしれない。つくづく愚かしいことだ」

「戦争を防ぐことが日毬の使命ってことか？」

「別に日中戦争を防ぐためだけに私が独裁者になるわけではない。やるべきことは山積している。しかし軍事力や日米同盟を適切に補強し、戦争の危機を未然に防ぐことは政治家たる者の最も重要な使命であると心得ている。独裁者となった暁には、その義務を一身に背負うつもりだ」

「小気味好いほどメディアを扱こき下ろしてくれたし、時間ギリギリやけど最後に一つだけ……メディアで日毬バッシングが行われとるやろ。真正右翼を掲げる日毬が中国に擦り寄ろうとしているのは、日毬が噓つきであるっちゅー論法や。正直デタラメやと思うんやが、もともとネットで、日毬が実は中国の意向を受けて動いているんやないかって話題が拡散されたのが発端になっているらしいな。その辺について、思うところを語ってくれや」

「私が中国に愛想を振りまいているように思われているのは、決して悪いことではない。中国とは公式には友好を保ちたいものだ。腹の内は互いに百も承知だろう」

　栞は力無く笑った。日毬の言に口を差し挟む余地はないと思ったのだろう。

　日毬は続けてゆく。

「日本の外交は、中国にどう対応していくかを考えることが、歴史的に重要であり続けた。それは今も変わらない。しかし過去の対中外交は、中国人を、自分たち日本人と同じ判断基準を持っている相手のように誤解し、失政を演じてしまったケースが多いと思う。私は同じ轍てつを踏まないよう努めたいものだし、世論が私を隠れ親中派だと誤解している側面は政治的に利用していきたいとも考えているところだ」

「まだまだ話を聞きたいところやけど、ちょうど時間が来たようやね。最後に何か言いたいことはあるか？　一〇秒くらいで頼む」

「大和同盟はかなり厳しい局面に追い込まれている。それでも私を支え続けてくれている声もあり、心から感謝したい。そして今後も、手前勝手な物言いではあるが、どうか私を支援してほしい。私は独裁者として日本を変えるつもりだ」

「最後に杏奈……うっとりの視線やめい。頼むで、ホンマに。何か一言あるか？」

「うん？　ないよ。ひまりんの隣で過ごせただけで幸せだったなぁ。ひまりーん、楽屋でいっぱいお話しようね。帰りも、事務所に帰ってからも、明日も明後日も、ずーっとお話しよ」

「う、うん……いいよ……」

　消え入りそうな声で日毬は応じた。

「なんやねん、日毬の態度……。初恋の相手に迫られた中学生の少女みたいな顔しおってからに……」

　ちょうどエンディングテーマが鳴り始めた。その音楽に合わせて、栞は口にする。

「『ひまりプロラジオ』、第三回の今日は、なぜかうちが司会したったで。第四回もよろしゅう頼んま。ほなな」

　番組終了間際ギリギリまで有用な議論に終始した番組になったと思う。俺や由佳里の登場回よりも充実した内容だった。日毬が登場したのだから当然だ。





◇






『ひまりプロラジオ』に日毬が出演した翌日。

　局での番組出演を終えた日毬を、グラビア撮影スタジオに送り届けるのは俺の役目だった。車の後部座席に背筋を伸ばして座っている日毬に、俺は語りかける。

「昨日の『ひまりプロラジオ』、すごく良かったぞ。バッシングのなかでこそ、ああいう積極姿勢はいい。みんな褒めてた。メディア業界関係者がチェックし始めた番組だから、ジワジワと影響が出てくるだろう」

「うむ、そうなんだろうか……。最近、ふと立ち止まって考えてしまうことがあるんだ」

　以前よりも日毬は、弱々しい姿を垣かい間ま見せるようになった気がする。意地で踏ん張っていたころと比べると、ずいぶん女の子らしさを覗かせるようになった。

「日毬らしくないじゃないか、弱音を吐くなんて」

「私の意志は鋼鉄よりも硬いつもりだ。己一人のことなら、どれほどの艱難辛苦でも乗り越えてみせるつもりだった。……しかし私の政治的成功のために、プロダクションの皆が全力で支援してくれるのは……申し訳ない気持ちになってしまうんだ……。己の無力を痛切に感じる……私のために……」

　話しながら、日毬の声のトーンが低くなっていった。日毬の立場になってみれば、皆の優しさがプレッシャーになってしまうこともあるはずだ。

「みんな自分の意志でやっていることだぞ。心から日毬の政治的成功を応援しているからこそだ。俺も、由佳里も、タレントのみんなもな。日毬が臆する必要は何もない」

「だが、プロダクションには仕事上のデメリットが大きいのではないか？」

「多少の影響が出てくるのは覚悟の上だ。うちとしても、刺し違える覚悟で局の連中には陰に陽に圧力をかけているんだが……蒼通が逆の動きをしているとなかなか難しい。日毬のことをすぐに助けられないのは歯がゆい思いだよ」

「あまり各社にプレッシャーを強くかけすぎると、今度はプロダクションの仕事がなくなってしまう。そうすれば本末転倒だ」

「別に芸能事業がストップしたって構わないよ。うちの稼ぎは、実は芸能事業はそんなに多くない。関連事業の方が遥かに大きくなってるから、芸能事業は単なる広告塔にすぎないんだ」

「収益のことだけではない。タレントの皆の仕事がなくなるかもしれないではないか」

「いいや、所属タレントだってみんな実力者ばかりだから、仮にうちの芸能事業がストップしても、他に移籍することは簡単だろう。杏奈や栞や凪紗あたりなら、大金を積んででも引き抜きたい芸能プロはゴマンとあるはずだ。千歳は微妙だが、まぁ拾っとこうと思う相手はあるかもな……。リリィはデビューしたばかりだから難しいかもしれないけど、そもそもアイドルになりたかったわけじゃないだろう」

　バックミラーでチラと日毬を見やり、俺は続ける。

「だから日毬は周りのことを気に掛ける必要はないぞ。俺たちは全員、日毬に期待してる。好きでやっていることだ」

「そう簡単に割り切れるものではない。高校のころまで私は、本当の意味で仲の良い友達はいなかったと思う。同級生の女の子たちとは当たり障りない挨拶をするくらいの仲だったし、男の子たちからは無視ばかりされていた。だが、ひまりプロダクションに所属して、私は本物の仲間を得ることができたのではないかと考えている。私ごときと親しく接してくれるなど、かつては考えられなかったことなんだ。そんな大切な友人たちを、私の戦いに巻き込むなど……」

「なんだ、日毬は政治的成功より友情を選ぶのか？　それも自分勝手に思い込んで。うちのメンバーの友情はそんなにヤワじゃないぞ。今の日毬の言葉を聞いたら悲しむだろうな」

　ここは反骨心を喚起させた方がいいと思い、俺は煽り気味に続ける。

「目先の友情のために政治的目標が霞かすんでしまうってことか。つまり日毬の思いはその程度だったってことだ」

「なっ⁉　私の思いがその程度のわけがない。私はいかなる反発もはね除けて、命を懸けて目的のために邁まい進しんするつもりだ。もとよりこの身と魂は、日本国家のために捧げている。いくら颯斗とて、私を侮辱することは許さんぞ」

　日毬はバックミラーに鋭い視線を向けてきた。

「日本国民の責任を一身に背負い込もうとするのなら、俺たち身近な人間たちの進退を気にしすぎないことだ。俺たちだって日本人だし、日毬に背負われようとしている人間の一人にすぎないよ。日毬を助けることが、ゆくゆくは自分たちを救うことになると信じてる。日毬との友情のためというよりも、自分のこととして俺たちは取り組んでいるんだ。だから今後は、俺たちの手助けについて気に病まないでくれ」

「むう……そうなのだろうか。私は考えすぎているのかもしれない……」

　視線を逸らし、日毬は眉をひそめた。

「俺たちのような考えの人々を少しでも増やしていければ、日本はきっと変わるはずだ。世の中の空気感を一気に覆すのは簡単じゃないが、今はとにかく、コツコツ努力を重ねていくしかない時期だろう。昔、日毬が日本大志会の会員を徐々に増やしていったように、メディアのバッシングが間違っていると考えてくれる人が少しでも増えるよう、突破口を作っていこうじゃないか」

「委細了解だ。私はひまりプロダクションの面々の期待に応え、今まで以上に命を懸けて事に当たっていこうと思う。私の想いは、きっと日本国民に伝わってくれるはずだと信じている」

　日毬は意を決したのか、力を込めてそう言った。
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　二二時過ぎ。

　所属タレントらが仕事を終え、珍しく全員が揃っていたので、テーブルを囲んで雑談をしていた。そしてＢＧＭ代わりにテレビを付けていたのだが、ちょうど大和同盟絡みのニュースが始まったので、俺たちはテレビに注目していたのだった。

「旧民政党本部前です。本日も慌ただしい動きでして、出入りする旧民政党議員の数はいつにも増して多くなっています。本日はおよそ四〇人もの議員が党本部に集まっておりまして、ただ今、大和同盟の戦後処理について話し合われている最中です」

　レポーターは、それがさも重大事であるかのように語っていく。

「党本部に入る議員の方々にインタビューを試みましたところ、何人かの議員が問い掛けに応じてくれました。平ひら石いし守もり孝たか議員によれば、『一部の議員の暴走でこのような失態を演じてしまった。民政党はもう一度、一からやり直さなくてはならない。我々は真摯に現状を受け止め、各地の党関係者と今後について協議し、再起を期していかねばならない』とのお話です」

　取材用メモ帳からレポーターは顔を上げた。

　本部ビル前にはガードマンが立ち、政治家や秘書らしきスーツの男たちが慌ただしく出入りしている様子が流れていた。

「また伊い神かみ健けん司じ議員は、『民政党は試されている。このような状況に陥った責任を、誰か特定の人物に押し付けてはならない。国民との対話を続け、民意を重視して舵かじ取とりを行っていくのが政治の使命だ。国民が大和同盟の結成に不満を抱いているとするならば、我々は早い段階で軌道修正を試みなくてはならない』と応じてくださいました」

　画面の半分には、スタジオのアナウンサーの真剣な顔が映し出される。

「江え藤とうさん。やはり事前の情報通り、党本部に集まっているのは、旧民政党を再結成しようとする人たちですか？」

「そのようです。およそ一〇〇人の議員のうち、大半は民政党を再結成する方向で行動しているようですね」

　現場のレポーターはうなずいた。

「と、いうことは……逆から見れば、まだ一部には大和同盟を継続しようとする動きもあると？」

「大和同盟結成を推し進めた神内三郎議員を筆頭にして、そのまま大和同盟を続けるべきだと考える議員もいるようですね。しかし数としては多くないようです」

「これだけ国民の失笑をかってしまっている状況で、大和同盟を継続する勝算が果たしてあるのでしょうか？」

　アナウンサーの酷い質問に、レポーターは首をふる。

「わかりません。ただし、神内議員に近い人物が語るところによれば、裏側では党内工作が活発に行われている状況になっているようです」

「ありがとうございました。引き続き旧民政党に動きがあればよろしくお願いします」

　そしてレポーターが画面から消え、映像はスタジオに戻った。

　アナウンサーが意味深に語りかける。

「小こ山やまさん、なんとも奇妙な状況になって参りましたね。電撃的に合併したかと思ったら、党首も決まらないうちに支離滅裂の状況に陥ってしまうという話で、無責任極まりません。これが日本の政党の姿、というわけですか……」

　すぐさまコメンテーターが応じる。

「いわば国民が、神楽日毬という議員ですらないアイドルが政党の党首選挙に出るという歪な状況に、ノーを突き付けた形です。ある意味でいえば当然の話なのかもしれませんね」

「テレビショーを演じるのも、もう本当にいい加減にしてほしいところですね。こういうことの積み重ねが、有権者の政治不信を生み出していくわけです」

「それだけ政治がショービジネス化しているということではないでしょうか。これは決して政治家だけの問題ではなく、我々メディアにも、国民一人一人にも等しく責任があることです。国民ウケを狙って右往左往する政治家たちのスタンスを冷静に見極め、受け入れられないもの、理不尽なものには声を上げていく姿勢が今ほど求められている時代はないのかもしれません。ますますメディアの役割は重要になってきたように感じます」

　アナウンサーが身を乗り出す。

「それでね小山さん、国民の怒りをかった大和同盟結成に、神内三郎はまだすがろうとしている動きがあるようですが……この点についてはどうお考えですか？」

「もともと神内さんは、民政党内において神通力が衰えつつあったとききます。もう古い人、終わった人なんだという評価が台頭していたわけですね。政界の事情に詳しい方からの情報によりますと、神内さんは大和同盟結成を主導することにより、衰えた自らの求心力を回復しようと目もく論ろんでいたようです」

「なるほど！　そういう視点から見ると、このおかしな動きに一本筋が通るような気がしますね。やはりまた神内三郎ですか」

「神内さんは昔から、その時々に応じてメディア受けのよい人間を担ぎ出し、政権奪取のために利用してきた方です。もうこれはクセなんですね。あまり褒められた話ではありませんが。それで今回、白羽の矢を立てたのが、アイドルとして世界的知名度を持つ神楽日毬ちゃんだったというわけです」

「神楽日毬は普段から、日本の独裁者になるなどというトンデモ話を公然と主張していたアイドルです。一説には、神楽日毬はアイドルとして成功するための手段として、そういったトンデモ話をぶち上げて注目を集めたかっただけという話もあります。それを神内三郎は利用したわけですね」

　このアナウンサーは日毬のことがよほど憎いのだろうなと思わざるを得なかった。情報操作以前に、個人的な感情が見え隠れしている。

「どうもね、複数の業界関係者から聞き及んだところによれば、神楽日毬ちゃんはかなり本気のようですよ。主張の善し悪しはここでは議論しませんが、まぁ私は面白いと思うんですがね。少なくとも、現状の日本のシステムを再設計するとしたら……ある程度まで独裁に近いようなパワーは必要なのかもしれません。その役目に神楽日毬ちゃんがいいのかどうかと問われれば、即答はしかねるところではありますが」

　そんなコメンテーターの言葉を、アナウンサーは半ば否定する。

「でも所しょ詮せんアイドルです。これは禁じ手だと思うんですよ。ここまでするのかっていうね。一七歳のアイドルが選挙の洗礼も受けず、トリッキーな方法で政界に影響力を及ぼすことになるなんて……私たちの民主制度が根底から崩れることになります。こんなことを我々メディアが見過ごせば、日本は何でもアリの社会になってしまいます」

「まったく仰おっしゃる通り、まぁそうなんですけどね、でもメチャクチャ可愛いじゃないですか。世界的アイドルなんだから当然ですけどびっくりするほどの美人だし、やたら真面目なところが余計にね。かといって本当に独裁者になったら困りますけど」

　冗談を言いながらコメンテーターは笑った。

「芸能人として見ている分には面白いということなんでしょうね。でも、いざ政治家になるなんてことになれば、批判されて当然ということでもあるんでしょうね」

　アナウンサーは、どうしても日毬の政界進出が不正だと結びつけたいようだった。都合のいいところで話を切り、別の話題を切り出していく。

「視点を変えて、日本政治全体のお話をうかがえればと思います。民政党がここまで瓦が解かいしてしまうと、今後ますます自友党の力が強まるばかりですが──」

　話題が自友党のことに移行したところで、栞が声を上げる。

「なんやねん、このアナウンサー。日毬のこと嫌いすぎやろ。とにかくイチャモン付けたくてしゃーないんやろうな。腹立つで～」

「酷い報道なことはたしかだけど、これはまだマシじゃないか。一方的に大和同盟を扱き下ろすだけで流す報道も多いからな」

　冷静に俺は言った。様々な報道に目を通してきたが、このコメンテーターのように少しでも違う意見を述べる人物がいるだけでずいぶん違う。

　凪紗が口にする。

「コメンテーターの方は、まだ日毬のことを評価しようとして下さっているのだと感じました。中立とは言えないかもしれませんが、手厳しい報道に心を痛めていたので、叩いてこないだけ良いことだと思います」

「ニュースに身構えちゃうようになったので、そんなに叩かれなかっただけでホッとしますね……。叩かれないと安心するっておかしいと思うんですけど……」

　千歳が胸に手を置いて言った。

　気難しい顔つきで杏奈が続く。

「私はなんだか冷笑されたように感じたよ。どこか言葉にバカにしたような含みがあるんだよね。それでも今の状況ならマシかもだけど」

「実はこのコメンテーターの小山さんとは面識あったんですよね。前にテレビの仕事で一緒になったことがありまして、名刺交換もしてるんです。最近メールでご挨拶させてもらいまして、日毬ちゃんをよろしくって伝えておきました。だからマイルドに応答してくれたんだと思いますね」

　そんな由佳里の取り組みに俺は感心する。

「地道だなぁ。だが、そういう活動が意外と大事だぞ。一つ一つの人間関係が状況を打開するキッカケになってくれるかもしれない」

「やれることは全部やるしかないんです。『ひまりプロラジオ』だって地道な取り組みの一つですが、こういう活動がジワジワと効いてくるときがありますよ、きっと」

「でも、せっかく『ひまりプロラジオ』をやってるのに、ぜんぜん話題に出てこないよ。どうして？　メディアの人たちは注目している番組なんでしょ？」

　我慢ならないといった風にリリィが言った。

　たしかに『ひまりプロラジオ』で喋った内容など皆無だ。メディア関係者、とくに大和同盟絡みのニュースを追っているメディア人たちには重要な情報ソースになっていたが、そこで喋った内容を取り上げられたことは一度もない。

　ちなみにリリィは週に三日ほど定期のモデルの仕事が入っている。最初のころは必ずクロエが同行していたが、ようやくリリィ一人で事務所にやってくるようになっていた。クロエは本当は娘のあとを追い回したいのかもしれないが、既存の仕事を放置するわけにはいかないのだろう。

　俺が説明する。

「『ひまりプロラジオ』はメディア批判色が強い番組だからな。いくら日毬が登場して現状を語ったって、大手メディアが取り上げることは絶対ないよ。でも、それでいいんだ。大手メディアと対称になる媒体を持っておくことは、いずれきっと生きてくる。こういうときに、黙りこくってしまうことほどマズいことはないからな」

「パパがこんなに簡単に大佐に負けるとは思わなかったわ。悔しいっ。今日は家に帰る前に、大使館に寄って、大佐に抗議してこようかと思ってるの」

「気持ちはわかるが、クルス大佐に抗議しても無駄だろう。リリィやクロエが押しかければ、嫌がらせにはなるかもしれないけどな」

　クルス大佐はＣＦＲ外交問題評議会などの意向を受けて最初の一押しをしたのかもしれないが、この全体の雰囲気は決してクルス大佐一人が作りだしているものではないだろう。クルス大佐が全体をコントロールするなんて不可能だ。もともとメディアは潜在的に、常にバッシング対象を探しており、そこに日毬や大和同盟がピタリとハマったに違いない。アメリカ中枢と日本メディアの意向が合致したために、大きなムーブメントとなって世の中を動かしているのだ。

「テレビや新聞は同じ色に染まっとる感じやけど、雑誌は真っ二つって感じやな。叩く側と擁護する側が半々になっとる印象や」

「雑誌は良くも悪くも無責任だからな。判断基準は、売れるか売れないかだけだろう」

　ここにきて、当初は口汚く大和同盟を罵ののしるばかりだった雑誌の傾向が徐々に変化しつつあった。意外にも叩き一色ではなくなってきている。大手メディアが大和同盟バッシングに傾いているのはおかしいと疑問を呈する内容の記事が時おり見られるようになっていたのだ。捏ねつ造ぞうしてまで叩いていた雑誌が、こうした変化を始めているのは、株で言う逆張りのようなものだろう。大手メディアと反対の論陣を張った方が注目を惹ひくし、アウトサイダーとしての役割を果たすことができる。

　これは別に何らかの圧力があるわけではなく、どちらに付いた方が雑誌の部数が伸びるかというだけの行動原理に違いない。だから今は擁護に回っている雑誌社も、叩きの方が売れると思えば、再び方針を転換する可能性もあった。記者個人はともかく、雑誌社がそのまま信用できるというわけではない。雑誌はまったく売れない時代なので、彼らは彼らなりに必死なのだ。

「皆には苦労ばかりかけて誠に申し訳ない……。しかし私は皆の期待に身命を賭として応え、日本の頂点に辿り着くまで戦い抜くのだと覚悟を決めている。この戦いで、もし私が政権を取れない状況になれば、そのときは切腹を以もって責任を全うするつもりだ」

　真摯な面持ちで日毬は言った。

　いつもは日毬の切腹を止めようとするはずの面々だが、今回ばかりは止めようとする者はいなかった。切腹を許容するわけではない。もし本当に日毬が切腹をしそうな状況になれば、何があっても押し留めるだろう。だが日毬が一点の曇りもない決意をにじませていることは誰の目にも明らかだったから、その思いに誰も水を差さなかっただけだ。

　杏奈が皆を見やり、口にする。

「頑張ろうね、みんな」

「当然ですっ！　このくらいで、へこたれるわけがないんです！」

　すぐさま千歳が応じた。

「反撃の機会をうかがいましょう。ひまりプロダクションの総力を結集して挑もうね」

　由佳里にリリィも続く。

「ＣＩＡも付いてるよ！　パパは頑張ってるから、役に立たないなんて言わないで」

　実際にはＣＩＡは一定の役に立っている。世論工作の情報を提供してくれたことだけでも有用だった。たとえ一部でも敵の戦術が見えたことは大きい。

「うちがまさか日毬のために、人生を賭けてやることになるとは思わんかったで。短いタレント人生やったけど、こんなんもうええわ。少しも惜しゅうない。芸能界なんぞより、日本社会の深遠を少しでも覗き見ることができるだけで遥かに面白いわ」

　栞は元々アイドル志願者ではなかったし、アイドル人生が終わったとしても、女優としても文化人としてもいくらでも活躍できる舞台はあるだろう。

　だが思い返してみればひまりプロダクションには、純粋に「アイドルになりたい」などと考えて芸能界入りしたメンバーはほとんどいなかった。日毬はもちろん、千歳は実家工場を救いたいがためだったし、凪紗はたまたま「なのである語」がヒットしただけだ。栞やリリィも、俺と会う機会がなければ芸能界に来ていたはずがない。ましてや由佳里は成り行きだ。純然たるアイドル志願者だったのは、デビューにひまりプロダクションが絡まなかった杏奈だけではないだろうか。もっとも杏奈もキッカケは、なんとなく閃ひらめいたからオーディションに応募しただけだったようだが。

「皆さま……日毬のために誠にありがとうございます……。温かいご支援とお言葉に、私は泣いてしまいそうです……。心より御礼申し上げます……」

　そう言う凪紗はすでに涙を流していたが、誰もそれを指摘しなかった。

　皆の気持ちは一緒である。あとは戦うだけだ。

　目の前でできることにコツコツ取り組みつつ、由佳里の言ったように反撃の機会をうかがっていくことになるだろう。
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　俺と由佳里は連れだって、最寄りの警察署を訪問していた。新宿近辺を管轄している警察署だ。

　小汚い取調室で、俺と由佳里を前にした刑事は困ったように言う。

「だって、ひまりんって公人でしょ？　批判はあって当然だって。それともなに、批判されるのが嫌だから警察を利用しようっていうの？」

　由佳里が息巻く。

「ですから！　何度も説明しているように、このステルスマーケティング会社が意図的にやってるんですよ。ここまで調査してきたんです。本当は警察がやるべきことじゃないですか」

「意図的ってくらいで告訴できると思うのは大間違いだよ。政治家や芸能人がそんなこと言い始めたらね、毎日逮捕者が続出するって」

　刑事は他人事みたいな口ぶりだった。

「意図的、組織的なのに逮捕できないんなら、警察なんていらないじゃないですか！　ストーカーより酷いですよ、これ！」

「意図なんてみんな持ってるの。ネットに書き込んでる人は全員ね。何度も説明してる通り、日毬ちゃんがネットで批判されたくらいで警察沙ざ汰たにはならないよ。常識で考えてよ。他の有名人を見てみてよ。批判されてない人なんている？」

「逮捕できるくらいの証拠は揃えてきていると思うんですが。弁護士の先生に確認したところ、『受理してもらえるはずです』と仰っていました」

　俺は落ち着いて口にした。

　弁護士は、「受理してもらえる証拠は確実にあるはずだが、実際に受理してもらうのは至難の業わざだ。死人や怪我人が出たという話なら別だが」と言っていた。警察側としては、これを逮捕まで持っていくのは大変な作業量になるだろうし、おそらく労力に見合わないと考えるのだろう。一つでも多くの事件を解決できるかどうかが刑事の出世にも響くから、人が死んだりするような緊急事態でない以上、面倒なものは省きたいと思うのは人情だ。

「そりゃ顧問弁護士ならそう言うだろうね。でも仕事をするのは警察だから。警察が動くっていうのはね、大変なことなんだよ」

「何を言ってもダメですか？」

「弁護士の先生に、民事での告訴を相談してもらった方がいいんじゃないかな？　とにかく、こっちでは難しいよ。いちおう告訴状のコピーはもらっておくし、ちょっとは調べてみるけど……簡単じゃないと思うけどね」

　民事での訴訟はいずれやってもいいが、結着までに何年もかかるし、労ばかり掛かって、勝ち取れる金額はタカが知れている。しかも仮に民事で勝ったところで、大した強制力などない。あくまで目的は大和同盟の起死回生にあるのだから、民事での勝ち負けなど大勢には影響しないだろう。

　押しても引いても難しそうなので、ひとまず俺たちは引き下がることにした。
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「忌々しいなぁ警察！　何なんですかね、アイツら！」

　警察署をあとにしてすぐ、由佳里は地団太踏んで悔しがった。気持ちはわかるが、腹を立てても仕方のないことだ。

「最寄りの警察署に来ただけだからな。ちょっと正攻法を採りすぎた」

「どう考えても間違ってますよアイツらの考え！　ていうか、難しいことを理解できる頭がないんでしょうね！　人が死なないとわからないんですよ！」

　由佳里の憤慨は収まらなかった。

「まぁ、あとは俺がやってみるから、由佳里は他のことを頼む。大和同盟が再起を期すには、情報操作の証拠を逆手にとって騒ぎ立てるのは有用だからな」

　直情的な由佳里には、対警察の交渉が向いていないことは明らかだった。

「なら先輩に任せます。私はもう警察と話したくありません！」

　あっさりと由佳里は案件をぶん投げてきたのだった。
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　さっそく俺は、桜田門にある警視庁を訪問していた。

　黒くろ谷たにに会うためだ。電話でアポイントの連絡を入れた際、俺の訪問が黒谷にはよほど意外だったのか、幾度も驚きの言葉を口にしていた。

　案内された小部屋の一室で、黒谷は馴なれ馴れしい口を利いてくる。

「やあ、どーもどーも。まさか織葉社長の方から訪ねて下さるなんて」

「ぼくはもう社長じゃなくなりました。新しい名刺です」

　俺は名刺を差し出した。

「あー、そうでしたよね。健城由佳里新社長、ひまりん、ひまりんのお姉さん、片桐杏奈、槙野栞……いや～、すごい布陣ですよ。新社長の知名度のおかげで、プロダクションも一気に世界的知名度を得ましたからね。なんでも新社長の人気は海外の方が高いくらいだとか。私も出入りさせてもらってる事務所なんで、自分のことのように嬉しいですね」

　何かあればこちらを褒めてくる黒谷はおべっか使いにしか見えない。もっとも、黒谷がどんなタイプだろうとあまり関係がなかった。こちらに協力する意志があるかどうかだけが問題だ。

「回りくどい挨拶をするつもりはありません。ご相談があって参上しました。こちらをご覧になって頂けますか？」

　黒谷との世間話に付き合うつもりはなかったので、すぐさま告訴状と、ファイルでまとめた証拠書類一式を差し出した。

「この私に相談ですと？　いやぁ嬉しいじゃないですか。ようやく織葉社長……じゃなかった、常務も、私の存在意義を認めて下さったってわけですね。ひまりんを担当するようになって苦節二年、ようやく私にも光が当たり始めたってところでしょうか。ひまりんのためなら、たとえ火のなか水のなか、いかなる場所にも馳はせ参じて、お味方致したい所存にございます」

　またペラペラ喋り始めた黒谷に、「いいから読めよ」と伝えたかったが、グッと堪こらえて無言を貫いた。俺が何も返答しないので、仕方なく黒谷は告訴状に目を落とし、熟読し始めたようだった。

　時おり証拠書類のファイルをチェックしつつ一通り告訴状に目を通し終えた黒谷は、飄ひょう々ひょうとした様子で顔を上げた。

「なるほど。そういうことですか。普段ネットはいちいち見てないんで、こんなことになっていたとは存じ上げませんでした」

「そういうことです。刑事告訴するつもりです。どうすればいいか、ご指導頂けますか？」

「最寄りの警察署は……？　新宿ですよね」

「行きました。その上で、ここに相談に来たわけで」

「ほう、そういうことでしたか。だいたい把握しました」

　さも理解したようにうなずき、黒谷は腕を組んで続ける。

「まずね、蒼通」

「ええ」

「これは無理でしょう」

「それは政治的に？」

「当然それもありますよ。ですけど、本当に蒼通が依頼したんですかねぇ？」

「金が回ってますんで。これだけで明らかじゃないでしょうか」

　俺は断定したが、黒谷はうなる。

「いやね、警察が調べれば、そりゃ金が渡ったことは証明できるとしても……この金が、本当にステルスマーケティングを依頼するためだったのかどうかまでは、本人たちの心のなかを開いてみないとわからない。別の仕事を依頼するためだったかもしれないでしょ」

「はあ？　いや、黒谷さんが仰りたいことはわかりますよ。だけど、そんなことを言い始めたら、世の中のどんな経済事件も解決不可能になるじゃないですか。そこは警察がやって下さいよ。本人たちに吐かせればいいだけの話でしょう？」

「そこがね、相手が蒼通ともなれば違ってくるわけですよ。机をガンガン叩いて泣くまで責めて、強引に吐かせるってわけにはいかない。それに、どっちの会社も広告会社でしょう。どうやら通常業務でも仕事上の付き合いがあるようだ。蒼通までは持っていけないと、私は思いますね」

　やりとりしてみて、案外、黒谷はよく状況を理解したようだった。頭は悪くないのかもしれない。そういえば、公安はそれなりに優秀な人間が配属されるのだと聞いている。

「……どうやっても蒼通までは無理？」

　俺は念を押した。

「ぼくの感覚では難しいんじゃないかなぁ。そりゃあね、きっと神さまが見れば、この告訴状の通りなんだと思いますよ。だけど人間社会の現実は、そういうわけにもいかないから」

　蒼通まで持っていけないのなら、この告訴の価値は半減することは確実だ。しかし、まったく無価値になるわけではなく、ステルスマーケティングの状況を告発するだけでも十分な反撃にはなる。

「ステルスマーケティング会社までは行きますか？」

「そこはね、もし警察が受理すれば当然でしょう。会社は捜索対象ですし、掲示板に捏造を書き込んだ個人もしょっ引きますよ。もっとも、そいつらは詳しい事情なんて知らないでしょうから、そこまでで落着ですね」

「蒼通まで頑張ってもらいたいところですが。社会正義のためです」

　真顔で俺が言うと、黒谷は失笑する。

「ははは。社会正義、ですよねー。……信じてますか、そんなもの？」

「多少は」

　俺としては、そう答えるしかない。

「経営者が喋ることには期待しない方がいいし、警察や検察はそれ以上強く押さないと思いますね。いずれにせよ、やってみなくちゃわかりません」

　ここまでで、当初の目的を俺は即座に諦めた。勝ちにこだわるあまり、大局を見誤ってはならない。こちらが非常に劣勢である以上、小さな勝ちをコツコツ積み重ね、逆転の目を探っていくことが先決だ。由佳里は怒るだろうが仕方ない。

「黒谷さんのお話はわかりました。現実的なラインだと思います。ここから、どうすればいいですか？」

「ぼくは公安部なんでねぇ……。アドバイスくらいはできるんですけど、受理する権限はないんですよ」

　肝心のところで逃げを打とうとする黒谷に、俺は強く出る。

「うちの会社の担当だって言ってたじゃないですか。こちらに協力させるだけさせて、いざ困ると何もしてくれないんですね」

「越権行為なんでねぇ……でも本当に心から応援してるんです。……織葉常務、これは独り言ですよ。明日以降、本庁の飯いい村むらを訪ねてみてください。捜査二課です」

「今日このあとに訪問しちゃってもいいですか？」

「あー、いえ、飯村も何のことかわからないと思うので……」

「わかりました。明日、もう一度警視庁に参ります。ご協力ありがとうございます」

「ひまりん、かなり応援してます。個人的にも、大和同盟はいいんじゃないかと思いますね。ひまりんが独裁者になるまで、ぼくが担当しますんで」

　馴れ馴れしくて変な刑事だと思っていたが、なかなかどうして、こうして話してみれば物分かりがいい男だった。そして急な訪問に対応してくれたことに礼を伝え、俺は公安部をあとにした。
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　翌日、再び警視庁。

　飯村を訪ねると、昨日黒谷に渡してあったコピーをすでに持っていた。

　会議室で俺を前にした飯村は、挨拶もそこそこに切り出してくる。

「端的に申し上げます。メモって頂いていいですか」

　俺はうなずき、メモ帳を取りだして身構えた。

「この告訴状のなかで、蒼通に関連したものを省いてください。まず、ここからここまで。それから、ここからここまで」

　飯村は告訴状の幾つかの場所を指し示し、指でなぞってみせた。

「この二カ所ですね」

　さらに別の箇所を飯村は指差す。

「次に、この表現を変えてください。お金の受け渡しの授受に関する部分ね。断定しちゃってますが、ここは触ると面倒になるんで、見なかったことにしてもらえますか。口惜しいでしょうが」

「なるほど、了解しました」

　おおよそ昨日の黒谷の話通りだ。

「はい、それだけです。あとは問題ない訴状だと思いますよ。ここを直してもって来てください」

「えっと……そうすれば受理してもらえるんでしょうか」

「ええ、受理します」

──話早っ。

　それが率直な感想だった。対応に出てくる人物やタイミングが違えば、同じ組織でもずいぶんと変わってくるものだ。

「いつまでに作成し直せますか？」

　飯村の質問に、俺はスケジュールを確認しながら応じる。

「これから弁護士のところに行って、今日中に作り変えてもらいます」

「なら、ご足労かけて申し訳ありませんが、また明日お会いしましょう。時間決めちゃいますか」

　そして明日の時間を約束し、俺はホッとして口にする。

「なんか、肝心の要件は三分で終わっちゃいましたね」

「こちらは事前に読んでましたからね。捜査の着手開始は先になりますんで、そんなに期待しないでください。順番がありますんで」

「もし差し障りなかったら、黒谷さんとどういうご関係かお聞きしてもいいですか？」

「黒谷さんから何も聞いてませんでしたか？　私の元上司ですよ。昔は熱い人だったんです。今じゃ、そんな名残なごりはありませんけどね」

　意外な話である。いつもヨレヨレの格好をして肩をだらりと垂らす黒谷は、やる気のない男にしか見えなかったのだ。

「熱血刑事みたいな感じだったんですか？　まったく想像つきませんね」

「あの人、あんな風体ですけど、一〇年前は警視庁きってのエースだったんですよ。大きな事件の処理にはいつも黒谷さんが関わってましたね。だけどちょっと真面目すぎるところがありまして……あんまり触っちゃいけない件にもどんどん突っ込んじゃって……。ここだけの話ですけど、阿あ良ら山やまっていたでしょう」

「ああ、いましたね。自友党の大物……」

「あの阿良山はＫＣＩＡ大韓民国中央情報部とズブズブの関係だってことは一部ではよく知られた話でしたが……その金銭の授受を内偵してたときに、あと少しってところでＫＣＩＡ側に漏れてしまいました。たぶんね、警視庁内にＫＣＩＡの協力者がいたんですよ。その件で一線を追いやられちゃったんですよね。あの人にはもう出世の目はないし、退職するまでどうでもいい右翼事務所を回るだけの日々なんです。ぼくも含めて同情してる人は多いんですけど、しょうがないですよ。こういうことは間々あります」

「人は見かけによらないとは、このことですね……。不真面目そうな印象がありましたので」

「今じゃ適当にやってるんじゃないですか。別人です。世間様から税金泥棒と言われても仕方ないんでしょうね。かといって生活を考えると軽々しく辞めることもできません。昔は活躍した人ですから、いい加減な仕事でも文句を言う人間はあんまりいないですし」

　そして飯村から、かつての黒谷の活躍ぶりをいろいろと聞かされたのだった。うだつの上がらない人間にも過去はあるということだ。いろんな人生があるものだと、改めて感じたのだった。
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「リスナーのみんな、こんにちはこんばんは！　番組司会の片桐杏奈だよ！　『ひまりプロラジオ』第四回、今日も元気に行ってみよー！　そしてコメンテーターの」

「槙野栞や。ちゅーか杏奈、前回ほとんど司会放り出してたやないかい」

　すでに定番になってきた二人の挨拶が始まった。

　杏奈は不満げに言う。

「だーって仕方ないじゃーん。ひまりんだよ？　ひまりんが来たんだよ？　しかも一〇センチ隣で懸命に喋っちゃってるんだよ？　心臓がバクバクいって司会どころじゃないってば」

「どこの芸能人の追っかけやねん。杏奈やって日本のトップアイドルなんやから、むしろ追われる立場やろうが……」

「ひまりんは銀河系のトップアイドルだからね。天てん保ぽう山ざんと富士山くらいの違いがあると思う。栞ちゃんは楽しそうに司会してたように見えたけど？」

　天保山は大阪市内にある標高四・五三メートルの山として有名だ。長らく日本一低い山だったが、地震の影響で地盤が上下するため、一番を譲ってしまったらしい。

「うちは日毬と議論するんは嫌なんや。コケにされるし𠮟りつけられるしなぁ……。ましてや司会の立場やと、こっちが怒るわけにもいかんやないか。一方的にやり込められて終わりやねん」

「そういえば最近、ひまりんと栞ちゃんが事務所で議論してる姿はあんまり見ないね。昔はちょくちょく激論を交わしてたことあったのに」

「うちが大人になったっちゅーことやろ。日毬が幼い分だけ、うちが広い心で受け止めてやらにゃならん」

「ひまりんも、この番組のリスナーの一人だよ。今日帰ったら、真っ先にひまりんから𠮟られそうだよね。目に見えるようだよ」

　そんな杏奈の指摘に、栞が慌て出す。

「ち、ちゃうねん。今のは冗談やって。ホンマ言うとな、日毬には敵わん思うねん。せやから、な？　な？　怒らんといてや。日毬に因縁つけられて絡まれると堪らんのや……。いつも泣き寝入りさせられるうちの身にもなってみてや……」

「栞ちゃんがひまりんの逆げき鱗りんに触れたことが確定したところで……そろそろ今日のゲスト紹介にいってみようよ」

「やめい。逆鱗に触れてないっちゅーねん。そやね、この話題は一刻も早く変えた方がよさそうや。ゲストやゲスト。うちらばかりが喋ってたってしゃあない」

「今日のゲストも強烈だよ。主にバストが壮絶だよね！　ちょっとこの番組すごすぎない？」

「なんでバストの話になんねん。今日の注目を惹くところはそこやないやろ。普段は決して番組で喋らん人が、ついに公に姿を現したってところや。しかも生放送やで。胸やなくてそこが大事なとこな」

「もう誰だかわかった人も多いよね？　そうです、前回のひまりんに続き、今日はなんと、爆乳姉妹のお姉さんの方──神楽凪紗さんです！」

「片桐殿……ば、爆乳姉妹というのは……」

　弱々しい凪紗の声が聞こえてきた。

「ほら凪紗さん、まずは挨拶からやで」

　栞に促され、凪紗が挨拶を始める。

「そうでした……。皆さま、神楽凪紗です。生放送に出演することは初めてですので、何卒ご容赦のほどを……。こちらのリスナー様は、日毬のことを応援して下さっている方が多いと聞き及んでおります。誠にありがとうございます。心より感謝申し上げます」

「今日は『なのである語』は出ないんやな。凪紗さんの場合、メディア関係者に囲まれると、急に『なのである語』になったりしおるからな」

「おかげさまで、こういうラジオ番組ならカメラを意識しないで済むので、まだ心に余裕を持っていられます。でも多数のカメラに取り巻かれたりすると、何も考えられなくなって身体が震えてきて……私が私ではなくなってしまうんです……。日々の修行が足りず、実に情けない限りです……」

「まぁたしかに、ここで喋っとるのは事務所にいつもいるメンツやしな。せやけど、この番組にだけは出演してもええって、凪紗さん自ら決めたそうやないか。普段は番組に出ないことで有名なのに、思い切りおったなぁ」

「織葉殿が番組に出ているのを見て、私も腹を括くくらねばならないと感じたのです。事務所の皆さまが日毬のために戦っているというのに、姉である私が手をこまねいているわけにはいきません。私はいつも日毬に助けてもらっていますから、日毬が苦しいときこそ手伝ってあげたいのです」

「それにしても、えらく立派な心がけやなぁ。杏奈はどう思う？」

「問題はバストだよ。改めてじっくり見ると、凪紗さんの胸って公式発表の数字より確実に大きいんじゃないかな？　私、だいたいわかるんだよね」

　杏奈のこだわりは半端ではなかった。

「なんでわかんねん。服着とるから、うちには判断つかんわ。ちゅーか、なんでバストの話になんねん。異次元に飛びすぎやろ」

「凪紗さんくらいのモデルなら、実際の数字なんて関係なく、バスト99とか表示しちゃうものだけどね。プロフィールの91って過小すぎる数字でしょ？」

「ど、どうでしょう……誇張するのは問題ある行為だと思いますが、日本人として、慎つつましく過小でしたらよいのではないでしょうか……」

　突然、杏奈はいきり立つ。

「ダメだよ、そんなの！　過大も過小も同罪で重罪だよね。とくにバストは大切なんだし」

「そ、そうだったのですか……。重罪だとは思いもよらず……騙だますつもりはなかったのです……。誠に申し訳なく、お詫びのしようもございません……」

「どんな番組やねん。凪紗さん、話半分未満で聞いとった方がええで。杏奈はバストのことになると、やたらと情熱的になるんや」

「測らないで適当に書いたわけじゃないよね？」

「さすがに適当はいけませんので、サラシを巻いているときに、日毬に測ってもらいました。日毬の数字も、きつめの下着をつけたまま測ったので、本当のところはわかりません……」

　ガタッと椅子が動く音が聞こえた。

「生放送中にいきなり立ち上がるなっちゅーねん」

　栞が呆れた声を上げる。どうやら杏奈が立ち上がっていたらしい。

「やっぱりね。そんなところだろうと思ったよ。私の計測パワーによれば、実際には二人とも、あと三センチ大きいんじゃないかな。ちゃんと測り直して、プロフィールは正しいものに書き換えなくちゃね」

「畏かしこまりました……。そのような重大事とは思いもよらず、安易なことをしでかしてしまいました……。大変反省し、痛切に後悔しております……」

「別に書き換えんでもええて。数字がどうやろうと、見てくれが変化するわけやないんやからな。凪紗さんは凪紗さんのままや」

　栞が場を制したが、杏奈はどうしても凪紗のバストにこだわりが強いようで、なかなか話題が逸れることはなかった。終いには、バストの成長を通じて凪紗の人生の遍歴を聞き出していくという、テレビも真っ青のバラエティ番組となっていった。

　公に姿を見せることがない凪紗だけに、こうして生放送に登場したところで、さまざまなインタビューを試みるというのは貴重な機会だ。しかし本来はひまりプロダクションの公式放送であり、政治教養番組の一つだったはずである。これはこれで悪くないのだが……。

「──だからね、バストは大きいだけじゃダメ。一〇年経っても二〇年経っても変わらぬ美しさでなきゃいけないの。そのためには、鍛錬は外せないんだよね」

「バストを鍛錬しているつもりはなかったのですが……そういう視点もあるわけですね……」

　凪紗の声音からは、感心しているのか困っているのかわからなかった。

「やっぱり聞けば聞くほど、私のなかで宇宙最強の姉妹って感じになっていくよ。ひまりんを助けるためっていうのなら、凪紗さん自身も政治家になったりするのもアリなんじゃないかと思うんだよね。そうだよ、なっちゃおうよ」

「ようやく政治絡みに入ったようやな……。時間押してるから、割り込んで軌道修正させてもらうで。今の杏奈の話やけど、凪紗さん自身は日本大志会に所属したりせんかったの？」

　栞が無理に話に割って入った。

「いえ私は……。私のように政治のことを勉強しているわけでもなく、ましてや覚悟もない人間が所属すれば、日毬に迷惑を掛けると考えておりました。それでも日毬のことは心より応援しておりましたし、その都度お手伝いはしていたつもりです」

「私も日本大志会の党員だったんだよねー。大和同盟になったから、日本大志会が解散するって聞いて超ショックだったんだ。でもね、ひまりんが大和同盟の党首選挙に出るって知ったときはやっぱり嬉しかったし、ひまりんさえいればいいんだって気づいたの」

「片桐殿が党員だったことは聞き及んでおりました。いつも日毬のことを支えて下さり、感謝の言葉もございません」

「最近の大和同盟のバッシングは少し落ち着いてきたような気がするんや。酷いことには変わりないけど、前ほど激しいトーンではなくなってるような気がしとる。この番組での情報発信が、少しは貢献していると思いたいところやな」

「織葉殿や健城殿が登場して下さったときは感動しました。とくに織葉殿は、私と同じように公に姿を見せることを嫌がるタイプだったので、私も奥に引き籠こもってばかりはいられないと強く感じました。しかし、いざこのような場所に出てみると、私など何を話せばいいのか……」

「実はこの『ひまりプロラジオ』はな、メディア関係者には注目されとる番組で、リスナーには業界関係者が多いんや。この番組でどんな爆弾発言が出るか、みんな戦々恐々としてんねん。次は自分の裏情報が暴露されるんやないかってな。せやけど、一般のリスナーへの認知度はまだ低い。だからこそ凪紗さんが生放送に出てくれるだけでインパクトがあって、十分な広告効果になるものなんや」

「そうだよ、凪紗さんが生で話すところって他にないからね。出てくれるだけでオッケーだよ」

「そう仰って頂けると、一念発起した甲か斐いがあったというものです……。こんな私でも、日毬のために少しでも役に立てるのなら、姉としての役目を果たせます……」

「番組の半分くらい、凪紗さんのバストの話やったけど。政治教養番組のはずやったんやけどな」

「控え目な数字を書いたことが重罪に当たるとは思わず、安易な気持ちでやってしまったことを反省しております……」

　人一倍、曲がったことが嫌いな凪紗だけに、杏奈の「重罪」という言葉を非常に気にしているようだった。

「これで凪紗さんとひまりんの正確な数字を知ることができるよね！　今からワクワクが止まらないよ！」

　それから凪紗が中高生時代にいかにモテまくってきたか、そして芸能デビューするまで半引きこもり生活から抜け出す勇気がなかったことなど、政治とは無関係な多岐にわたる話題で盛り上がったのだった。

　栞が指摘したように、『ひまりプロラジオ』に一般リスナーの関心を引きつけるという意味では、凪紗登場はとても良かったと思う。少なくとも俺が登場するよりは遥かに効果的だ。
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　ビルから幾つかの段ボールを運び出す警察官の様子を追い、俺はビデオカメラを回していた。

　報道陣も幾人か見受けられた。ただし、やってきたのは、普段からインナーサークル内で情報共有している記者たちがメインだった。あとは雑誌社やネット系媒体の記者たちだろうか。

　ステルスマーケティング会社の代表取締役社長の逮捕劇だった。思っていたよりもずっと地味な逮捕劇だが、一石を投じる役には立ってくれるのではないだろうか。

「やりましたね、織葉さん。これで少しは、不当な大和同盟バッシングが収まってくれるんじゃないですか」

　顔見知りの記者二人が、カメラを回す俺に近づいて声を掛けてきた。

「そうなってくれるといいんですが……。ネット情報には一定の影響を与えてくれると思います。あとは大手メディアで報道されるかどうかですが……」

「ぼくらもニュースに取り上げられるよう最善を尽くします。しかし見方によっては、ネットの書き込みで逮捕者が出ただけなんで、このニュースを無視しようと思えばいくらでもできるんですね。うちの上は、この件は取り上げたがらないと思います」

　もう一人の記者も続く。

「うちも簡単じゃないかもしれないな……。組織的に政党を狙ったという視点から見れば間違いなく面白いニュースです。しかしネットの書き込みでの逮捕みたいな話はありふれてるんで、ニュースにはなりません。ニュースを意図して扱わない理由なら、いくらでもあるんです」

「なるほど……大手メディアに気に入られるのは難しいものですね。一方通行の恋では実らないものですか」

　俺はカメラを降ろし、肩をすくめた。

　ましてや今回の事件は、蒼通が背後に見え隠れしている。記者たちの懸念の通りになる可能性は、俺も重々理解していたつもりだ。

「しかし本当にこういう話があるんですね。たしかに大和同盟のネットでのバッシングは、いささか極端な感がありましたが……」

　ネットは大衆の集まりだけに大なり小なり極端に走るので、何らかの意図が働いているのかどうか判断しづらい側面がある。ＣＩＡ情報がなければ気付けなかったかもしれない。

「世界中、ネットはいつでも行き過ぎですよ。だからこそ今回の逮捕劇も、ネット系媒体が中心になって騒ぎ立ててくれるんじゃないでしょうか。国民世論になるのは難しいでしょうけどね」

　そんな話をしながら、経営者らしき人物が手錠をはめられ警察に連行されていく場面を、記者たちと一緒に見守っていた。幾人かの記者がその姿を追い、写真を撮っている。雑誌社かネット系媒体の記者だろう。テレビで報道されなくても、彼らが大きく取り上げてくれるなら、多少は事件のことを知ってもらえるかもしれない。

　告訴受理の際、警察は逮捕まで数年かかるかもしれないと言っていたのに、飯村が即座に手を打ってくれたのはありがたいことだ。犯罪が現在進行形で行われているわけだから、放置し続けるわけにはいかないのは明らかだった。もちろん、それだけの証拠を俺たち側が揃えていたという事情もあるし、黒谷が何らかの手を回してくれたのかもしれないし、飯村が俺たちに気を遣ってくれたのかもしれない。

　しかし、よく考えてみれば、ブランド『Kagura』の件では、俺たちは遥かに大きな規模でステルスマーケティングを展開していた。もっとも、他人を口汚く批判したりしたわけではないから、この会社の行為ほど悪あく辣らつだったわけではない。単にこの会社が請け負った仕事の筋が悪かったし、やり口が酷すぎたのだ。もし俺が請け負ったなら、もっとスマートにやっていたはずである。経営者の荒っぽい性格が仕事に反映されたのだろう。
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　ネットでのステルスマーケティング行為によって逮捕者が出たことで、ネット系媒体や週刊誌を中心に報道が行われることになった。かといってネット上での流れが一気に変わったわけではないが、大和同盟批判については一定の疑義の目で見られるようになっていった。

　新聞では、主要紙の片隅にニュースが掲載された。ネットでのちょっとした事件という扱いだ。インナーサークルの記者たちが頑張ってくれたのだろう。もっとも、誰も気にも留めないような小さな扱いだから、大方の読者は注目しないだろう。

　一方で、テレビでの報道には一切繫がらなかった。ただの一社のテレビメディアも、この事件を取り上げたところはなかった。たしかに、テレビで取り上げられるほどの大事件かと問われれば、なんとも微妙なラインだ。蒼通まで事件が及ばないことも影響していた。

　事件への光の当て方によって変わってくる。単なる誹ひ謗ぼう中傷という視点から見れば、この手の事件なら他にもたくさんあるし、いちいち取り上げていたのでは収拾がつかない。しかし、大和同盟は注目を浴びていた新興政党なのだから、逆にメディアが無視するのも本来は不自然だ。ネットや雑誌での取り上げられ方と、大手メディアでの扱いが違いすぎることにも違和感がある。

　俺たちとしては、やはりテレビが取り上げてくれないのは悔しいところだった。広く国民に事実を浸透させるには、どうしてもテレビの力が欠かせない。

　できることならこの事件をキッカケにして、大和同盟バッシングの逆転のキッカケを摑みたいところだった。しかし今一歩パワー不足であり、道のりは遠そうに思えた。
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　いつもの料亭で、俺と日毬を前にした神内は口にする。

「時間が掛かってしまって申し訳ない。危機にあたって民政党をまとめきれなかったのは俺の責任だ」

「問題ない。バッシングは不測の事態だ。しかし民政党はやはり脆ぜい弱じゃくな政党だったな。戦いもせず尻尾をまいて逃げ出し、まんまと馬脚を露あらわしたというわけだ。今回のバッシングについて貴公に一切の責任はないが、民政党のような惰弱のコミンテルン政党が一時期でも日本の与党を担うことになったのは、やはり貴公に重大な過失があるだろう」

　いつもと同様の日毬の物言いだった。

　神内は額に手をやって言う。

「ズケズケと物を言ってくれるな……。だが、変わらないようで安心したよ。それでこそ神楽さんだ。大和同盟の党首を担うに相応しい」

「貴公に利用されるつもりはない。私は私の道を進むのみだ。ところで、民政党内がどうなったか聞こう。情報が錯綜していて、まったく窺い知ることができない」

「流動的な側面はまだあるが、おおよそは固まってきたと思っている。まず、七二名が民政党に戻ることになった。初心に戻って再起を期すわけだ」

　予想より少ない、と俺は思った。九割近くが離脱すると考えていたのに、意外にも大和同盟に留まろうとする議員が多いのだろうか。

　日毬は吐き捨てる。

「まったく愚かしいことだ。右往左往した挙げ句、少し苦しいことがあっただけで逃げ戻ってしまうわけだな。これが国民の代表なのだというから恐れ入る」

「俺もそう思う。次の選挙では惨敗する様子しか浮かばんよ。先の読めない連中は、とにかく目先のバッシングを逃れる選択肢しかないのだろう」

「民主主義はもう終わっているのだ。やはり私の独裁によって仕切り直すしかないだろう」

　日毬は言い切ったが、神内はそれには答えず、続けてゆく。

「次に一八名が、この機会に乗じて新党設立を模索しているようだ。彼らのことは俺にもよくわからない。俺に情報が流れるのをシャットダウンしているようだしな。好きにすればいいだろう」

　なるほど……民政党に戻らず、新政党を起たち上げようとする政治家までいるとすれば、九割近い政治家がやはり大和同盟を離れることになる。ほぼ予想通りといったところだろうか。

「ほう。一八名の政党なら、弱小といえど、民政党よりはマシかもしれないな」

「そして一二名が大和同盟に残留だ。俺も手を尽くしたが、この人数が限界だった」

「十分だ。烏う合ごうの衆ではなくなって、かえって良かったと思っている」

　日毬は深くうなずいた。本心だろう。

「神楽さんにそう言ってもらえてよかったよ……。やはり自友党に行くなんて言われた日には、本当の意味でこちらはバラバラだからな」

　困った風に言う神内に、日毬は鼻を鳴らす。

「それは合がっ従しょう連れん衡こうを常とする貴公の発想だ。まったく政治家というものは見下げ果てた根性だな。ここ一番の決戦は、石にかじりついてでも戦い続けるべきだ。そこで敗れれば、腹をかっさばいて死を選ぶまでだ」

「いや、それには意見させてもらいたい。勇ましいのは立派だが、それ一辺倒では若すぎる。負け戦とわかっていれば、即座に退いて、別の戦い方を模索するのが見識ある大人の対応というものだ。政治家たるもの、自らの理念を成し遂げるためならば、合従連衡を非難すべきではない」

「だが負け続けたのが貴公の政治家人生だ。世間では豪腕で力のある政治家だと目されている貴公だが、本当のところは、何ものも成し遂げられないままの哀しい男というわけだな」

　日毬の辛しん辣らつな言葉を受け、神内は珍しく顔を歪め、テーブルにうずくまるような格好になった。

「くっ……好き放題言ってくれる……。だがその通りだ……。ならばこそ、俺は大和同盟を最後の死地と決めている……」

　そして神内は顔を上げ、苦しげに続ける。

「俺にはもう後がない。率直に言えば、神楽さんとは相容れないことの方が多すぎる。方針も政策もだ。それでも、そのすべてを吞み込んで、一か八かの賭けに打って出るしかない。神楽さんは俺に利用されるつもりはないようだが、俺はとことん神楽さんを利用し、使い倒してやろう……。それが俺の政治家としてのやり方だ」

「貴公と私が正反対の人間であることくらい理解している。しかし正直に思いを打ち明けてくれる限り、私から貴公を切り離したりはしないだろう。私の方こそ、貴公を丸ごと吞み込んでやろう。大和同盟の組織固めのために励んでくれ」

　俺が口をはさむ。

「神内先生、大和同盟は何事もないように継続するとして……党首については、先日のお話のように日毬で確定ということでよろしいですか？」

「この小政党で、党首選挙もなにもないだろう。最初から党首は神楽さんでいい。それでアナウンスしよう。逆に言えば、この状況で党首選挙を継続しようとするのはみっともない限りだ。マスコミに叩かれるネタを提供するだけになるだろうからな」

「よろしい。党首選挙は行わず、大和同盟の党首は私だ。当初の計画通りだが、やり方はずいぶんシンプルになってしまったものだな」

「その件で神内先生に相談してみたいことがあったのですが……うちのタレントの子たちが、党首選挙に立候補してもいいとまで言っていたんです。党首選挙はやらなかったとしても、何らかの広告塔になってもらうことも可能です。彼女たちが率先して協力したがってますので。何かお役には立てませんか？」

「織葉さんのところのタレントの子というと、この前の槙野栞とかもか？」

「そうです。最も力のあるのは片桐杏奈ですね。ご存じですか？」

「そりゃ片桐杏奈くらい、知らない人間などおるまい。皇居に招かれたとき会ったことはあるな。会話を交わしたわけではなかったが」

　神内と杏奈の会話など想像もつかない。話題がかすりもしないだろう。しかも杏奈なら、神内三郎の名前から「サブちゃん」などと勝手にアダナを付けそうで、こっちが対応に困ってしまう。もっとも「サブちゃん」なら、「颯斗キュン」よりはマシだと思うが……。

「片桐なら、喜んで副党首などを引き受けてくれるかもしれません。パワーはあるはずですが」

「あ、杏奈が副党首⁉」

　日毬は声を上ずらせつつ、なぜか自分の胸を両腕で覆った。

「それは妙手と言えるかどうか判断がつかない。少なくとも現状のままでは、バッシングの火に油を注ぐだけになりやしないだろうか。党首選挙をやらない以上、広告面では有用な存在になってくれるのかもしれないが……ひとまず考えさせてほしい。今のところは、メディアの報道の様子を注視しつつ、事を大おお袈げ裟さにせず行こうじゃないか」

「わかりました。現状ではナシでいきましょう。ですが、うちのメンバーにはいつでも戦う気概がありますので、準備だけはさせておきます」

　俺は請け合い、うなずいた。日毬は困惑した表情だったが、かといって嫌というわけでもないらしい。
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　それから数日後、大和同盟を分離して、再び民政党に戻る七二名の国会議員たちの記者会見の模様が報道された。ご丁寧にも、わざわざ七二名全員の議員が会見場に集まり、元の鞘さやに戻るだけなのに、さも重大な決起集会のように会見が行われたのだった。

　だが彼ら彼女らの意志とは裏腹に、報道は案の定、冷笑したようなニュアンスが多く、メディアも国民も何の期待も抱いていないようだった。いちおう現時点では最大野党であるはずの民政党がこの低落では、自友党が強くなっていくばかりだ。

　民政党再結成の会見の翌日、大和同盟から分離して一八名で結成された新党『日に本ほん新しん誠せい党とう』の記者会見が行われた。この党名は会見で初めて知ったが、インパクトがなく、かえって覚えづらいように思う。この新党はほとんど叩かれもしなかったが、逆に言えばメディアに取り上げられることも少なく、人々の話題に上ることもあまりなかった。まさに党名のような無色透明感だ。メディアからスルーされるのは、最も悪いスタートアップであると思う。

　さらに次の日。大和同盟の会見となった。大和同盟分裂劇で三つに割れた党が、三日連続での会見である。

　集まった記者たちは決して少ない数ではなかったが、あからさまに冷めた様子なのが見てとれた。記者会見に応じるため、壇上には日毬と神内が並び、俺は会場の入り口付近から全体の様子を眺めていた。

　記者たちを前にして神内が切り出してゆく。

「皆さんすでにご存じのように、心機一転の気持ちでスタートした大和同盟は、早くも多数の離党者を出すことになってしまいました。これはひとえに、私の不徳の致すところだと考えております。旧民政党内をまとめきれなかったのは、党内調整を担当していた私の責任であり、その責めは負うつもりでおります。離党していった面々はかつての同志であります。民政党に戻って再起を期す者たちにも、日本新誠党を起ち上げた者たちにも、ささやかながらエールを送らせて頂ければと思います」

　内心はまったく別だろうが、神内は離党者たちに対して温かい言葉を投げかけた。国民ウケを考えればベターな対応だろう。

「また、大和同盟では党首選挙を予定しておりましたが、このような失態をおかしてしまった以上、私は辞退させて頂くのが筋であろうと心得ております。となれば、大和同盟の党首は自動的に神楽日毬さんということになり、大和同盟に残った面々はすでにそのことを了承しています」

　ここで神内は、党首決定を発表した。しかし記者たちからは何の反応もなかった。話題が上げ潮に乗っているときなら、間違いなくどよめきが起こっていただろう。

「これで世界初の、未成年女性党首が誕生いたしました。ですが知っての通り神楽さんは、高い見識と意志を持ち合わせた尊敬すべき女性であり、大和同盟の党首と仰ぐに相応しい人物であると確信しています。世界有数の知名度を持つ神楽さんが新政党の党首に就任することは、私たち日本人としても喜ぶべきことであろうと考えます。広く国民の方々にご協力いただき、大和同盟を支えて下されば幸いです。なにとぞよろしくお願いいたします。私からの挨拶は以上です」

　神内は短く話を切り上げた。

　次に日毬が満を持して語り出す。

「諸君、大和同盟の党首に就任することになった神楽日毬だ。日本大志会と民政党の合併にあたり、早くも大和同盟は三つに分裂してしまった。日本大志会とはつまり私そのものであるから、その私との合併によって引き起こされてしまった事態だ。それがゆえ、まずはこの点を冷静に反省せねば前に進めない。ここでは、メディア諸氏の私の政治進出に対する風当たりの強さや、大和同盟バッシングについてはあえて触れまい。己個人の至らなさについて焦点を絞り、反省点を語っていくことにしよう」

　そこで一息つき、日毬は会場を眺め回した。とくに記者たちからは反応がない。カメラのフラッシュもいつもより少なかった。

「日本を愛しすぎるがゆえ、私は焦りすぎていたと思う。私が急ぐほど、私に反発する者たちの怒りをかき立て、その分だけ妨害行為も激しくなってしまう。ときにはいったん立ち止まり、身近な政治家たちとの人間関係をしっかり固め、よく議論し、方針を調整していくことが必要だと知った。大義よりも、利害や好き嫌いの方が重要なこともある。日本の未来ばかりを追求し、己を神と同一化しようとしてさえいた私だから、周囲の理解を引き出せないことも多かった。今後は大所高所から物を語るのではなく、相手と同じ視線に立って話し合っていこうと考えている」

　公の場でカメラに囲まれ、自身の落ち度を振り返っていくことはなかなかできることではない。日毬の成長が感じ取れるスピーチだ。

「かつての私は、日本の閉塞状況を打破するためには、独裁しかないと決意していた。もちろんそれは今も変わらない。しかし、私が独裁者となるのが至極当然であると確信していたがゆえに、日本大志会と合併の決断をしてくれた民政党の政治家らに、公で感謝を表明することはなかった。ゆえにこの場を借りて伝えたい。このような機会を与えてくれた民政党の政治家たちに、心より感謝している。大和同盟分裂後に、民政党に戻った人々にも、日本新誠党を組織した者たちにも、私はエールを送りたいと思う」

　なかなかどうして、日毬にも神内並みの老練さが身についてきたと思う。厳しい状況に晒され、経験を積んできたからこそだろう。

「そして同時に、断固として私の政治進出を許さないメディアの人々にも、あえて感謝を示したい。もし大和同盟の設立に讃辞ばかりが集まっていたら、私は政治を安易に考えるようになってしまったと思うし、内心では不満を感じている政治家たちが分裂していく機会がなく、目先のことしか考えない烏合の衆となっていたに違いない。だから直後のバッシングによって大和同盟が瓦解したのではなく、強化されたのだと考えている。これはひとえにメディア諸氏のおかげだ」

　素晴らしい発想の転換だ。それでいて無理な論理展開ではないし、間違ってもいない。大和同盟は数こそ減ったが、強化されたのだ。

「スタートしたばかりで大きな壁にぶち当たる経験は、いずれきっとプラスに作用してくれるはずだ。普通なら、スタートを切った直後に挫ざ折せつすれば、挑戦を止めてしまうかもしれない。私を批判する者たちの狙いもまさにそこだろう。しかし私には、日本のために私の政権を打ち立てるという挑戦を、止めるつもりは毛頭ない。私が立ち止まるとすれば、切腹して果てるときだ。私は今も真剣を手に持ち戦っている。私に政治進出を諦めさせたいならば陰口を言い募ることは無意味であり、同じように真剣を構え、私に生き死にの勝負を挑んでくることだ。いつでも私は受けて立とう」

　日毬らしい党首就任の挨拶だった。この演説の内容がすべて報道されるわけはないだろうし、メディアにとって都合のよいところだけを切り貼りされてしまうに違いないが、たとえ少数でも伝わるべき人に伝わってくれるといい。

　その後、場は質疑応答へと移っていった。

　質問は日毬に集中した。ほとんど説教のような質問も多かったが、決して日毬は怒らず煽られることもせず、淡々と応じていた。

　記者の一人が立って質問する。

「有権者のなかには、選挙で選ばれもしていない日毬さんが政党の党首になることには強い違和感があるようです。民主主義を踏みにじる行為ではないのかと。この点について、どうお考えですか？」

「違和感を覚えているのは貴公ら新聞やテレビの人間たちだろう。私は常々、公然と同じ内容を繰り返し語り続けてきている。選挙で選ばれた政治家には、社会システムを根本的に見直す仕事はできないし、何より貴公らメディア改革に乗り出すことは不可能だ。それを私が成し遂げる。そして日本の未来を決することができたなら、運用が滞りなく行われているのを見届けた上で、私は潔く身を退こう」
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　さらに別の記者が質問に立つ。

「独裁者になっておいて、身を退くなんてありえるんですか？　かつての歴史を考えると、独裁者を政権から降ろすには暗殺かクーデターが関の山です。そんな状況では国もボロボロになっているでしょう。神楽さんは独裁が国を救うと考えているようですが、民主主義体制の方がコストは安いと思います」

「貴公は勘違いしている。私は独裁者になりたいのではない。豊かな日本の未来を実現させたいのだ。そのためには、独裁の道もやむを得ないと考えているにすぎない。これは何度も訴えていることだ。世論のミスリードを誘うような報道の仕方はどうかやめてほしい」

　日毬が華々しくメディアに登場し始めた当時、いつも因縁を吹っかけてきていた東とう西ざい新しん聞ぶんの記者が立ち上がった。久々に見た顔だ。日毬がスターダムにのし上がっていく過程で姿を見なくなっていたが、大和同盟バッシングが始まって息を吹き返したのだろう。

「大和同盟が行き詰まりましたよね。破綻した責任はどうお考えですか？」

「……？　質問の意味を理解しかねるが……。大和同盟は分裂したが、今後も継続していくことは変わらない。破綻などしていないぞ」

　以前の日毬なら、嫌味がこもった質問に対しては、即座に感情を荒らげて反発してばかりいた。しかし相手が誰であろうと、淡々とした姿勢を貫き、落ち着いて応じるようになっている。バッシングに遭ったことで悟るところがあったのだろうか。だとすれば、世間の批判も悪いことばかりではない。

　それからも記者たちから厳しい質問が日毬ばかりに集中したが、沈着な態度を崩さず、日毬は丁寧に質問に答えていったのだった。
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「さて！　『ひまりプロラジオ』第五回！　はっじまるよー！　ひゅー！　司会の片桐杏奈と！」

「コメンテーターの槙野栞や。この番組にもだんだん慣れてきたで。主に杏奈の暴走ぶりに慣れてきたってことなんやが」

　苦笑が混じった声で栞が言うと、杏奈は声を上ずらせる。

「私の暴走⁉　トラック運転してるみたいじゃん。私はいつでも私のまま、これで平常運転なんだよ。テレビに出てもラジオに出ても、事務所でダラダラしてるときだって、いっつもこのまんまなんだよね。昔はあんまり積極的に喋らないよう言われてたんだけど、ひまりプロダクションに移ってから何も言われなくなったしね」

「むしろ、常時そのテンションでいる杏奈にはホトホト驚かされてばかりや。落ち込んだりする姿は見たことないけど、杏奈は悩みとは無縁なんか」

「そんなことないよ、一喜一憂してばかりだよ。毎日一〇〇回くらいは悩んだり沈んだりするんじゃないかな。たとえば、ひまりんのことを考えると胸がギュッとなっちゃうし、苦しくなって、なんだか不安になっちゃったりするんだよね」

「アカンわぁ……言ってることの半分も理解できへん……。うちと杏奈は、根本的に別次元の人間だと思わざるをえんで……」

　栞は呆れたようだった。

「別の人間なのは当然だよ。ひときわ個性が際立つアイドルが集まってる事務所なんだし。ひまりんなんて、すっごいじゃん。前回登場の凪紗さんも特殊なタイプだよね～。社長のゆかりんなんか最強の一角だよ。うちのプロダクションには、世の中ぜんぶの芸能事務所が集まって掛かってきたって勝てないはずだよ」

「ここで千歳の名前が出えへんのは、ある意味で個性なんかもしれんね」

「千歳ちゃんは一番アイドルっぽいよねー。ていうか、ひまりプロダクションってアイドル事務所とか言いながら、実際のアイドルって千歳ちゃんだけだったりしない？」

「何がなんだかわからない怪しげな組織かもしれんね。それは同意するわ。なんなんやろうな、うちら。……ってことで、うちみたいな謎の事務所に最近所属することになった七人目のタレントが、今日のゲストやね」

「そうそう、謎の事務所の……七人目だっけ？」

　杏奈は疑問を呈した。

「由佳里を含めればやな」

「あっ、そーだよねー。ゆかりんもスーパーウルトラ級の大物タレントだから、うん、七人目だよ。今日のゲストはリリィ・レイエスだよ。凪紗さんと同じように、モデルとしての所属になるよね。番組に登場するのは何気に初めてじゃない？」

「うん、初めてだよ！　皆さん、こんにちは！　私はリリィ・レイエス。よろしくね」

　リリィの明るい声が飛び込んできた。

「一三歳になったばかりやねん。ホンマに初々しい感じやなぁ。リリィはファッションモデルの仕事が中心や。近々ＣＭやグラビアの案件も入ったっていうし、そこそこ活躍の場はあるんやないの。……ていうか、リリィの隣にもう一人見えるような気がするんやけど……うちの気のせいやろうか……」

　栞が言葉を濁らせたので、杏奈が続ける。

「なんとなんと、今日は特別ゲストがもう一人！　リリィのお母さんまで登場です！」

「クロエ・レイエスよ。やっと娘が番組に出られるっていうから楽しみでね。本当はテレビがいいんだけど、事務所がなかなか許可しないのよ」

　クロエの登場に、早々栞がツッコミを入れる。

「なんでやねん。なんで親が付いて来てんねん。ありえんわぁ。どないなっとんねん、この番組」

「私はリリィに付き添って来ただけよ。だから私まで番組に出るなんて思ってもみなかったわ。杏奈が一緒に出なさいってうるさくってね。考えてみたら、娘と一緒に番組に出るのも悪くないし」

「杏奈とのやり取り、うちも聞いとったけど、クロエやて満更でもなかった感じやないか」

「クロエは大学講師なんだよね。国際政治を教えているんだってよ。だから番組のゲストとして解説してもらうのはいいんじゃないかなって思えたんだよね」

「いいわよ、質問には答えてあげましょう」

　妙に高飛車なクロエだった。クロエにとっては普段通りだが、リスナーは驚くことだろう。

「偉そうやわぁ。この番組には、うちしかまともな人間はおらんのやないか。ちなみにクロエは元アメリカ国務省出身で、現在は上智大学で国際関係学を教えとる。極東の外交政策の専門家やから、ラジオのゲストとしてはええと思う」

「よろしく。ひまりプロダクションには私もちょくちょく訪問しているからね。身内みたいなものでしょう。あの颯斗まで番組に出たんだから、私が出るのも不自然じゃないと思うわ」

「ていうか、なんでリリィよりクロエの方が喋っとんねん。どっちが芸能人かわからんわ」

「リリィは素直な女の子だからね。アメリカ人だけど日本育ちだから、質問を振られない限り、安易に発言しない謙虚さを持ってるんだよ。可愛いよね～」

「さっきから杏奈ちゃんと栞ちゃんのトークを聞いてたけど、なかなか話に入れそうにないよ……。やっぱりプロってすごいんだなって、改めて思ったよ」

　リリィの素直な気持ちだろう。杏奈と栞の二人は芸能界有数のトーク技量の持ち主だから、自然に話題に加わっていくことは難しい。大抵の場合、二人から質問を振られて初めてトークに参加できる。

「あー、そーだよねー。慣れてないと、会話に入るタイミングは難しいらしいよね。私は意識したことないんだけど」

「杏奈は素で半端やないからな。比べる方がどうかしとるわ。うちかて杏奈を前にするとタジタジや」

「なら、最初のうちは私からお話を振ってあげるね。どう思った？　昨日のひまりんの大和同盟スピーチ」

「カッコ良かった。ひまりんにますます惚ほれちゃった。あんなにすごい女の子いないと思う。私なら、あんな風にカメラに取り囲まれて記者の人たちから意地悪な質問されたら、恐くなって泣いちゃうかもしれないよ」

「だよねー！　絶対すごいよねー！　初めてひまりんを見たとき、私の第六感がビリビリってきたんだ。きっと世界が変わるんだって予感が、私の身体を打ちのめしたの。ひまりんに恋したのはそのときからなんだと思う」

「恋ってことになっとんのかい。まぁええ……杏奈に突っ込んでもしゃーないしな。ところで、大和同盟の設立以来、日毬の周辺へのバッシングが激しくなっとるやろ？　これについて、レイエス親子はどう思っとんねん？」

　栞は二人に問い掛けたが、やはり先に応じたのはクロエの方だった。

「メディアというのは基本的にリベラルなものなのよ。民主主義を採用する大国なら、どこの国でもそうなるの。バランスを欠いている状態が前提。アメリカだってひと昔前は主要メディアがあまりにリベラルに寄りすぎたから、その反動があって保守的なメディアが台頭してきた経緯がある。日本も似たような過程をたどっているんでしょう」

　クロエの意見は実に講師らしい。

　すぐさまリリィも続く。

「私はね、今のバッシングは許せないけど、でも感情的に反発する必要はないような気がするな。だって、やっぱり陰謀を成功させるには、メディアにまったく別次元のことを語らせるか、反対のことを報道させるのが秘ひ訣けつだと思うんだ。民衆の邪魔を極力排除することは避けられないから、メディアが変なことを言っている隙に、ひまりんの本当の目標を隠して物事を推し進めるのが正解だと思うの」

「とても一三歳の発言だとは思えんが……。リリィの言う日毬の本当の目的っちゅーのは、核武装ってことになるんか？」

「ひまりんは常々言っているよ。核武装、日米同盟の異次元の深化、社会保障改革……その核心は、独裁的な権力を握ることでしょう。民主的な選挙で選ばれる必要はないから、メディアに好意的に取り上げられるよりも、本当の目的をカモフラージュして民衆を目くらます役目として利用した方がいいと思うな」

　これだからリリィに公で語らせるのは問題があるのだが、この番組に限ってはアリだろう。

「そんな風に機械みたいに割り切れへんけどな」

「どんなときでも感情的に物事を見つめちゃいけない、ときにはロボットみたいになって民衆から距離を取れって、パパとママからいつも言われているの」

「表と裏を当然のように語る姿勢は考えものやで。たとえ心で思ってても、公で民衆を卑下するような物言いをするのは、教育がなってない証拠やないの」

「卑下してないよ。単なる大前提だよ。私は民衆のこと嫌いじゃないよ」

「栞は失礼な人ね。世間一般の教育が間違っているんであって、うちの方が正しいのよ。だから多くの人は、間違った大人に育つんじゃないの。見てなさい、リリィはきっと素晴らしい大人に育つわよ」

　言い切るクロエに、栞は困惑したようだ。

「せ、せやろか……。キッパリ言い切られると、うちの方が間違ってる気がしてくるんやけどな……」

「二人は、ひまりんを応援するために、これから何が必要だと思う？」

　杏奈の問い掛けに、クロエが応じる。

「日本メディアへの対応はそこそこにしておいて、海外のメディアに重点を置いてアピールする方法はあるかもしれないわね。日本にいると気づかないけど、海外のメディアは神楽さんのことを、バッシングではなくて、不思議なものを見るような目で面白おかしく伝えているわ」

「そうだったんだ……。日本のメディアってバッシング一辺倒でしょ。外に出れば違う受け止め方になるなんて思わなかったな。でも不思議なものって、たとえばどんな感じ？」

「日本ってヤバいんじゃないかってニュアンスが多分にあるけど……それと同時に、変な憧れや羨うらやましい気持ちも内在してるわけ。とても真似できないっていうね。だって世界中探したって、神楽さんみたいな女性はいないもの」

　栞が言う。

「日本のメディアの場合は、自分らの存在意義が懸かっとるからなぁ。ホンマに日毬が政権獲とりおったら自分たちの首が絞まるかもって不安はあるやろ。せやけど海外メディアは直接的な利害関係者やないから、面白いかどうかが重要なんやな」

「だから海外メディアにもっと積極的にアプローチしなさい。日本の制度や考え方を変えるには、外圧が有効な手立てになる。これは歴史が証明しているわ。日本は安定した国だからこそ、自分たちでは変われないのよ」

　クロエの話に続き、リリィが提案してくる。

「こういう機会にメディアを逆に評価していくような試みってできないかな？　メディア企業ぜんぶに採点を付けていくの。攻撃されてばかりじゃ許せないから、こっちから攻撃する方法を採った方がいいと思うんだ」

「いいじゃん、それ。採用しようよ。赤点ばかりになっちゃうだろうけど、採点して発表するのは良いアイデアだよね。『ひまりプロラジオ』のコーナーにしてもいいかも」

「Ｓ＆Ｐやムーディーズみたいに、各メディア企業を格付けしていくんはええと思うよ。せやけど、その格付けが注目されんと意味がない。結局は、格付けを大衆に浸透させるためには大手メディアの力が必要なんやと思う。浸透しなければ単なる自己満足の、空気みたいな話やからな」

「颯斗くんみたいな物言いだよね。損するわけじゃないんだし、少しでも盛り返すためにやれることはやってみようよ」

「杏奈がメディア評価なんかすると、日毬をちょっとバッシングしただけでＣＣＣ評価とかになりそうやないか。日毬とよく喧嘩するうちまで最低評価されそうやな。たぶん全メディアがＣＣＣで、格付けにならんわ」

「基本だよね。天使であるひまりんをバッシングするなんて悪魔だよ。でも栞ちゃんは、喧嘩っていってもお互い楽しそうだし、別にいいんじゃないかな」

「うちはともかく、日毬が楽しんでるように見えるのん？」

「嫌ってるわけじゃないってことはわかるよ。本気で怒ってるっぽいけど、でも友情の裏返しみたいな。栞ちゃんだって似たような感じでしょ？」

「そうなんかなぁ……。でも内心は、日毬のことホンマに尊敬しとるわ。うちじゃとても敵わん……。本人の前やと口が裂けても言われへんけどな」

　すかさずリリィが指摘する。

「ひまりんはこのラジオ聞いてるよね。それって内心じゃないよ！　告白みたい。栞ちゃんは本当は気持ちを伝えたかったんじゃないの？」

「そないなつもりやなくてやな……。アカン……今日はアカンで……喋れば喋るほど、ドツボにハマっていくような気分やわ……。うちの黒歴史になるかもしれへん……」

　悶もん々もんと悩み始めた栞を余所よそに、杏奈が意気揚々と口にする。

「はい、ひまりんと栞ちゃんの隠れた友情も確認できたところで、時間も押してきたことだし、最後に現状を真面目に確認してみるよ」

　杏奈は一呼吸おき、話を続けてゆく。

「今はまだ日本の大部分が大和同盟に不信感を持っている状況だよね。それはメディア各社が、大和同盟やひまりんをバッシングしているから。そこで私たちは懸命に考えて、ささやかだけどメディアの流れに反発するためにこの番組『ひまりプロラジオ』を始めてみたの。さすがにラジオの一番組じゃ全体の流れを覆すまでには至らないけど、メディア関係者には知られた番組になってくれたみたいなんだよね」

「メディアの攻勢に逆らう橋きょう頭とう堡ほみたいなものね。関係者は戦々恐々としているんじゃないの？」

「いつも思うけど、クロエは難しい単語知ってるよね。日本人の私より知ってるんじゃないの。感心しちゃうよ」

　難しい単語とは「橋頭堡」のことだろうか。まぁたしかに、日常的に使用する言葉ではないかもしれない。

「外国語っていうのは、案外、難しい単語ほど意識して覚えるものかもしれない。学生のころはハードに勉強したからね。でも、過去の勉強に見合う程度の稼ぎを得られていないのが悩みの種よ」

「だったら……そうね……クロエはアジアの専門家なんでしょ？　日本で国際政治の解説者になってみようよ。ひまりプロダクションに親子で所属すればいいじゃん。あっ、いいかも。私は副社長だから、今ここで採用しちゃうよ」

　突然、杏奈はスカウトを始めた。たしかに杏奈には採用の権限はあるのだが、クロエは高慢なだけに、なんとも使いづらいタレントである。クロエのヒステリーに関わりたくないクルス大佐の気持ちが、少しはわかるような気がした。ローガンの苦労もだ。

「悪くは……ないわね……。いいでしょう。あとでギャランティーについては相談させてもらうわ」

「オッケー、その話は事務所でね。今はそう、『ひまりプロラジオ』が橋……なんだっけ」

「橋頭堡ね。敵地に作った攻撃の足場という意味よ」

「そう。この番組が橋頭堡になってるわけ。地味かもだけど、役目は果たし始めてると思うんだ。メディア界には色んな番組があるけれど、この番組だけは噓は言わない。私たち当事者の口から、正直に本当のことを伝えようとするラジオだよ」

　杏奈は率直な気持ちを吐露し、続けてゆく。

「でね、これも正直に伝えたいんだけど、私たちは大和同盟のためにたくさんの活動をしてるのに……どうしても逆転はできないんだよね。悔しいけれど難しい。わかってたけど、メディアに無視されたら終わりなんだよ。さっき栞ちゃんが言ってたように、格付けだって無視されたら終わるって話と一緒」

「栞ちゃん、どうしたの？　珍しく黙って変な顔してる……」

　リリィが話を振った。

「な、なんでもあらへん。今日の放送が黒歴史なんて、そないなことないねん。うちは日毬の軍門に降くだったわけやないで……」

　何やら困惑したのか、栞は一人ぶつぶつ呟いていた。

　それ以降、珍しく栞はあまり話題に参加せず、三人で今後の対策の議論を始めたのだった。

　たしかに情勢は、なかなか逆転するまでには至らないまま、膠こう着ちゃく状態が続いていた。

　雑誌・書籍・ネットは入り乱れているが、一部に正しい情報が出回っている分だけマシだった。当初ネットは最も激しいバッシングの舞台になっていたが、大和同盟を組織的にバッシングしていたステルスマーケティング事件がネット社会で知られるようになったおかげで、だいぶ情勢は変わってきていた。ネットは拮きっ抗こうし、五〇対五〇といった様相だろうか。ネットで逆転しつつあることは、まだ幾らかの救いだった。

　しかしテレビや新聞の論調が微み塵じんも動かないので、かなり苦しい戦いを強しいられ続けていることもまた変わらぬ事実だった。彼ら大手メディアは七割バッシング、三割が比較的中立といった印象だ。良い報道は一つもない。インナーサークルの面々も努力してくれているのだろうが、大勢には敵わないのだろう。

　どうしても逆転するには至らない。この印象が定着したままになると、立ち上がったばかりの大和同盟が失敗政党の烙らく印いんを押された形になってしまう。なんとかして逆転の芽を探らねばならない。
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　朝九時台の丸ノ内線はうんざりするほど混み合っていた。

　営業活動のため大手町に向かうところだったが、通勤ラッシュと人身事故が重なり、車内は人で溢れていた。乗車時間が一〇分少々なのがせめてもの救いだ。

　吊革に摑まり今日のスケジュールを考えていたところ、突然、足の甲に激痛が走った。

「痛⁉」

　思わず口に出さざるを得ない痛さだった。

　足元を見れば、女性のヒールで踏みつけられていた。

「ごめんなさい⁉　痛かったですよね？」

　そう声を掛けてきたのは、思わず目を見張るような美しい女性だった。オフィススーツ。

　歳の頃は二〇代半ばといったところだろうか。もう少し若ければ、試しにスカウトで声をかけてみてもいいくらいだった。

「いや、大丈夫です。お気遣いなきように」

　本当はヒリヒリしていたが、くどくどと小言を言うようなことでもない。電車内ではありがちな話だ。

　俺は吊革に戻ろうとしたが、女性は謝罪だけで済ますつもりはないらしい。

「本当に申し訳ございません。お詫びに何かして差し上げたいのですが……」

「だから全然構いませんって」

　俺は繰り返した。周囲の乗客は羨ましそうに俺を見やっていた。

「どちらでお降りになるのかしら？」

「大手町ですよ」

「なんて奇遇なんでしょう。私も大手町なんです」

　女性は胸を押さえてそう言った。

──どう応じろと？

　俺は首をかしげた。

　電車内でたかだか足を踏んだくらいで、男が放っておかないほどの女性が、こうまで構ってくるものだろうか。普通は、一言交わして終わりだ。ヒールで踏みつけた謝罪のために何かお詫びしたい……などという繊細すぎる美女がいるとは思いがたい。

　訝しんでいると、女性は落ち着いた物腰で続ける。

「差し出がましいようでごめんなさい。お急ぎのようでしたら、ちょっとお話するだけでもいいんです。どうしても謝りたくて」

「なら、改札を出るまでくらいなら……。アポの時間も迫ってるんで、ゆっくりお話する時間はなさそうです」

　淡路町の駅を過ぎると、少し距離が取れるほどに車内の混雑は緩和されていた。これならもう足を踏まれることもなさそうだ。

「では少しだけでも……。どんなお仕事をされてるんですか？」

「自営業ですが」

　そして俺は、女性がしてくる質問に、当たり障りない範囲で答えていった。女性は詮せん索さくしてくるが、奇異な印象を受けた俺は淡々と応じた。今まで生きてきて、こんな場面を想像したことがないのだ。

　そうこうするうちに大手町に到着し、乗客の流れとともに電車を降りた。

「どちらにお住まいなんでしょう？」

「新宿ですよ。最寄り駅は四谷三丁目あたりですね」

「奇遇ですね！　私は新宿三丁目に住んでいるんです。よく新宿御ぎょ苑えんの脇道を散歩したりします」
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　新宿御苑の脇道は毎日会社に行くときの通り道である。偶然にしては行き過ぎかとも思ったが、往き来する人も多いし、新宿近辺に住んでいるのなら別にその道を通ったところで珍しいわけでもない。

　俺は通り道であることは告げなかった。

「そうですか、ずいぶん良い場所にお住まいですね。では、ぼくはそこのビルなんで」

　駅構内から続くビルの入り口を俺は指差した。

「あっ、せっかく近くにお住まいなんですし、機会があればお茶でも……」

「会うことがあるかもしれませんね。それでは」

　俺は軽く会釈して、そそくさとビルへと駆け込んだ。本当にアポ間際だったのだ。それに女性との関係の進展を期待していたわけでもない。そもそも名前すら聞いていないのだ。





◇






　昨晩は栞のドラマ撮影に付き合ったため、身体がだるくて仕方がなかった。夜間のシーンが多々あるため、撮影は深夜にまで及ぶのが普通だし、ほぼ徹夜といった状況だった。いちおうワゴン車のなかで睡眠は取ったものの、自宅ベッドのようにリラックスできるわけじゃない。

　由佳里の机の前にやってきた俺は、両手をついて口にする。

「すまんが、ちょっと家に帰って寝てくる。夜にはまた栞の撮影に付くから、それまでには来るよ」

「事務所で仮眠すればいいんじゃないですか」

　パソコンから顔を上げた由佳里は言った。

「昨晩は家に帰ってないから、風呂に入れなかったんだ。ついでにシャワー浴びて、着換えてこようと思ってな。今晩も帰宅できないかもしれないし、諸もろ々もろ考えると一度帰った方がいい。どうせ歩いて一〇分ちょっとだ」

「言おうかどうか迷ってましたが、スーツがヨレヨレっすよ。たまにはクリーニングに出した方がいいと思います」

「そうなんだよなぁ。マジ時間がなくてさ。いっそ家政婦でも雇おうかな」

　肩を落として言うと、側の机に座っていた千歳が小学生のように片腕を上げる。

「私がやりますよ！　おうちは近いんですし、事務員として引き受けさせてもらいます！」

　千歳の尻上がりな声音。妙に嬉しそうだ。たとえは悪いが、飼い犬が主人の機嫌を取って喜んでいるような印象さえある。

「いいっつうの。公私混同をするつもりはない」

「なんなら、スーツを持ってくるだけでも。あとは私がクリーニング屋さんに往き来します」

　日毬と壮司は旧日本大志会の事務所に行っているようだったし、凪紗は休み、杏奈は森に付き添われ収録の最中だ。事務所にいるのは由佳里の他に千歳と栞、それからリリィだけだった。

「そんなことをしてるヒマがあるなら事務所の掃除でもやっててくれ。ちゃんと自分で行くから」

「千歳は仕事も増えとるし、そろそろ事務員の仕事を兼ねるのは無理があるんやないの？」

　栞が横から声をかけてきた。

「まぁ、どっちでもいいよ。もともと役に立ってない事務員様だ」

「常務！　聞き捨てなりません！」

　千歳はしきりに憤慨したが、事実なのだから他に言いようがない。

「千歳ちゃんはタレントさんでもあり事務員でもあるの？　私とは違うの？」

　リリィが訊いてきた。千歳がアイドル兼事務員だという感覚は理解しづらいのかもしれない。千歳は忙しくなってきたため、以前のように事務員としてゆっくり事務所で過ごすことはなくなっていた。

　由佳里が説明する。

「売れない芸能人の方が多いってこと、最初から仕事があるリリィちゃんにはピンと来ないよね。それにリリィちゃんの歳で自分で生計を立てる必要はないんだし、ギャラは親御さんに払ってるから、芸能商売での稼ぎのことはわからないでしょうね」

「千歳は売れない時代が他のメンツより長かったんだ。だからその間は事務員のバイトをして生活してたわけだよ」

　俺が補足すると、千歳が声を上げる。

「これでも今は芸能のお仕事だけで生活できるようになりました！　頑張ったんです！」

「そうなんだ……。政治とか国際関係のことはパパやママから教わってるんだけど、芸能界のことは全然わからないよ」

「リリィは小学校出たばかりやろ。うちらから見ればまだまだ幼いんやし、仕方あらへん」

「みんなお姉さんで、頼りになるなぁって思うよ。私の知らないこといっぱい知ってるし」

　リリィは特定の知識だけが豊富だから誤解しがちだが、精神面ではやはり子どもの範はん疇ちゅうだ。素直だし、自分が子どもであることを隠そうともしない。

　しみじみと千歳が口にする。

「私にも、こんなころがありました」

「千歳の方が幼い疑惑」

　ぼそりと俺は言った。

「私もうすぐ一九歳になるんです！　あと一年すれば成人するんですよ！」

「颯斗はどうしても千歳を絡めたいんやな……。ここまで来ると突っ込む気もおきんわ……」

　また千歳をからかったことを皆から𠮟られそうな雰囲気だったので、俺はそそくさと事務所をあとにした。

　ガードマンに頭を下げてビルを出て、家への帰り道として通っている新宿御苑の脇道を歩く。

　由佳里に指摘されてやけに気になりだし、改めて自分の身なりをチェックしたが、たしかに芳かんばしい状態ではなかった。今日中にでもクリーニングに投げてしまわないとならない。シャワーを浴び一時間ほど仮眠を取って、事務所に戻るときには手持ちのスーツをクリーニング屋に預けてしまおうと思った。

　芸能界のようなやや如何いかがわしい業界にいるからこそ、スーツにネクタイを常用していたつもりだ。しかし既にひまりプロダクションの業容は確立しており、誰もが知る会社になったから、今後はノーネクタイにしても大丈夫かもしれない。

　つらつらと、そんなことを考えながら家路を急いでいたところ……三日ほど前に見た覚えのある女性が並木道の向こうから歩いて来るのが目に留まった。

──あのときの、電車の美女だ！

　ひときわ際立つ優美な女性だけに、見間違えるはずもない。

　向こうも俺に気づいたようで、表情がパッと輝く。

　女性はすぐに俺の方へと近づいてきた。電車では気づかなかったが、改めて見ると物腰が洗練されているし、隙のないモデルのような歩き方だ。

　俺の目の前までやってきた女性は、両手を広げる。

「あら、こんな偶然ってあるのかしら」

「いささか奇遇すぎるような気がしますが」

　軽く俺は会釈した。

「そういえば、近くにお住まいということでしたわね。これはきっと偶然じゃないわ」

　挨拶だけで通り過ぎるのはどうかと思うが、かといって何を話せばいいのだろう。

「足を踏んだことならまったく気にしないでください。珍しいことじゃないんで」

「自営業でいらっしゃいましたよね。仕事場もこの辺りですか？」

　女性は畳み掛けるように聞いてきた。

　去るわけにもいかず、俺は女性の質問に応じていった。

「──芸能プロダクション？　ずいぶん素敵なお仕事をされているんですね！」

　改めて俺は女性を見やる。あともう少し若ければスカウトを検討してもいいのだが……しかし、いかに人目を惹く美人だとはいえど、普通の女性なら採用までには至らないとも思う。ひまりプロダクションで勝負するなら、何か特別なものを持ち合わせたタレントである必要があった。でなければ駆け出しのころの千歳のように、バイトに勤いそしんでもらうことになるだろう。ひまりプロダクションは力のある事務所とはいっても、所属すれば売れるわけでもない。ましてや局や蒼通などと戦っている真っ最中だ。

「華々しいように見えるかもしれませんが、実際のマネジメントは地味ですよ。お仕事中ですか？」

「あっ、名乗ってなかったわ。私、沢さわ木き律りつ子こと申します。ＭＣＶの特派員をしています。ＭＣＶはシンガポールのメディアで──」

　女性は名刺を差し出してきて、まくしたてるようにＭＣＶについて説明してきた。ＭＣＶの名前くらいは知っていたが、まさかメディア関係者だとは予想外だった。

　それから沢木が語ったところによると、日本の高校を卒業後、アメリカ留学を経て、現地のネットメディア企業で働いたあと、ＭＣＶアメリカ支局に転職をしたのだという。ＭＣＶアメリカ支局で働き始めてから一年後、もともと日本人だったこともあって、欠員が出た日本支局の方に沢木は移籍する。ただ、ＭＣＶ日本支局は大して忙しい支局でもなく、ほんの数人で業務を回しているだけの小所帯であるようだ。国際ニュースの分野では、荒っぽいことをしない日本の重要性は高くない。そのため沢木は日本支局に所属しながらアジア各地を往き来していたが、最近は尖閣問題や日中関係の悪化のおかげで日本に注目が集まり、支局に在籍する時間が多くなったのだという。国際ニュース報道の関係上、昼夜問わずに仕事をするため、日本企業のように決まった勤務時間はないそうで、つい今しがた自宅を出て丸の内にある支局に向かうところだったらしい。

　しかも二七歳で、歳も近い。海外メディアの関係者なら、利用できることも多そうに思えた。当初、沢木とは何の縁もない存在だと思っていたが、にわかに興味が増してきた。相手の名刺をもらった以上、俺も名刺ケースを取り出す。

「ご丁寧にありがとうございました。ぼくの方も名刺をお渡ししておきます。ここから歩いて三分ほどのところにある、ひまりプロダクションという芸能プロで経営ボードを務めています。沢木さんがメディア関係者だとは思いませんで、ご挨拶が遅れました」

「ひまりプロダクションって……まさかあの、神楽日毬さんが所属している芸能事務所ですか⁉」

「そうです。ご存じだと思いますが、ちょうど今、うちの神楽が政治進出を図っていて……日本メディアから大和同盟がバッシングされているんで、困っているところなんです」

　さも訳知り顔で沢木は何度もうなずく。

「それは……お辛いでしょうね……。外から日本メディアを見るようになって、いささか特殊な、村のような業界だなと感じていました。島国ですから、どうしてもそうなってしまうのかもしれませんが……褒めるにせよバッシングするにせよ、報道の傾向は驚くほど一緒なんですよね。敵に回すと、津波のような怖ろしさを感じます」

「さすが、よくご存じですね。ちょうど今、バッシングを跳ね返そうと四苦八苦しているんですけど……簡単なことじゃありませんね」

　俺は肩をすくめた。

「それにしてもまさか、こんなにご縁がある方だとは思いませんでした。ぜひとも私に協力させてもらえませんか？　これを機会に、ＭＣＶで日本メディアの特集を組んでみたいんです。そのモデルケースとして、神楽日毬さんを取り巻く状況はとても興味深いです」

「素晴らしい。単なるバッシングを面白おかしく取り上げるんじゃなくて、『日本メディアの特集』というのがすごくいい。ベストな視点です。よろしければ全面的に協力させてもらいますよ」

「もちろんシンガポールのメディアも、アメリカのメディアも、どこの国のメディアも、さまざまな問題を抱えています。ですけど、やはり外から見ると日本は特殊な国なので、メディアを対象にして分析することで、その国の国民性も見えてくると思うんですよね。やはりメディアの在り方が、国民世論に多大な影響を与えることになりますし。神楽さんや大和同盟に対する報道を丹念に分析してみると、見えてくるものがあると思うんです」

　沢木は饒舌に語った。

「メディアの在り方から国民世論の傾向を見ていくのは面白いですね。社会にとっても有益な番組になりそうです」

「ＭＣＶの資本系列のなかには、アメリカや欧州のケーブルテレビ大手もあります。うちの特集は、そちらでも放送される機会は多いので、役に立てることは多いと思います」

　本当に悪くない。その特集番組がシンガポールで放送されるだけでは弱いものの、少しでもアメリカあたりで取り上げられると何らかの力になってくれるかもしれない。できればその番組の権利を一部買い取り、日本で公開させてもらえると、大和同盟バッシングを外から客観的に見たものとして有用なものになってくれるはずだ。ややもすれば『ひまりプロラジオ』より役に立つかもしれない。

　突然降って湧いた話だが、とても重要な案件になるかもしれない。俺は家に戻る予定を取りやめ、沢木と話し込んでみることにした。沢木の方も今日は急ぎの予定があるわけではないし、とても興味のある取り組みなので、ぜひともこのまま話をさせてもらいたいと言う。

　そして新宿御苑の遊歩道にあるベンチに座り、俺たちは熱心に話し込んだのだった。沢木は国際政治に造ぞう詣けいが深く、かつまたメディアの在り方について一家言を持っていて、独自の見識を披露した。広告畑出身の俺は外と様ざまからメディアを見ていただけだが、沢木は内部の人間としての見識を有しており、一つ一つの話を興味深く聞くことができたのだった。

　話し込んでみれば、こんな優秀な女性がいるのかと舌を巻くばかりだった。彼女よりいくらか若い由佳里も優秀だが、それはまったく別の方向だ。由佳里は普通の人が真似できるような優秀さではなく、素の人間性で勝負しているようなタイプである。しかし沢木は勉強を積み重ね、さまざまな経験知を自分のものとして取り込んでいるようだった。俺から見れば、沢木の方が議論が成り立ちやすく、互いの理解を深めやすい。

　ただ一つ気になったのは、沢木の意見は日本人とは異なる印象があったことだ。アメリカで教育を受け、向こうで職を求めたのだから当然といえば当然なのだが、ややグローバル傾向が強いというか、乱暴に感じる側面があった。妙な押しの強さを感じる。それも彼女の性格なのだろうか。

　それから俺たちは一時間くらい話し込んでしまった。どうせなら喫茶店にでも誘えばよかったと、俺は少し後悔した。

　時計に視線を落としながら俺は言う。

「ＭＣＶの番組企画についてもう少しお話したいところですが、ちょっと家に帰って着換えて仮眠を取ろうと思っていただけなんです。そろそろ仕事で会社に戻らなくちゃならない頃合いなんで、今日はこれで失礼させてもらってもいいですか」

　家に戻っているヒマはなさそうだ。しかしここで沢木と再会して話し込んだメリットは十分にあった。

「あっ、ごめんなさい。私ももっと織葉さんとお話したいです。ＭＣＶのことだけでなく、個人的なことまで含めて色々と……。お食事に誘わせてもらってもいいですか？」

「ええ、こちらこそ。よろしければその席で、うちの社長をご紹介したいんですが、いかがでしょう？　ご存じでしょうが、あの健城由佳里です。アジア圏ではずいぶんと有名人になりましたし、ＭＣＶにとってもプラスになるんじゃないかと思いますね」

「健城さん……ずいぶん有名な方ですね……。ご紹介頂けるなら嬉しいのですが……今日ここでベンチで話しただけになってしまったので、まずは織葉さんと関係を深めてからにして欲しいです」

「なるほど、そうですか。では近々お食事でもしましょう。この辺にお住まいですから、近所同士、気負わずその辺の店にでも入りましょう。お誘いしますよ」

「ええ、ぜひ。お待ちしています」

　それから沢木に別れを告げ、俺は事務所への道を歩きだした。沢木は地下鉄駅へと向かったようだ。大手町まで行くのだろう。

　ＭＣＶの件がどこまで突破口になってくれるかわからないが、損になる話ではない。少しでも大和同盟バッシングの打開に繫がる可能性があるのなら、やるべきことはすべて取り組んだ方がいい。

　歩道を歩いていると、右の後ろから急に女の子が俺を追い抜いてきた。そしてなぜか、チラチラと俺の顔を見ながら、右手側から左手側へと前を横切った。かと思えば、今度は左手側から右手側へと俺の前を横切った。ずいぶん可愛らしい子だ。歳のころは二〇歳前後。まだ一〇代後半かもしれない。大人の色気を感じる沢木とはまた違ったタイプの美人。アイドル顔とはこの子の容姿のことだろう。ヘアアクセサリーでまとめた髪を上下させながら、どういう訳か俺を気にしているようだった。いや、時おり俺を鋭く見やり、ガンを付けてきているようにさえ感じる。

　だがしかし、まったくの他人である。声をかけてスカウトを試みてもいいレベルの、相当な美少女だが、そろそろ事務所に戻らなくてはならない時間でもある。ひまりプロダクションの収益事業における芸能事業の割合はずいぶん低下しているから、それほどスカウトにガツガツする必要を感じないのも事実だった。

　横断歩道を渡るため立ち止まると、女の子はそのまま、そそくさと歩き去ってしまった。当初は、俺を気にしているのかと思っていたが、どうやら自意識過剰だったらしい。見たこともない美少女から理由もなく声を掛けられるようなことは、今までの人生で一度もないし、今後もないだろう。

　横断歩道を渡り終えると、さすがに俺は驚いた。またもや後ろからヌッと先ほどの女の子が現れ、俺の前を横切ったからだ。別の方向に歩き去ったと思ったら、隙をみて俺のあとを付いてきたらしい。またもやチラチラと俺を見ている。危ない子かもしれない。一瞬でもスカウトなんて考えるんじゃなかった。

　俺は無視して女の子を追い越し、遠ざかろうと足を早めた。すると──。

「おわッ……」

　何者かに背後からアタックされ、俺は前のめりに倒れそうになった。

「あっ⁉　ごめんなさいっ！　足がふらついてぶつかっちゃいました。大丈夫でしたか？」

　アタックしてきたのは危険な女の子だった。病気でもないのに「足がふらつく」など、噓としか思えない。

「何なんだよ、君は？　俺に付きまといたい理由でもあるのか？」

「だから足がふらついて……」

「ああそうか。病院に行った方がいいな」

　それだけを言い残し、俺はまた歩きだした。関わりたくないと思ったのだ。

　数日前に沢木にはヒールで足を踏まれたし、この子には後ろからぶち当たられるしで、急に美女に縁がある日常でも訪れたのだろうか。向こうから美女が次々と降ってくるなど漫画かアニメの世界だ。

　しかし沢木の場合は満員電車で仕方なかったはずだが、この子はどう見ても俺に因縁をつけたいとしか思えない。

「待ってください！　ぶつかったお詫びを……！」

　女の子が追いかけてきた。

「いいって」

　必要最小限のことを告げて、俺は足を早めた。

「だからお詫びなんです！」

「詫びなんて不要！」

　危機を感じて俺は振り切ろうとした。

　だが何を思ったのか女の子が突然俺の右腕を両手で摑み、慌てたように口にする。

「あの女はダメです。絶対にダメです。近づかない方がいいに決まってます」

　腕を摑まれたままの俺は仕方なく立ち止まり、うんざりとため息をつく。

「……だから何の用事なんだよ？　ていうか、あの女って誰だ？」

「さっきの女です。さっきの」

「うん？　さっきって……沢木さん？」

「あの女……沢木って名乗ってたんですか？」

「だから誰なんだよ、あの女ってのは。俺にとっては君が一番怪しいんだけどな」

「私は怪しくなんかありません！　あのっ、よかったら私と付き合ってください！」

　俺を摑む女の子の手は震えているようだった。ずいぶん緊張しているのだろうか。

「どうして君に付いてどこかに行かなきゃならないんだ。俺は仕事中なんだよ」

「そういう意味じゃなくて、彼女にしてくださいってことです！　本気なんです。頑張ります……」
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　目眩めまいがした。

　道を歩いていて逆ナンパされたのは人生で初めてである。現実感がなさすぎて嬉しくもなんともない。しかも、名前も知らない美少女からいきなり告白されるとは想定外の出来事だし、こんなありえない恋物語は唐突すぎてドラマや小説にすらならない。いかにも不自然だ。

　俺は周りに視線を走らせながら言う。

「お父さんとお母さんはどこなんだ？」

「私はもう大人です！　見てわからないんですか⁉」

　女の子は必死で訴えた。

　美人局つつもたせではないだろうか。ひょっとして、この子の背後にはチンピラのような男が付いていて、どこかで俺を監視しており、網に引っ掛かるのを待っているのかもしれなかった。美人局の釣り糸としては、いささかこの少女はレベルが高すぎる。それにしても、未成年になるかどうかの若い子に詐欺の片棒を担がせているとしたら、どうしようもない男がいたものだ。

「どう見てもわからんけどな。……とにかく、俺は仕事に戻らなくちゃならない。君の相手をしているヒマはないんだよ」

「なら、仕事が終わるまで待ってます、ずっと、ずっと待ってます……」

　恥ずかしそうに、女の子は小さく口にした。未だに手は震えていたし、顔は真っ赤になっていた。緊張しているのは事実らしい。

「名前は？」

「……えと、本ほん郷ごう雛ひな子こです」

「本郷さんね。うーん……どうすっかなぁ……」

　この子なら、本当に待っているような気がした。しかし仕事が終わるのは早くても深夜である。

「はい？」

「君は、アイドルになってみたりすることに興味なんてないかな？　俺は芸能プロをやってて──」

　俺が言い終わる前に、よほど意表を衝かれたのか、雛子は血相を変える。

「え────────⁉　わ、私が、日本でアイドル⁉　そんな⁉　想像したこともなかったです……。どうしよう……上司に聞かないと……」

　狼狽し、取り乱しているようだった。

「上司？　やっぱり君は、誰かに命じられて俺に接触してきたのか？」

「そ、そうじゃなくて、お父さんとお母さんって意味なんです！」

「俺は今まで生きてきて、両親を上司呼ばわりする人間には会ったことないよ。それから、出会い頭に告白してくるような女の子にもな。本郷さんは変な詐欺に荷担させられてるんじゃないか？　なんなら、うちの事務所で保護してやるから、あとで警察に行こう」

「思いがけない話にびっくりしちゃっただけです……。どうかお願いします。私のことを信じてください。アイドルのことは判断つきませんが、さっきの女が危険なことだけは絶対なんです。あの女を選ぶくらいなら、私を選んでください。頭のいい男の人でも簡単に引っ掛かっちゃうみたいなんで、私が少しでも対抗できたらなって思ったんです。私は変なことはしません」

　雛子は俺を摑む手を決して離そうとはしなかった。彼女の手を通して緊張が伝わってくる。

「君は誤解してるぞ。選ぶも何も、俺は沢木さんをそういう目で見ちゃいない。言っとくが、俺は芸能プロをやっててな、目が肥えちまってるんだよ。だからその辺の美女なら誰でもいいとは思わないし、中身の方が大事だと心底思う」

「誤解しているのはあなたです。そんな生半可な意識じゃ対抗なんかできません。一緒にホテルのラウンジで食事をしているだけかと思ったら、急に意識不明になってホテルの部屋に運ばれて、そのまま朝目覚めたりするんです。もちろん隣には裸であの女がいますよ。そういうものなんです。近づいちゃダメなんです」

「どういう意味だ？」

　雛子の確信に満ちた語り口に、さすがの俺も、もっと真剣に耳を傾けるべきかもしれないと思い至った。この子も変だが、たしかに振り返ってみれば、沢木との経緯は偶然の要素が多すぎる。

「ゆっくりお話を聞いてくれますか？　それから、あの女と付き合うくらいなら、私が付き合いますので、危険なことは止めてください」

「付き合う付き合わないはともかく、話は聞くよ。だが本当に時間が押してる。もう事務所に戻らなくちゃならない。君はどうする？　うちの事務所に来て、待ってるか？」

「……付いていっても、いいですか？」

　おそるおそる雛子は訊いてきた。

「ああいいよ。君は明らかに怪しいが、かといって危害を加えてくるわけでもなさそうだしな。何かするなら、とっくにしてるだろう」

「だから怪しくなんかありません！」

「言われてみれば沢木さんも怪しいが、君の方が遥かにヤバい」

「あの女と比べるなんて失礼にも限度があります！」

　雛子は本気で憤慨しているようだった。

　事務所はすぐそこだ。俺は雛子と連れだって事務所ビルのエントランスに入り、ガードマンに会釈してエレベータに乗り込む。

　事務所に着くと、栞が寄ってきた。

「時間ギリギリやないか。うち一人で行こうと思ってたわ。……誰や、その子？　またスカウトしてきおったんか？」

「むしろ俺がスカウトされた方だな。自分で話してても、何を言ってるのかわからんが」

「こんにちは……」

　雛子は硬くなって挨拶し、事務所の様子を眺めているようだった。広いオフィスフロアにいるのは、日毬と千歳だけだった。

　そして雛子は日毬の姿を認めて口に手をやり、息をのんで立ちすくむ。

「やだ……ひまりん……。本物の、ひまりん……」

「なんや、日毬のファンなんか？」

　栞は絶句している雛子を覗き込み、振り返って日毬に声をかける。

「日毬ー。ファンらしいで。挨拶したったらどないや？」

　呼び掛けられた日毬は、とことことこちらにやってきた。千歳が後ろから付いてくる。

「こんにちは、初めまして。神楽日毬だ。大和同盟の党首でもあり、時おりアイドル活動もやっている。よろしく頼む」

「……」

　雛子はジワッと涙を溢れさせた。

　見れば身体が小刻みに震えている。感動して口も利けなくなっているようだった。

「どうした？」

　心配げに覗く日毬に、栞が口にする。

「生で日毬を見て、感動しとるんやろ。こないな信者、うちにはおらんわ。日毬との違いをまざまざと見せつけられとる気分やで」

「……嬉しい。ひまりんに会えるなんて思ってなくて……本物が目の前で動いてて、言葉まで掛けてくれて……私もひまりんみたいに、命を懸けて頑張らなくちゃならないと思えました……」

　雛子は震えながらそう言った。

「うむ。良い心がけだ。国家に忠節を尽くし、魂を捧げてこそ一人前の人間と言える。必要とあれば命を懸けることを回避してはいけない」

「は、はい……」

　そして雛子は憚はばかることなく泣き出してしまった。

　俺は頭をかく。

「おいおい、どうしたってんだよ……。つか、もう行かなくちゃな。栞を送り届けたらまた戻ってくるから、それまで事務所で待っててくれ。悪いけど千歳、この子の相手をしといてくれよ」

「わかりました！　新しいアイドルの子ですか？」

「さあな。ともかく今日は、千歳以外はみんな忙しいからさ」

「今日はたまたまなんです！　ブログの更新とか、いろいろ頑張ろうと思ってるんです！」

　全力で千歳は主張した。

　日毬が申し訳なさそうに言う。

「私が話し相手になってやりたいところだが、収録に向かわなくてはならない。もうすぐ由佳里が迎えに来ることになっている」

「じゃあ千歳、栞を送り届けて関係者への挨拶を済ませたら、できるだけすぐ戻るよ。それまで頼むぞ」

「日毬先輩を見て感動しちゃったんですね。こっちですよ。座って待ちましょう」

　千歳に手を引かれ、雛子はソファセットへと向かった。生の日毬によほど衝撃を受けたのだろうか、雛子は一向に泣き止む様子はなかった。

　雛子が何者なのかサッパリだったが、とにかく今は仕事が差し迫っている。俺はそのまま栞を連れて、事務所をあとにしたのだった。





◇






　栞の撮影は夜まで続く。

　コミュニケーション能力が抜群に高く、大人の良識を持つ栞は、一人にしておいても安心できるタレントだ。それゆえ、俺は制作スタッフらへの挨拶を済ませると、事務所へと引き返した。本郷雛子は千歳が相手をしてくれているはずだが、怪しい人間であることに変わりはない。それから、沢木についての言及の仕方も妙に気になっていた。

　突然関わることになったこの二人の女性が、何の目的で俺に近づいてきたのか確認せねばならない。今のところ犯罪らしき痕跡はないし、危険な行為をする相手だと想像はできない。日毬の政治的動きに関係があるとすれば、いち早く情報収集を行う必要があった。

　事務所につくと、ソファでは千歳と雛子が話し込んでいた。

　俺を見やるなり、千歳が明るい声で言う。

「常務、おかえりなさい」

「ただいま。どんな話してたんだ？」

「芸能界のお仕事のこととか、事務所のこととか色々とお伝えしてました。これから雛子さんがデビューしても戸惑わないように、芸能の先輩として教えてあげられればと思ったんです。それと、デビューしてもすぐに売れるわけではないって厳しさも知っておいてもらうと、悩んだりすることが少なくなるかなぁって」

「千歳は売れなかったもんな。みんなのおかげでようやく〇・七人前くらいになったけどさ」

「〇・七人前じゃなくて一人前です！」

「わかったって……。千歳はちょっと席を外してくれ。込み入った話でな」

　千歳は居座りたがっていたが、俺が強く退去勧告を申し渡すと、しぶしぶ千歳は自分の机へと引き上げていった。

　ソファに腰かけ雛子と向き合ってすぐ、冗談交じりに俺は言う。

「じゃあ付き合うことにするか。そうして欲しいって話なんだろ？」

「えっ⁉　いきなり⁉　心の準備が……。本当に私でいいんですか？」

　意外そうに雛子は目を見開いた。

「冗談だ。さすがに正体不明の相手と付き合うほど、俺には度胸があるわけじゃない」

「……酷い人です。女の子の気持ちを弄もてあそぶなんて……」

「だったら男の気持ちを弄んでもいいってのか？　もともと君から言い出したことじゃないか」

「それは……男と女の心の重みって対等じゃないと思います」

　その言葉には大いに納得しかねたが、構わず俺は本題に入っていく。

「最初は美人局を疑ったよ。だけど、ここにきて沢木さんや君の登場には、何やら不穏な空気を感じる。いや、君が俺の前に登場して忠告を受けなかったら、ちゃんと気付けなかったかもしれない。その点では、本当に感謝しているよ」

「やっぱり頭がいい人ですね。大和同盟の成立について、最も影響力のあった人が織葉さんです。ひまりんをプロデュースして世界的有名人にしたことから考えると、正当な評価ですね」

「なるほど、大和同盟絡みで近づいてきたってわけだな。しかし、そりゃ過大評価だぞ。日毬が政治に手を掛けたのは自身の才能が導いた結果だし、旧民政党の神内先生も功績があると思う。それからうちの社長、由佳里もずいぶん力を尽くしたはずだ」

「ですけど、ひまりんには取り入れません。神内三郎にはすでにさまざまな手が伸びており、年齢的にも人脈的にも今さら感がある人物です。健城社長はタレントのような存在であって、キーマンとは呼べないという評価です。だから、あの女が織葉社長の周りで工作活動を展開し始めたのです」

　見えてくるものがあった。しかし、いきなり核心には触れず、彼女の特質について聞いてみる。

「案外、理路整然と話ができるじゃないか。最初は危険人物にしか見えなかったし、おっちょこちょいなところがあると思っていたが……」

　雛子の内面を引き出してみようと考え、やや煽りを入れてみた。だから怒るだろうと身構えていたが、雛子は悔しげにうつむいただけだった。

「初めてだったので、いざ接触しようとしたときに震えてしまいました。これでも勇気を振り絞ったんです。頭では何度もシミュレーションを繰り返していたつもりだったんですけど……心臓が苦しくなって……」

「沢木さんの方が遥かに手て練だれだな。まったくの自然体だった。あれこそプロの仕事だろう」

　何のプロかまでは確信がないが、とにかく工作員のような存在なのだろう。ＣＩＡの壮司のような立場だろうか。

「あの女は沢木なんていう名前じゃありません。悔しい……比較されてすごく悔しい……。お父さん……」

　負けず嫌いなのか、気が強いのか、雛子は本気で恨めしそうに唇をかみしめた。正直なところ、二人は比較するのも烏お滸こがましいほどのレベルの違いだったが……そこまで口にすると、ますます彼女は自分を許せなくなるだろう。

「本当は自然に接触して、織葉さんの彼女になるのが目的でした。こんな工作活動を行うのは初めてのことだったんですが、日本語のことや若さの点とかで私しかやれないって言われて……絶対やり遂げようと思いました。でも接触が上手くいかなかったので、作戦を切り替えることにしたんです」

　日本語……ということは、外国人なのだろうか。いや、そうなのだろう。ＣＩＡやＤＩＡが関与している案件なのだから、どこの国の情報機関が絡んできても不思議ではない。そして、今でもこんな風に目を見張るような美女をトロイの木馬として送り込んでくる可能性がある日本の利害関係国と言えば……北朝鮮、韓国、中国あたりになるだろうか。過激な手法を厭いとわないロシアが地道な謀略を仕掛けてくるとは聞かないし、さすがにアメリカが積極的にハニートラップのような古典的手法を用いてくるとは思いがたい。

　とくに、この手の情報工作に昔から非常に力を入れているのは中国だ。たとえば世界のテレビ王ルパート・マードックの妻ウェンディ・デンは、人民解放軍で養成されたトップスパイであることが暴露され、メディア業界に激震が走ったことがあった。日本の場合でも、政治家、外交官、自衛隊員などがハニートラップに搦からめ捕られて自殺に追い込まれたり、妻がその手の要員だったことが囁かれるケースは間々にある。最後まで表沙汰にならず、スパイ人生を全まっとうする女性の方が多いに違いない。

「結局、接触が失敗して俺に相手にされそうになかったから、沢木さんのことで注意を引いて、ここまで付いてきたと？」

「そうです。上司からは、万一工作が失敗するような最悪のケースに陥ったとしても、向こうの機関の情報をリークして織葉さんとの接触を防ぐようにと言われています。だから、あの女のことを伝えたんです。さすがにアイドルになるって話までは予想外で、許可をもらっていませんけれど……」

「でだ、肝心のことを教えてくれ。俺を取り込もうとした君の正体は何者なんだ？」

　わずかに間があった。やがて決意したように雛子は顔を上げ、俺を見据えてくる。

「私の本当の名前は、王丞林ワン・チェンリンって言います。日本に長く暮らしています。父が日本に派遣されていましたので……。丞林と呼んでください」

「丞林ね……。中国人か？」

「……台湾人です」

　丞林の言葉に、俺はヒザを叩く。

「……繫がったぞ。なら、沢木さんが中国人ってわけだ」

「あの女の本名は雷春燕レイ・チュンイェンと言います。正体は、人民解放軍総政治部連絡部宣伝局で養成されたエリートスパイです」

「雷春燕……。たしかにアレだけの美女なら、引っ掛からない男はまずいない……。なるほど……こうして実体験してみれば、案外、その国のキーマンに取り入るのは難しくないな。まったく想定していない以上、防ぐことは難しい。軍人とか科学者の方に行けばイチコロなんだろうな。ワンパンＫＯだよ。古典的手法だとバカにはできないぞ。恐ろしいことだ……」

「織葉さんは冷静でしたね。珍しい人だと思います」

「俺はかなり特殊な環境にあったからな。相手が悪いよ。アイドル専門の芸能プロダクションを運営してる人間なんて、そうそういない。冷たく聞こえるかもしれないが、俺にとって美人は商品なんだ。だから雷春燕と最初に話したときは、あと何歳か若ければうちのプロダクションでスカウトしてたかもなぁって感想だよ。それ以上でもそれ以下でもなかった。でもな、再会して話してみたときは、ずいぶん経験を積んできた印象を受けたし、話の内容にも深みがあったから、興味を持ち始めてたよ。もしかしたら、五回や一〇回一緒に食事をするようなことがあれば、そういう関係に発展した可能性は捨てきれなかっただろう。こればかりはわからんけどさ」

「率直ですね。私もこんな出会いでなかったら、普通に織葉さんに惚れていたかもしれません……」

「ははは。もし丞林が、春燕くらい洗練されたスパイだったら、俺も惚れていたかもしれないよ」

　冗談めかして俺は応じた。

　丞林は視線を落とし、唇をかみしめる。

「くっ、やっぱり嫌いです。大ッ嫌い。ここがあなたの事務所じゃなかったら本気で殴ってたと思います」

「比較したら君はまた怒るだろうけど、すごいものだな、雷春燕はすっかり日本人だったよ。たしかに微妙な違和感はあったけど、言われなければ気付けない程度だった。あれは養成されたものなのか？」

「当然です。雷春燕の経歴を私たちはすべて知っていますが、彼女の日本入国は今回が初めてです。大和同盟の工作のために派遣されたのです」

「丞林も養成されたのか？」

「違います！　解放軍と一緒にしないでください！　先ほども話した通り、私は日本で育ちました。父は台湾の英雄的なスパイで、最後は日本での指揮を執ってました。だから私は養成されるまでもなく、日本語も、文化も理解しています」

「スパイでした」という過去形は、亡くなっている可能性を感じさせる響きがあった。しかしまだお互いの理解もないのに、家族のことにまで土足で踏み込むタイミングではないだろう。

「安心したよ。養成されたスパイがあんな接触の仕方だったら、俺が台湾の未来を心配せざるを得なかったからな」

　場を和なごませようと、俺はあえてからかってみた。

　丞林はムッとして睨みつけてくる。

「織葉さんみたいな最低な人に、台湾のことを心配してもらう必要はありません！」

　よほど俺のことが嫌いになったようだった。

「そういえば日毬を見てガチ泣きしてたな。日毬のファンなのか？」

「死ぬほど好きです。永遠の憧れです。私も、あんな風になりたい……」

　遠くを見るような目で丞林は言った。

「素晴らしいじゃないか。なら、台湾の日毬になるっていうのはどうだ？　台湾は日本より政治的にずっと緊張が絶えないから、その分だけ物凄い話題になりそうだぞ。その布石のためにも、日本でアイドルデビューするってのは面白い話だ」

　半ば冗談で、しかし半ばくらいは本気で俺はデビューを勧めた。雷春燕のことをリークしてくれた丞林は、おそらく味方になる。そして日本にとって、中国は密接な取引相手国だが、尖閣諸島や防空識別圏で激しく対立する敵同士という側面はぬぐえない。ゆえに台湾ならば、敵の敵は味方という論法が活きるはず。

　それに、丞林デビューはひまりプロダクションにとって損になる話ではない。アイドル顔だし、容姿面での要件は完璧に満たしている。そして台湾にも市場が確保できれば、中国への進出も可能になってくるはずだ。

　不思議な話だが、中国市場でも日毬が一定の人気にあるという。欧米や東南アジア諸国ならともかく、なぜ日本の国家主義者である日毬が中国人に受け入れられるのか不明だが、結局のところ中国人にも色々いて、中国のナショナリスティックな流れは一部の声が大きいだけであり、頑迷な日毬をむしろ可愛らしいと感じる人が一定数いるということのようだ。もっとも、中国でいかに所属タレントの人気が出ていても、ひまりプロダクションには一円の得にもなっていなかった。中国は著作権のブラックホールであり、大半のコンテンツが地下で流通しているからだ。しかし丞林を突破口にして、台湾企業と提携し、何らかの打開作を模索できるかもしれない。

　丞林は躊ちゅう躇ちょする。

「私がひまりんみたいになれるわけが……。だってみんなの前に立つだけでも緊張して……さっきの工作も、何度もシミュレーションしてきたのに上手くできなくて……」

「誤解してるぞ。日毬が緊張や恥ずかしさと無縁だと思ってんのか？」

「えっ？　ひまりんはいつも堂々としてるし、格好いいし……」

「違う。日毬は本当は普通の子だ。日毬は常に気を張って生きてるだけで、最初のころはアイドル活動にぜんぜん馴な染じめなくて困ったくらいだよ。今だって水着になるのは嫌がるし、エンタメ番組に出るときも緊張してるんじゃないか」

「そう、なんですか……」

「だから丞林だって気力さえあればなれるはずだ。憧れなんだろ？　だったら、憧れを憧れのまま終わらせるなんて勿もっ体たいないじゃないか。せっかく素質はあるんだからな」

　言いながら、俺は本当に丞林のプロデュースをしてみたくなってきた。

「……考えれば考えるほど、台湾に日毬のような存在を作ることは面白いぞ。台湾政府にとってもメリットがあるかもしれない。中国との交渉のカードになるかもしれないだろ？」

「どっちが工作しているのかわからなくなってきました……。私の独断では決められません……」

「いつの間にか説得しちまってるが……そもそも丞林のことは名前しか知らない。情報部員にしては若すぎる印象だぞ」

「若くなければできない仕事に決まってます。雷春燕の二七歳という年齢から言えば、彼女にとって最後の工作だったのではないでしょうか」

「それは……人員整理の対象を送られた俺が舐められたと考えるべきなのか？」

　何気なく俺は訊いたが、丞林は首を振る。

「そうではありません。織葉さんとは結婚まで行く目論見だったのだと考えます。このような工作を担当するスパイにとっては、一番重要な、最後の大舞台なのです」

「騙されるこちら側にとっても不幸だが、スパイの方だってなんとも辛い仕事なんだな」

「織葉さん相手の結婚なら、スパイも幸せなはずですよ。五〇代や六〇代のところに送り込まれるスパイも多くいるわけですし」

「丞林も命令なら、爺さんにアプローチするか？」

「わ、わかりません……。断るかもしれませんし、やろうと決めるかもしれませんし……それが……それが本当に台湾の未来のためになると思えば、自分の身を犠牲にするくらいは……」

　苦渋に満ちたような顔になり、丞林は両拳をヒザの上で握りしめた。

　非常に真面目な性格の持ち主なのだろう。根本の考え方は日毬と似ているように思えた。方法論が日毬と異なっているだけだ。たしかに普通の子がどれほど社会や国を思いやろうとも、日毬のように振る舞えるわけがないのだから、与えられた工作に携わることが、彼女にとって自分にできる精一杯の行為なのだろう。

「それにしても意地悪な質問です……。だいたい私は今回が初めてなので、今は他の工作のことなんて考えられません。織葉さんが意地悪だから、もし工作が成功していたら不幸のどん底だったと思います」

　丞林の煽りを、今度は俺が受け流す。

「ははは、そうかもな。失敗して良かったな。こうして話してみれば、君は頭も悪くなさそうだし、やたら真面目そうな印象がある。だけど、ここ一番で必ず抜けちまうタイプだ」

「『必ず』は余計だと思います」

「抜けちまうことは否定しないんだな」

「本当に意地悪……」

　憎々しげに丞林はつぶやいた。

「それで、これからどうするつもりなんだ？　俺へのアプローチは失敗したが、雷春燕の妨害目的は達成したわけだろ」

「織葉さんが私の話を信用してくれたという確証は得たので、本来ならばここで何事もなく消え去ってしまうべきでした。しかし……私の独断では判断できないにしろ、何かもっと建設的なものを積み上げていけるのではないかと考え始めているところです」

「丞林が日本でアイドルデビューして、台湾の日毬になるって案件もあるしな」

「それは信じていません」

「半分くらいは本気で提案したことなんだけどな。他にも、大和同盟と何らかの共同歩調は考えられないか？　率直なところ、俺らの味方はまだまだ少ない。知っての通り、大和同盟はバッシングの途上にあって、かなり苦しい状況にある。このまま放置すれば、せっかく出来上がったばかりの大和同盟は霧散してしまうだろう」

「これだけのバッシングに遭っているということは、逆に解せば、それだけ影響力が大きいという何よりの証です。あなた方が思っている以上に、世間は大和同盟の行く末に興味を持っているのです。少なくとも大和同盟の政策は、総統府はあながち悪いものだとは考えていません。日本に強い政権ができるなら、それは大いに都合がいいこと。大和同盟はどちらかと言えば味方……」

「今の台湾総統は、かなりの親中国ぶりを示しているだろう？　部外者から見れば、中国に尻尾を振っているようにしか見えないな。大和同盟は表向きには中国との関係強化を謳うたっているけれど、個別の政策には中国政府が受け入れられないものも多いぞ」

「総統個人の考えだけが台湾の方針ではありません。政府にもいろいろな人がいます。それに中国寄りであることと、中国に取り込まれることはまったく異質な事柄です。少なくとも私たちの組織は、全力を賭して、中国の魔の手から台湾を守ろうと尽くしています」

「どこの組織だ？　そろそろ具体的に教えてくれよ」

「……ごめんなさい。一度、ここで帰らせてもらっていいですか。上司とディスカッションしておかないと、これ以上の裁定をすることはできないのです」

「そうか……。無理やり口を割らせることなんてできないし、君は俺の役に立ってくれた。わかった、好きにするといい。ならば外まで送るよ」

　話すべきことは済んだ。丞林も現状ではこれ以上の立ち入った話ができないようだったし、切り上げるべきタイミングであろうと思えた。

　俺は立ち上がり、丞林を事務所の外まで見送ることにした。丞林は、ブログ更新の最中だった千歳に挨拶を済ませ、一緒にエレベータに乗り込む。

　そしてビルの出入り口を出たところで、俺は丞林と向き合った。

「また来るんだろ？　俺の方から連絡手段なんてないし、待ってるしかないのか？」

「……もしかしたら、もう二度と織葉さんの前には現れないかもしれません」

「なんだ、そんな言い方されると急に名残り惜しくなってくるじゃないか。俺と付き合ってくれるんじゃなかったのか？」

「……本気に、しますよ？」

　ジョークだと分かる言い方だったのに、意外にも丞林は反発してこなかった。ここで俺が「冗談だ」などと返せば、本当に意地悪な人間になってしまう。

「もっと話す機会が欲しかった。また会えればいいと思う。アイドルデビューの件も、決して戯ざれ言だったわけじゃない。その容姿や知識を活かさないのは勿体ないことだ。これからスパイ人生を歩むより、日毬みたいになった方が台湾に貢献できるんじゃないのか？」

　そんな俺の最後の説得に、丞林は何も答えなかった。

　やがて決意したように、丞林は小さく口にする。

「……。さよなら、織葉さん」

　そのまま丞林は振り向きもせず、俺の前から立ち去っていったのだった。
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　丞林のことをタレント陣に語ろうかどうか迷ったが、止めた。しかし大人二人──由佳里と壮司にだけは伝えておくことにした。万一何か起こったときに、状況を理解できる人間がいなくなるのはマズイと思ったからだ。

　状況を伝え終えると、由佳里が惚ほうけたような声を出す。

「ほわ～。ハニートラップって本当に存在するものなんですね～」

「あるよ、ある。まさか自分が対象になると想像してなかったから驚いたが、体験してみれば、これは意外と有用な工作だと理解できた」

　俺の言葉に、壮司が続く。

「普通にあるという認識で間違いありませんよ。私程度のところには来ませんが、当選回数の多い政治家の先生や、中ちゅう枢すうの業務に携わる官僚、非常に重要な技術を持つエンジニア、イージス艦や最新鋭戦闘機に関わる国防関係者などは常に狙われる可能性があるのだと考えておいた方がいいでしょうね」

「日本も公安や防衛省はハニートラップ要員を抱えてたりするんでしょうか？」

「日本は考えられない。先進国は、そんな風に人権無視の情報工作をするほど無茶なことはしないだろう。万一暴かれたときに、関係者は、マスコミから大変な目に遭わされるだろうからさ。だけど中国のような新興国ならば、中枢に入り込んだ女性たちが重要な情報収集ツールになるかもしれない。その中国に必死で対抗しなくちゃならない台湾にとっても、欠かせないものなんだろう」

「あまり知られていませんが、台湾の情報機関は非常に優秀ですよ。世界のトップレベルにあると思います。中国の軍事行動や政治的動きは、事前に台湾中枢には筒抜けになっているという話です」

　そんな壮司の説明に、なぜ丞林が中国の動きを詳しく把握していたのか合点がいった。

「そうだったのか……。無法地帯の日本は、中国や韓国の情報部に一方的にやられっぱなしのような印象があったけど、その中国の上を台湾がいっているなんてな」

「でなければ、中国からの圧力をはね除けることはできないんでしょう。敵の圧力が強い中小国が生き残るためには、自然そうなります。イスラエルや台湾の情報部が強いのは、自らの生存を懸けた決死の戦略なんです」

　由佳里が腕を組む。

「私は国際間の難しい話はわかりませんけど、女の人生には、いろんなパターンがあるわけですね～。日毬ちゃんみたいな子もいれば、私みたいなパターンもあるし、スパイになっちゃったりすることもある……。いつまで経っても、世の中は自分の知らないことで溢れてますね」

「日毬も由佳里も丞林も、あまりに特殊すぎるとは思うがな」

「丞林ちゃんに会ってみたかったですね。そしたら私からも、アイドルになれって説得したのに」

　由佳里が説得した方が、もしかしたらスカウトが上手くいってくれたかもしれない。由佳里が会う機会はないかもしれないのが残念だ。
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　数日後、沢木律子もとい雷春燕から長文のメールが届いた。俺の仕事や実績を褒め讃たたえつつ、会いたいという内容だった。

　食事をしようと約束はしたことだったし、無視するわけにもいかないので、当たり障りないメールを返しておいた。どのように扱うべきか決めかねていたからだ。単に相手を撥はねつけてしまえばそれで終了だが、何か利用できる方法があるのではないだろうか。

　その後も春燕からメールで何度か催促があり、その度たびごとに失礼にならないように言葉を選びながら、それでいて曖昧な返答を続けていた。相手が何としても俺に近づきたいのなら、そろそろ携帯に連絡があるころかもしれない。

　昼過ぎ、近場の店で手早くランチをかき込もうと俺は事務所ビルを出た。そして数件隣にある定食屋に入ろうとしたところ、珍しく団体客が座席を占拠していたので、もう一つ隣のイタリアンレストランに足を伸ばした。この店のランチは四〇〇〇円のセットが中心になっているが、テレビでも取り上げられたことがあるらしく、なかなか繁盛している。店の客は近隣で働くＯＬや、この辺に在住の暇な主婦ばかりだ。ランチに数千円を惜しまない女性たちというのは、男には理解できない人種である。俺としてはオヤジ連中に交じって六五〇円の定食をかき込む方が好みだったが、団体客の喧騒に交じって食べるよりマシだ。

　水を持ってきた店員にメニューの一番上のセットを頼んだあと、俺は携帯を取りだして視線を落とし、スケジュール管理アプリを確認し始めた。

「相席、よろしいですか？」

　聞き覚えのある声に、俺は携帯から顔を上げた。

──来た！

　まさかの春燕の登場である。

　予想もしていないタイミングで出てくるものだ。ドラマティックな効果を重視しているのだろうか。それとも単に、俺へアプローチする適切なタイミングが他になかったからだろうか。まるでハリウッド映画に出てくるシーンを意識しているような印象だった。

　もしいつものオッサンくさい定食屋に俺が入っていたら、劇的な効果はマイナスになり、俺へのアプローチはしてこなかったかもしれない。こちらのイタリアンレストランだから接触することにしたのではないか。

「構いませんよ。意外な場所でお会いしますね」

　俺は椅子を勧めた。

「たまに会社に出勤する前、このお店でランチを取っていくことがあるんです。近所に住んでいると、こうして急に会えたりするのは嬉しいですね」

　俺の行動範囲の周辺の店くらいは調べているに違いない。スパイ稼業とは、そんなに生半可なものではないことを丞林から聞いたばかりだ。

「今から出勤ということは、昨日も深夜までお仕事ですか？」

「ええ、重要なお相手への取材は、どうしても夜が多くなってしまうので……」

　注文を取りにきた店員に、春燕は慣れた手つきでメニューを指差した。

　水を置いて店員が去ってゆく。

　注意深く、俺は春燕を観察した。ちょっとした顔の表情や仕草も自然体だ。いや、こうした状況で常に自然体に振る舞えるよう訓練を積んできたのだろう。改めて、スパイは大変な仕事なのだなと、妙な感心をしたのだった。

「メールでお送りしたＭＣＶの番組企画についてはいかがでした？　ぜひ大和同盟を通して、日本メディアの特性をリポートしてみたいのです。織葉さんの力にならせてください」

　どうしたものだろうか。本当にＭＣＶで企画の特集をやってくれるなら、悪くはないのだ。突き放すより、利用できる部分は利用した方がいいのだろうか。

「もちろんご協力させてもらいますよ。こちらにできることなら何でも言ってください」

「私の方こそ、もし織葉さんのためにできることがありましたら、どんなことでも言ってほしいんです。こんな風に織葉さんのような素敵な男性と知り合えるキッカケを得ただけでも、ＭＣＶの仕事をしている甲斐がありました。織葉さんのためなら何でもしたいと思えます」

　ずいぶんストレートな攻勢だ。勝負に出ても大丈夫だと判断したのかもしれないし、それとも曖昧な受け答えに終始する俺に焦じれてきたのかもしれない。

「そこまで仰って頂けると恐縮してしまいますね。なんとか番組企画を進展させていきましょう」

　ビジネス的な姿勢を決して崩そうとしない俺に、ほんの一瞬だけ、春燕はイラッとした表情を覗かせた。わずかな刹せつ那なだ。そりゃそうだろう。スパイ業務でなかったとしても、ここまで女性側からアプローチしているのに、意に介さない男には普通は腹を立てる。ましてや春燕は周囲が振り向くような美女だけに、俺の味気ない応答には、彼女の高いプライドが崩されているはずだ。

「お仕事関係以外でも織葉さんと親しくなれないかしら……」

──雷春燕は次に「今晩一緒にお食事でもどうですか」、と言う。

　なんとなく、そんな予感がした。

「あの、もし良かったら……今晩、ご一緒にお食事でもどうですか……。もちろんお食事代は私が持ちます。私じゃ不足でしょうか……」

　なんだか俺が弄んでいるように思えてきた。そんなつもりは毛頭ないのだが……。

　それに、春燕のような知的な女性が、恥じらいを隠さず申し出てくる様子は素直に可愛らしいと思えた。事前に丞林に通告を受けていなかったら、さしもの俺も、彼女の攻勢を防ぐことは難しかったのかもしれない。

「お食事の機会はぜひにと思いますけど、今晩は予定が詰まってるんです。それよりＭＣＶにお勤めの沢木さんに、うちの神楽を取り巻く国際政治についての見解をいろいろ教えてもらえませんか」

「日毬さんを取り巻く国際政治、ですか？」

「ええ、神楽がどのように海外で受け止められているか、さまざまな報道が伝わってきますが、現場の感触のようなものは沢木さんの方が詳しいのではないかなと思ったんです」

　春燕は表情を引き締め、相づちを打った。

　俺が女性を選ぶ際のテストでも仕掛けていると踏んだのだろうか。それとも、俺へのアプローチはもっと時間を掛けた方がいいと判断を切り替えたのだろうか。

　俺としては、ただ純粋に知りたいことだった。春燕はかなり調査をしているだろうから、ランチを取りながら時間を無駄にしない会話として、ちょうどいいと思ったのだ。俺にとってプラスになる。それだけだった。

　それから俺は、日毬が海外でどのように受け止められているか、仮に日毬が日本政治で重要な役目を果たすようになれば、国際政治面でどのような動きになるかなど、春燕の見解や意見に耳を傾けた。やはり春燕は幅広い知識を持っていて、頭も良く、その話は大いに参考になった。俺が満足した様子を見て、春燕も安心したようで、話は日本政治の状況や、国際経済の行方などまで多岐に及んだ。

　そうこうしているうちに食事も済み、次もまたランチを一緒に取りながら議論をする約束をして二人で店をあとにした。夜の食事で睡眠薬を盛られたりするよりは、ランチの方が安心だ。

　春燕は今日はそれ以上押してこなかった。やはり俺を落とすための戦略を転換して、もう少し長期戦で臨むことにしたのだろう。

　そしてお互い店の前で会釈をして別れ、俺は事務所へと舞い戻ったのだった。
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　それから数日が過ぎた。

　事務所で自分のパソコンに向かっていたところ、携帯が振動した。知らない番号である。

「はい」

　躊躇せず俺は通話ボタンを押し、携帯を耳に押し当てた。

「こんにちは。丞林です」

　数日ぶりの声は弾んでいるように感じた。もう二度とアプローチはないかもしれないと思っていたから、意外だった。

　俺は席を立ち、他の面々には聞こえないように窓際で話し始める。

「どうした？　久しぶりってほどでもないけど、会う機会はこないと思っていたから懐かしい気がするな」

　嬉しそうに丞林は訊いてくる。

「私の声が聴けて嬉しいですか？」

「まぁな」

　ぞんざいに俺は言った。

「会ったらもっと嬉しい？」

「そうかもな」

　さらに投げやりに応じた。

「そんなに喜んでくれるなら、会ってあげてもいいかもしれません。どうしようかなぁ……？」

　独り言を呟くように丞林は言った。

　優位に立ちたがっているのだろう。普通の男なら、知っていて頷うなずいてやるのだろうが、あいにく俺は意地悪だ。散々丞林に意地悪だと連呼されたのだから仕方がない。

「スパイゲームは順調か？　用件があるから電話してきたんだろう？　ほら、遠慮なく言ってくれ」

「……織葉さんは意地悪を通り越して、奸賊かんぞくの類だと思います」

　丞林は本気で怒ったようだった。

「知ってた。どうしようもない男なんだぜ、俺は」

「知ってました。女の子の気持ちを弄んで茶化す、最低最悪の男性だと思います」

「で、用件は何だ？」

　俺が促すと、丞林はストレートに応じる。

「会いたいです」

「それは公務なのか私事なのか？」

「どっちもです」

「おいおい、最低最悪の男なのに、なんで私事の方が含まれてんだよ」

　逆に言えば公務も入っているわけだから、組織内で何らかの動きや取り決めがあったのだろう。丞林が敵ではないと認識できている以上、会うことはやぶさかではなかった。

「これから会えますか？」

「ずいぶん急だな。スパイに言っても仕方ないが……。ちょっと待ってくれよ」

　自分の座席に戻り、スケジュールを確認しながら口にする。

「丞林は、大和同盟に何らかのアプローチをしようとしているわけだろ？　だったら、日毬も同席するのはどうなんだ？　その方が話が早いんじゃないのか？」

「ひまりんも……？　そうですね……たしかに、いずれは話していかなくてはならないのですが……。あっ、でも、まずは織葉さんと個別にお話できると嬉しいかもです……」

「了解。そうしよう。何時いつ頃に事務所に来られる？　誰も使っていないスタジオで話そう。いちおう防ぼう諜ちょう対策もしてある」

「ビルの近くにいます。三分で着きますのでお待ちください」

　それだけを言って、丞林は電話を切ってしまったのだった。
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　事務所にやってきた丞林を案内し、誰もいないスタジオ内に招き入れた。

　椅子に座って向き合うと、すぐさま丞林は切り出してくる。

「織葉さんは私をスパイと認識しているかもしれませんけど……ううん、実際スパイなんですけど……私はこの工作に携わったのが初めてです。雷春燕のように養成されたわけでもありません。今の上司から声を掛けられました」

「無関係の人間に、いきなり白羽の矢が立つものなのか？」

　日本人の感覚では、どうにも理解しづらいことだった。漫画のなかの世界に思えてしまう。

「お伝えしましたが、もともと私の父が情報部員で、日本での工作活動を取り仕切る立場だったんです。だから、まったくの無関係というわけでもなかったんですよ」

「聞いていいかどうか悩むところだけど……お父さんは亡くなってる？」

「はい。二年前に殺されているのが発見されました。六本木のアパートの一室で。身体から薬物も検出されましたし、直接の死因は溺死でした。弱ったところを浴槽の水につけられたのでしょうね」

　そう言う丞林には辛そうな表情はなかった。二年もの歳月があれば十分に悩む時間はあっただろうし、改めて俺の前で苦慮する理由もないだろう。

「そうだったのか……。大変な仕事だな……」

「警視庁とは協力して処理したので、警察発表はされていません。お父さんは独立論者として知られていましたから、こうなる可能性はありました。総政治部の要員にやられてしまったんです。でも、うちの部局が仇かたきは討っているので、おあいこなのだろうと思います」

「台湾の情報部は世界的にも相当のレベルにあるって聞いたぞ」

「対中国の能力だけが突出しているんです。そのせいで、しがらみが大きくなりすぎて、身動きが取れなくなっていたり、不正蓄財に血ち眼まなこになる部員もいます。何事も一長一短なのだと思います」

　洗いざらい打ち明ける丞林からは、先日と違った印象を受けた。

「……それで、俺に身の上話を打ち明けるのはどうしてなんだ？」

「まだ一九歳なので、本当に自分自身、これからもずっとスパイ人生を送っていくのかどうか確信は持てません。お父さんを尊敬しています。でも、きっとお父さんは、私にはこの仕事に携わってほしくないと思うはずです」

「そうだろうな。俺も父親なら、自分の娘をスパイにしたいとは思わない」

「スパイ人生を全うするのは難しいことも知ってます。しょせん裏の仕事なので、誰にも評価はされません。引退したあとでも、働きに応じた年金がもらえるわけでもありませんし、惨めな人生が待っています。台湾では、かつての多くの有能なスパイたちが、引退後に厳しい生活を余儀なくされています」

「……」

　なんとも世せ知ち辛がらい話だ。スパイたちとて覚悟はして取り組んだことだろうが、いざ老人になり自分が働けない存在になったとき、過去を後悔したりすることはないのだろうか。

「私は迷ってます。台湾を愛する気持ちと、自分個人の幸せを天秤に掛けるような、弱くてズルい人間だったんです。だからこそ、ひまりんのように、身を捨てて純粋に国に尽くせるような人に憧れます。私はひまりんが大好きです。仕事とは別に、個人的にもひまりんを応援したいですし、大和同盟で日本政界のトップに立ってほしい。私ができないことを、ひまりんに託したい……そんな風に思っていました、今までは」

「今までは？」

「私にも……ひまりんのようになれるでしょうか？」

　自信がなさそうに、丞林は上目遣いで控え目に訊いてきた。

「なれる、とは断言できない。無責任なことは言いたくないからな。だけどその想いがあるのなら、全力でサポートさせてもらいたい。日毬を支援してきた俺たちには、その能力が日本で一番あるはずだ。丞林の気持ちは痛いほど理解した。ぜひとも君のデビューを手伝わせて欲しい」

　俺にできる、可能な限りの強い言葉で言い切った。

　ふと丞林は緊張が途切れたような穏やかな顔になり、静かに口にする。

「織葉さん、頑張ります……。よろしくお願いいたします……」

「上司とやらの許可は取ってきたんだな？」

「はい……」

「ならば、丞林のデビューには台湾総統府や台湾軍までバックにいるということじゃないか。そいつはすごいことだ」

　俺の言葉を、丞林は慌てて否定する。

「そこまで大袈裟な話じゃありません……。単に私が織葉さんを落とすことに失敗したので、次の仕事もなく……『損するわけではないならやってみたら』という程度のお話です……。あまり大袈裟に捉えないでください……」

「いいんだよ、それで。これで今日から、丞林もひまりプロダクションの一員だ。タレントとして気合を入れて踏ん張ってみてくれ」

「それから……もし良かったらですが、本当に織葉さんの彼女に立候補できれば嬉しいと思っています……」

　どうやら冗談ではない口ぶりだった。春燕ですら、ここまでストレートな言葉は口にしていない。

「冗談だろ。もともと工作の一環だっただけじゃないか。俺のことなんて知らないはずだ」

「織葉さんのことはすべて調査済みです。だから、私なんか相応しくないと知っていますが……それを目標にすれば、迷ってばかりいた私でも、頑張れるような気がします。そしていつか本当に織葉さんを落とすことができたら、ようやく私も一人前になれるんだと思います」

　丞林は控え目なような、それでいて明確な言葉で断言し、俺に向けて微笑ほほえんだ。初めて覗かせた本心からの笑顔だと思えた。
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　俺は丞林を連れて事務所に戻り、由佳里の前までやってきた。

「ワン・チェンリン。台湾の子だ。さっき新アイドルとして採用したばかりなんだ」

「あの例の子ですか。うん、可愛いよ！　文句の付けようなし！」

　由佳里は立ち上がって、丞林に両手を差し出した。握手を交わしながら丞林が言う。

「はじめまして。健城社長のことはもちろん存じています。ずっと日本で暮らしていますので、今回のために台湾から来たわけではありません。これから成功のために努力しようと思います。よろしくお願いします」

「これで意外と国際問題や政治経済にも知識が豊富なんだよ。そうは見えないと思うけどさ。日毬や栞やリリィあたりとも同レベルで議論ができるだろう。ひまりプロダクションらしいメンバーになると思ってな」

「先輩が連れて来る子は何気に有能ですからね～」

「可愛いだけじゃちっとも面白くないだろ。そんなアイドルなら他のプロダクションに任せておけよ。売れるまでに苦労するしな。千歳みたいに」

「いつも思うんですけど、何でも無理やり千歳ちゃんに結びつけたがってないですか？」

　由佳里が不満げな顔で睨んできたので、俺は逃げを打つ。

「……ついだよ、つい」

　ため息をついた由佳里は話を切り替える。

「なんか丞林ちゃんは堂々としてるよね。場慣れしてる感じ。人前にたっても上がらないんじゃない？」

「どうでしょう……。ひまりんみたいに、重々しく振る舞えたらと思います」

「一見堂々としているようだが、ここ一番で必ず緊張して失敗するタイプだな。抜けている部分もあるんだ」

　事実を俺が説明すると、丞林はいきり立つ。

「最初のアプローチではそうでしたけど……！　『必ず』は余計！」

「先輩はいつも一言余計なの。これがノーマルだから、まともに受け止めると病気になっちゃうよ。適当に聞き流しちゃって」

「そうですね、そんな人だと思ってました。女の子の気持ちがわからない意地悪な人です」

「だよねー！　丞林ちゃん、よくわかってる！」

　妙なところで二人は意気投合したらしかった。

「病気になるってのは言い過ぎだろ。疫病神みたいな言い方すんな」

　抗議したが、女二人は構わず俺の悪口で盛り上がり始めた。俺の目の前でする話ではないと思う。だが、由佳里と丞林が上手くいきそうなら何よりだ。

　それから三人でソファに座り、丞林の今後のことを取り決めていった。

　丞林は川口市のマンションで一人暮らしをしているらしい。父親が遺してくれたマンションなので、生活に困っているわけではないそうだ。

　だが話し合いの結果、事務所の側に物件を借りて、そこを生活の拠点にしてもらうことになった。川口のマンションは荷物置き場にすればいい。

　また母親は台湾にいるから、採用に当たって親の同意書は郵送でやり取りするしかなく、直接会って確認するわけにはいかなかった。その代わり、いずれ上司を紹介してもらうことで決着することにしたのだった。情報機関員に対して通常の採用のやり取りは必要ないかもしれないが、ひまりプロダクションへの各メディアの風当たりが強い現状、間違いがないように基本的な手続きは踏んでおいた方がいい。
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　夕刻ころ、メンツが揃ったタイミングを見計らい、ソファの周りに全員を集めた。

　由佳里と丞林が進み出る。

「個別に話した人も多いだろうけど、改めて紹介するわね。王丞林。今日からひまりプロダクションに所属することになった新しいメンバーよ。よろしくしてあげて」

「改めまして、王丞林です。ひまりんのことがずっと好きで、私にとって永遠の憧れでした。だからまさか自分がひまりんと同じプロダクションに所属してアイドルになるなんて夢にも思っていなかったのですが……織葉さんに『やってみろ』と声を掛けられ、アイドル活動に取り組んでみる決意をしました。信じられない気持ちでいっぱいです。それでも努力を惜しみませんので、皆さまどうかよろしくお願いいたします」

　周りを囲む皆から拍手が鳴り響いた。

　隣でニコニコしていた杏奈が、自然に丞林の胸に手を置く。

「同じだね！　私もひまりんの大ファンなんだよ」

「やっ……⁉」

　急な出来事に丞林は跳び上がりそうになった。

「丞林、可愛いな～。胸の形状もかなりのものだよね。……ん～⁉　これはかなりの高得点だよ。なんと九〇点の大台です！　すごすぎー！」

「またや。相手はビビるっちゅーねん。ええ加減にせいや」

「点数が意味不明だよな。どんな基準なんだか……」

　俺が前に聞いた杏奈の解説によると、一〇〇点満点のうちで七五点以上は東大合格、八〇点以上はもうそれだけでモデル業が成り立つくらいの圧倒的バスト力なのだと強調していた。九〇点を超えてくると、もはや同じ人間と言えるのかどうか怪しいレベルになってくるという。

　千歳が八八点という採点だったし、グラビアモデルとしてだけなら千歳はかなりのレベルにあることは誰もが認めるところだから、丞林の九〇点というのは相当の高評価だ。

　ちなみに一三歳で未だ発育途上のリリィは五二点。日毬は一二〇点、凪紗が一一五点というＭＡＸを突き抜けた意味不明の採点だ。全体的にスリムで優れたプロモーションのはずの由佳里と栞については、なんと四〇点未満という厳しい評点である。バストだけに限っていえば杏奈の評価は正確なのかもしれない。この採点について、由佳里と栞の二人は決して納得しようとしないので、具体的な点数には触れないでおくが。

「だ、誰にも触られたことないのに……。鷲わしづかみにされた……」

　仰のけ反った丞林は胸を抱えるようにして、頰を痙けい攣れんさせた。

　杏奈は笑顔で褒め讃える。

「栞ちゃんの三倍近い点数だよ。オリンピックに出られるレベルなんだよ。衝撃の逸材だよ」

「勝手に杏奈が付けた点数やろうが。うちは認めんからな。なんでうちが三四点やねん。赤点やん。おかしいやろ」

「私はたったの五二点なんだよね……。早く追いつけるように頑張らなきゃ……」

「それうちへの嫌味か？　嫌味なんか？」

「栞は私より胸が小さいんだから仕方ないよ。でも栞はコメディアンとして事務所ナンバーワンなんだから、それでいいじゃない」

　まだ大人の遠慮を知らないリリィの言葉は辛辣だった。リリィは素直すぎるだけに、誰に対しても同様だ。

「うちはコメディアンやないっちゅーの。リリィのなかでどないな設定になっとんねん。うちかてドラマのヒロインもやるし、モデルもやっとるわド阿あ呆ほう」

　栞とリリィのやり取りに構わず、皆が挨拶していく。

「丞林さん、改めてよろしくお願いしますね。杏奈さんのバストタッチはタレントと認めた証しみたいなものなので、大目に見てあげてください。業界では有名なんです。私も何度も触られました」

　千歳に日毬が続く。

「私も改めてよろしく頼む。私を評価してくれているのはありがたい限りだ。しかし私も未だ勉強中の身。一層の刻苦勉励に努めていかねばならない。一緒に学び合っていければと思う」

「日毬の姉──神楽凪紗です。人前で話すことは苦手なため、隅でムッとしているように受け取られることがありますが、気分を害しているわけではないのです。私にできることがあれば何なりと申しつけてください。丞林殿、これからよろしくお願いいたします」

「佐々倉壮司です。ひまりプロダクションでは事務員として仕事をさせて頂いております。他には、旧日本大志会で隊員を兼ねていたり、きれいなネット選挙推進協会で代表理事を務めていたり、大和同盟でお手伝いをさせて頂いております。どのような雑用でも引き受けさせて頂きます」

「マネージャーの森です。最近では、杏奈や千歳ちゃんや凪紗さんのマネージャーに付くことが多いです。丞林さんのマネージャーとしても走り回らせてもらいますので、気軽に何でも言ってください」

　森は黙々と堅実に仕事をこなすので目立たないが、多忙極まるひまりプロダクションにとっては有用な人材だった。森がいなければ現状のタレントたちのスケジュール管理はとても成り立たなかったろう。採用して良かったと思う。

「クロエ・レイエスよ。旧日本大志会でアドバイザーを務めていたんだけど、今はどんな役目なのかしら？　とにかく、ときどき神楽さんや織葉常務にはアドバイスをさせてもらっているの。リリィの保護者でもあるわ。よろしく」

　普段からクロエが普通に事務所に出入りするようになり、メンバーに交じっているのには少々違和感がないこともない。顧問料は払い続けているし、世界政治の動きについてさまざまなアドバイスをしてくれる仲にもなったが、社員でもタレントでもない立場だけに曖昧だ。由佳里と杏奈はクロエのことを、テレビ用のコメンテーターとして売り出していく計画を立てているらしいから、そのうち文化人チックなタレントとして名を連ねてしまうかもしれない。母子で同時期にデビューするというのは、それはそれで新しい取り組みだ。

　まぁとにかく、こうして改めてみると、見違えるようにメンバーが増えていて驚かされる。いつまでも自分一人で責任を背負い込むような感覚は捨てなければならないだろう。

　全員の挨拶が終わったところで由佳里が口にする。

「わからないことがあれば何でも聞いてね。私が丞林ちゃんを一気にスターダムに押し上げてあげるからね」

「まさか自分が……フワフワと浮いてしまっているような気持ちです……。精一杯取り組んでみますので、皆さん、私にいろいろ教えてください」

　再び拍手が鳴った。

　その後、女の子たちが丞林の周りを取り囲み、質問を投げかけ始めていた。

「まだまだ話したいところだろうけど、ひとまず今日は丞林の紹介だけな。丞林には明日から事務所に出社してもらうし、すぐに仕事に取り組んでもらうから、ゆっくり話す機会はいくらでもある」

　俺は皆を制して続ける。

「今後のことで、丞林を交えて込み入った話があるんだ。日毬とクロエとリリィと佐々倉さんには打ち合わせに参加してもらいたい。下のスタジオフロアで話すから、同行してほしい」

　ビジネスライクな俺に皆は不満そうだったが、丞林らを連れだしてエレベータへと乗り込んだ。
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　静かなスタジオでテーブルを囲んで向き合うと、早速クロエが切り出してくる。

「込み入った話って何かしら？　何でこのメンバーなの？」

「まず、丞林の正体は日毬を交えて話したかった。それと、ＣＩＡとは関係がありそうだと思ってさ」

「正体……？」

　日毬は眉をひそめた。

「丞林にも紹介しておく。このリリィの父親は、ＣＩＡの東アジア支局長だ。そして佐々倉さんはＣＩＡの要員なんだ。だから、その手の話はここではタブーじゃない」

「……ＣＩＡ東アジア支局長がひまりんと接触している情報は摑んでおりましたが、ＣＩＡの要員の方が在籍しているとは……。もしやＣＩＡの出先機関のようなものでしたか？」

　丞林の問い掛けに俺は首を振る。

「そうじゃない。こうなってる経緯はあとでゆっくり話そうじゃないか。とにかく、クロエとリリィと佐々倉さんについては、そういう情報工作への理解があるから、どこまで目的を共有していけるかを腹を割って話し合っていきたいんだ。仲間になるんだから、このメンバーで齟そ齬ごが生じたりしないようにな」

「なるほど。同じ船に乗りたいところですね。台湾にとってアメリカは貴重な同盟国であり、ＣＩＡは敵ではありません」

「まず丞林のことについて教えてくれ。台湾のスパイ関係者だということしか、俺も知らない」

「丞林は台湾のスパイだったのか？」

　日毬の言葉に、丞林はうなずく。

「はい」

「丞林ってスパイだったの⁉　カッコいい！」

　リリィは嬉しそうだった。

「実は、俺が中国のスパイに狙われていてな。丞林に助けてもらったんだよ。簡単に成り行きを説明すると──」

　俺は日毬に、ここに至るまでの経緯を語っていった。電車のなかで中国人スパイに声を掛けられ、シンガポールのテレビ局に在籍しているという話に俺が興味を持ってしまい、危うく引っ掛かりかけたのを、丞林に助けてもらったことをだ。

　俺の説明を聞き終えたリリィは興奮し、クロエを揺する。

「ママ、私も今すぐＣＩＡに所属したいよ。そして世界中で暗躍するの。パパに頼めば雇ってもらえるかなぁ？」

「無理よ。台湾とアメリカは国情が違いすぎる。もし本当にリリィにＣＩＡの仕事をさせたら、マスコミに児童労働みたいに書かれて叩かれるわ。リリィは公務員なんかになっちゃダメ。グローバルマネーを動かすような、もっと大きな舞台で活躍してもらうからね」

「中国共産党のハニートラップに対抗するための役目なので……あまり褒められた仕事じゃなかったです……。でも、私しか適任がいなかったので……」

　丞林が伏し目がちに言うと、クロエが問い質す。

「たしかによほどの美び貌ぼうがないと務まらない役目でしょう。どこの機関？　総統府直属の『国家安全局』かしら？」

「いえ、私は『国防部軍事情報局』の要員です」

「……国防部……一九歳なんでしょう？　日本在住で美形だったというだけでスカウトされたの？」

「父が軍人で、同じく情報局に所属していました。その関係で私に声が掛かったのです。スパイとしての訓練は二ヶ月ほどしか受けませんでした」

「よほどの人材不足なのね」

「否定しません。情報局では、優秀なスパイほど早死にしてしまいます。大陸との戦いで、すでに四〇〇〇人近くのスパイが密かに殉職しています。ＣＩＡのような世界ではないのです」

　四〇〇〇人が殉職……それは、ほぼ戦争状態といってもいいと思える。戦闘機やミサイルが飛び交う戦争ではないからまともに報道されないだろうが、すぐ裏側では、一般人が窺い知れない命懸けの闘争が展開されているということだ。

　日毬が重々しく口にする。

「日本の公安部とは大変な違いだな。爪の垢あかを煎せんじて飲ませてやりたいくらいだ」

「日本も戦前は情報部が有能な時代があったんだけどな。戦後は左派が強くなったし、そういう動きを検察やメディアが躍起になって叩きつぶす時代が長く続いたんだよ。日本国内の統制だけなら情報部なんて存在しない方がいいけど、海外からの工作をほったらかしにした結果はきっと高く付くだろうな」

「自国を破壊して喜ぶかつての日本の左派は異常者の集まりだった。まったく最低最悪の集団だ」

「今回のことでわかったけど……案外、昔のリベラル系の人間たちも何らかの情報工作に引っ掛かって、誘導されたケースがあったのかもしれないな。いや本当に」

　そう俺が言うと、丞林は応じる。

「日本のキーマンのなかで、中国の工作の影響を受けている人物の情報は多々保有しています。必要であれば、状況に応じて一部を提供することも可能かもしれません。ＣＩＡなどの他国の工作はほとんどノーマークなのですが、中国に限っていえば、私たちが最も情報を摑んでいると思います」

「その情報って、工作に引っ掛かってる政治家とかも含まれるのか？」

「もちろんです」

「そういう情報があれば、大和同盟の逆転のための大きな力になるかもしれない。もし情報を提供してもらえるならありがたい限りだ……」

「台湾としては、ひまりんの提唱する日本の核武装を強く支持する方針です。ここでもし大和同盟が消え去るようなことになれば、日本の核武装論は大きく後退することになります。大和同盟の進退がどうなるにせよ、核武装は再びタブー化するに違いありません」

　クロエが言う。

「日本を軍事的な中国の対抗馬に育て上げて、その均衡のなかで台湾の安定を図るという戦略かしら」

「理想はそうなります。現状はアメリカが最大のカードですが、近年のアメリカは中国ともパートナーシップを深めていますので、いざ有事となった際に本当に頼り切れるかわからないという切迫した事情があります。ゆえに、アメリカと同等レベルのカードに日本がなってくれれば、これ以上に心強いことはありません」

「尖閣を巡っての日中間の対立を見ていると、たしかに台湾としては日本を煽った方が得になるよね」

　リリィは感心したようだった。

「台湾と日本の間でも尖閣の領有権は問題になっています。ですが中国の脅威の前には、非常に小さな事柄に違いありません。台湾は西側諸国と理念を共有しています」

　咄嗟に日毬が口にする。

「誤解しないでもらいたいが、私は中国との対立を深めようとは思っていない。だが中国の強硬な対外姿勢と、中国国内の混乱、その軍事予算の伸張を見れば、否が応でも相応の抑止力を持たねばならないと考えているにすぎない。台湾の自主独立は大いに尊重したいところだが、現状の国際関係において、日本が力強く台湾自立の意思表明をすることは難しい。たとえ、私であってもだ」

「わかっています。本来なら、台湾こそ核武装を成し遂げるべきでした。しかしアメリカの強い圧力によって、時機を失してしまったと思います。日本に望みを託すしかないのです」

「台湾の経緯は不勉強ですまんが、核武装論はあったのか？」

　俺の問いに、代わりにクロエが説明してくる。

「台湾は蔣しょう介かい石せき政権のころから、長いこと核開発を秘密裏に進めていたのよ。それを知ったアメリカが一九七六年に圧力をかけて、計画は中止。だけどまた蔣しょう経けい国こく政権で開発が再開されて、プルトニウム抽出などが行われていた。でもね、再びアメリカにバレちゃって、核開発施設は完全に閉鎖されたって経緯があるの」

　さすがにクロエは極東アジアの専門家だけにスラスラと知識を披露する。現場での外交にも携わっていた分だけ、下手な学者よりも詳しいのかもしれない。

「じゃあ核兵器用のプルトニウムは保有していた？」

「ほんの一時期ね。公的には抽出実験だけで終わってることになってるけど、実際にはある程度の完成を見ていた。だから技術はあるのよ、今でも」

「やはりアメリカが難物だな……。台湾を本当に防衛したいなら、当事国の核武装を容認すれば済む話だ。アメリカは密かに戦争を望んでいるようにすら感じるぞ……」

　日毬は腕を組んでうなった。

　クロエが否定する。

「それは言い過ぎよ。台湾の核武装は、中国を激しく刺激することになる。もし中国側に情報がリークされたら、核兵器の配備が完了する前に中国が侵攻してくることになるわよ。知ってしまった以上、止めるしかないでしょう。ハッキリ言えば、アメリカにも中国にもバレないようにやれば良かったのよ。台湾はしくじっただけ」

「そもそも論だが、国連の常任理事国という存在が度し難がたい。核武装を常任理事国しか認めない状況がおかしい。戦後体制を今でも引き継ぐというメチャクチャな話だ。できることなら差別的な世界体制を覆せればいいのだが……」

「誰が見てもおかしいよね。アメリカ人だって現状にそぐわないと思ってるよ。だけど、もともと何もかもがおかしいんだってパパが言ってた」

　リリィは笑顔で同意した。

　俺が確認する。

「台湾が密かに日本の核武装論を支援したいと考えていることはわかった。そこに一番近いのは、現状ではやはり日毬であり大和同盟になるんだろうな。そこで聞きたいのは、軍事情報局から俺たちへの情報提供は本当に実現できるだろうか？　俺たちにとって切り札になるような情報があるかどうか知りたい」

「協力体制を構築できるなら素晴らしいことです。一定の情報を提供することも十分可能と上司から聞いているのですが……どこまでの協力ができるかどうかは、私では決められません。よろしければ、上司を同席させて頂いた方がよろしいかも……」

「なら、パパにも同席してもらおうよ。役に立ってないとは言わせないよ」

「実際、うちの人は役に立ってないけどね。無理にでも引っ張ってきましょう」

　もともとローガンを引っ張り込みたいから、リリィとクロエの二人に話し合いに参加してもらったのだ。二人から言い出してくれたのは都合がいい。

「丞林の上司とローガンを交えて話せるなら、そうしてほしい。なら仕切り直すか」

　そして話し合いはまた後日仕切り直すことにして、俺たちは事務所へと戻ったのだった。





◇






　先日と同じ、ひまりプロダクション事務所ビル内に設けているスタジオ。

　丞林に伴われてやってきたスーツ姿の男性が名刺を差し出し、ローガンを見やり口にする。

「軍事情報局日本担当、高カオです。レイエスさん、お噂はかねがね……」

「こうしてお会いするのは初めてかな。ＣＩＡ東アジア支局長、ローガン・レイエスです。よろしく。前任の王ワンさんとは一度だけ会ったことがあるけれど」

　ローガンに続き、それぞれが名刺交換した。日毬、俺、クロエの順だ。リリィは名刺を持っていないので、子どもらしい挨拶をしただけだった。高から渡された名刺は、肩書きがなく、住所は台北駐日経済文化代表処のものだった。

　高は口にする。

「王さんは元々私の上司で、こちらの丞林の父親です。台湾に忠誠を尽くした素晴らしい男でした」

「亡くなったと聞いたが……」

　ローガンが小さく口にした。

「不幸なことですが、我々にとってはありがちなことでもある。あなた方の世界とは違うのですよ」

「耳が痛い……。ＣＩＡも、もっと果敢になれればいいのだが……」

「王さんが急にこんなことになって、私が日本の統括をしています。常にギリギリの人員で回しており、丞林に協力してもらうのは心苦しくもありますが、祖国防衛のためには、ときには魂を売ることも必要です」

　高は「祖国」という言葉を強調し、続けてゆく。

「しかし丞林がアイドルデビューするという案を最初に聞いたときは、あまりに衝撃的で、椅子からずり落ちてしまいました。織葉さんが提案してくれたように、もし本当に丞林が台湾の日毬さんのようになれるとしたら……一人のスパイとして生きていくよりも、遥かに有用な政治カードになってくれるかもしれない。この子には、日の当たる場所で活躍してもらうのが本当は一番いい。なんとかよろしく頼みます」

「そう仰って頂くと、我々も力を入れて売り出さなくてはならないと決意を新たにします。丞林が戦列に加わってくれると、プロダクションとしても大和同盟としても、新しい力になると思います」

「私がひまりんに及ぶとは思いませんが、それでも全力で努力してみます。もし私がアイドルとして成功できたら……こんなこと考えたこともなかったですが……私も政界入りして、台湾の自主独立を保つための役に立ちたいと思います」

　丞林は力強く言った。

　日毬は相づちをうつ。

「うむ。私とて、政治の世界で頂点になるためにアイドルになったのだ。最初はとても芸能界でやっていけるとは思わなかったが、颯斗の指導のおかげでグラビアから歌まで多くの仕事をこなせるようになったと思う。祖国を想う心があれば、丞林も目的を必ずや達成できるだろう」

「台湾と日本の重要な政治家同士が同じ芸能プロダクション出身なら、これからの意思疎通もやりやすくなりますね。極東の外交関係に新しい秩序を模索できるかもしれない」

　そう言って、高は穏やかに笑った。

　俺が指摘する。

「ただ、ご存じのように、大和同盟は厳しい状態に置かれています。このまま押しつぶされるかもしれない。そのため、もし軍事情報局の力をお貸し頂けるなら、起死回生の一手になるかもしれないと考えているのですが……」

「具体的には、我々に何を求めておられますか？」

「情報はありませんか。日本政界を覆せるような情報が」

「さすがにそこまでのものはないと思いますが……国会議員や、大手メディアの主要人物に、中国共産党がどこまで食い込んでいるかならば、我々はかなり正確なところを摑んでいます。あくまで個々人レベルの情報ですが」

　喉から手がでるほど欲しい情報だと俺は思った。しかし、ガツガツ求めると足元を見られてしまう。高は味方だが、身内というわけではない。高としても、渡せる情報と渡せない情報があるだろう。

「丞林からも、一定レベルの情報までなら提供することが可能と聞いています。できる範囲で情報をリークしてもらえると、大和同盟の反転攻勢に繫がります」

「仮に我々が情報を提供するとして……どのように活用されるおつもりですか？」

「大和同盟を叩かれてばかりでは終われません。目には目を。我々もネガティブキャンペーンを展開します」

「その情報を提供し、大和同盟が盛り返すことになった場合、台湾にはどういったメリットがもたらされるでしょう？」

「大和同盟の進退が、日本の核武装論の行く末に繫がると丞林から聞いています。台湾としては、自分たちの核武装が不可能な情勢である以上、代わりに日本に核武装させることで漁夫の利を得ることができるはず。日中が睨み合うことで、台湾の中立が保てるものと考えます」

「本当に日本の核武装が達成できますか？」

　高の鋭い視線に俺は一瞬戸惑った。第一、俺が答えられる質問ではない。だが、すぐさま日毬が代わりに応じる。

「必ずやる。私が政権を獲った場合には、そこまでは確約できる。だが台湾を、対中防衛の範囲に加えられるかどうかと問われれば難しい。アメリカとも歩調を合わせねばならないし、何より中国との対立が激化してしまう。それは私の望みではない」

　日毬は台湾防衛を否定したが、ローガンが口をはさむ。

「ＣＩＡとしては約束できる。アメリカと共に、日本に暗黙の台湾防衛の役割を担わせることをだ。アメリカ政府がそれを望まないはずがない。いや待てよ……そういうオプションを検討できるのであれば、ホワイトハウスに日本の核武装を根回しする重要な武器になるかもしれない……」

「待ってほしい。台湾側の気持ちはわかるが、どうしてもそこまでの約束はできない。現実として、中国の台湾侵攻のような状況が出現してみなければ、どのような対応策が打てるのかどうかはわからない。アメリカや台湾を支持することは間違いないだろうが、自衛隊が台湾防衛のために派遣されるとなれば別問題なんだ」

「しかし実際問題、米中が紛争状態に陥った場合、日本にある米軍基地は最前線の役割を担うことになる。戦闘序盤は、在日米軍[image: ]人民解放軍という構図になるだろう。もともと、日本に戦争を回避する手段はないのだよ」

　台湾情報部の二人を挟んで、日毬とローガンの押し問答が始まってしまった。

「基地利用はそうせざるを得ないし、同盟国である米軍の後方支援は日本の一つの役割だ。それはわかる。だが、ローガンは同じことだと言うが、ぜんぜん違う問題だ。自衛隊が直接、解放軍と事を構えれば、中国沿岸を制圧せざるを得なくなる。それはかつての日中戦争を彷ほう彿ふつとさせ、非常に微妙な問題になる。全面的な米軍と台湾軍の後方支援……おそらくそこまでが、今のところ想定できる日本の現実的対応策なのではないか」

「後方支援も直接参加も、線引きなどできないだろう。少なくとも中国側は区別などしまい。同じことなんだよ」

「物事にどこから光を当てるかは、国際問題では大切だ。たとえ言葉のアヤだとしても、どのようなスタンスで臨むかは重要だろう」

「神楽さんが考えているほど言葉のアヤは重要ではないと、私は思うね」

「日本は台湾防衛のために軍事力を直接的に行使する可能性はないが、日米同盟に基づき後方支援を行うことになる。そして在日米軍基地が最前線になるのはやむを得ない。……とすれば、日本が参戦を口にしなくても、ローガンの言う通り、中国側は日米共に同様の敵とみなすことは間違いないだろう。だからこそ日本が核の抑止力を持つのが必要不可欠であって、中国側が台湾侵攻に踏み切ることへの抑止力にもなるはずだ。台湾にしても、抑止力のカードがアメリカと日本の二枚になるのなら、それで十分に有益なはずだ」

「ＯＫＯＫ。つまり光の当て方が違うだけで、神楽さんと私の結論は実のところ同じだと言うことだな。アメリカとて戦争は望んでいない……が、こちらの一方的都合だけで物事が進むわけでもない。中国は今、国内の金融問題の処理のため共産党は存亡の危機に立たされているだけに、何が起こるかはわからない」

　二人のやり取りにひとまず終わりが見えると、高が口にする。

「話はわかりました。大和同盟と日毬さんがのし上がるために、我々にできる最善を尽くしましょう。二、三日中に、ネガティブキャンペーンに必要だと思われる情報を選別し、丞林に持たせます。それでよろしいですか？」

「ありがとうございます。非常に助かります」

　俺は頭を下げた。

　クロエがローガンを睨みつける。

「あなたもちょっとは役に立ちなさいよ。口ばかりでペラペラと喋るより、現実的に何かやりなさい」

「そうよ。ＣＩＡが役に立たないなんて哀しいよ。軍事情報局の方が優秀なんじゃない？」

　リリィも便乗した。

「……多少なら、この機会にＣＩＡも協力できるかもしれない。表立ってＣＩＡが大和同盟を助ける情報を提供すると、現状、ホワイトハウスから睨まれることになる。……だが、ＣＩＡと軍事情報局が交互に情報を提供しあうのならば、台湾国防部との通常のお付き合いの範囲内になる。あとは台湾国防部がその情報をどう料理するかは自由だ」

「回りくどいようですが……つまり軍事情報局を経由してＣＩＡも我々に情報を提供してくれる、という理解でよろしいのですか？」

　俺は確認した。

「そうだ。そう受け取ってもらって構わない。このミッションは長官のみと情報を共有することにしよう」

「それはいい。ぜひ我々軍事情報局を利用してください」

　高も賛意を示した。

「久々にパパのカッコいいところが見られて嬉しいな」

「そうだろうリリィ。パパだって、やるときはやるんだよ」

　ローガンは満足そうな表情だった。

　クロエが肩をすくめる。

「果たして、ＣＩＡに大した情報があるのかしら？」

「失敬な。日本政界を崩壊させかねない幾つもの爆弾を我々は持っている。何のメリットもないから普段は爆発させないだけだよ。しかしＣＩＡの目的達成のためには、ここで二、三の爆弾を仕掛けても悪くないタイミングかもしれない」

「混乱に陥れば陥るほど、復活の芽が出てきます。期待していますよ」

　俺が念押しすると、ローガンはうなずく。

「エージェントをサポートするのも私の役目だ。神楽さんのためにやってみよう」

「今日の話し合うべき事柄は終わったと思いますが、ぼくからもう一つだけ。ぼくに中国のスパイ雷春燕が接触してきた件があったじゃないですか。丞林に助けられましたが。しかし、ぼくの方はまだ曖昧に対応しているだけなんですよ。追い払っているわけでもない。その処理をどうすべきか考えてました」

　丞林が応じてくる。

「会いたくないと拒絶すれば終わる話じゃないですか？　任務に失敗した雷春燕はショックでしょうが」

「そうするのは簡単だ。いつでもできるなら、急ぐことはないじゃないか」

「そうですけど、曖昧にしておいても意味がないんじゃないですか？」

「これは提案です。あえて雷春燕を味方に引き込んでみるというのは？」

　急な話に皆が沈黙したので、俺は考えを伝えてゆく。

「ここでの我々の目的は共通していると思うのです。大和同盟を押し上げることが、ここにいるメンバーの目標です。その達成だけに特化して考えてみると、今のところ、中国共産党も人民解放軍も敵ではないんですよ。攻撃を受けているわけじゃない。彼らがぼくに接触を試みようとしたのは、あくまで情報収集と情報工作のためでしょう？　敵をハッキリさせましょう。目下、我々の敵は日本メディアや蒼通であり、その背後にいるアメリカ政府、そしてロビイスト団体です」

　何人かがうなずいた。さらに俺は続ける。

「大和同盟を通して、アメリカＣＩＡと台湾国防部は、中国共産党と何らかの妥協点を見み出いだせないでしょうか。少なくとも大和同盟の立場であるぼくとしては、敵として立ちはだかっているわけではない相手を、最初から排除してしまうのは惜しい気がします」

「……具体的にはどうするつもりなんですか？」

　丞林が訊いてきた。

「雷春燕に話を持ちかけてみることを考えている。もし将来の戦争を回避しようと中国側も考えているとしたら、いずれにせよ我々と何らかの妥協点を模索するしか方法がない。メディアを通した公での戦いはともかく、水面下では妥協点を探り続けるしかないんだから、大和同盟という問題を通して、関係者が話し合いの場を持っておくことは有用じゃないかと思うんだ」

「少なくとも台湾問題に関しては、妥協点など見つからないと思いますね」

「言い争いになってもいいじゃないか。というか、争いを恐れて交渉の席を持つ機会すらなければ、殺し合いをするだけになってしまうよ。お互い人間だ……なんて薄ら寒い言葉を使うつもりはないけど、仮に相手が宇宙人だったとしても交渉しないと始まらないよ」

「ＣＩＡとしては悪くない話だ。中国人のスパイとたまには語らってみても、損をするわけじゃない」

　ローガンは椅子に深々と身を沈めた。

　クロエが皮肉る。

「ＣＩＡは裏口で陰謀を巡らすのが好きなのよ。むしろそれしか仕事がないの。自分たちで銃を撃ち合ったりしないから」

「無益……というわけではないでしょうね。ＣＩＡが話し合いに加わるという前提ならば……我々はオブザーバーとして出席することはやぶさかではありません」

　存外に高も反対ではないようだった。

　実は大和同盟にとって、中国とも何らかのパイプを確保しておくことは重要だと思っていた。だからこそ雷春燕の扱いを悩み、ダラダラと日を過ごしていたのである。日毬が本当に政権に手を掛けるとすれば、アメリカだけでなく、中国も露骨に反発してくることは確実だ。目下、アメリカの一部勢力から隠然とした攻撃を受けているところだが、中国からも妨害が始まってから交渉を開始するようでは情勢が覆せなくなる。

　しかしＣＩＡや台湾国防部と接触している以上、彼らに内緒で雷春燕と接触するわけにもいかない。手酷い裏切り行為になるからだ。ならば接触を大っぴらにして、彼らも交える形で交渉を持てば、関係者一同に疑われずに事を遂行することができる。それにＣＩＡや台湾国防部は比較的安心できる味方には違いないから、危険な兆候のある中国共産党の防波堤になってくれることも期待できた。

「あと、せっかく米台中の情報関係者が揃い踏みするわけですから、日本側からも公安部を出席させるのはどうでしょうね？　人畜無害だと思いますし、微妙な関係を多少はバランスさせる役目にはなると思います。それに、いざ何か中国共産党が日本国内で問題を起こすようなら、公安部は、ＣＩＡや軍事情報局の味方になってくれることは確実です」

「人畜無害は言い過ぎだ。彼らだって真面目に仕事をしているよ」

　ローガンは苦笑しつつ公安部を庇かばった。

　俺とてそこまで公安部が無能だとは思っていないが、ローガンや高を納得させるために言っただけである。

「日本の公安部は我々の敵ではありません。中国人らへの牽けん制せいとして悪くありませんね」

　高も同意した。

「ならば決まりですね。近いうちに雷春燕と接触して、本件の提案を持ちかけてみます。そちらが済めば、すぐに公安部にも話を通します。ですから会合を持つスケジュールは、私から皆さんにご連絡する形でよろしいでしょうか？」

　公安部とは話ができる間柄にはなっていたが、大和同盟についても確固とした味方にしたかった。できることなら公安部を通して、警視庁が隠然と大和同盟側に付いてくれることになれば、最高の成果である。

　今の警視庁は政権与党である自友党と公こう世せ党の傘下にある組織といっていい。警察予算を決めるのが自友党と公世党なのだから当然だろう。日毬と神内の最初の密会を自友党に耳打ちしたのも、警視庁だった。だから陰に陽に警視庁は大和同盟の勢力伸長を阻もうと企くわだてる可能性があるため、早い段階で味方につけることができるならベストだった。悪くとも警視庁が中立を保つような状況にしておきたい。

　それにしても、俺も陰謀を巡らすようになったものだ……。単なる広告マンだと自認していたはずだが、怪しげな情報部員たちに取り巻かれていると、考え方が染まってきてしまうのかもしれない。

「了解した。楽しい話ができると嬉しい限りだ」

　ローガンは嬉しそうだった。

「日時は丞林に伝えてください。話し合いには私も出席します」

　高はうなずいた。

　俺は大事なことを告げる。

「悪いが、次はクロエとリリィには外してもらうぞ。一三歳のリリィがいたら中国側が困惑するだろうからな」

「何で⁉　ひまりんや丞林だってまだ一〇代なんだよ⁉　私が出席したっていいじゃない！」

「日毬は当事者だし、丞林は国防部員だ。だけどリリィはただの中学一年生じゃないか」

「ママ、颯斗が酷いこと言うよ。私だってＣＩＡ関係者のはずだよね？」

「颯斗がこんなに無慈悲な人間だとは思わなかったわ。許しがたいことよ」

　クロエが息巻いたが、ローガンが助け船を出してくれる。

「仕方ないじゃないか……。どういう話し合いになったかは教えてあげるから、今度ばかりは勘弁してくれよ」

「あなたまで何を言うの？　私たちを除け者にした罪はきっと償ってもらうわよ」

　そして俺たちの目の前、家族同士で言い争いが始まった。激げっ昂こうし始めたクロエとリリィにローガンは弱り果てていたが、二人の怒りは収まらなかった。これだから、この二人に重要な密談に参加してもらうのは憚はばかられるのだ。

　クロエやリリィと妥協点を探すよりも、中国共産党との話し合いの方が遥かに楽そうに思えた。
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「ちわーっす！　ゆかりん風味な挨拶で始めてみたよ。司会の片桐杏奈です！　今日も元気に『ひまりプロラジオ』、いってみよー！」

　威勢の良い杏奈の声がラジオから飛び込んできた。いつも変わらぬテンションの高さには敬服せざるを得ない。

「コメンテーターの槙野栞や。最近、メチャメチャやることが多くなっとる気がするわ。芸能の仕事もあるし、原稿を書いたり、大和同盟のイベントに参加したりと大わらわやで。うちの芸能人生はじまって以来の危険な状態や」

「昨晩なんか事務所に残ってずっと原稿チェックしてたよね。ほとんど寝てないでしょ？」

「三時間くらい寝たよ。今日は報告があるんや。近々本を出すで。うちがブログで書いてきた内容の一部をまとめたものや」

「栞ちゃんのブログはかなり注目を集め始めたんだよね～」

「大和同盟バッシングを取り巻く状況を通して、いかに報道が上っ面しか見てないのかを熟つら々つらとブログに書いてきたんや。うちも当事者やったからな。間近で目の当たりにしたメディアの報道と実態の乖かい離りを、できるだけ客観的に面白く実況中継してみたつもりや。それが好評で、ブログの内容を再構築して出版することになってな。うちも張り切ってんねん」

　栞は数冊の本を出していたが、実は栞が本当の意味で原稿を書いたのは今回が初めてだった。それゆえ、栞も奮起しているのである。

「実際、栞ちゃんのブログ面白いしね。あんな長文書くだけでも、やっぱ栞ちゃんは普通のアイドルじゃないよ」

「うちは元々文化人出身やからな。それが一転、アイドルになるなんて想像してもなかったわ」

「そんな特殊なアイドルが増えているひまりプロダクションだけど、またまた新しいアイドルが加わったんだよね」

「これが普通やないタイプなんや。事務所でうちとよく話すようになったんやけどな、話の内容はほとんど国際政治とか経済の話ばっかりやねん。日毬は何かと𠮟ってきて議論を許してくれんし、リリィは陰謀好きやけど、丞林はスタンダードちゅーのかな、まともに討論ができるタイプでうちは嬉しいわぁ」

「早速名前が出たから発表するね。実は今日のゲストは、ワン・チェンリン。リリィに続いて二人目の外国人アイドルです！　ようこそ、ひまりプロダクションへ！　わー、ぱふぱふ！」

　杏奈と栞は拍手した。

「こんにちは、王丞林です。もうすぐ二〇歳になります。台北出身ですが、日本に長く住んでいます。先日、初めてのお仕事でグラビア撮影に挑戦してみました。編集部や関係者の方々のご厚意で、『週刊アクシス』の表紙にも登場させて頂くことになりました。歌のお仕事もさせてもらえることになったので、所属したばかりなのに忙しくなりそうです。精一杯やってみますので、みなさんよろしくお願いします」

　ひまりプロダクションとしては、丞林にはあらゆる仕事を割り当て、最速でスターダムに押し上げるつもりだった。忙しくなって大変だろうが、こなしてもらうしかない。事務所の力が付いてきたおかげで、基本的な仕事は軽くもぎ取れるようになってきたからこそ、丞林のプロデュースが素早くできるというものだ。それもこれも、日毬や凪紗や栞や杏奈などの先人たちが事務所の力を強くしてくれたおかげだった。

「丞林には大人っぽい落ち着きがあるよね。悟ってるっていうか。うちの事務所で一番の大人って感じじゃん？　ゆかりんよりもー。なんでだろう、何が違うんだろー？」

「うちもごっつう大人っぽいで。ひまりプロダクションで最高の大人の女言うたら、うちのことや」

　かなり無理なことを栞が断言した。

「え～⁉　何か変なこと言ってる人がいるよ～。ここはスルーした方が賢明だよね」

「なんでやねん。学者との議論からニュースのコメンテーターからグラビアモデルからドラマの主役までオールマイティにこなすうちは、メチャメチャすごいねん。こないなタレントみたことないで」

　丞林は笑う。

「あはは。栞さんは知的で大人の女性ですよ。話していると、本当に頭の良い方だなぁってわかりますもん」

「この大人の受け答えこそ、栞ちゃんも見習った方がいいよね。やっぱ丞林が大人っぽいのは、ひまりプロダクションに所属する前に働いてたからじゃない？　前職があるんだよね？」

「東京にある台北駐日経済文化代表処で、国防部の事務のお仕事をしていました。所属は台湾国防部だったんです」

「前職は国防部！　日本で言えば防衛省だよね！　なんと軍人さんだよ！」

「若い軍人やなぁ。まだ一九歳なんやろ」

「ただの事務のお仕事だったので……。実際の軍務に就いていたというわけではありません」

「軍で一番の美貌の持ち主だったでしょ？」

　杏奈の問いに丞林は戸惑う。

「ど、どうなんでしょう……。国防部といっても台湾に行く用事はありませんでしたし、東京で些さ細さいな事務仕事をしていただけなので……軍全体のことはわからないのです」

「丞林はバストまですごいんだよ。ちゃんと意識してバスト周りを鍛えていることがわかるんだよね。私の目は騙せないよ」

「鍛えているつもりはないのですが……」

　呆れ声で栞が訊く。

「また胸か。丞林は何回触られた？」

「三回です。最初はびっくりしましたけど、千歳さんから詳しく教えてもらったので……わかっていればそれほど抵抗はありません」

「ひまりんに憧れてたんだよね？」

「大好きです。本物のひまりんを初めて見たときは胸に熱いものが込み上げてきて、本気で泣いてしまいました。私が同じプロダクションでアイドルになるなんて想像もしていませんでした」

「ガチ泣きしとったなぁ。うちもその場にいたから覚えとる。うちは一度もファンからそないな風に泣かれたことないわ。日毬に嫉妬してしまったで」

「ひまりんの政治的な大成功はプロダクションの目標でもあるんだよね。だけどせっかく大和同盟が起ち上がったと思ったら、世の中の雰囲気が変わっちゃったでしょ？　だからね、もともとこの『ひまりプロラジオ』は──」

　それからいつもの流れで、大和同盟の今後について三人で議論が交わされていった。

　丞林がスパイだったことは公にはできないから、情報機関などの話にまで突っ込んだ会話が行われたわけではない。そのためサプライズもない。その代わりに終始、和気藹あい々あいとした空気で、三人のバランスの良いトークが続いていったのだった。
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「お待たせしてしまいました。選別に時間を要したのでやや時間がかかりましたが、軍事情報局として大和同盟支援のために提供できる情報です。ＣＩＡから提供を受けた情報も多数交じっています。半分が私たち、半分がＣＩＡ提供のものといったところでしょうか」

　事務所ビルのスタジオに運び込まれる段ボールを見やりながら丞林は説明した。段ボールを持ち込んでくれている男性二人はスーツ姿なので、彼らも情報局員なのだろう。事務所ビル前にはワゴン車が横付けされていた。

　運び入れられた段ボールは一五箱ほど。スタジオフロアには小部屋が幾つかあり、鍵も掛けられるから、そこで管理するのがいいだろう。段ボールにはびっしりとファイルが詰め込まれていた。

「大量にあるな……。恩に着る。どの程度の内容なのかじっくり確認させてもらって、作戦を練っていこうと思う」

「どういう作戦ですか？　参考までに、大まかなところだけでも教えておいてもらえますか？」

「現状、どんな情報操作を用いても、急に日毬や大和同盟が評価を勝ち得ることはない。ならば逆転の発想で、関連勢力の評価を暴落させてしまえばいいんだ」

「関連勢力とは？」

「そりゃ大和同盟以外の政治勢力だよ。自友党、新・民政党、それから他の政党。それに加えて、メディア関連各社。テレビ局や新聞社、そして蒼通だな。とにかく、一定以上の政治的影響力のある相手を根こそぎ壊滅させてやるんだ」

　苦々しく俺が言った。

「……すごいかもしれない。大和同盟は社会のすべて、世界のすべてに戦争を仕掛けるわけですね」

「そういうことになる。これぞ八はっ紘こう一いち宇うの精神ってわけだ。日毬らしくていいじゃないか」

「八紘一宇？　どういう意味です？」

「第二次世界大戦のときの、国威発揚のための日本のスローガンでな。『天の下ですべての人々はみな平等。天下を一つの家のように和合させよう』という意味だ。悪い含みはない綺麗な言葉なんだが、そういったスローガンを掲げて日本は全方位で戦いを仕掛けていったわけだ」

「第二次世界大戦は絶望的な戦いでしたが……」

「絶望的なだけに遠慮はしない。今度は俺たちが、全方位で戦闘を巻き起こしていく。大和同盟以外の政治関連勢力を、地獄の釜の底に引きずり込んでやろう」

「織葉さんは陰謀に長たけていますね。謀はかりごとにはタブーを作らず、情は極力排除して、冷徹に進めなくてはなりません」

「俺が冷酷非道で最低最悪な男だってことか？」

「はい。でもそういうところがカッコいいと思います」

「褒めてないだろ」

「いいえ、褒めてます。作戦がもっと煮詰まったら、また教えてください。私にお手伝いできることは可能な限りさせて頂きます」

「俺や由佳里も、丞林の売り出しは頑張るからな。水着になったり、エンタメ番組で喋ったりするのに抵抗がなければ、丞林なら早い段階で売れるようになるだろう。日本でヒットすれば、台湾にもそのまま持っていける」

　大和同盟に協力してくれた分だけ、国防部にも恩を返さねばならなかった。国防部としては日本の核武装さえ達成できるのであれば十分だと考えているのだろうが、こちらとしてはもっと具体的な成果を示してやりたくもある。それが丞林のアイドルとしての成功ならば、俺たちの能力を活かせるというものだ。
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　個室に閉じこもって俺はファイルをめくり始めた。

　国会議員一二〇人ほどの情報がファイリングされていた。衆議院四八〇人、参議院二四二人の計七二二人がいるから、決して少なくない割合だ。ファイリングされている議員はすべて、献金にまつわる金銭の不正や、脱税まがいの行為、登記事項の虚偽など何らかの問題行動を取った過去がある議員ばかりである。おそらく議員本人も気づいていなかったり、罰せられる行為だと想像していなかったりするものも多数あるのだろう。ちなみに神内三郎のものまであり、他の議員らと比較しても相当に分厚い内容だった。しかしこれは見なかったことにして、ファイルをめくっていき、全体像の把握に努めた。なかには女性との如何わしい写真まで挟み込んである議員もいて、相手女性の詳しいプロフィールデータが掲載されており、俺がいま見ているファイルが現実のものなのかどうか困惑してしまうようなものまで入っていた。

　工作活動とはこのような情報収集から始まるのだと頭では理解していたが、いざ眼前に見せられると、自分の立っている社会というものが実に空恐ろしく感じられた。

　ファイルには国会議員だけでなく、ＭＨＫ、民放テレビ局、新聞社の社長、役員陣、その他主要な社員の情報まで収められていた。蒼通の社長や上層部のものまである。二〇社ほどの上層部だけだから、数としては実はそんなに多くない。

　これらメディア各社の情報には、国会議員と比べて金絡みの問題行為は比較的少なめだった。その代わり、女性絡みの情報が数倍に達していた。安定して高収入と権力が保証された暇人の集団なのだろう。また同性愛を隠していて、男同士で絡み合っているような写真までファイリングされている人物もいる。期待以上の情報だ。

　一方、官僚、軍人、科学者などのファイルは存在しなかった。それはおそらく今回の件には関係ないとして排除されたに違いない。それに官僚各員のデータベースあたりになると、外交問題の解決のためにもっとも重要な手札になり得るものだから、大和同盟工作のために開示するつもりはなかったのかもしれない。

　過去に勤めた会社ということもあり、興味本位もあって蒼通関連のファイルをめくっていくと、部長の情報も掲載されていた。奥さんと子どもはいるが、家庭不和で、不倫の真っ最中ということらしい。不倫相手のプロフィールも掲載されていたが、近場で働く三〇歳の大手企業に勤めるＯＬだということだった。まったく呆れた話である。ただ、部長の情報はこれだけのようだ。

　部長は有能で、頭も悪くない。人付き合いは不得意としているが、ほとんど失敗しないタイプで、プライドが高い。だが、そういうタイプは往々にして守りに弱いものだ。たったこれだけの情報でも、脅しには十分に使えるのではなかろうか。部長を揺さぶって、蒼通攻略の取っ掛かりにすることもできるのではないかと思えた。あまり揺さぶりすぎて自殺にでも走ったりしないよう注意しなくてはならないが。

　俺は国会議員の情報に戻ってファイルをめくり、作戦計画を検討し始めた。

　各政党ともに、ほぼ平均的な割合で議員が掲載されている。基本的には、ここにファイルとして存在している議員は品行方正とは言えない人間ばかりということだ。いや、なかには何らかのキーマンと目されて、意図的に仕掛けられたケースもあるかもしれない。たとえば俺に接近してきた雷春燕のように。

　その日は深夜まで一人、俺はファイルを黙々と読み込んだ。窓もない小さな個室だ。スタジオの物置として用意したが、スタジオを使うこと自体が少ないため、この物置はまったく使われていない。

　一通りのファイルに目を通したあと、物置の鍵を閉め、スタジオの戸締まりを行い、そのまま事務所をあとにしたのだった。
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「ずっと会いたいと思っていました。織葉さんとはなかなかコンタクトが取りづらいので、ヤキモキさせられていました」

　爽さわやかな笑顔で春燕は言った。

　一緒にランチを取ることを約束し、俺たちは新宿御苑の入り口付近で落ち合っていたのだ。

　改めて思うが、なんて美人なんだろうか。仮に芸能界にいても目立つこと請け合いである。

「これでも忙しい身の上ですからね。でも、沢木さんもお忙しいんじゃないですか？」

「ええ、私も忙しいんですが……織葉さんに会うとなれば話は別です。どうしてもっと早く誘ってくれませんでしたの？」

　どこで話を切り出そうか俺は悩んだ。

　俺が黙っていると、春燕は続ける。

「まずはお食事でもしませんか？　お腹が空いちゃいました」

　春燕に誘われるまま付いていき、俺たちは先日のイタリアンレストランに入った。

　席に着き、注文を頼むとすぐ、春燕は無言で俺を見つめてきた。何か雰囲気を期待しているのだろう。

　俺ははぐらかすため、春燕のテレビ局での仕事についての話題を振り、シンガポールのテレビ事情などを聞いてみた。春燕は業界に詳しく、先日行った取材などの話を面白おかしく話してくれ、会話は尽きなかった。

　どこまで本当の話かわからない。俺の勝手な想像だが、テレビ局社員というのは本当のことで、仕事内容については俺の興味を惹くようにかなりの誇張を交えて話しているのではないだろうか。人民解放軍のコネクションを使えば、華か僑きょうが経済を牛ぎゅう耳じるシンガポールのテレビ局に正規社員として入り込むことまでは容易だろう。本社勤務ならともかく、一般社員らとあまり顔を合わせることがない東京支社だ。局の方も、中国とのコネクションは何かと有用なのかもしれない。

　店では四〇分ほどを過ごし、俺たちは店を出た。平日の昼間だから、本来ならお互い仕事がある。しかし春燕も俺も、仕事を切り出して別れることはなかった。

　店を出て、二人で御苑の脇道を歩く。春燕は後ろに腕を回してぶらぶらと歩き、なんだか楽しそうな様子だ。

　これ以上、時間をかけても仕方がない。今が切り出すタイミングだろうと俺は判断していた。

　できるだけ自然体で、それが軽いことであるかのように俺は口にする。

「そろそろカードを見せ合い、妥協の方向を探れませんか、春燕さん？」

「妥協、ですか？　突然何を仰いますの？」

「春燕」と呼び掛けたことに反応はなかった。自分の名前を呼ばれただけだから、よほど意識をしていないとすぐには反応できないものなのかもしれない。

　しかし、今の俺の問い掛けを反はん芻すうしたのだろうか、春燕の顔色が徐々に変わり、やがて息を吞む。

「……私の本当の名前をどうして知っているんですか？」

「そりゃまぁいろいろと」

「わかってたの⁉」

　春燕の声音が切り替わった。

　俺も口調を切り替える。

「途中からね」

「途中って、いつから？」

「こういう話だからさ、ノーコメントでいいかな？」

　俺が曖昧に返すと……ふいに春燕は立ち止まり、紅潮して震えだした。

　そうかと思えば次の瞬間、思わず俺は仰け反った。春燕が、いきなり俺の頰を殴ってきたのだ。

　条件反射でかわそうと試みたが、咄嗟のことに頰をかすってしまう。

「おわっ……。何をするんだ……⁉」

　俺はやや距離を取り、身構えた。日本女性ならビンタだろうが、中国の女性の地は違うのだろうか。

　バレバレだったのに、幾度も色仕掛けを繰り出していたことを堪え難く感じているのかもしれない。まぁ、悔しいだろうなぁ……。

　春燕はじわりと目に涙を溜め、声を荒らげる。

「バカヤロー！　私を弄んでせせら笑っていたのね⁉」

──可愛らしいところがあるじゃないか。

　それが素直な俺の感想だった。

「バカになんかしてないよ。心から優秀だと思ってたし、どういう風に接しようか俺も悩んでたんだ。本当だよ」

「私があなたに近づいて何をしようとしてたかも知ってるの？」

「いわゆるハニートラップだろ？　俺に取り入って、大和同盟で何らかの工作をしようとしていた。結婚まで想定しているはずだと人から聞いたが」

「そうよ、結婚しようと思ってたのよ！　チクショー！」

　春燕はすっかり開き直っていた。仮面をかなぐり捨てているようだった。俺としても、その方が話しやすい。

「どうかな、お互いカードを見せ合い、妥協するっていうのは？　中国共産党への橋渡し役にもなってほしい。だから工作が失敗したっていうわけじゃなくて、方針を変えると考えてもらえないかな？」

「……」

　春燕は沈黙し、俺の顔をまじまじと見やってきた。俺は何も言わず、ただ春燕の答えを待ち続けた。

　しばらくして春燕は口を開く。

「……だったら、本当に結婚してもらえる？」

　まったく予想もしていない返答で、今度は俺が驚く番だった。

「それは冗談か、それとも本気なのか？」

「本気に決まってるでしょ。私じゃダメなのかな？　これでも男性にはモテると思う。会話のレベルもあなたに合わせられると思うし、望むようにするつもり」

「ああ、そりゃ君はモテまくるだろうよ。だけど聞き分けの悪いこと言うなよ。スパイだってバレてるんだから、これ以上俺を押したって何の成果もありはしないよ」

「私、もうスパイから足を洗いたいの。中国には戻りたくない。このまま日本で暮らしたいわ。ようやく落ち着いた暮らしができるんじゃないかって夢見てた……」

「おいおい、国家に忠誠を誓うスパイがそんなこと言っていいのか？」

「スパイなら忠誠を誓うって誰が決めたのよ？　忠誠って何？　あなたに何がわかるっていうの！」

　春燕は声を張り上げた。

「そりゃわかんないけどさ。思想教育とかもあったんじゃないのか？」

「あったけど。それが何？　あんなのに洗脳されるなんてとんだバカでしょ。今どき共産主義とか一党独裁とか共産党の正当性とか頭悪すぎる。そんなの、こっちには関係ない」

「だったら何でスパイを続けてるんだよ」

「生活のために決まってるでしょ！　日本人とは違うのよ」

「だけどさ、君ならどんな男だって狙えるはずだぞ。今の仕事を辞めちまって、東京でも香港でもどこでもいいけど、拠点を移してそこで男を見つけた方が良い生活できるんじゃないか？」

「そんな風に右から左みたいに簡単に決断できる話じゃないでしょ。勇気がいるわ」

　そう言った春燕は、懸命な面持ちで訴えてくる。

「私、一七歳のときに学校にやってきた軍事教官から声を掛けられて総政治部に入ったの。必ず家族全員が今より良い生活ができるからって。その前は、毎日、水桶を天秤棒で担いで畑を往き来するような生活だった。だけど私が解放軍で給料をもらえるようになって、家族は普通の生活を送れるようになったわ。……それからもう一〇年よ。早くこの生活を終わらせたいと思ってるし、私自身だって二七歳になった。この容姿を生かした工作の仕事は、たぶんあと数年しか続けられない。連絡員なんて待遇が下がるし、男社会の解放軍に、私の居場所があると思う？」

「大変、なんだな……」

　それしか言えなかった。どんな言葉を掛けろというのだろうか。

　中国人は非常に親思いの民族だ。最近の日本人はあまり親や家族のことを大事にしない傾向があるが、中国人は、親の将来のことを気に掛けている人が多い。儒教の浸透度は重要な要素だが、現実面としても社会保障システムが関係していて、日本の老人は子どもに養ってもらわずとも年金をアテにできるが、中国人の場合は国が守ってくれず、親や家族は子どもが養うしかない。自分が金を稼げなければ親が野垂れ死ぬことになる。だから春燕が家族のためにこの仕事をしているという意味は、日本人よりも重い事実なのだった。

　共産党や解放軍などまるで信じていない春燕でも、家族を養うことは何よりも優先される事柄なのだろう。

「あなたに取り入って、できれば婚姻関係にまで持ち込んで、定期的に情報を流すように指示された。あなたのことを調べれば調べるほど、なんて幸運なチャンスが訪れたんだと思った。夢見るような心地だったわ。それなのに……どうしてこうなっちゃうの……？」

　今にも泣き出しそうなほど春燕は顔を歪ませ、震えて立ち尽くしていた。

「俺に言われたってな……。この機会にスパイから足を洗えよ。身の上話が工作の一環じゃないのなら、放っておけないからな。必要ならお金も援助する」

「これは工作なんかじゃない。本当の話よ。ここまで明らかになってるのに、結婚したらどうせバレることでしょう。私のことならいくらでも調べて。なんなら、私の生まれ故郷に連れていってあげる。工作なら別の家族を仕立て上げる予定だったけど、私の本物の家族に会って」

「いや……そこまで深入りするかどうかは別問題……」

　慌てて俺が否定しかけると、春燕は叫ぶ。

「私と結婚しなさいよ！　どんなことだって、あなたの望むようにするって言ってるでしょ⁉　本当に何でもするから……。なんなら逆スパイになってあげてもいい。あなたに満足してもらう自信があるわ。何が不満なの⁉」

　押しが強くて驚くほどだ。彼女は彼女なりに命懸けなのかもしれない。

「悪いけど難しいって……。逆に俺の立場になってみてくれよ……。いきなり結婚できるわけないだろ……」

　突然、春燕はその場にしゃがみ込み、声を上げて泣き出した。誰憚ることない嗚お咽えつが辺り一面に響き、周囲の人々は俺を見て眉をひそめていた。端はたから見れば大喧嘩したカップルだ。しかも、俺が彼女をイジメ抜いたように見える。事情を知らない人が、俺に不快な視線を向けてくるのは仕方ないと言えた。

　俺は春燕の側に片膝を付き、肩に手を回してやった。そして春燕が泣き止むまで肩を優しく叩き続けたのだった。

　春燕にとっても想定外の成り行きだろうが、俺にとっても予想できなかった事態である。どうしてこうなってしまったのだろうか。
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　俺は警視庁に黒谷を訪ねていた。告訴の相談で足を運んでから、妙に警察と縁があるようになってしまった。あまり嬉しいものではない。

　俺を出迎えた黒谷は、いつもの馴れ馴れしい口調で大袈裟に接してくる。

「やーやー織葉さん。わざわざ来て頂きましてありがとうございます。声さえ掛けてくれれば、こちらからご訪問させてもらってもいいんですけど」

「そういえば最近は急に訪問してくることもなくなりましたね。前は突然やってきて、根掘り葉掘りいろいろ聞いてきたのに」

「我々が監視に行くのは、裏で変な陰謀を巡らせていたりしないか念のため確認する必要があるからですよ。だけど、ひまりんはもう公人ですからね～。ぶっちゃけますと、公安が極秘裏に調べなくちゃならないようなことはなくなりました」

「当方の意識や行動は最初から何も変わってないんですけどね。公安の方が勝手に変わったということですか」

「ひまりんの立場が変わりましたよ。右翼団体を率いているだけのときは定期的にお邪魔する必要がありましたけど、大和同盟は紛う事なき立派な政治政党です。公安が調査する必要はありません」

「なるほど、そういうことですか。実は今日訪問したのは、黒谷さんに、先日のお礼ができるんじゃないかと思いまして」

　早速、俺は話を持ちかけた。

「お礼ですか？　何かした覚えはないんですが」

「告訴ですよ。協力してくれたでしょう」

「ああ、蒼通までいかなくて残念でしたね。でもあれは協力したってわけじゃなくて、警察が当たり前のことをしただけですよ。ぼくの口利きは関係ありません」

「そういう口利きがないと簡単にいかないのが警察ですから。ぼくは感謝していますよ」

「そう言ってもらうと逆に恐縮しちゃいますね。でも、お礼なんて不要ですよ。受け取れません。ワイロになっちゃいます」

「いや、金品を渡そうと思ってるわけじゃないんです。実はですね……ＣＩＡと台湾国防部と人民解放軍総政治部を交えて会合を持つ予定なんですよ」

「……は？　ど、どういう……意味です？」

　黒谷は固まり、目を丸くした。

「そこで黒谷さんにも参加してもらうと、公安にとっても有意義な場になると思うんですが──」

　それから俺は黒谷に、大まかな経緯を説明していったのだった。
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　作戦が固まりつつあった。

　大枠としては、ネガティブキャンペーンである。国防部軍事情報局とＣＩＡから提供を受けた情報を、効率的にマスメディア各社に流していくのだ。

　ただし内容は完全に事実であるから、本当の意味でのネガティブキャンペーンには相当しないかもしれない。事実に幾つかの歪わい曲きょくを交えたりするなら別だが、俺たちは一切の歪曲を用いるつもりはなかった。なぜならそんなことをしなくても、事実のみで攻撃力は十分だったからだ。

　攻撃は二段階に分ける。

　まずは政治家だ。自友党と新・民政党、それから新政党の政治家のなかで、情報がファイリングされている人物は、全員が攻撃の対象だ。彼らが大和同盟をあからさまに攻撃してきたわけではないし、俺たちが相手のことを恨んでいるわけでもない。それでも躊躇している場合ではなかった。報道は大いに盛り上がることだろう。

　一方、公世党と社会共産党だけは攻撃対象から除外することにした。両者ともニッチな勢力だが、公世党は宗教法人世法協会の熱狂的な信者を、社会共産党は手堅い組織員を持ち、ネガティブキャンペーンの影響は軽微になるに違いない。

　それに、公世党と社会共産党へ何らかのダメージを与えることができたと仮定した場合、大和同盟が政権につくための最大の難関である自友党への攻撃力が減殺されてしまう。戦線は拡大せず、力を一点に絞るべきだ。だから自友党には誠に申し訳ないのだが、主要な攻撃相手となってもらうことになる。相対的に公世党と社会共産党の地位が高まると、結果としてこの二党の議席が伸び、訳のわからない怪しい国になってしまうが、それはそれで仕方がない。幸いと言うべきか、この二党関係は険悪であり、常に互いに罵ば声せいを浴びせ合い、嘲ちょう笑しょうし合うような間柄だから、折を見てぶつかり合わせて勢力を損耗させる方法を見つけることは可能だろう。

　ターゲットとなる政治家への攻撃が一定の成果を見せた直後、第二段階目として主要マスメディアへの攻撃に移行する。ここが普通のネガティブキャンペーンと違うところだ。多くのメディア関係上層部の情報もファイルされているから、それを大量に公にするのだ。主要なテレビ局や新聞社は沈黙するだろうから、雑誌やスポーツ新聞やネットメディアを活用するしかない。メディア関係者の情報の大半は女性絡みの醜聞ばかりだから、それら下位メディアとは実に相性がいい。

　俺たちが流した情報を基もとにして、くるったように政治家を叩いていた大メディアが、自分たちの醜聞について一斉に沈黙する様子は、さすがに一般大衆でさえ違和感を覚え、腹を立てることになるはずだ。その模様を壮大な規模で演出できれば、大メディアへの一般大衆の信用を一気に破壊することができる。このとき、俺たちも大メディアに向けた宣伝戦を展開し、運動を盛り上げる。その主体が大和同盟になれば、メディアの評価が反落する分だけ、逆に大和同盟の評価が上がるだろう。今までメディア各社が大和同盟を散々バッシングしてきた事実すらも、俺たちにとって追い風だ。大和同盟の主要な政策の一つであるＭＨＫ解体と民放各社再編成に繫がり、そのことが大和同盟への支持を取り付ける力になるだろう。

　このようにして、政治家とメディアへの二段構えでの作戦を敢行する計画である。情報を流す時期をずらすことが重要だ。

　そしてメディアに大きな影響を与えていた蒼通をどう扱うか、やや俺は悩んだ。メディアと一緒にキャンペーンの対象にしてもいいのだが、大方の一般大衆は、蒼通の名前を聞いてもピンと来ない可能性がある。誰しも名前くらいは聞いたことがあるだろうが、蒼通が現実的にどのような役割を果たしているのかまで理解している人は少ないはずだ。

　しばし悩んだ末に、蒼通の扱いに関しては由佳里と相談してみようと考えた。いずれにせよ、作戦の全体像は共有しておかなくてはならない。由佳里は今、凪紗のマネージャーとして付き添っているが、本人は手持ち無沙汰のはずだ。俺は携帯を取り出し、由佳里の番号をプッシュしたのだった。
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「ん～、ものすっごい後ろ向きな宣伝戦ですね。日本が沈没しそうな勢いですよ」

　説明を聞き終えた由佳里は、腕を組んでうなった。

　由佳里の仕事が一段落ついた頃を見計らい、俺は事務所のソファセットで、今後の作戦計画の説明をしていたのだった。

「でもさ、革命ってそういうものだと思わないか？」

　俺が言うと、由佳里は問い返してくる。

「革命、なんでしょうか？」

「日毬が党首を務める大和同盟が政権を獲りに行くなんて、単なる政権交代なんかじゃない。これはやっぱり革命なんだよ。既得権益勢力を根こそぎ一掃し、新しい秩序を創り上げようとする試みなんだからな」

「なるほど……。そう聞くと、むしろ破壊できるだけ破壊したくなってきます。私たち関係者から見ると、マスメディアなんか本当に再編成が必要だと思うんですけどね～」

「戦後六九年目。さすがにもう古びてしまってるだろ。そろそろ一新させるべき頃合いだ」

　俺も日毬に当てられたのだろうか。ふと、日毬と似たようなことを言っていると思った。

「自動車会社とか商社とか重工業各社とか鬼のような経営努力を重ねて生き残ってきてるのに、ぶっちゃけテレビ局とか新聞社は何も変わってないですからね。権益を生かして通販とか不動産事業とかやってるだけ。こういう人たちが普段のニュースで経営革新やイノベーションを叫んだりしてるわけです。恥ずかしいと思うべきなんですよ」

「そう思うだろ？　俺もそう思うよ。みんな思ってるよ。だからこの機会に、徹底してやっつけてしまおうじゃないか。バカの一つ覚えみたいに散々大和同盟を叩きやがってな」

「なんか燃えてきました。やってやろうじゃないですか。私たちに逆らったことをあの世で後悔させてやりましょう」

「あの世」というのはどうかと思うが、話すほど由佳里の言葉には熱気がこもってきたようだった。由佳里は煽られやすくて単純なタイプだが、稀に見るほどパワフルな逸材だ。その手綱さえ上手くコントロールできるなら、ドン・キホーテ役を演じても、風車ごと破壊するだけの力を持っている。さながら俺はドン・キホーテの従者サンチョ・パンサといったところだろう。

「考えてみればこの革命には、ＣＩＡまで後ろに付いてるわけですもんね。チュニジアからヨルダン、シリア、バーレーンあたりの中東諸国や、最近ではウクライナまでの政変や革命がメディアで散々報道されましたけど、ぜんぶＣＩＡ革命学校のコネクションが引き起こしたって話ですもんね。まさかこの流れが日本にまで来るとは思いませんでしたよ」

「へぇ、由佳里も勉強してるじゃないか」

「うちにはリリィちゃんがいますからね。リリィちゃんのモデルの仕事でマネージャーに付くと、いろいろ教えてくれるんですよ。そりゃ自然に興味を持つようになりますって」

　なるほど、由佳里の知識はリリィから聞かされたものらしい。並の大人より事情に詳しいリリィなら、間違った知識を吹き込むわけでもないだろう。

「だけどな、日本くらいの歴史と経済力を持つ国になれば、いくらＣＩＡが背後で躍動したって簡単に革命には繫がらないよ。エグゼクティブに繫がる人材の層の厚みが違う。だからＣＩＡに操られてるわけじゃなく、俺たちの側が利用してやるんだよ」

「ますますいいじゃないですか。ＣＩＡを手下に加えて、ビジネス活動も政治活動も大成功を目指して頑張りましょう」

「それで由佳里を呼んだのは、相談したいことがあったからなんだよ。蒼通の扱いなんだ」

「蒼通なんかどうでもいいんです。敵のなかの敵じゃないですか。一緒にボロボロにしてやっちゃいましょうよ」

　相変わらず由佳里は勇猛だった。

　落ち着くように俺は言う。

「憎き敵対者であることはわかってるよ。だけどさ、局と蒼通を一緒くたにして語りづらいじゃないか」

「そうでしょうか？　一緒ですよ」

「それは俺らの視点だろ。一般大衆から見れば、局のスキャンダルには興味をかき立てられるかもしれないが、蒼通の社内のゴタゴタなんか意味がわからんだろう。だから俺としては、攻撃の主軸はメディア企業のみに絞って、蒼通への対応は変えた方がいいと思うんだよな」

「たしかにテレビ視聴者は、蒼通のスキャンダルを聞いたって、一般企業の内部の混乱くらいにしか思わないかもしれませんね……。だから戦力を分散するより、一方に絞った方がいいと……」

「と、俺は思うんだよな。宣伝の効率を考えると、そうした方がいい。政治家に対してだって、キャンペーンの効率を考えて、攻撃対象から公世党や社会共産党は省くんだぞ」

「でも、何もしないのも腹立たしいですね。懲こらしめてやりたいですよ」

「たとえば由佳里なら、どんな風に懲らしめるんだ？　それを聞きたい」

「ん～、ファイリングされている役員の情報を見ると……女性絡み、クライアントからの裏金、脱税……ふーん、という感じですね。そして社長は……韓国の企業からお金をもらっているというだけですか？」

「もう少し読み進めればわかるが、ＫＣＩＡが設立した企業だよ」

「どんな取引があったのかまではわかりませんね」

「この際、取引の内容は重要ではないだろう。大して意識もせず受け取っただけかもしれないし、もらうだけもらって一言口を利いただけかもしれない。……いや、多額の金銭の授受という事実があるのだから、こっちで取引の内容を捏造したって構わないんだ。最もダメージを与える捏造がいい」

「すっかり陰謀じみてきましたね。授受の時期を考えると、韓流ブームをでっち上げるための裏工作を社長がやった、って捏造はどうです？」

「それはいい。あの作られたブームには、少なくない人が嫌悪感を抱いているからな。ふざけた話だ。捏造じゃなく、それが事実なのかもしれない」

「だけど蒼通に関しては攻撃方法を変えるというわけですね？」

「テレビ局や新聞社に絞りたいからな。蒼通には別の方法を採りたい。あるいは攻撃時期をずらすということでもいいが」

「この情報で社長を揺さぶって金をもらう、とか？」

　由佳里の話に俺は笑う。

「そりゃ暴力団や右翼の手口だろ。金をもらっても仕方がない。むしろこっちが幾らでも金を払ってやりたいよ」

「脅して社長を降板させて、日毬ちゃんを蒼通の社長にする。そして蒼通を乗っ取りましょう」

「飛躍しすぎだ。いくらなんでも日毬とは繫がらないだろ……あ、いやでも、部長に話を持ちかけるならアリなんじゃないか……？」

「部長を社長にしちゃうと？」

「この蒼通関連の情報を、部長に渡してやればいいんだよ。あとは部長が好きに料理すればいい。その代わり、部長とは同盟関係を結んで、大和同盟を支援してもらう」

「でもそれなら、直接社長に脅しを掛けちゃって、大和同盟を支援させたらどうですか？」

　しばし俺は思案し、やがて首を振る。

「それでもいいような気がするが……どこかの時点で揺することになるだろ。直接的な犯罪に手を染めてしまう危険がある。向こうだってスネに傷がある身だが、だからといってこっちまで身を落とすわけにはいかない」

「恫喝する役目を部長にやらせるというわけですね」

「あとは部長をコントロールすればいいんだ」

「あの人、コントロールできますかね？　いっつも偉そうでたまに腹立つことありますけど、頭はいい感じですもんね」

「部長のファイルもあるぞ。かなりどうでもいい情報だがな」

「浮気ですよね？　バカみたい。こんな情報で脅されても、私が部長なら知らんぷりして突っ撥ぱねますけどね」

「部長は守りに弱いタイプだと俺は見ているんだ。だがまぁ、実際、浮気の情報で脅すっていうのはたしかに弱すぎるよな」

「だったらコントロールできませんよね？」

「いいや、他にも方法はある。もしコントロールできなくなったら、『実はあなたを破滅させる情報も握っている』と囁いてやればいいだけだ。それだけで、部長は途方もない想像をするだろう。社長の具体的な情報まで暴いている俺たちなら、自分の情報だってすべて握られていると普通は考えるはずだ。これから逃れられる人間はなかなかいないぞ」

「なるほど……。勝手に想像を巡らせると……」

「それに社長への脅しに使った情報を、部長が言うことを聞かなくなれば、あとになってからマスメディアにばら撒いてやってもいいじゃないか。テレビ局や新聞社とのスキャンダルとずらすことができるし、蒼通を混乱させて動きを止めることもできるだろう」

「いいんじゃないでしょうか。リリィちゃんやクロエじゃないですけど、こうして陰謀を巡らすのって楽しいですね。ゾクゾクしてハマりそうですよ」

　由佳里には伝えなかったが、蒼通の混乱に乗じて株価が暴落するようなタイミングがあれば、密かに株式を買い集めてもいいかもしれないと思った。蒼通はいささか大きすぎてひまりプロダクションだけでは無理だが、悠ゆう斗とに持ちかけてみてもいいかもしれない。インサイダーには違いないが、脅しに使った情報の出所を証明することはできないのだから、インサイダーを証明することは簡単ではない。とにかく状況に応じて、臨機応変に資金を動かせるよう準備だけはしておくべきだった。

　反転攻勢の準備は着々と整いつつあった。
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　ひまりプロダクション事務所ビルの、空室になっている四階。臨時にミーティングテーブルと椅子を用意してあった。

　俺と黒谷は、エレベータ側の入り口で並んで待っていた。他にも公安からは二人がやってきていて用意された席に腰かけており、黒谷を含めて三人体制だ。日毬は最奥の席に重々しく着席している。

　エレベータが四階で止まり、やってきたのはローガンだ。

　片手を挙げたローガンは陽気に声を掛けてくる。

「今日はよろしく。大和同盟再生のために、前向きな話ができるといい」

「よくクロエとリリィを説得できましたね。無理やり付いてくるんじゃないかと心配でしたが」

　俺は本気で感心していた。あの二人を言いくるめるため、ローガンは大いに苦労したはずだ。

「そうなんだよ、聞いてくれよ。あれから二人とも不満タラタラでさ。何で俺にばかり言うんだよ……。颯斗にも言って欲しいよ……」

　痴話喧嘩に巻き込もうとするローガンを、あっさり俺は振り払う。

「ぼくは無関係なんで」

「ぜんぶ颯斗の陰謀なんだと、ぼくは哀れな被害者なんだと、二人にはしっかり伝えておくことにするよ」

　黒谷が名刺を取りだし口をはさんでくる。

「警視庁公安部の黒谷です。本日はよろしくお願いします」

「ほう、公安部か。ＣＩＡ東アジア支局長、ローガン・レイエスだ。よろしく」

「うちの所属タレント、リリィ・レイエスのお父さんですよ」

　そう俺が紹介した。

「ああ！　リリィちゃんの！　雑誌で特集組まれてたので見たんですが、可愛いですよねー！」

　黒谷が嬉しそうに言うと、憂ゆう鬱うつそうだったローガンの顔が輝く。

「そうだろう？　ぼくもそう思うよ。癇かん癪しゃく持ちなところさえクロエに似なければ最高の娘だったんだが……」

　ローガンと黒谷は、リリィの話で盛り上がり始めた。それにしても黒谷は、うちのタレントにはやたらと詳しい。リリィはそこまで積極的に売り出しているわけではないし、雑誌に掲載されたインタビューも話題になっているわけではない。よほど深い関心を持ってチェックしていなくては知らないはずで、黒谷はまるでひまりプロダクションオタクのようだった。とはいえ、共通する話題があるのはいいことだ。

　そのうち台湾国防部軍事情報局の高と丞林がやってきた。丞林は先ほどまで事務所にいたから、高を待ってやってきたのだろう。

　俺は二人を席に案内し、座らせた。

　それから予定時間ギリギリで、春燕と、スーツに身を包んだ白髪交じりの男がやってきた。歳の頃は高と同じくらいだろうか。春燕は、俺を睨みつけていた。

「お越しくださりありがとうございます。ひまりプロダクションの織葉です」

　俺は名刺を差し出して挨拶した。

「総政治部連絡部宣伝局日本局、趙チョウです。この度は見事に見破られてしまいました。しかし、こうして関係者一同、交流の機会を与えてもらえるのは歓迎すべきことです」

　中国人らしからぬ慇いん懃ぎんな態度である。その間も、春燕の視線が痛くて仕方がなかった。

　彼ら二人も席に案内して座らせた。全員が揃ったことを確認し、俺は日毬に向けてうなずいた。

　さっそく日毬が話を切り出していく。

「大和同盟の党首、神楽日毬だ。ときおりアイドル活動もやっている。ここに集まる面々は日々情報収集に携わり、それぞれの国の政策に一定の影響を与えることができる立場だと理解している。何もかも自国の思い通りに進めることはできないのだから、この面々で予あらかじめ調整を図ることができる事柄であれば、事前協議によって足並みを揃えていくことが理想であろう。もし大和同盟に疑義があれば、遠慮なく私に聞いてほしい。可能な限り関係各国と連絡を取り合っていければと考えている」

　俺が話を引き継ぐ。

「大和同盟が政権に手を掛けるようなことがありましたら、関係各国に影響を及ぼすことになります。予め可能な範囲で互いの情報を交換し合い、無駄な流血の事態を避けていくのが賢明であろうと、ここに集まる皆さんならご理解頂けるのではないかと思います。だからこそご出席頂くことができたのではないでしょうか。今日は利害調整を兼ねて、忌き憚たんない情報交換をしていければと思っています」

「あれだ、お互いのスタンスをまずはハッキリさせた方がいい。ＣＩＡとしては、大和同盟が政権の座に就くのを支援している。台湾もそうだ。日本の警視庁は……？」

　ローガンが黒谷に視線を向けた。

「我々にはとくにスタンスはありません。無色透明だと思ってください。大和同盟を直接的に支援するようなことは難しいですが、マイナスになるような動きをすることもないと考えていただければ」

「敵ではないということだ」

「それはもちろんです」

「焦点は総政治部だよ。本音を言えば、あなた方の考えを聞く機会が欲しくて今日は来たんだ。できることなら波風立てず、静かに物事を進めていくのが一番いい」

「我々も現在は、日本の警視庁と同じスタンスですよ。特に方針を決めているわけではありません」

　趙は落ち着き払った口調で言った。

「そんなことはないだろう。日本の核武装を容認するつもりがあるということなのか？」

「とんでもない。日本の軍国化を人民が容認することはありえない。目下、大和同盟が本当に主流勢力になるかどうかわからないから、我々は何もしていないだけなのです」

「核武装と軍事大国化を結びつけないでもらいたい。抑止力としての核が必要だと考えているだけだ」

　日毬の強い口調に、趙の声も大きくなる。

「詭き弁べんです。歴史的経緯を考えてみれば、日本の核武装には重要な意味がある」

「勝手に深い意味を考えないでほしい。核の用途など決まっている。戦争抑止に他ならない。第一、中国とて核は保有しているだろう？」

「もちろん平和維持のためです」

「バカバカしい。自分こそ詭弁を弄ろうしているとは思わないのか？　貴公は何をしに来たのだ？」

「来て早々ですが、帰ってもよろしいのですよ」

「やはり中国は周囲の国々に脅威を与える恐るべき侵略国家になると確信した。対中国の外交政策は、日本にとっても周辺国にとっても緊切の課題になるだろう」

　そんな日毬の言葉に、趙は気むずかしい顔で立ち上がった。

　それを見て、春燕も従った。国家への忠誠で動いているわけではない彼女が、こういう杓しゃく子し定規の上司の下で働くのは大変だろう。同情を感じて春燕を見やると、彼女は俺を憎々しげに睨みつけていた。春燕は国家のことなどより、個人の感情を優先するらしい。

　ローガンが身を乗り出す。

「趙さん、本音で話したいってことなんだよ。ここは華々しい外交の舞台じゃないのだから、せめて我々関係者の間だけでも上手くやっていこうじゃないか」

「喧嘩で済むのなら素晴らしいことです。殺し合いを続けるよりマシでしょう？」

　台湾国防部の高の言葉に、趙は立ち止まった。死闘を演じている者同士だけに、心に響くものがあったに違いない。

　しかし、わずかに逡しゅん巡じゅんした様子を見せた趙は、再び出口へと歩きだしたのだった。

　やはり折り合わないのだろうか。いや、そんなことはわかっていたのだ。しかし大和同盟が本当に政権取りに手を掛けたいなら、アメリカの主流勢力と芳しい関係にはない以上、中国まで敵にすると目的達成はほぼ不可能になることも頭では理解していた。

　日毬が掲げる核武装の考えが変わらないのなら、ここで何らかの妥協をしておかなくては、いずれ中国が敵に回ることは明らかだ。大和同盟が本当に政権に手を伸ばすようなことがあれば、中国は猛然と反撃してくることになるだろう。アメリカは裏側で手を回して誘導してくるタイプだが、中国となれば裏も表も両方使って阻止してくるはずだ。

　敵が明らかになるのは悪いことばかりではない。しかし中国との敵対を決定的にしていいものかどうかが問題だ。

　果たしてアメリカと中国、どちらが妥協しやすいだろうか。より強いのはアメリカだ。途方もない軍事力を保有しているし、ＣＩＡが常々暗躍しているように日本政界に隠然とした影響力を持っている。日本はアメリカの手下といっても言い過ぎではない立場だ。ゆえにアメリカからの真の独立を達成せねば、日本は決して変わることはできないだろう。自分より遥かに強い相手との妥協は、結局のところ従属しか道はない。

　中国とは敵対にしろ協調にしろ、対等な立場には違いない。中国のバブル崩壊や政権の行き詰まりがあるとすれば、中国は内戦状態になったり、分裂したりする可能性はあるが、それを期待していても始まらない。また、仮に中国が内紛で弱体化したとしたら、やはり日本の自主独立を妨げるのはアメリカ以外にはありえないのだ。

　俺は席を立って部屋を出て、エレベータへと向かう趙と春燕を追いかけた。

「待ってください。たしかに妥協は難しいかもしれません。しかし日中が紛争状態に陥る可能性も排除せねばなりません。趙さん、我々には話し合う以外の選択肢はないんです」

「何らかの妥協ができなければ話し合う意味はないでしょう。お互い憎しみを高めてしまうだけです」

　趙は淡々と応じてきた。

「妥協点を見出せるかどうかは話し合いからです。まだ我々は、何も話し合ってはいませんよ。席を立つのは早すぎる」

　俺は切々と言ったが、趙の表情は変わらなかった。

「織葉さん、あなたとなら交渉できそうだ。しかし神楽さんは堅物です。話し合いは難しそうに思います。我々は帰った方がいいと思う」

「そんなことはありません。神楽は趙さんが思っている以上に柔軟性があります。お考えになっているような強硬一辺倒の国家主義者じゃありません」

「……」

　趙はしばらく沈黙した。

　何の応答もないので、俺は春燕に視線を向けた。特に何かを意図して見やったつもりはなかった。春燕は、俺を鋭く睨み返してきたが、すぐに趙に顔を近づけ中国語で何かを小さく口にした。

　やがて趙は俺に問い質してくる。

「……神楽さんの約束を、あなたが保証できますか？」

「できます」

　俺は即答した。本心からの答えだった。

「神楽さんが約束を違たがえればあなたを殺す。それでも？」

　趙は視線を動かさず、じっと俺を見据えてきた。

　重すぎる質問だ。しかし、曖昧に答える選択肢などここにはない。

「はい」

　俺は深くうなずいた。

　しばし俺の顔を見やっていた趙が、俺に向けて一言口にする。

「戻りましょう」

　心から俺は安あん堵どし、再び二人を部屋に案内したのだった。俺たち三人が何事もなく戻ってきたのを、一同は不思議そうに眺めていた。

　椅子に腰かけるとすぐ、趙が弁明する。

「もともと敵地に踏み込んでくる覚悟でしたので、折り合わないと思えばすぐにでも席を立つ予定でした。しかし私の判断は少しばかり早すぎたようです。もう少しだけ、お話を伺ってみることにしましょう」

「参加者が多いのでぼくが仕切らせてもらいます。よろしいですか？」

　もともと俺が言い出しっぺの会合だ。バラバラに各自が言いたいことを言い合っていただけでは何も決まらないだろう。自分の責任として利害調整を図らねばならない。俺が仕切ることに、一同は特に不満はなさそうだった。

「重大な論点を整理しましょう。大和同盟側の主張である『日本の核武装』、そして解放軍側の主張である『尖閣の領有権』。おそらくこの二つをどこまで調整できるかで、この話し合いの価値が決まってくるように思います。ここがクリアされれば、他のことは幾らでも調整が可能な事柄ではないかと思いますが、いかがでしょうか？」

　日毬が訝しげに応じる。

「そう思うが、本当にクリアできるのか？」

「まずは中国側の主張を聞かせてくれ」

　ローガンが趙を促した。

「繰り返しになりますが、『日本の核武装』は人民が認めないでしょう。そして『尖閣の領有権』は常々中国政府が主張するところです。明確なことです」

　ドン、と趙はテーブルを叩いて続ける。

「いいですか、中国政府が追認することはありえない。なぜなら人民が許さないからです。少なくとも領土問題を譲歩するようなことがあれば、我々の政府が崩壊してしまう」

「領土問題で身動きが取れなくなっているのは、中国共産党政府が人民に吹き込んだプロパガンダが効きすぎたからだろう。自業自得だ。やはり話し合いにはならない」

　論争を終わらせようとする日毬を、俺が制する。

「結論は待ってくれ。この論点について日毬はどう考えているんだ？」

「常々公言している通りだ。私が独裁者となった暁には、必ずや『日本の核武装』は成し遂げる。そして『尖閣の領有権』などは持ち出すのも愚かしいほどだ。日清戦争とは無関係に、尖閣は日本領だとして中国も承認している。その国際ルールを完全に無視しているのは中国だ」

「平行線であることは明らかですね。ならば思い切って発想を転換し、解放軍も大和同盟も、どちらかのカードの妥協を考えましょう。これが上手くいけば、お互いの妥協が成立します」

　そう俺が口にした。かなり強引な誘導であることはわかっている。実際、日毬は顔をしかめていたし、趙は冷笑を浮かべていた。

　だが、この交渉の大前提中の大前提として、やはり中国側とはどうしても妥協をしておく必要があると俺には思えていた。大和同盟の政権獲りについて中国に騒がれるとロクなことにはならないし、日本の反日毬勢力が中国と結託して騒ぎ立てる材料を与えてしまうことにもなる。日本の過去の戦争問題を争点に持ち出して中国や韓国と結託し、日本国内の情報工作を行うのがかつての左派や一部新聞社の基本的な手法なので、また同様のパターンで運動されると面倒ではあるのだ。

　ゆえに中国を封じ込めておく必要は絶対にある。しかし、絶対的な利害が対立していた。この利害を、どういう風に調整できるかが問題だ。

　趙は苦笑する。

「強引すぎる提案です。そのような妥協が成立するとは思えない」

「ありえない。核武装は日本の自主独立のために不可欠なことなのだし、仮に尖閣が侵略されれば、次は沖縄が落ちるだろう。沖縄がチベットや新しん疆きょうウイグル自治区のようになるのは火を見るよりも明らかだ」

　日毬の心配は日本人としては尤もっともなことだ。実際、突如として話題に上るようになった沖縄独立論を裏で煽り、沖縄の地方メディアや言論人に金を流し込んでいるのが中国だ。キーマンとなり得そうな人物に対して、俺に仕掛けてきたのと似たようなハニートラップも当然あるだろう。

　だが、尖閣から先への侵攻は、日本の核武装化によって防げるのではないかと思えた。日本人の立場からすれば「尖閣」は妥協する必要もない話なのだが、もし中国が日本の核武装を容認するのなら、あえて妥協しても勘定には見合うのではないかと俺には思えたのだ。もちろん中国政府は人民の手前、日本の核武装化を公式には激しく抗議するだろうが、裏で両政府同士の妥協が成立しているのなら問題ない。おそらく日中共に、外交的成果を得られるような調整が図れる。

　もちろんこれは俺の一存であって、日毬からすればとんでもない売国的な提案には違いない。しかし国際社会では正義や正論ばかりで物事を推し進めることなど不可能なのだから、互いの利害を調整し合うなかで、もっとも利益を引き出せる方策を探っていくしかないだろう。

　熱心に俺が言う。

「こういうのはどうでしょう。趙さん、まず解放軍は『日本の核武装』を黙認してください。賛同する必要は当然ありませんし、公に非難することも当然でしょう。日本と大規模な戦争をするつもりがないのなら受け入れられるはずです」

　趙は何か言い返そうとしていたが、その前に俺は日毬に向けて続ける。

「そして日毬。大和同盟が政権を獲ったら、尖閣を紛争地域として認めよう。日中の両国が国際司法裁判所に提訴して、長い年月をかけて国際社会のルールの枠組みのなかで調整を図っていけばいい。その上でさらに踏み込むと、国際司法裁判所での判決が出る前から、中国が強引に尖閣周辺に割り込んで資源開発を始めることを黙認しよう。もちろん日本としては表向き猛抗議するが、政府間で暗黙に了解し合えていればいい」

　俺の言葉に、日毬は目を見開いた。

　いつの間にか俺が、日毬と趙の二人を説得する側に立っていた。

　ローガンが口をはさんでくる。

「つまり、解放軍には『日本の核武装』を容認させて、大和同盟には『尖閣の領有権』の争いを認めさせ、資源開発まで黙認させるわけだ。お互いに妥協の意志があるのなら、その辺りが落としどころになるんじゃないか？」

　ＣＩＡと台湾国防部の関心は『日本の核武装』の一点のみだ。尖閣については台湾も領有権を主張しているし、ましてやＣＩＡは尖閣で戦争が起こることは望まないだろう。尖閣のような「誰も住んでいない岩」を巡って世界一の大国であるアメリカと、第二位のＧＤＰを持つ中国が戦争するなどバカげたことだと考えている人々がアメリカには少なくない。尖閣を取られたあとのことなど、日本人のような切迫感を持って考えられないのだ。

「……人民は受け入れないでしょうね」

　趙は静かに繰り返した。

　俺が断定的に口にする。

「人民ならいいじゃないですか。何のための一党独裁ですか？」

「尖閣の領有権が日本にあることは明々白々だ。ここには議論の余地などない」

　日毬にも妥協する素振りはなかった。

　だが核武装が成し遂げられれば割に合うはずで、なおかつ国際司法裁判所への提訴なら、結果的に日本が勝つ可能性が大きいのだと日毬に伝えたかったが、趙や春燕の前で口にするわけにはいかない。趙らも損得勘定を必死で巡らせているはずで、解放軍のような腐敗が進んでいる巨大組織であれば、外交的成果よりも、内部の人間関係や組織内の考えなどを優先するはずだ。

　尖閣沖は、一九六八年にＥＣＡＦＥ国連アジア極東経済委員会の協力で調査が行われた結果、一〇九五億バレルの原油埋蔵量があることがわかり、イラクやクウェートの埋蔵量に匹敵するほどの世界的資源地帯と考えられている。一ドル一〇〇円換算で、単純に一〇〇〇兆円を超える原油が眠っていることになる。また、天然ガスや稀少金属の宝庫とも指摘されており、これから膨大な人口を養っていかねばならない中国政府としては、喉から手が出るほど欲しい地域に違いない。中国政府は懸命に資源を求めて全世界に莫ばく大だいな金と人員を注ぎ込んでいるが、目の前に大きな資源があるとなれば、今後の外交にかなりの余裕を持って取り組めるようになるはずだ。

　この取引は、尖閣で弱腰に出る大和同盟の日本国内での評価を一気に落とすことになるだろうが、日本の国防政策を長期的な視点で鑑かんがみれば、一概に悪い取引とは言えないのではなかろうか。自身の評価や党益よりも国益を重視する日毬なら、受け入れられる可能性があると思われた。

　それから俺を挟むような形で、侃かん々かん諤がく々がくの議論が始まった。

　政治にはまったく無関心だった俺が、まさかこれほど熱心に日中双方の政治的妥協に向けて尽力するなどとは考えてもみないことだった。どうして俺は両者の間に挟まれながら、妥協を成立させようと必死になっているのだろうか。

　時おり、ローガンが俺のサポートをしてくれた。どうやらローガンは俺の妥協案で進めたいらしかった。ＣＩＡは尖閣には興味がなく、関心は核武装のみに向いていたので当然のスタンスなのだろう。

　激しい議論の応酬のあと、日毬が腕を組んでうなる。

「……ううむ、そのような重大事を今ここで決断するわけにはいかない。私にとっても予想外の提案だ」

「一つ明らかなことがある。もし日毬が尖閣を少しでも譲歩するようなスタンスを見せれば、大和同盟は岐路に立たされることになるだろう。せっかく政権の座についても、日本国内に大変な混乱をもたらすはずだ。今回のバッシングとは桁けた違いの反発が巻き起こるに違いない」

　俺はあえて、大和同盟側の弱みを指摘した。趙に聞かせるためにだ。この程度の話で趙の判断に影響を与えられるとは思えないが、ほんの少しでも妥協の成立に繫げたい。

　趙が口にする。

「神楽さんと違って、我々は決裁権を持ち合わせているわけではありません。だから我々も結論を出せる立場ではないのですが、お話は興味深く聞かせてもらいました。大和同盟とは、何らかの妥協を成立させることができるかもしれないというポイントは非常に重要です。政府や解放軍中枢に対する報告は、決して大和同盟を敵対視するものにならないことはお約束できます」

「できることなら、大和同盟が政権に手を掛けるまでに、秘密裏の妥協が成立できるなら大変ありがたいですね」

「もちろんです。方針を合わせることを目指しましょう。私も尽力するよう努めますよ」

　澄まし顔を通そうとしている趙だったが、言葉尻や表情の動きから、興奮している気持ちが垣間見えるようだった。

　趙個人としては、交渉を以て尖閣の譲歩を引き出せる可能性は、組織内で大きく地位を高めることに繫がるに違いない。いち情報機関員が、膨大な資源が眠る領土問題の譲歩を交渉だけで勝ち取るなどという成果は、古今稀に見る大成功になるだろう。

　そして尖閣の妥協というカードをちらつかせている限り、大和同盟を中国情報機関が攻撃してくる理由はなくなる。解放軍側には、こちらと交渉を持つ理由ができたということだ。

　そして大和同盟としては、核武装がすべての外交方針のキーになっている。アメリカからの実質的な自主独立にしても、中国の圧力をはね除ける上でも重要な政策だ。いったん核武装化のハードルを越えさえすれば、用意する核弾頭の数が一〇〇発だろうが一〇〇〇発だろうが大した違いはない。万一の際に、中国やアメリカと対等に牽制しあえるだけの抑止力の用意はできる。

　また尖閣近海の多大な資源は、日本にとっても極めて重大な問題には違いないが、やはり核を外交カードに掲げることには及ばないのではなかろうか。さらに言えば、国際司法裁判所への提訴によって、結果として、日本が尖閣を勝ち得る可能性の方が幾らか高いくらいかもしれない。そのときは、すでに資源開発に着手している中国が引くとは思えないものの、核保有国同士として対等な立場での外交交渉が成立するようになる。

　まずはこちらが堅い利益を確保することが絶対的に重要だ。その先のことには今は目を瞑つぶる。いったん利益を確定しておけば、難しい政治議題を臨機応変に調整していく術はいろいろと出てくるだろう。

　国際社会での外交は、友人同士の盟約とはまるで違う。マキャベリではないが、君主は自分が不利になる場合には、約束を守る必要などないのだ。

　先ほど趙は俺に対し「約束を守らない場合は殺す」と迫った。だが事は俺一人の命のことだ。日毬がこれだけ熱心に国家の行く末に命を懸けているのに、その程度のことで俺が躊躇していたら申し訳ない限りである。

　趙が言う。
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「一つ、どうしても理解しておいてもらわなくてはならないことがあります。仮に中国が日本の核武装を見て見ぬフリするとして……決して大っぴらには開発を進めないでもらいたいのです。そこは隠して進めてもらいたい。でなければ中国人民のなかに騒ぎ立てる輩が出てきて抑えきれなくなる可能性があります。公にするなら、核武装を成し遂げたあとにしてもらいたい。その際は形式上、中国政府は激しく抗議するでしょう」

「騒ぎ立てる愚かしい輩が発生するのは日本でも同じだ。私は独裁者になる予定だから、日本国内の反対論など斬って進めるつもりだ。しかし、なるほど、中国政府の理解が引き出せる状態であれば、極秘裏に事を進めるのは両国の平和にとって重要かもしれない」

　強引に進めようと試みた妥協案だったが、なかなかどうして日毬と趙の両名ともに、さらに内容に踏み込んできたのだった。

「そして仮にこの妥協案の成立が成れば、尖閣の譲歩を引き出せたことを、中国共産党政府の成果として大々的に宣伝していくことになります。その際に、いかにも日本が負けたような報道が多数を占めるでしょう。不満を持たないでもらいたいのですが？」

「大いに不満だが我慢はできる。私の政権基盤は揺らぐに違いないが、中国には名を与え、日本は実を取ることにしよう」

　中国人は名を非常に重視する。自身の存在に懸けてでも名を死守し、妥協の素振りは見せない。一方の日本人はケースバイケースといったところだろう。だから名と実を切り分けて、互いに取りやすい方を取る形の妥協なら成立の可能性は十分あるように思えた。

　それからも話し合いが続き、どのラインまでなら互いに譲歩していけるかを探り合った。最も重要な論点さえ乗り切れば、残りはあっという間だった。双方ともに相手のポイントを押さえたようである。核武装と領土問題に及ぶような事柄となればそれほど多くはない。資源開発、シーレーン、領空侵犯、軍事強化などについて、大まかな方向性を検討し合った。

　大和同盟側と解放軍側のやり取りに、時おりローガンがアメリカの考えを説明したり、話がスムーズに進むようなアドバイスをしてくれた。それを台湾国防部と警視庁が黙してヒアリングするという格好だ。

　こうなると、最も賢いのは台湾国防部かもしれない。沈黙は金だ。関係国の重要情報だけ引き出して、自らは何もオープンにしていない。警視庁の面々も沈黙しているが、彼らは特に深い考えを持たずにオブザーバーに徹しているだけだろう。

　この会議で明白な結論が出たわけではない。日毬はともかく、解放軍側が趙の時点で結論を出せるわけもないし、流動的な部分はある。しかし趙は日本の情報工作を統括する立場だから、その彼と裏で手を握り合うことが成功したのは重大な進展といってよかった。

　正午から始まったこの意見交換の会議は、夕方過ぎまで続いた。だが会合の間中、春燕の怨念のこもった視線が痛くて堪らないのだった。
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　会合が終わると、国別にエレベータに乗り込み、参加者らは引き上げていった。別れ際に春燕に声を掛けたのだが、激しく睨まれただけで無視されてしまった。結婚を頑として撥ねつけた俺のことがよほど憎々しいのだろう。だがこればかりはどうしようもない。春燕が一方的に言ってきたことだ。よく知らない相手と結婚できるわけがない。

　とりわけ会合に参加した公安のメンバーは充実した面持ちだったのが印象に残った。この話し合いに参加できたことがよほど嬉しかったのだろう、三人全員から握手を求められたほどだった。去り際に黒谷から、「明日あたり事務所にお邪魔します」と声を掛けられたので、訪問時間を約束して別れたのだった。

　日毬は『ひまりんプロジェクト』の収録時間が迫っていたので、迎えに来た由佳里と栞に連れ出され、急ぎ足でエレベータへと乗り込んでいった。

　最後に残ったのは台湾の二人である。丞林は、俺や日毬と一緒に事務所に引き上げるのだから当然だ。全員が去ったあとも高と丞林が話し込んでいたので、俺が声を掛ける。

「おつかれさまでした。ご参加頂きありがとうございます」

「こちらこそ有意義な場でした。あの趙氏は解放軍内でかなりの影響力を持つ男です。エリート出身ではなく、一兵卒からたたき上げでのし上がってきた男ですよ。残忍なところがありますが、無駄なことはしません」

　高がそう言うのなら間違いないのだろう。交渉相手としては適切だ。

　丞林が続く。

「春燕、実物を間近で初めて見ましたけど、年齢よりも若く見えるとても綺麗な女性でしたね。織葉さんのことをずっと睨んでいたように思えましたが？」

「嫌われたんだろう。俺は悪い男だからな」

「そうですね、最悪の男性です」

　真顔で丞林がうなずいたので、俺は苦笑した。

「ところで高さん、尖閣について、あれでよかったですか？　万が一尖閣が落ちれば、台湾まで落ちかねないという議論もありますが」

「尖閣の領有権を手放したわけではないでしょう？　第三者としての意見ですが、織葉さんの交渉はなかなかだと思いましたよ。日本にとって核武装は最も有用なカードになります。それは台湾にとってもです」

「それを聞いて安心しました。なんとか妥協を引き出そうと思って必死でした。高さんに事前に了解を取っていなかったことなので、その点が引っ掛かっていました」

「もし国際司法裁判所に中国が提訴するなら、台湾も提訴を検討しますよ。三地域が入り乱れて争い合う状況は、台湾にとって悪いものではありません」

　実際には台湾が提訴するにはかなりのハードルがあるだろうが、そういうスタンスを国際社会で表明するだけでも、なかなか面白い方法である。

「改めてお礼を言わせてください。先日ご提供頂けました情報は大変有用なものでした。今後、大和同盟の戦いのために有効に活用させて頂きます」

　俺は心からの礼を伝えた。

「織葉さん、どうか核武装は成し遂げてください。我々としても全力でサポートさせて頂きます」

　以前なら、「核武装など俺に言われても困る」と考えていただろう。しかし自らが交渉を主導したあとでは違和感を覚えなかった。いつの間にか、自分が主役の立場になってしまったようだった。
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　俺は黒谷と、事務所のソファセットで向き合っていた。情報関係者を集めた昨日の会合のあと、黒谷と約束していたアポイントだった。警視庁から情報提供を受けるわけでもないし利害関係も薄いため、大した機密情報を取り扱うわけではないと判断し、ひまりプロダクション事務所のソファセットに招いていたのだった。尤も、ここで話したからといって、話が他人に聞こえるわけでもない。

「ようこそお越しくださいました！　粗茶でございます！」

　お盆を持った千歳が、毎度お馴染みの来客の挨拶を口にした。お茶を置きながら続ける。

「ごゆっくりしてくださいませ！」

　なんだかよくわからない挨拶を残し、お盆を抱えた千歳は笑顔で去っていった。

「たまりませんね～。千歳ちゃんに会いに毎日通いたいくらいです。どうやったら千歳ちゃんみたいな子を見つけられるんでしょう？」

　ため息混じりに黒谷は言った。

「おや、黒谷さんって独身ですか？」

「正直、結婚願望まったくないんですよね。結婚っていう仕組みにメリットを見出せませんし、どうして女性を養わなくちゃならないのか皆目見当がつきません。子育てや家事もぜんぶ引き受けるから、こっちが養ってもらいたいですよ」

　それなりに高給の国家公務員だから結婚相手には不足しないだろうに、黒谷は自分の意志で結婚しないらしい。公務員だけに、いざ結婚相手を探すとなれば、専業主婦希望者が殺到する傾向があるのだろうか。

「ぼくもあんまり結婚願望ないんですよ。別にどうでも、なるようになればと思ってます」

　春燕から妙な形でプロポーズされたことが、少しは結婚というものを意識するキッカケになっていた。サラリーマンなら結婚適齢期なのだろうが、経営者なら焦る必要は皆無である。それに事務所の仕事と日毬の政治活動のサポートのために全力を尽くしているため、今の生活が充実しすぎていた。織葉家を悠斗に譲ったおかげで生涯独身でも構わないという思いはあったが、どちらでもいいという程度の軽い認識だ。結局、このまま時ばかりが過ぎ去っていくのかもしれない。

「だけど千歳ちゃんなら全力で養いたいと思いました。人生を懸けて養いますね、はい」

　真顔で黒谷は断言した。

「千歳は空気が読めないですし、気が利くように見えてまったく気が利かないので苦労しますよ、絶対に。放っておくことができなくて、悪い意味でエキサイティングな毎日でしょうね」

「織葉常務って千歳ちゃんには冷たいですよね。それも単に冷たくしてるわけじゃなくて、どこか捨て置けないと思ってる感じがしますよ」

「実際、子どもの面倒を見ている気分です。うちの事務所では、いろいろな意味で一番幼い子でしょうね。正直で努力家ですから、決して悪い子ではないのですが……」

　それから千歳の人となりを巡って、しばらく俺と黒谷は他愛ない話を続けた。

　黒谷とこうして対等に向き合い、何気ない会話を交わすのは初めてかもしれない。警視庁とのコネクションがこうして深められるのなら、決して悪いことではないだろう。

　千歳の話題も一段落ついたころ、俺は用件を切り出してゆく。

「それで今日は久々のご訪問ですが、どういう理由ですか？」

　黒谷は居ずまいを正し、頭を下げてくる。

「お礼を言うためです。我々としては大変感激しており、感謝状を出したいくらいです。海外諜報機関との話し合いにあたり、ここまで慎重に公安部と共同歩調を取ろうとして下さる政党は大和同盟が初めてなので、我々としては与くみしやすく、応援もしやすいと考えております。こちらにできることは何なりと仰ってください」

　俺たちとしては、話し合いによって万一人民解放軍と敵対関係に発展することがあれば、公安警察を防波堤にしようと考えて会議に招いただけである。警視庁が絡んでおけば、日本国内で敵の情報部が軽率な行動を取りづらくなる。もしもの場合のガードマン。本当にそれだけの存在であって、それ以上でもそれ以下でもなかった。しかしまぁ、勝手にプラスに解釈し、感謝してもらえるのは損にはならない。誤解させたままでいいだろう。

　以前、公安部からは毎月一〇〇万円を迂回して提供したいなどという胡う散さん臭くさい提案があったが、あまりの金額の低さにこちらが無視していたため、曖昧な状況になっていた。この機会に少しは近づいてもいいかもしれない。

「そうだ、せっかくの機会だからお伝えしておければと思います。実はこれから、ぼくらは自友党や新・民政党、ＭＨＫや民放各局に対してネガティブキャンペーンを展開していきます。大まかな方針をお伝えしますと──」

　当たり障りない範囲で、俺は黒谷にこれからの戦略を語っていった。政治家やマスメディアを攻撃していくにあたり、せっかく穏健な仲になりそうな公安部には事前に通告しておいた方がいい。

　どこからどういう手順で情報を入手したかは一切伝えなかった。しかしこれだけ大和同盟が情報機関に囲まれていると知ったからには、黒谷もある程度、情報の入手ルートは想像つくだろう。

　大まかな方針を伝えると、黒谷はうなる。

「なるほど、そう来ましたか……」

「ええ、そう行きます。ご理解をお願いします。言っておきますがすべて事実なので、その情報を何人かにお伝えするだけです。刑事罰の対象にはしないでくださいよ」

「警察に対する攻撃は……しませんよね？」

「警察情報は一切持ち合わせていません。残念なことではありますが。しかし警察が敵となれば、窮きゅう鼠そ猫を嚙むということも考えられるのではないでしょうか？」

　パン、と唐突に黒谷は手を叩く。

「了解しました。やっちゃってください。こちらに気を遣う必要はありませんので」

「そう仰って頂けると助かります。警察とは敵対したくありませんのでね」

「日本国民も少しは目を覚ますんじゃないですか？」

「そのつもりで取り組みますが、どこまで目覚めてもらえるでしょうね……？」

「それから……新しいことに取り組む際は、できれば私に伝えてもらえませんか？」

　黒谷は窺うような視線を向けてきた。

「全部が全部、警視庁に洗いざらい報告するとなれば話は別ですが……」

「織葉常務、ぼくは味方です。警視庁と大和同盟のどちらを選ぶかと問われれば、ぼくは大和同盟を取りますよ。マジです。信じてください」

「つまり警視庁ではなく、黒谷さん個人に情報を流せということですか？」

「そういうことです。頂戴した情報を、警視庁や公安部と共有した方がいいと判断すれば、そうします。しかし情報を遮断した方が大和同盟にとってプラスになると思えば、ぼくの時点で情報をシャットダウンします」

　どこまで黒谷個人を信用できるだろうか。わからない。個人的な会話を交わしてちょっとだけ親しくなったのは、今日が初めてのことだ。

「ぶっちゃけぼくは警視庁に未練なんてないので、辞めたって構わないんですよ。それなりの給料をもらえているから残ってるだけで、もし他にいいところがあれば即座に移りますね。ぼくにとって警視庁はその程度の存在なんです」

　以前、告訴を受理してくれた飯村刑事の談によれば、黒谷が警視庁に愛想を尽かしているのは自然なことかもしれない。そして能力は、かつて警視庁で活躍していた人間だけに、少なくとも昔はあったのだろう。だから本当に有能な男ならひまりプロダクションが十分な金を払って雇ってやってもいいのだが、どこまで信を置けるのかは様子を見なくてはならない。いちおう公安部員もスパイの端くれなので、黒谷が噓を吐ついているという可能性も捨てきれないからだ。

　ともかく黒谷は警視庁公安部の責任者の一人として、俺たちが仕掛けるネガティブキャンペーンについて中立の立場を約束したのだった。
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　俺はインナーサークルの面々を、旧・日本大志会事務所に集めていた。こちら側の参加者は俺だけで、インナーサークルの記者たちは全員が揃っている。

　ファイルを見せながら説明を終えても、記者たちは沈黙していた。驚きのあまり、啞あ然ぜんとしている様子だった。

「これら政治家の情報はすべて無償で差し上げます。今まで日毬や大和同盟のために努力して下さったお礼だと思って頂ければ」

　俺がそう言うと、一人の記者が訊いてくる。

「これだけの情報を、どのような経緯で、どこから入手なさいました？」

「可能な限りのことを皆さんと共有して参りましたが、その点だけはノーコメントにさせて頂いてもよろしいでしょうか。誠に申し訳ないです」

「大和同盟が逆転どころの話じゃないですよ。日本が大混乱に陥ります」

「率直に申しまして、それが狙いです」

「行くところまで行くおつもりなんですね？」

　記者の問い掛けに、俺はうなずいただけで答えた。

　別の記者が質問してくる。

「日毬ちゃんもご存じのことなのでしょうか？」

「基本的にこれらの工作は、ぼくが一人で企図していることです。大筋のことだけは相談していますが、作戦はぼくが決め、その責任も負うつもりでやっています」

「なるほど……。万一の場合に日毬ちゃんを巻き込まないようにするわけですね」

　俺は記者たちを見回す。

「どのスクープを誰が取るか、事前に配分した方がいいでしょうか？」

「そうですね……。あまりにも情報量が多いので、重大なスクープは分配を決めておいた方がいいかもしれません」

「どれが重大かなど話し合っているとキリがないので……ならばドラフト方式で決めていきましょうか？　順番に好きな情報を取っていく形で分配しましょう。半分くらいまでドラフトで分配したら、残りのものは誰でも自由に報道できるという形でどうでしょうか」

　俺の提案に記者たちは同意を示したので、情報をコピーした資料をテーブルの上に並べていき、選びやすいように整えた。

　そして議論を続けながら、ドラフト形式で記者たちは望みの情報を一つ一つ手に取っていった。一人が情報を選ぶたびにどんな内容なのか皆で検証し、話し合ったりしていたので、予定の情報を配付し終わるまでに三時間も費やしてしまうことになったのだった。

　一通り情報が行き渡ると、俺はメンバーを見回して口にする。

「ドラフトで配分した情報については、原則として、権利のある記者の方が報道するまで、他社さんは報道を控えてください。そしてテーブルの上に残っているものについては、どうぞ明日にでもご自由に報道してください」

「猛烈に忙しくなりそうですね……」

「恐ろしいことになりそうだ……」

　記者たちは顔を見合わせていた。

　俺が言う。

「実は今日お呼びしたのは、もう一つ大事なことがあったからです」

「これ以上に大事なんてそうそうないですよ。他にどんなことがあるって言うんです？」

　記者の一人が苦笑した。

「そうですね、国民にとっては今配付したものが非常に重大ですが、これからお伝えする内容は皆さん個々人にとって大事なことになるかもしれません。実は、大手キー局と、大手新聞社の上層部のお歴々の重要情報もぼくらは握っています。皆さんに事前にお断りしておきたいのですが、政治家らの報道が一巡したあと、それらの情報を洗いざらいぶちまけていく計画を立てています」

　俺の話に最初は沈黙していた記者たちだったが、やがて一人が口を開く。

「それらの情報はどういう風に扱うつもりですか？」

「週刊誌やネット系媒体に流していくことを予定しています。皆さん方だと扱うことが難しいでしょうから……」

「いや、もし織葉さんさえよろしければ、うちは通せるかどうかチャレンジしてみますよ。自社の役員を攻撃するっていうのは難しいですが、同業者さんなら頑張ってみたいですね」

　一人が身を乗り出した。別の記者も名乗りを上げる。

「うちも大丈夫ですよ。上層部の不正があるなら、ぼくらとしても腹が立ちます。できるだけ広く世の中に公表するべきですね」

「メディア各社の信用に重大な影響を及ぼすことになりますが……」

「それは厳粛に受け止めるべきじゃないですか。自業自得とは言いたくないですが、しょうがないですよ。ぼくは正義を信じてます」

　それから記者たちと真剣に話し合いを重ね、可能な限り同業メディアのスクープも扱っていこうということで合意した。だから政治家の情報を流し終わったあとは、ここの記者たちにメディア界の情報も提供していくことを決めたのだった。やはり現場の記者たちは、上層部よりずっと正義感がある。

　もし記者たちの思いに反し、彼らの上司などの抵抗にあって情報が流通しない場合には、そのときこそ雑誌やネット系の記者たちにスクープを譲ってやればいい。

　俺が手にしている政治家やメディア人たちの裏情報は、正直なところ、特別に異質なものとは思えず、どこの国でも自然に存在しているレベルではあると思う。普段は決して暴かれないだけのことだ。それをあえて重大事として報道してしまおうと言うのだから、政界もメディア界も上を下への大騒ぎとなるだろう。

　政治家たちには申し訳ない限りだ。しかしメディア人たちは自業自得であり、丁度いいお灸きゅうになるのではないだろうか。

　まず第一弾として、インナーサークルの面々に政治家たちの情報は流し終えた。後戻りはできない。どのような混迷が演出されることになるのだろうか。さしもの俺も不安になるほどの、おそらく日本国始まって以来の、莫大な裏情報が報道に乗ることになるのだ。
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　ついに報道戦争が始まった。

　自友党、新・民政党、日本新誠党の政治家たちに狙いを定め、ありとあらゆる情報が飛び交い始めていた。インナーサークルの記者たちから広がっていった火の手は瞬く間に燃え上がり、すべてのニュースメディアが政治家たちの抱える不正を伝えた。情報が多すぎたため、もはや個別の政治家の問題よりも、自友党や新・民政党などの大政党自体がトラブルの基なのだという報道になっていき、政治家たちへの大バッシングが始まったのだった。

　報道の広がりは、たちまち俺たちが提供した以上の規模に膨れあがり、ありもしない捏造報道がまかり通り、ちょっとした失言までがナーバスに取り上げられだした。

　俺は最初だけ報道の行方を追ったが、目的が順調に進展しているのを見て取り、もはや燃えさかる火の粉には興味がなくなっていた。あとは勝手に報道が盛り上がればいいし、ここで激しく政治家らを叩いた分だけ、報道機関各社は、ゆくゆくは自分たちに跳ね返ってくるのを嫌でも思い知ることになるだろう。
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「こっちからの連絡は遮断していたくせに、急に呼び出すなんて何なんだ？」

　ホテルのラウンジで向き合った部長は、常日頃と変わらぬ冷静な態度だった。

「昔の部下と親しん睦ぼくを深めるのも、たまにはいいじゃないですか」

「ふん、そっちが無視していたくせによく言う。結局、蒼通への告訴はしているのか？」

　俺たちの告訴によってステルスマーケティングを担当した会社の社長は逮捕された。しかし蒼通側としては、俺たちが別件で蒼通まで告訴しているかどうかまではわからないのだ。通常、殺人などの緊急性を要しない事件は後回しにされ、調査開始までに数年かかるなんてこともザラだ。この件を担当した蒼通の社員は怯えているだろう。

「告訴している、と言ったら？」

　もったいぶって俺は言った。

「今すぐ帰るよ。俺個人はさ、告訴自体は正直どうでもいいんだよ。俺が担当してた話じゃないんだからな。しかしだぞ、会社が敵対している相手と密談していたなんて知られた日には、いろいろ面倒なことになる。俺がクーデターを準備しているみたいじゃないか」

　俺が部長を指差す。

「まさに。実はですね、部長にクーデターの話を持ちかけようと思っていたんですよ。社長の椅子に座りたくはありませんか？」

「バカを言うな。君に煽られただけで動くわけがないだろう。小学生じゃあるまいし」

「部長にお渡ししようと思って持ってきました。どうぞ」

　俺はカバンからファイルを取りだし、テーブルの上に置いた。

　ぞんざいにファイルを取り上げた部長は、深々と背もたれに身を沈めページをめくってゆく。

「……やたら具体的な情報だな。社長がＫＣＩＡと癒着か」

「この情報は部長に有効活用してもらえればと思っています」

　俺の言葉には返答せず、社長の情報を読み込んでいた部長は何度かうなずく。

「ふーん、まぁそうなんだろうな。こんなもの、みんなだいたいわかってるだろ。筋の悪いテレビマンたちが乗せられて、韓流ブーム作りにひょいひょい動いた結果がこれだよ。挙げ句の果てに視聴者からバカにされて終わり。こっちの方がテレビより一〇〇倍面白いお笑い芸だよ。ざまぁないな」

　そう言って部長は冷笑した。

　部長や俺のような人種は、仕事に関係なければテレビなどチェックするわけがないのだから、心底どうでもいい世界の出来事なのだ。視聴者とテレビマンたちの戯たわむれには本質的に興味がない。そういう冷めた目線だからこそ、ビジネスとして割り切り、視聴者をカモと見なして取り組める側面がある。

「ですがそれは漠然とした話でしかありませんでしたよね？　明確な証拠としては何もなかった。これには具体的な金の動きまでが明示されています。情報の使いようはあるんじゃないですか？」

「どうだかな」

　部長は肩をすくめた。

　その瞬間、すかさず俺は部長の手からファイルを奪い取る。

「……そうですか。ならば、このファイルはお渡ししなくてもいいですね。今の話は聞かなかったことにしてください」

「待てって。もう少し見せてくれよ」

　意表を衝かれたのか、やや部長は慌てた素振りを見せた。

「いや、興味がない人に見せてもしょうがないですからね。残念です」

　俺が取り合わない態度で応じると、部長は眉をひそめる。

「……。そのファイルを俺に見せて、何を望んでいるんだ？」

「簡単なことです。部長がさらに出世した暁には、大和同盟の支援を全力でお願いしたいんですよ。ぜひとも社長にまで出世してください」

「大和同盟ねぇ……別に興味はないな。好きでも嫌いでもない。どうでもいい」

「なら決まりですね。バーターです。この情報を部長に差し上げますから、大和同盟の支援をお願いします」

　思わせぶりに俺はファイルをちらつかせた。

「見合うだろうか」

「見合いますよ」

「決める前に、じっくりファイルをチェックさせてもらわないとな。ちょっと貸してくれよ」

　部長が手を伸ばしてきたので、俺はファイルを引っ込める。

「まずは決めてください」

「……」

「さあ」

　俺は促したが、部長は言葉を濁す。

「……なんともな」

「もちろん支援してくれる以上、広告活動費は個人的にお支払いさせてもらいますよ」

「いくらだ？」

「そうですね……最初のうちは毎月一〇〇万円にしましょうか。それで、いずれ社長か副社長あたりにまで出世して大和同盟を支援してくれるようになれば……毎月二〇〇〇万円、つまり年にして二億四〇〇〇万円でどうですか？」

「ほう……。ならば考えるまでもないな」

　そう言って、部長は右手を俺に向けて差し出してきた。ファイルを寄越せ、という意味だろう。

　俺は黙ってファイルを手渡した。

　ファイルを引ったくるようにして手に取った部長は、ページをめくりながら口にする。

「金の振込先だが……俺に直接払うのはやめてもらおう。こんな風に証拠に残るのは問題がある」

「なら、どこに振り込みます？」

「そうだな……妻の実家が岡山で干物製造をやってる。年商五、六億の老舗しにせなんだ。これがなかなか美味いんだよ。今は義弟が社長だから、彼と話をつけておこう。その干物屋の干物を、君の会社で毎年購入してもらおうじゃないか。二億四〇〇〇万円でな」

　部長は不倫中のはずだから妻との関係は大丈夫なのかと言おうとしたが、それは余計なお世話だろう。

「最初のうちは、クーデター軍資金として月一〇〇万だけですよ。役に立つことがわかれば、いずれ億の金を払って差し上げようという話です」

「わかってるさ。俺は役に立つだろうよ」

　そう部長は断言し、興味深げにファイルをめくり続けたのだった。
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　大和同盟を取り巻く状況の打ち合わせのため、旧・日本大志会の事務所で、日毬とテレビを確認しながら話し込んでいた。

　テレビから、追いたてられたようなレポーターの声が聞こえてくる。

「こちら自友党、石いし脇わき平へい太た議員の事務所前には多くの報道陣が詰めかけています。この度、エルジス興産から不正に八〇〇〇万円を受け取っていた問題で、利益供与の疑いを持たれている状況にもかかわらず、石脇議員は沈黙を貫いております。石脇議員に近い関係筋からの情報によりますと、石脇議員は辞任を仄ほのめかしているという話が漏れ伝わってきています」

　画面がスタジオに切り替わり、アナウンサーが映し出される。

「すごい状況になって参りました。エルジス興産からの工作資金は少なくない政治家の懐を潤していたと言われ、まさに芋づる式に不正があぶり出されているような情勢です。ここにきて多くの政治家の裏金や脱税が相次いで報道されているわけですが、国民の政治不信は急激に高まってきております」

　画面には、支持率を表すグラフが表示される。

「内閣支持率も急落しており、三五％を超えていた桐き生りゅう政権の支持率はたちまち二〇％を割り込んできました。多くの議員が弁明に追われており、国会は空転している有様です」

「このエルジス興産の問題だけでも一〇人でしょう？　否が応でも政治不信は高まらざるを得ないでしょうね」

　コメンテーターが深刻な顔で応じた。

「これほど急激に議員の不正が露わになるようになったのは、そもそもなぜなんでしょうか？」

「記者の方々の努力によるところが大きいでしょうね。取材を重ねてきた関係者から聞くところによりますと、何ヶ月も掛けて地道な調査を続けてきたらしく──」

　熱心にコメンテーターが語っていたが、日毬が俺を向いて問い掛けてくる。

「日本が転覆しそうな勢いだな。やはりこれは颯斗が仕掛けたものなのか？」

　日毬の問いには明確に答えず、俺ははぐらかす。

「だが実際に不正行為ばかりだからな。自分が招いた種だろう。なかには不正というより、女性絡みの醜聞もあるけど……」

「政治家は意志と能力で判断されるべきだと思う。細かい不正まで追及し始めると、政治家などは何も成し遂げられない。またもやマスメディアは国を破壊するつもりなのか？」

　日毬は気難しい顔つきだった。

「だがエルジス興産の問題は明らかに利益供与だろう。名前を挙げられた政治家たちのことを日毬が気にする必要はないよ」

「しかしそれを指摘し始めたら私とて何もできない。現に私もＣＩＡなどと結託しているわけで、国民には極秘裏に、互いに利益を供与し合っているとも言える」

「ＣＩＡとの間に金の受け渡しはないだろう。個人の懐を潤すわけじゃない」

「そんな風に軽く割り切れたら楽なのだが……」

「日々飛び交う報道内容を日毬は一切気にしないでくれ。俺がすべてを引き受ける。大和同盟を一気に押し上げるためにな」

　俺は強い調子でそう言った。

「だから大和同盟に所属している政治家の情報は一切出ていないのだな。神内三郎あたりは、もっとも不正を追及されそうな政治家のはずだが……。報道されているのは、自友党や新・民政党の議員ばかりだ」

「自友党や新・民政党の報道が連続しているおかげで、大和同盟に対するバッシングはすっかり搔き消えてしまった。今が攻勢をかけるチャンスになる。近いうちに、敵対政党の支持率急落によって、大和同盟が消去法的に選ばれるようになるだろう」

「弱っている相手を、木刀で斬りつけるような後味の悪さを感じるな……」

　日毬が苦々しそうだったので、俺が訊く。

「こういうやり口は許せないと思うか？」

「大和同盟を叩いていたのはマスメディアであって、政治家たちではないと思う。大和同盟バッシングを完全に逸らすことに成功した颯斗の手腕は見事だと思うが……やはり政治家たちが可哀想ではないだろうか。首しゅ肯こうしかねる部分はある」

「だが、これが大和同盟が勝ち上がるための一番の近道だ。仮に大和同盟バッシングがなかったとしても、自友党は何らかの方法で追い落とす必要があった」

「だからといって、敵ではない者を斬りつけるのはいかがだろうか……？」

「政治はそんな綺麗なものじゃないってことくらい、日毬はもう知ってるだろう？　自分の政策を実現するために、苦汁を吞み込んで周り全員を蹴け落おとしていかなくちゃならない。全員だ。そうじゃなければ妥協の産物で終わる。神内先生だってあれだけ周りを蹴落としても、まだ自分の政策を実現できるまでには至ってないんだぞ。途方もない道のりなんだ。勝ち残るのは奇跡なんだよ。嫌なものでも吞み込んでやっていかなくちゃならないんだ」

「そうだが、しかし……」

　日毬は困惑した面持ちだった。

　こういう風に日毬が落ち込んでいるときは煽るのが一番だ。すぐに日毬は反発して熱くなるだろう。

「なんだ、日毬の想いはその程度だったのか？」

　俺の言葉に、案の定、日毬は目を見開いて声を大にする。

「無礼者！　私の想いがその程度のわけがない。私は日本国の未来のため、あらゆるしがらみを断ち切り、命を懸けて邁進する覚悟だ。いくら颯斗とはいえ、言っていいことと悪いことがあるのだぞ⁉」

　言いながら、日毬は激して身を震わせた。

「なら、もう悩まないでくれ。大和同盟がのし上がるためのお膳ぜん立だては俺が整える。日毬は自分を信じて、前だけを向いていてほしい」

　日毬は少し落ち着きを取り戻したようで、大きく息を吐きながら口にする。

「……颯斗はすっかり参謀だな。もはや大和同盟は、颯斗がいなくては成り立たないものになってしまった」

「いいや、大和同盟は日毬がいてこそだ。その日毬のプロデュースを請け合っているのが俺なんだよ。俺のことを信じてほしい」

「むろん、颯斗のことをわずかでも信じていないわけがない。私がここまで来られたのはすべて颯斗のおかげなんだ。これからも、颯斗の指示にはどんなことでも従うつもりだ。つたない私を、どうか指導してほしい」

「ああ、任せてくれ。やるだけやってみるからさ」

「颯斗、頼りにしている……。ありがとう……」

　日毬は切々と言い、俺に向けて丁寧に頭を下げたのだった。
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　政治家バッシングが頂点に達した頃合いを見計らい、俺は第二次攻撃に取りかかった。政治家に続いて、メディア各社の上層部たちの不正をばらまくのだ。政治家と比べると下世話な話題ばかりだが、手加減はしていられない。大衆が好みそうなネタばかりだから、クチコミでも広がりやすい話題であろう。

　最初にインナーサークルの面々に情報を提供したのだが、その大半がやはり内部で握りつぶされてしまっていた。そのため、俺は時をおかずに週刊誌を刊行している出版社へと情報を提供した。

　週刊誌やネットニュースでは、たちまちこの話題が賑わいを見せ始めていた。すると国民の怒りは政治家よりもマスメディア各社に向き、怒りの声が激しさを増していった。つい最近まで大和同盟や、自友党、新・民政党、日本新誠党らの政治家らをボロ雑巾のように叩き続けていた大手メディアだけに、その反動が余計に国民の怒りに火を付けたのである。大手メディア各社は国民から詐欺集団、犯罪集団と罵られるほどだった。

　だが、メディア企業の経営陣の話題が国民の怒りを煽り始めると、予想外の流れに突入していった。クライマックスに到達したと思われた政治家バッシングが、さらに激しさを増したのだ。メディア側も必死の防戦で、もはや政治家側にバッシング対象を擦なすり付けようと全力を上げ始めたのである。

　政治家と記者の対決の模様を撮影した動画がネットニュースサイトに上がっていたので、俺は興味深く確認していた。動画の登場人物は、俺や日毬とも交渉したことのある持じ統とう官房長官だという。明け透けで面白いオッサンという印象があった相手なので、俺は好意を持っていた政治家だ。

　動画内では、テレビ局の記者が持統にマイクを突き出し、複数の新聞記者が間近まで迫って責め立てている。

「持統長官。質問にお答え頂けないでしょうか。政治資金規正法違反で問題とされている在日外国人からの一五〇万円の献金についてですが──」

「在日外国人だなんて知らなかったと何度も説明してるだろうが！」

　持統は声を荒らげた。よほどこの話題でしつこく追い回されている様子だった。ＳＰに付き添われて車に乗り込もうとしている持統を、記者やカメラマンたちが取り囲んでいる。

「官房長官である方が、知らなかったで済まされる問題でしょうか？」

「たった一五〇万だぞ？　バカにしてんのか？　端はした金がねですらないのに、どんな利益供与をされたと言うんだ⁉　本当に知らなかったんだよ！　虚偽の申告をされたのは俺の方だ！」

　そんな持統の怒りに、最も威い嚇かくが激しい新聞記者の一人が冷たい口調で応じる。

「一五〇万円が端金ですらない？　国民がどれだけ生活苦に喘いでいるかご存じないんですか？　一般国民との生活認識のギャップが大きすぎるようですね」

「なんだぁ⁉　おいお前、旭あさ日ひだな⁉　おまえんところの社長なんて銀座のクラブに入り浸りで、愛人にマンションまで買い与えていたって話だな？　しかもその愛人、本当は中国女性だって暴露されてたじゃないか！　誰が考えたってスパイだろうが！　週刊誌に書かれて初めて本名知ったんだろ？　ああ？」

　持統は激昂した表情で叫んだ。

　記者も負けてはいない。

「中国女性ってだけでスパイだという証拠はあるんですか⁉　中国政府から批判されますよ！　また失言ですか！」

「お前はどこの国のメディアなんだよ⁉　どけッ、邪魔だ！」

　立ちふさがる記者やカメラマンらを、持統は無理やり押しのけようとした。ＳＰが懸命に車のドアを開き、持統は車に足をかけた。しかし記者たちは食い下がっている。

「政治責任として長官には説明義務があります！　このままでは、ますます自友党の支持率が下がり続けるだけですよ⁉　政治資金規正法、第二二条の五において、外国人からの政治活動に──」

「デマばかりまき散らしやがって！　俺ばかり責めるんじゃなくて、自分のことも報道せいよ！　まずはそれからだろ！」

「長官！　質問に答えてください！　長官！」

　車のドアを閉めようとするＳＰらと記者たちの間は揉めに揉めていた。

　この動画を撮影していたカメラマンも巻き込まれたらしく、持統のＳＰからカメラを押さえつけられ、そこで撮影は途切れていた。ここ数日、日本の空気を覆っている政治家[image: ]メディアの、典型的なデスマッチを捉えた映像だった。

　ケツに火がついているメディアのターゲットは、自友党や新・民政党らに所属する主要政治家らに完全に切り替わっていた。しかも叩き方が、大和同盟を批判していたときよりさらに激しいものになっていた。自らの裏情報を暴露されたことで批判を自粛するだろうと俺は読んでいたが、すっかり別の形でヒートアップしていた。予想とは違うけれども、作戦上、これはこれで悪くない。

　一方、大和同盟の政権奪取のために立ちふさがるであろう自友党は、混乱の極に達していた。執行部の面々は軒並み何らかの問題を抱えており、国民の不信感も急激に高まっていた。自友党内でも不満が続出し、政治家同士の詰なじり合いまでが始まっていた。自友党は分裂の危機にあるとまでささやかれる始末だった。

　メディア各社と自友党の喰い合いが激しくなるほど、大和同盟には漁夫の利が転がり込んでくる。大いに望ましい状況だった。このまま関連勢力を地獄の底まで引きずり下ろし、地べたに縛りつけて身動きを封じておけば、必ず大和同盟には付け入る隙が出てくるというものだ。メディア各社に対しては当然の仕打ちだと思うが、返す返すも自友党には本当に申し訳ない限りである。
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　外国人記者クラブの会場、海外の特派員らの後ろに俺は座り、日毬のスピーチが始まるのを待っていた。

　この模様は各国のメディアで報道されるし、日本のテレビでも細切れに取り上げられるだろう。ネットならすべての映像を視聴できる。日本の大手メディアは混乱の真っ最中なので、その渦中には入らず、しばらくは海外の報道機関に向けて強くアピールしていく方針を取っていた。

「大和同盟党首、神楽日毬だ。ときおりアイドル活動もやっている。よろしく頼む」

　いつも通りの挨拶から日毬のスピーチが始まった。

「私や大和同盟は長らく大手メディアから批判を受け続けてきた。しかしそれでも大和同盟は方針を変えず、粛々と政策を検討し、真に日本国民の長期的安寧を手にするため、たゆまぬ努力を積み重ねてきたつもりだ。これからも方針を変えず、私は命を懸けて日本国のために事に当たっていく所存である」

　自身や大和同盟を批判してきたメディアに対して、日毬は非難の言葉を一つも口にしなかった。それでいいのだ。メディアは今、勝手に自滅の方向に進んでいるので、あえて追い打ちをかけるようなことを言わない方がいい。敵を口やかましく批判するのは小者のすることで、大物は椅子に威風堂々と腰かけ、何物にも動じないスタンスを堅持するのがカリスマ性を高める秘訣である。そしてそのカリスマ性は、日毬には自然と備わっていた。

「大和同盟のマニフェストは、以前すでに冊子にして配布してある通りだ。状況に応じて臨機応変に変えていかねばならない部分は当然あるが、大きな方針は変わらない。いずれ私が独裁的権力を手にいれた暁には、すぐにでも実行に移していくことになるだろう」

　日毬は会場を眺め回し、ゆっくりと続けてゆく。

「そして大和同盟では、再び党員を広く募集していきたいと考えている。以前の私の政治結社・日本大志会で行っていたようにだ。日本大志会では最盛期には七万人もの党員を擁するまでになったが、民政党との合併を通して大和同盟になったことで解散してしまっている。だから今度は大和同盟として、改めて党員を募る方針だ」

　日本大志会のときは、ほぼ日毬のファンクラブといっていい状態だった。一部に壮司のような激しい人間はいたものの、九割方はただのファンばかりで構成されていた。党員だった杏奈もファンの一人に数えられるだろう。だが大和同盟になれば、少しは日毬のファンクラブから脱却していけるかもしれない。

「日本大志会では党費として毎月三〇〇〇円を徴収していたが、大和同盟では毎月二〇〇円にする計画にしている。より広く国民と共に歩むため、大幅に党費を引き下げることで、間口を広く取りたいと考えている。日本大志会でも行っていたように、党員には毎月広報誌を発行する予定だから、制作費や印刷代、私の写真代、そして郵送費などを勘案すれば、党はほぼ赤字になる。それでも党としては国民とリアルタイムで情報を共有していくことを重要視しており、金額の不足分は政党助成金のなかで賄う方針だ。党費の徴収は年単位で行い、二四〇〇円を郵便局やコンビニ、銀行振込やクレジットカードを利用して振り込んでもらう形を予定している。どうか一人でも多くの国民が、既存のメディアに頼らない情報ソースの一つとして、大和同盟の広報誌を活用してもらいたい。大和同盟の広告宣伝のためではなく、自身の良い部分や悪い部分も含め、客観的に状況を伝えていく広報誌にするつもりだ」

　毎月三〇〇〇円という金額は、自友党などに近い党費だったと思う。しかし大幅に引き下げることで、日本大志会に加入していた七万人近い党員に移籍を促すことを狙っていた。金ならひまりプロダクションが稼いでいけるので党費を徴収しなくても困らないのだが、ネットの無料メールマガジンのように無意味な会員を抱えても無駄でしかないので、郵送料程度を徴収しておこうという考えだった。

「これからの私は今までにも増して、天命を賭して政治活動に邁進していくことになる。私の寿命は少なくとも三〇年は縮むであろう。もともと日本国家のためならば自らの人生を投げ出していた私だから、大いに望むところだ。文字通り私は自らの生命を懸けている。万が一この勝負に負けた暁には、私は生きてはいないだろう」

　そして日毬は、遠くを見やるような眼まな差ざしで続ける。

「いま私は、自分がアイドルになったころを思い出す。そのときの気持ちと、大和同盟の党首に就任したことで見える景色が重なって見えるんだ。清水の舞台を飛び降りるつもりでアイドルになってはみたものの、毎日が手探りで、一刻一秒でも早く独裁者にならねばならない苛立ちで身を焦がす日々だった。しかしどれほどの重圧のなかにあっても、日本国を愛する気持ちだけは変わらなかった。今も同じだ」

　日毬は記者たちに視線を戻す。

「私は着実に政権への道を歩むことができている。それはひとえに、途方もないバッシングのなかにあっても、私を支え続けてくれた一人一人のおかげだ。多くの友人や支援者らの援助のもとで、大和同盟はいま新しい第一歩を踏み出した。ありがとう。そして勝手ながら、これからも、どうか私の支援をよろしく頼む。大和同盟は日本の政権の座を奪取し、新しい日本の未来を決することになるはずだ」

　そこまで語った日毬は居ずまいを正し、礼をした。

　女性の司会者がスピーチの終わりを告げると、日毬と記者たちの質疑応答に入ってゆく。

　多くの外国人記者たちが質問に立ちたがった。

　まずは一人目。

「日本のテレビや新聞での大和同盟バッシングは海外でも話題を呼んでいました。ひまりんの知名度はグローバルに浸透しているだけに、バッシングについて、海外ファンの間では苛立ちの声が大きかったようです。ただいまのスピーチでは、各メディアが行ったバッシングについての言及が少なかったように感じられますが、これについて踏み込んだご意見をお話頂いてもよろしいでしょうか？」

「大和同盟に限らず、私はアイドルデビューを果たして以来、幾度かのバッシングに遭ってきた。芸能関係者や政府要人なら、ある程度のバッシングは受け入れざるを得ないのではないだろうか。私は誰も恨んでいない。とにかく私が望んでいることは、少しでも早く大和同盟を政権の座につけ、日本の諸改革を成し遂げることだ」

　ベストな答えだ。いつも変わらぬ日毬のスピーチ内容だが、語り口にはだいぶ余裕が出てきたように思う。

　別の記者が席を立つ。

「未だ大和同盟は国会議員一二名を擁するだけの小政党です。日毬さんの場合は常に話題性だけが先行しますが、実際に政権を狙えるポジションにはないと思います。これから政権奪取に至る方針を教えてください」

「たしかに今は小政党だが、来きたるべき衆議院議員選挙で過半数を当選させればいいことだ。我々は多くの国会議員らと連合しつつ、内閣不信任案を提出し、早期の選挙を実施するよう求めていく方針である。国民もそれを望み始めていると思う」

　さらに別の記者。

「神楽さんが掲げる日本の核武装は、国際社会に大きな問題を巻き起こすことになります。関係各国での反対意見も根強い。それでも神楽さんは強硬に核武装を進めるつもりですか？」

「各国の意見は厳粛に受け止めるものの、大和同盟の政策に変更はない。もちろん理解を得ながら進めるよう万全を期して臨むつもりだが──」

　それから一時間以上に亘わたって質疑応答が繰り返されたのだった。

　意外にも、日毬を痛烈に批判するような質問は少なかった。核武装やナショナリズムなどを激しく責めてくるような記者がいるだろうと考えていただけに、肩すかしを喰らった気分だ。つい先ごろまでバッシングの対象だった日毬だから、改めて叩くまでもないと考えたのだろうか。それとも、単に日毬の主張が従来通りであり、真新しい質問がなかったということもあるかもしれない。

　日毬が話題の中心になることは世界共通だが、やはり海外と日本の温度差は大きいように感じられた。
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　夜、皆が勢揃いした事務所は久々に緊張から解放された雰囲気だった。テーブルを取り巻くソファに皆は腰かけ、自分の湯飲みでお茶を飲んだり、ペットボトルのジュースを飲みながら語らっていた。一時期は大和同盟バッシングのせいで追い詰められた空気が事務所には漂っていたが、そのころと比べると昔日の感がある。

「ひとまず、一段落ついてホッと一息って感じじゃない？」

　湯飲みで茶をすすりながら杏奈が言った。

　由佳里が応じる。

「そうよね。大和同盟のバッシングが消え去っちゃった。むしろマスメディアの評価が暴落したのに反比例して、大和同盟の評価は上がってるんじゃないかな」

「世間の評判を挽ばん回かいすることができたのは、ここにいる皆さま方のおかげです……。本当にありがとうございます……」

　凪紗が丁寧に頭を下げてきた。身内にまで礼儀正しくする必要はないのだが。

「うちらの話題は減ったけど、世間は上を下への大騒ぎになっとるで。政治家とマスメディアのバトルでメチャクチャやねん。日本が崩壊するんやないの、これ」

　栞の言葉に俺が応じる。

「しばらくは高みの見物としゃれ込もうぜ。彼らの評価が暴落すればするほど、大和同盟への評価が逆転してくれる。といっても大和同盟が特別に評価されたわけじゃなくて、周りが勝手に自滅していってるだけなんだけどな」

「こうなると、大和同盟を離反して新・民政党や日本新誠党に行った議員たちは後悔に苛さいなまれているでしょうね。安全なところに逃げていったつもりが、そこは地獄でした、みたいな」

　してやったり、といった表情で由佳里は言った。

「そもそもの始まりは、政治家やメディア企業経営陣の問題行動のせいだ。このような者たちが日本の代表を気取っているなどとは、誠に嘆かわしいことだ。やはり私がやらなくては……」

　激した日毬は身体を打ち震わせ、拳を強く握りしめた。

　丞林が感じ入ったように口にする。

「外国人記者クラブでの、ひまりんの受け答えもすごくよかったです。堂々としてて凜り々りしくて……。リアルタイムで視聴していたんですが、感動して胸が苦しくなりました」

「ねー？　胸がキュンってなるよねー？　この胸の高鳴りを、次の私の歌の歌詞にしたいよ。久々に自分で歌詞を書くつもりなんだ」

　杏奈がすかさず同意した。杏奈が自ら書く歌詞には情緒が足りないため、あまり評価が高くない。しかし恋する日毬を想って書くのなら、名作になったりするのだろうか。尤も、正確な意味での恋ではないはずだが、杏奈が日毬を想う気持ちなら本当だろう。

　千歳が嬉しそうに声を上げる。

「日毬先輩への素敵な贈り物になりますね！　人気歌手から歌を贈ってもらえるなんて一生の宝物になると思います」

　日毬はうつむき、恥ずかしそうに押し黙ってしまった。それをリリィが覗き込む。

「いいなぁ！　私も自分の歌が欲しいよ。そしたら私も杏奈ちゃんみたいに歌を贈れるのに。ひまりんは、嬉しい？」

「……う、うん……」

「あーん、ひまりんが喜んでくれてるよ～。今の私、嬉しくて死んじゃいそうなんだよ」

「でも杏奈……。忙しいのに無理はしないでね……。気持ちだけで十分だから……」

　チラチラと日毬は視線を上げながら、震える声で言った。

「なんでやねん。なんでこないにラブラブやねん。態度変わりすぎやろ……」

　呆れたように栞がツッコミを入れた。

「私までドキドキしてきました……。杏奈さんがどうしてこんなにひまりんを好きなのか、わかるような気がしますね……」

　丞林も妙な気持ちになってしまったようで、日毬を見つめる視線は少女のものだった。

　そのとき、俺の携帯が振動した。

　携帯を取り上げ、俺はリリィに言う。

「ローガンだ」

「パパから？」

　俺はうなずき、ボタンを押して耳に押し当てる。

「はい」

「急ぎの用件なんだ。そっちでＣＮＮ見られるか？　大統領が会見中なんだよ」

　挨拶もなしでローガンはまくしたてた。

「ＣＮＮ？　今テレビ付けますね」

　俺は立ち上がって、ソファセットの横に据え付けてあるテレビのスイッチを入れ、ＣＮＮにチャンネルを回した。

　画面の向こうでは、アメリカ大統領クロード・ウォーカーが聴衆に向けて熱弁を振るっている最中だった。

「私たち人類が多大な犠牲を払って手にいれた民主主義という理想に、再び暗雲がたちこめている。危機の源は、世界各地で台頭し始めた全体主義という渦だ。近年における各国での全体主義とナショナリズムの台頭を、私は大いに懸念している」

「なになに？」

　杏奈は興味津々な面持ちだ。

　俺が説明する。

「ローガンが、この演説を聴けってさ」

「領土問題、核拡散、保護主義、そして排外主義……。近年の国際情勢は、第一次世界大戦や第二次世界大戦の時代に引き戻しかねないある種の力学が働いている。自由とグローバリズムという繁栄の根源は、アメリカが多大な犠牲を払って世界と共有している輝かしき政治理念だ。責任ある国家として、世界を覆い始めた全体主義に立ち向かう義務がアメリカにはある」

　大統領は声のトーンを変え、意味深に続けてゆく。

「ウクライナ、ロシア、シリア、北朝鮮……そして日本。これらの国々における自由と民主主義の後退を、私は深く憂慮している」

　ブッと杏奈はお茶を吐いた。

「とくに日本は、我々の重要な同盟国である。我々は第二次世界大戦での不幸な歴史を乗り越え、今に至るまで最良のパートナーシップを構築してきた。その日本において、近年の核武装論の台頭や、軍事大国化への道が平然と語られるようになってきた。このことは極東情勢を不安定なものにし、世界の秩序と平和に大いなる懸念をもたらすものである」

　アメリカが常々敵視している国々を差し置いて、激しい言葉は避けながらも、同盟国の日本に言及してくるのは異例なことだ。ローガンがこの大統領の演説を視聴しろと伝えてきた意味がわかった。

「昨今における日本の動きを、アメリカは軽々しく容認することはできない。この事態は、国家主義者を公言する少女への支持率の高まりによって引き起こされていると思う」

　大統領は名指しこそしなかったが、その少女とは、誰が聞いても日毬のことだった。

「我々の長年に亘るパートナーシップが破壊されてしまわないように、私たちは粘り強く説得していかねばならない。排外主義には未来はないのだと。日米同盟をより強く現実に適応させ、さらに素晴らしい友好関係へと発展させていくためにも、日本への働きかけを諦めないで続けていくべきだ。私たちが追い求めてきた理想──自由とグローバリズムによる人々の真の結びつきだけが、人類から戦争や差別をなくし、各国が手を取り合って発展していくための唯一の道だと私は確信している」

　日毬に排外主義者だというレッテルを貼り付けようとするアメリカ政府の意図が垣間見えた。

　予想外のスピーチ内容に俺たちは言葉をなくし、ただただ呆然と大統領の演説の模様を眺めていた。せっかく中国との妥協が進展を見せそうだと思ったら……まさかのアメリカの猛反撃である。

　この日、大統領が語った「日本ナショナリズム台頭警戒論」は、日米で広く共有される意見となり、世界のニュースメディアを駆け回る話題になったのだった。
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　日ひ毬まりの仕事に付き添ってスタジオに着くと、新聞記者が幾人か追いかけてきた。定期的に入っている雑誌の撮影だけに、記者たちは事前にスケジュールを摑つかみ、スタジオの前で待っていたようだ。記者に付きまとわれることは、日毬には特に珍しい光景ではない。

　記者の一人が熱心な様子で問い掛けてくる。

「アメリカ大統領の演説において、『日本ナショナリズム台頭警戒論』が展開されました。再び日本が戦前のファシズム的国家に回帰するのではないかと、国際社会にも大きな波紋を投げかけています。この大統領の演説は、日毬ちゃんを強く警戒したためではないかと考えられています。当事者としてどのように捉とらえているでしょうか？」

　この質問から逃れるわけにはいかない。前日、アメリカ大統領がホワイトハウスでの定例スピーチの際に、唐突にぶち上げたのが、日本のナショナリズム台頭警戒論だったのだ。名指しこそしなかったものの、日毬に狙いを絞っての演説であることは明らかだった。

　日毬は立ち止まり、記者に鋭い視線を向ける。
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「大和やまと同盟の台頭を意識してのことだろう。たとえそれがいかなる誤解に基もとづくものであろうとも、その誤りを解消していく努力を怠った私に一定の非があると思う。大統領とは一度、言葉を交わす機会を持ちたいものだ」

　権力を握る自じ友ゆう党とうを引きずり落とし、国民のマスメディアへの信頼を徹底して破壊したことで、日毬が新たに率いることになった大和同盟が一転して脚光を浴び始めていた。決して手放しで大和同盟を歓迎するような評価ではないが、不正に手を出したりしない日毬ならば他の政治家よりもマシだという雰囲気が出来上がりつつあったのだ。次の選挙では、大和同盟が台風の目になることは確実視されていた。

　そんな折だからこそ、日本政界に強大な影響を及ぼすアメリカの介入を招くことになってしまったのである。ＣＩＡがついているのだからと、アメリカへの根回しを疎おろそかにしてしまった俺に責任があるのだが、他にどうすればよかったのか。

　質問に答えて再び歩き始めた日毬に、記者が食い下がってくる。

「しかし万一日毬ちゃんが政権で重要な座を担うことになったとしても、アメリカが抵抗してくるようなら、日米同盟や様々な経済連携について重大な影響を及ぼすことになるのではないでしょうか」

「もともと私は新しい日米同盟の方向性を模索している。片へん務む的ではなく、相互が対等な立場で一定の義務を負うようなものに変えていかなくてはならない。それゆえ、アメリカ政府中枢とは慎重に会談を重ね、お互いにとって有益な未来を検討し合っていく必要があるだろう」

　足を止めずに日毬は軒けん昂こうに語った。

「そもそもアメリカ側が変化を望んでいないのでは？　現行の体制がアメリカにとって心地好いものであるならば、日本側がどのような話を持ちかけようが相手にしてもらえないのではないですか」

「どのような人物であっても物事の変化には大きな抵抗を感じるものだ。だが日本もアメリカも、かつて五〇年以上も安泰だった体制に安住し続けていられないことは、昨今の世界情勢が如実に示している。時代に適合するよう調整していくのが我々政治家の役目であろう」

「しかし話し合いの席に着くといっても──」

　記者たちが次々に質問してこようとしていたので、俺が間に立ちふさがって頭を下げる。

「すみません。もうすぐ仕事なので程々に……。取材の機会は必ず設けますので……」

　日毬を追いかける数人の記者たちに丁重に伝え、スタジオのエントランスをくぐったのだった。

　わざわざ追いかけてくるあの記者たちは、かなり真っ当な部類のメディア人だ。大半の記者たちは目下、国内の政治家らとの戦いに注力しており、海外発信のニュースは完全にスルーといった状況だった。日本メディアの内向き志向はいつものことであるが、このときばかりはありがたい。ただし海外メディアでは、大統領の発言のせいで日毬の動向に注目が集まっていた。

　日毬が首班になることは、必ずアメリカにとってメリットがあることなのだと説得していかねばならない。ホワイトハウスを動かすには、アメリカ世論に丁寧に訴えかけると同時に、権力を持つ人々にもアプローチするという二重に手間の掛かる工作が必要になりそうだった。
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　夜、仕事を終えたタレント陣とテレビを囲んでいた。

　定番のニュース番組でキャスターが話を振る。

「──それでね小こ山やまさん、このところ立て続けに明らかになる政治家の不祥事ですが、今日は自友党、海老えび原はら議員の巨額脱税事件に関する続報がまたもや世間を騒がせていますね。今度は実の親から三億五〇〇〇万円の贈与を受けていたと。いや、もう、次々と出てきますね。どうなっているんでしょう、この議員の金銭感覚は」

「もちろん海老原議員がこの手のことに無頓着であることは紛れもない事実ですが、ぼくはね、本質はそこではないと思うんですよ。一体どうして、ここに来てこれほど膨大な不正が表沙汰になってきたのか、そこを考えなくてはならないと思うんですね。こういうときこそ一歩引いてみる必要があると思うんです」

　さも政治家ばかりが悪あくどいことをやっているような口ぶりだったが、メディア関係者のスキャンダルも世間では同程度以上に問題視されていた。しかし当のメディアは、自分たちの不正については完全に黙殺を貫いている。同業他社に対する批判すら、ほとんど聞かない。彼らメディア人たちは、政治家をヤリ玉に挙げることで、自分たちに対する世間の批判を逸そらすのを暗黙の了解としているようだった。

「では、多数の政治家の犯罪的行為が発覚している一連の流れには、何らかの力が働いていると？」

　意味深にキャスターが問い掛けると、コメンテーターは気難しげに応じる。

「うーん、まぁ、そういう見方を忘れてはならないのかなと。その辺に突っ込むと、どうしてもね、陰謀論と指摘されてしまう領域になってしまいますが、冷静に見れば、過去にも似たようなことは何度も繰り返されてきたんですね。もちろん、今回ほどの巨大な流れになっているのは初めてのことですよ」

「たとえば、どんなことが繰り返されてきたんでしょうか？」

「有名なところですと、田た中なか角かく栄えいが追い落とされた事件なんかは、すでに多くの分析がなされていますね。あれはアメリカが意図して流した情報だったのだと。角栄さんを追い込むためにね。それに都合よく乗せられたマスコミが騒いだ。金かね丸まるさんもそうです。現役の政治家だと神じん内ないさんなんかも、そういう対象になってきたんでしょうね」

「今回はさらにスケールを大きくした何者かが、背後でうごめいているということなんでしょうか？」

「こればかりは歴史にならないと客観的に分析できないことなんですけど、我々は人間ですからね、誰でも同じようなことを考え、同じように行動すると思うのですね。時代が変わったからといって、人間が変わるわけじゃない。権力者の行動が、突然、聖職者みたいになったり教師みたいになったりすることはありません。政治家が絡からむこの手のニュースは、常に一歩引いてみる必要があるのではないかということですよ。メディアのニュースは自友党攻撃で一色に染まっちゃっているような状況ですが、これはまた同じことなんじゃないのかなと──」

　テレビ画面を胡う散さん臭くさげに見やっていた栞しおりが、うんざり気味に声を上げる。

「なんや偉そうに言うておるが、自分たちのことは完全にスルーなんやな。おまえらこそ腐敗してるようなもんやないか」

「メディアは批判される立場にないから仕方ないんだよ。そんなもんだと割り切るしかない」

　そう言って俺が肩をすくめると、由ゆ佳か里りも続く。

「でも最近のメディアは、ネットで蛇だ蝎かつの如く嫌われる存在になりましたよね。大手メディアをバッシングする記事も週刊誌とかでも盛り上がってますが、大半はネットで展開されていますし」

「俺の予想では、これだけのメディアバッシングの大合唱のなかでも、大してテレビ視聴率が落ちるようなことはないと思うぞ。大衆っていうのはそういうものなんだよ」

「そうでしょうか。私は目に見えて落ちる可能性があると思いますね。今回のダメージは相当なものですよ」

「それは由佳里の希望的観測も混じってるだろ。賭けてもいいが、どうせ俺が勝つと思うぞ。暇人たちに、他の暇つぶしが急に見つかるはずがないだろう」

　テレビでは、キャスターとコメンテーターの熱心なやり取りが続いている。

「──では、連日飛び交う政治家たちの不正情報に惑わされず、いま何が裏で進行しているのかを見極める目が必要ということですね」

「そうですね。海外のニュースメディアなんかを見ると、アメリカ大統領が語った『日本ナショナリズム台頭警戒論』が今、かなり大きな話題として扱われているようです。不思議なことに、日本メディアはこの話題をまったく無視しています。海外と日本の情報にはいつも大きな開きがありますね。皆さんもご存じのように、大和同盟の成立によって日毬ちゃんは政界で大きな地位を占めるようになりましたから──」

　ちょうど懸念の話題が出たので、俺は首を振って言う。

「大統領の会見な。とんだ伏兵だよ。国内の地盤固めは着々と進んでいたっていうのに……」

「なんなんだろー、アイツ。ひまりんと会ったこともないくせに、知った風な口利いちゃってさ。ぶっ叩いてやりたいよ」

　杏あん奈なの言う「アイツ」とは、アメリカ大統領クロード・ウォーカーのことである。

「海外では、日本にファシズムが勃ぼっ興こうしつつあるという論調ね。日本の軍事大国化や核武装に懸念を持つ意見が強まっているわ」

　クロエの言葉に日毬が吐き捨てる。

「まったくバカげた論調だ。忌々しいが、しかし私を政権中枢には近づけたくない勢力が、アメリカには確実に存在しているということだろう。私の敵は日本国内の極左勢力だけではないようだ」

　丞林チェンリンが言う。

「ある意味、ひまりんの存在自体が秩序を乱してるので、やむを得ないことだと思います。これだけ注目を浴びるのは、ひまりんが本流の政治勢力に躍おどり出ているという証しでもあるので、あながち悪いことだとは言えないのではないでしょうか」

「そら、日毬が独裁っちゅーんやろ。ファシズム批判は世の趨すう勢せいやないか。大統領の演説もわからなくはない」

「ちょっとちょっと、栞ちゃんはどっちの味方？　アイツの味方するなんてありえないよ」

　咄とっ嗟さに杏奈が抗議すると、栞は落ち着くように促す。

「杏奈はほんの少し日毬に異議を唱えただけで怒るから困るわ。うちは別にアメリカの味方をしてるわけやのうて、それが世間の空気になってもおかしくないということを言いたいんや。何でもかんでも自分たちの好きなようにできるわけやないんやから、現実は現実として理解して考えていかなならんやないか」

　自分の席に腰かけていた壮そう司じが新聞を取り上げて立ち上がり、ソファでアイドルたちが交わす話に割って入ってきた。

「これが今日のニューヨークタイムズとワシントンポストの朝刊です。ニューヨークタイムズ一面には大統領と総帥の写真が並べて掲載されていますし、ワシントンポストには総帥のアイドル活動の写真が幾つも取り上げられ、特集記事まで組まれています」

　俺が新聞を受け取って、テーブルの上に広げた。

　日毬が腕を組む。

「政治家バッシング一色に染まっている今の日本の報道の傾向とはまるで違うな。どちらが良いとか悪いとかいうわけではないが、ここまで方向性が違うと、まるで別の世界に生きているかのようだ」

「壮司が買ってきたそれ私も読んだけど、ファシズムって言葉がたくさん使われてるんだよね。記者はわざとファシズムの定義を曖あい昧まいなままにして、侮ぶ蔑べつ語として使っていると思う」

　リリィが声を上げた。

　目下の世界情勢において、ファシストのレッテルは政治家としての終しゅう焉えんを意味しかねないほど重たいものだ。ヒトラーやムッソリーニと重なって見えるからである。当然、レッテルを貼るメディアのほうも、それを意図してのことだ。

　杏奈が憤いきどおる。

「アメリカの新聞まで、ひまりんを侮辱しようとしてるってこと？」

「侮辱というか、レッテルを貼り付けようとしてるんだよね。ひまりんが独裁者だっていう風に」

「それ、当たり前じゃん。レッテルじゃないよ。ひまりんが目指してる事実だし」

　杏奈は軽く語るが、国際的にはいったん独裁者だと受け止められれば、生き残ることは難しい。小国ならまだしも、日本のような大国では非難が殺到するだろう。

　リリィが応じる。

「でも結果的にひまりんは、政党政治を真っ向から否定して政治の舞台に進出したわけじゃないんだよ。革命を起こしたわけじゃなく、あくまで現行のシステムに乗っかって取り組んでるよね。それなのに、いかにも民主主義を否定してのし上がってきたみたいな書かれ方をしてるんだ」

「私はもともと民主主義の一時凍結を常々主張している。情勢によっては暴力革命も否定はしない。だから記事の姿勢があながち間違っているとは言い難いところがあるだろう。……しかし目下のところ、リリィが言うように既存の法制度に則って物事を進めるようにしているつもりだ。今後とも、このまま物事を推し進めることができるなら、それが最善であろうと考えている」

　そんな日毬の強硬な主張に、栞が呆れた様子で突っ込みを入れる。

「なんでやねん。なんで暴力革命を否定しないねん。うちらマルクス主義者より、よっぽど日毬の方が強烈やわ」

「ということは海外の新聞も、ひまりんを攻撃できれば何でもいいわけ？」

「だけどね杏奈ちゃん。そういう意図さえ排除してみれば、結構まともな内容で構成されてると思えたよ。大和同盟が成立した経緯とか、日本国内では政治家とマスメディアがスキャンダル塗まみれになってて、その間かん隙げきをぬうようにひまりんが台頭してきた経緯とか、かなり正確な分析がされてる感じ。大衆向けの記事としては悪くないよ」

　理路整然と話すリリィに、丞林がしきりに感心したようだ。

「リリィちゃんって一三歳でしたよね……。そのお歳で、そこまできっちり新聞を読み込めるものですか……」

「うちの教育がいいからね。あなた方も、子どもを育てるときはきっちり私を見習った方がいいわよ。じゃないと世間一般の大人と同じになっちゃうわよ」

　クロエが当然といった風に言った。

　栞が肩をすくめる。

「危険な大人に育ちそうな気がして不安しか感じないんやが……」

「私だってリリィみたいな真っ当な教育を受けていれば、きっと今ごろはこんな風じゃなかったはずよ。私のこの知能を存分に活かしきっていたら、今ごろ有り余るような財産を抱えて、ハーレムの女王みたいになってリゾートで悠々暮らしていたに違いないわ」

「十分間違った大人になってるやないかーい。アメリカ人は成功者があらゆる正義を体現してるみたいに考えるから困るわ。人間っていうのはやな、勤労の美徳っちゅーやつを忘れたらアカンのや。コツコツ汗水垂らして手にいれた些細なものにこそ、本物の価値があるっていうことを理解せにゃならん」

　切々と栞は語って聞かせたが、クロエは不思議そうに眉をひそめる。

「なに言ってるのかしらこの人……。いかにもアカのシンパが言いそうなまやかしね」

「うちは元から共産主義者やっちゅーの。グローバル資本主義者にはついていけん。金持ちども……新時代の貴族たちを根こそぎ引っ捕らえて絞首刑にしたいのがうちの包み隠さない本音やわ。もしうちが政権を動かすような立場になれば、代々の地主とかだけの理由で金持ちに成り上がってるような何の生産性もない富ふ者しゃどもから資産を取り上げて、社会に適正に分配するところなんやがな」

　うちの一族も、栞の言う富者に該当するだろう。事業家の家系だから、単なる地主などよりずっと生産性はあると思うが、あまり大きな顔はできない。たしかに栞が怒りたくなるほど、地主が大して努力もせずに気づいたら富豪に成り上がっていたケースが日本にはとても多い。

　実際のところ今の日本の超優良企業や財閥系企業も、そのほとんどが昔から大きな土地を抱えていて、高度成長期の土地の値上がりに助けられることによって成長してきた。一般に世間で受け入れられているような説明──生産性の改善や新技術が企業成長の最大の原動力であったわけでは決してない。大半の日本企業の業績が足踏みするようになったのは、土地の値上がりが止まってしまったからだという側面が現実としてある。

　新興国経済の急激な成長も、生産年齢人口の増加によるボーナスと、土地などの資産の急激な膨張による側面が非常に大きい。それは生産性向上や新技術導入などとして語られる経営学的側面を遥はるかに凌りょう駕がするほど重要なものだ。

　まじまじと栞を見つめたリリィが、納得したようにうなずく。

「もし栞ちゃんが政権を獲ったらロベスピエールみたいになるよね、絶対」

「ああ、何となくわかります。栞さんって実は誰よりも純粋なんですよね。議論してみると、本当に一人一人の人間を大切に考えてるんだなぁって思います。でも、ちょっと理想主義的すぎる気がしますよ」

　丞林も首肯したように言った。

　だが日毬は栞を睨みつけて言い放つ。

「だから栞はダメなんだ。木ばかり見すぎて肝心の森を見ないのが、栞という人間の欠点であると私は言っておく」

　ロベスピエールはフランス革命期の恐怖政治家で、非常に清貧で質素な人物として一時は尊敬を集めたが、自分の意に沿わない相手を粛清し尽くした。意外と人情に厚い栞からはあまり想像がつかない飛躍に思えたが、一つの政治理念を極限まで追い求めれば、誰しもが陥おちいってしまう罠である。

　真に大成する政治家には、ときには敵対勢力とも妥協し、反対勢力の意見にも柔軟に対処できる日毬のような臨機応変さがどうしても不可欠である。おそらく以前の日毬は、栞のような過激な意見を持ち合わせていたはずだが、現実の政治の世界に足を踏み入れたことで徐々に学び、真に目標を実現させるためには何が必要なのかを理解するようになったに違いない。

　純粋さは、どろどろの人間模様が入り交じる政治の世界では少しも武器にならないし、それどころかマイナスにしかならない。せいぜい漫画やアニメの世界で政治を描く際に役に立つくらいだろうか。

　栞は不満げに口を尖らせる。

「なんやねん、みんなして。純粋で何が悪いっちゅーねん。うちやってなぁ、日毬に負けっぱなしやけど、いつかはって思ってんねん」

　千ち歳とせが助け船を出す。

「私は栞さんの優しさに感動します。見えないところでいつもサポートしてくれたり、気を遣ってくれているのがわかりますから。突然のアメリカ大統領のお話で日毬先輩がまた苦しい立場になっている今、こうして場を盛り上げようとしてくれているのは、いつもの栞さんらしくて私は好きですよ」

　それからソファに集まっていた一同は、栞の話で盛り上がり始めた。栞はほとほと困った様子だったが、たしかに千歳の言う通り、会話が盛り下がるよりずっといい。ムードメーカーがいるのはありがたいことだ。

　盛り上がりが一区切りついたころ、俺が言う。

「とにかくだ、みんな言いたいことは色々あるだろうが、これからはより一層、気を引き締め直していかなくちゃならない。アメリカの主流勢力が敵に回るかもしれない瀬戸際だから、あらゆる手を尽くして努力していく必要がある。みんな仕事をたくさん抱えてて大変なはずだけど、大和同盟への協力を頼むぞ」

　日毬を囲む面々は真剣な表情になり、誰もが大きくうなずいたのだった。
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「ここを大和同盟の新事務所として用意しました。ご自由に使ってください」

　集まった大和同盟の議員たちの前、俺はビル内を案内していた。

　飯田橋と九段下の間にある裏通りの雑居ビルが五億円ほどで売りに出ていたので、それを購入して提供することにしたのだった。こぢんまりとしたビルだが、小政党の本部としては十分だろう。

　俺は説明を続けてゆく。

「ですが、タダで貸し出すと利益供与と受け取られかねませんから、賃貸料は徴ちょう収しゅうさせてもらいます。もっとも、別ルートから資金は提供するので、実質的にはタダで利用できると思ってください」

「至れり尽くせりとはこのことだな。まさか神楽かぐらさんの知名度を活用できるだけでなく、こんな風に資金面のバックアップまでしてもらえることになるとは思ってもいなかった」

　神内三さぶ郎ろうはいたく感心したようだった。

「うちのタレントたちが稼いだ資金です。もちろん日毬が一番稼いだものですから、名実ともに日毬は党を支える存在なのです」

「私ばかりが党を支えているのではない。大和同盟の大バッシングにあって、皆が私を支えてくれていることを痛感した。苦しいときに大和同盟に残ってくれた議員たちにも心から礼を言いたい気持ちだ」

　日毬は珍しく穏やかな口調で、議員たちに向けて言った。

　議員たちが口々に応じる。

「こういう身内だけの場所ですから本音を言いますが、私らは私らで、残った方がメリットがあると思ったからですよ。それに神内先生とずっと一緒にやってきたんで、まぁ何とかなるだろうという気持ちもありました」

「実際、自友党の議員らや、新しん・民みん政せい党とうに行った連中は悲惨な状況になってるからな。これだけ裏情報が表沙汰になるなんて未だかつてなかったことだぞ。恐ろしいことだ。俺も気をつけないと……」

　顔を見合わせる議員たちに、神内が冗談交じりに口にする。

「混沌とした状況になってきたな。それにしても……議員歴の長い連中の情報が軒並み公おおやけになっているのに、なぜ俺が無事なのか不思議で仕方がない。俺など、真っ先にメディアに叩かれまくられそうなんだがな」

「言えてますね。なぜ神内先生が無事なのか、ぼくらの間でもちょっとした話題ですよ。考えてみれば、大和同盟の議員だけはみんな無傷だから、世間の評価が結果的に上がっているという──」

　そこまで言った議員の一人が、思わせぶりに言葉を濁にごらせた。何らかのことを察しているような口ぶりだった。

　話を受けて、別の議員が窺うように訊きいてくる。

「大和同盟の大バッシングから、いきなりの逆転劇……。大和同盟ばかりが得をしているような状況だ。まさか日毬ちゃんがここまでのことをやっているというわけではないよね？」

「刀を手に国会議事堂に乗り込み、暴力革命も辞さずと決意していた私だ。私は民主主義を完膚無きまでに破壊してでも、自らの独裁を実現させようと邁まい進しんしてきた。それゆえ陰謀を巡らすような方法論を私は採らない。……いや、その手のことが政治舞台では避けられないことを薄々理解してきたつもりだが、残念ながら私にはわからないのだ……」

　言いながら、日毬は俺に視線を向けてきた。

　作戦行動のあらましを共有しているのは由佳里と壮司だけだ。日毬には、「俺に任せてくれ」と伝えてあるのみである。それゆえ、本当に日毬は事情を知らない。日毬も俺に対して、議員たちと同様の思いを抱いているに違いない。

　質問した議員がうなずく。

「そうだよな、日毬ちゃんがこれだけ壮大な絵図を描いているとは考えにくい。とすれば……？」

「……織おり葉ばさん。この大暴露合戦を仕掛けたのは、実はあんたじゃないか？」

　神内がストレートに切り出してきた。

「……」

　しばし俺は、どのような受け答えをしようかと思案した。

「考えてみれば不自然なことが多い。ここに残った一二人の議員たちは、俺も含めて自友党や民政党での経歴が長く、さまざまな情報を暴かれてもおかしくはない政治家と言えるだろう。この稼業を長く続けていれば、金絡みの醜しゅう聞ぶんはどうしたって避けられないものなんだ。にもかかわらず、どうして俺たちは無事なのか」

「これだけの施設を用意できる資金力、政財界との人的なネットワーク、そして神楽さんを擁よう立りつする手腕……これほどの陰謀を巡らせることができる人物がいるとしたら、織葉さんはその候補の一人なんじゃないかって我々も囁ささやき合っているところなんですよ」

　堰せきを切ったように、次々と議員たちが俺に対する疑義を口にし始めた。

　つい内実を打ち明けてしまいたい気持ちに駆られたが、それを俺はグッと堪え、淡々と言葉を絞り出す。

「過大にすぎる評価です。大和同盟バッシングの大合唱を撥はね返そうと私も懸命に努力しましたが、なかなか覆くつがえらせること叶わず、歯は痒がゆい気持ちでいっぱいでした。私も困惑していたところで、運良くメディアの矛先が自友党や新・民政党に移っていってくれて助かりました」

　いかにも想定問答集に出てくる公式通りの答えである。誰もが納得しないだろう。だが、それでいいのだ。

　核心の情報を持つ者は、少数に絞れば絞るほどいい。再び党がバラバラに分裂するような危機に陥れば、情報が拡散しているほど仕掛けが露呈する可能性は大きくなってしまう。日毬にさえ、洗いざらい仕掛けをすべて打ち明けているわけではない。こちら側であらゆる情報を握るのは、俺と由佳里と壮司の三人のみだ。それから完全に身内というわけではないが、外部組織としてはＣＩＡのローガンも同等の情報をリアルタイムで共有している仲間だろう。

「何と言おうと、俺たちは織葉さんを疑っている。そして同時に頼りにしてもいる。何もかも情報を寄越せと言うつもりはないが、我々を不安にさせない程度には、これから起こる出来事を共有させて欲しい」

　神内の「疑っている」という言葉をサラリと無視し、俺はうなずく。

「可能な限りの情報共有は行っていくつもりです。ご安心ください」

　半ばデタラメの言葉だ。しかし、適切な答え方であろうと思う。

　議員の一人が言う。

「一連の大バッシングで政治生命を完全に絶たれた政治家もいる。次の選挙では落ちる可能性がでてきた政治家も多い。何にしても恐ろしいことが目の前で起こっているよ。今日、漠然とわかったのは、織葉さんだけは決して敵には回せないということだ」

　神内が食い下がってくる。

「一つだけ、どうしても確認しておきたい。裏には誰かいるのか？　中国政府、あるいはアメリカ政府……いいや、大統領の演説を聞いた限りでは、アメリカではないんだろうな。ＣＩＡとはコンタクトがあると聞いてはいるが、それは珍しいことではない。神楽さんを牛ぎゅう耳じるような何者かがいるのであれば、包み隠さず教えておいてほしいところだ」

「いませんよ。ご安心ください」

　断定的に俺は言った。

　その心配は尤もっともだが、本当に誰も背後にはいない。ただし巨大組織によるバックアップが乏しい分だけ、険しい綱渡りの日々だ。ＣＩＡは仲間ではあるが身内ではなく、リリィなどを通して個人的な人間関係は深いとはいえど、裏切るときは裏切ると想定しておかなければならないだろう。

　すかさず日毬も続く。

「貴公は大いに誤解している。私が誰かに牛耳られたりするものか。大和同盟の党首に就任した今も、昔から私の目標は何も変わっていない」

「そうか、そうなんだろうな。堅物の神楽さんを都合よく操れるはずもない。以前、俺に向けて『殺す』と本気で言い放ったくらいだ。とすれば、大和同盟が不意に世界の中心になりそうな今の雰囲気は、やはりあんたがたの力がもたらしたものだろう」

　やや投げやりな口調で言い、神内が俺に視線を向けてきた。

　俺が応じる。

「ここでお約束できるのは、大和同盟に残ってくださった一二名の方々は、資金面の心配を今後はしなくてもいいということです。今後、大和同盟が拡大し、所属する議員が増えていけば、さすがに一〇〇人規模の議員たち全員の資金の面倒を見ていくことは不可能です。しかし、大和同盟ある限り、この一二名の方々だけは特別扱いをしていくことを確約し、我々は自分のこととして支えます」

　彼らは彼らなりに利益を見込んで残ったのだろうが、背後はきっちり固めておかなくてはならない。こちらが前で戦っているときに、後ろから槍やりで突かれないようにしておくことが必要だ。また、混乱のなかで残る決断をしてもらったことに対し、感謝の気持ちも当然ある。

　議員たちは感じ入ったように言う。

「そいつは頼もしい……」

「ありがたい限り……」

「繰り返しますが、日毬の存在があってこそ稼ぎ出せている資金なので、感謝するなら日毬にしてください」

　俺はそう強調した。

「私や颯はや斗との感謝の気持ちだ。大和同盟が政権を獲った暁あかつきには、ここにいる初期のメンバーはよほど能力的な問題がない限り、主要なポストに就いてもらうことを約束する。諸君らと共に私は党を創っていきたい」

　日毬は全員をゆっくりと見回したのち、力強く続ける。

「大和同盟は必ず政権を獲ることができる。目下アメリカからの横ヤリが入っているが、そのことがまさに、大和同盟が日本政界の中枢に躍り出る可能性を如実に物語っている。だからこそ、日本国の未来のため、諸君らにもより一層の奮起を望みたいところだ」

　集まる政治家らは笑みをもらしながらうなずいた。軒昂に語る日毬の様子が微笑ほほえましかったのだろう。また、資金面のバックアップを約束されたことで、安堵感があったのかもしれない。

　アメリカからの圧力に抗していかねばならない状況だから、こうして背後を着々と固められたのは前進といってよかった。
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　俺と日毬はアメリカ大使館を訪問していた。訪問の相手はクルス大佐だ。

　ローガンにも同行してもらおうか迷ったが、彼らの微妙な対立関係を考えれば、余計な波風を立ててしまう可能性もあった。それゆえ、今回ばかりはＣＩＡを絡めず、ストレートにクルス大佐にぶち当たってみようと考えたのである。陰謀ばかり巡らすのではなく、ときにはこうして敵方と直接相まみえることも有用だろう。

　ホワイトハウスを攻略するには、その尖せん兵ぺいとなっているＤＩＡとどのように対するかをまずは見極めねばならない。

　俺と日毬を客室に招き入れたクルス大佐は、慇いん懃ぎんに応じてくる。

「急に訪問してくるとは驚いたよ。私に何か役に立てることがあるだろうか」

「クルス大佐も元気そうで何よりだ」

「こうしてお会いする機会をもらえて感謝しています。場合によっては門前払いされることも考えていましたからね」

　互いに、当たり障さわりない挨拶からの始まりだ。

　ここは大使館内の客間の一つなので、確実に盗聴はされていると考えるのが自然であろう。

「まさか私が、ひまりんを門前払いにするわけがない。私こそアメリカ人ひまりんコミュニティーのなかで最も古株の一人だと自負している」

　そんなコミュニティーがあるのかどうか不明だが、クルス大佐は真に迫った面持ちだった。

「日毬が党首に就任した大和同盟は、日本メディアのバッシングによって一時窮きゅう地ちに追い詰められました。しかしおかげさまで、さまざまな人の助力によってなんとか危機を脱することができました」

「それにはローガンも協力したのだろうか？」

「その答えは、ご本人に直接聞いてもらうのがいいのではないでしょうか」

　俺が言葉を濁らすと、日毬が当たり障りなく続く。

「ＣＩＡとは良好な関係を保っていると思う。これからもそう願いたいものだ。できることならクルス大佐とも共同歩調を取っていければと私は考えている」

　クルス大佐は指を慌ただしく動かしながら言う。

「私とてそう願いたいものだ。だが我が政府の方針というものがある。私にも立場があるからね、仕方ないんだよ」

　クルス大佐は日毬の言葉に言質を与えず、曖昧な逃げ方をした。しかし居心地が悪そうに、忙しなく目を動かしたりしていた。スパイ稼業が身に染みているはずのクルス大佐でも、日毬を前にして堂々と装えないのは、生粋の日毬フリークだからなのかもしれない。

　弱った表情のクルス大佐の隙を衝くようにして、俺が切り出す。

「もう過去の話なんで、ざっくばらんにお聞きできればと思うのですが……やっぱり日本メディアの総バッシングが始まったのは、クルス大佐が仕掛けたからでしたか？」

「仕掛けたというと大おお袈げ裟さすぎる。私はただ、何人かの関係者に軽く口を利いたにすぎない。多少は高い店で食事もさせてやったが、そのくらいだよ。あとは勝手に話題が転がっていったんだ。たしかに最初のほんの一押しをしたことは認めるが、あの騒動は私が何かしなくても同じような状況になっていたのではないか」

「まぁ真相はそんなところなんでしょうね」

「……テレビや新聞の連中がひまりんを口汚く罵ののしるのを見て、私も怒りに震えていたよ。本当なんだ。あんなヤツらに本当のひまりんの一体なにがわかるのかと……」

「クルス大佐に畏かしこまってもらう必要はない。バッシングがあったことで、私はかえって良かったと考えている。もしバッシングがなくあのまま政界の主流勢力に躍り出ることになったら、烏う合ごうの衆しゅうを抱えたまま、それを見破ることもできずに突っ走ってしまったかもしれない」

　そこでいったん間を置いた日毬は、トーンを落として続ける。

「一筋縄ではいかないのが政界だ。必ず一度は危機に見舞われたに違いないが、前に進んでから党がバラバラになっていたら取り返しのつかないことになっていた。最善のタイミングでバッシングに遭あった幸運に私は心から感謝しているし、クルス大佐が板挟みで苦しい状況になっていることも理解していたつもりだ」

「ひまりんにそう言ってもらえるだけで、私の沈んだ心もぽかぽかに満たされる。君たちが去ったあと、きっと私は嬉し涙を流すに違いない」

「意外と、詩人っぽいところがあるんですね」

　巨体に似合わないポエムに、俺は思わず苦笑してしまった。

「ところで、今日来たのはどんな用だ？　残念ながら今の私にできることはほとんどない。何らかの支援を期待して来たのであれば、また断らなくてはならないのは辛すぎる」

　ＣＩＡのような不良集団と違って、国防総省ともなれば原理原則を尊ぶ軍人組織だ。クルス大佐には、ＣＩＡローガンのように臨機応変な対応をすることは難しいに違いない。

「いえ、依頼というより、お聞きしてみたいことがあったんですよ。一昨日のアメリカ大統領のスピーチが、明らかに日毬を非難しているとわかる内容だったじゃないですか。今までのアメリカの姿勢と言えば、あくまで非公式的に、日毬が政権に関与することを望まないという方針だったと思います。ですが今後は公式に反日毬の姿勢を採ってくるつもりなのかどうか」

「もともとホワイトハウスがひまりんに対して好意的だったことは一度もないよ。むしろ危険な勢力であるという位置づけを崩していない。先さきだっての大統領の演説は、その姿勢を再確認しただけのことだ」

　日毬が眉をひそめる。

「なぜ急に、大統領が自ら私をターゲットにして警告してくるまでになったのだ？　内政干渉も甚はなはだしい限りだ」

「それだけひまりんが確固とした地位を獲得したことの裏返しでもある。日本政界を見れば、自友党は最大級の危機に見舞われている。党内は混迷を極め、解党の危機すらささやかれる始末だ。次の選挙は確実に厳しい。かといって最大野党である新・民政党も似たような状況に見舞われているだろう。このまま放置すれば、大和同盟は確実に政権を狙う勢力になる。そんな焦あせりがホワイトハウスには漂っているのだよ」

「なぜ焦るのかわからない。私はアメリカの敵ではない。未来永劫……とまでは言えないが、今後五〇年や一〇〇年の単位で考えれば、アメリカこそ日本に最も必要なパートナーであると私は確信している。私はホワイトハウスと多くの理念を共有できると信じている」

「それはひまりんの片思いであって、現実の大和同盟の政策は、ホワイトハウスには決して受け入れられない分野を幾つか抱えている。とりわけ日本の核武装化など、どうあってもホワイトハウスが受け入れるはずがない。ひまりんが政策を一変させない限り、妥協を探る道はないだろう」

「もっと端的に言えば、日本にコントロールできないカリスマが現れるのは好まない、ということなんでしょうね？」

　俺が率直に確認すると、クルス大佐はうなずく。

「そういうことだ」

「そこを、無理を押してでもお願いしたい。どれほど大統領が私を非難しようが、私の方はホワイトハウスとの関係改善を強く望んでいる。なんとか妥協の道を見出したいんだ。どうかその方法をアドバイスしてもらえないだろうか」

　強い語調でそう言った日毬は、クルス大佐に向けて深々と頭を下げた。

　困惑しきった様子のクルス大佐だったが、やがて大きく息を吐いて口にする。

「……もし私なら……直接アメリカに乗り込むだろうね。そこで大統領と話す機会を作り、お互いの理解への足掛かりとすることだろう」

「外交ルートを通してアプローチすべきでしょうか？」

「大統領はひまりんを非難したあとだ。公の席で会うことはないだろう。だが、ひまりんは世界的なＶＩＰなんだ。別の方向性から話し合う機会を探ることは十分に可能なのではないか？」

「別の方向性とは？」

「実感はないかもしれないが、アメリカにも根強いひまりんのファンが少なくない。とりわけハリウッド関係者には、ひまりんの熱烈なファンが多いと聞く。政治家ではなく、芸能界の大御所として渡米し、その方面からアメリカの世論に働きかけていくというのが……回りくどいようでいて、実のところ最もホワイトハウスの方針に影響を与える力になるのではないだろうか。大統領とて、世論の支持があってこそのものだ」

　さすがに情報畑を歩いている分だけ、困難な状況においても何がポイントになるのかを、クルス大佐は冷静に見据えていた。俺も漠然とながら、アメリカ世論を攻略することがホワイトハウスへの足掛かりになると考えていたところだったのだ。

「なるほど……。芸能事務所としては、今まで海外進出にはあまり熱心ではありませんでした。計画は幾度か持ち上がっていましたが、現実的には日本国内で十分に稼げるので、あまり積極的になるインセンティブを感じなかったんですよ。ですがたまには、アメリカを訪問してみるのもいいかもしれませんね」

「機は熟しているのではないかと私は思うね」

　クルス大佐も方針には肯定的だった。

　俺は日毬を向いて問いかける。

「日毬、アメリカでも活動してみるか？」

「むうう……できることならアイドル活動は切り上げたいところだが……しかしそれが日本国家のためになるのであれば、私は苦汁を吞み込んで活動を続けなくてはならないのだろう……。それが日本であろうとアメリカであろうと構わない」

　そろそろ日毬はアイドル活動から足を洗うべき頃合いだと考えていたに違いないが、次はアメリカでも似たような活動をしなくてはならない状況に、困惑しながらも同意したのだった。
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　都内のホテルのレストラン個室を予約した俺と日毬は、レイエス一家を会食に誘って話し込んでいた。

「──そんなわけで、クルス大佐の姿勢はまったく変わることがありませんでした。ただ、心情的には大いに同情してくれている様子で、芸能人としての日毬がアメリカでも活動し、ホワイトハウスが無視できないような活躍をすればチャンスはあるのではないかとアドバイスしてくれました」

　俺が経過を報告すると、ローガンは何度かうなずく。

「いいじゃないか。ホワイトハウスに圧力をかけるなど現実的ではない分、アメリカ国民に神楽さんを受け入れてもらうようにしたらいい。政治家たちも大統領も無む下げに神楽さんを非難することは難しくなる」

「アメリカに活動の拠点を置くのは悪いことじゃないけど、それだけじゃまだまだ足りないわね。第一、話が曖昧すぎるわ。もっと現実的な工夫が必要よ」

　クロエの指摘に、俺が訊く。

「たとえば、どんな工夫がいると思う？」

「ワシントンに、大和同盟のロビー団体を設立しなさいよ。そこを拠点にして戦略を練り、メディア各社を巻き込むような大規模な宣伝戦を仕掛けて、神楽さんをアメリカ人に広く売り込んでいくようにするのよ。適正な報酬を払えば、優秀なロビイストを何人も雇えるでしょう」

　リリィが続く。

「アメリカでのロビー活動を展開していくつもりなら、ものすごいお金をばらまかなくちゃならないと思うな。大統領選挙で勝つためには五〇〇〇億円が掛かるっていうしね。そのうち一兆円が最低ラインになるんじゃないかな」

「そりゃ、ロビー団体を運営してくれるような才能がある相手をスカウトできるなら考えるんだけど……。信頼できそうな人間に、誰かアテはあるか？」

　俺の問いに、ふと日毬が口にする。

「大和同盟のロビー団体代表なら、クロエが適任なのではないか？　私や大和同盟の事情に精通しているし、日本に関する知識も本物だ。ロビイストが本職ではないかもしれないが、総合的に考えると良い人選なように思えるぞ」

「たしかに……。灯台もと暗しとはこのことだな。俺も賛成だ。クロエに、大和同盟のアメリカでのロビー団体代表をお願いしたい」

「私？　今の仕事には大いに不満があるけれど、かといってここでの生活が気に入っていないわけじゃないのよね。芸能デビューしたリリィについて回るのも楽しいし、私自身を政治コメンテーターとして売り込む計画もあるっていうじゃない？」

　クロエはあまり気乗りしないようだった。

　しかし俺は少し押してみる。

「やっぱり考えれば考えるほど、クロエに手伝ってもらうのがいい気がしてきた。ローガンからも説得して欲しいんだけど」

「クロエもときどき、国務省を辞めたことを後悔していたじゃないか。これは政治の舞台に再び復帰できる良いチャンスになるかもしれないぞ。決して颯斗から説得されて言うわけじゃなく、ぼくは純粋に良い仕事になると感じたね」

「今はダメよ。私をコメンテーターとしてニュース番組に売り込むのが先決」

「ママ、私からもお願い。ひまりんを手伝ってあげて」

「ワシントンって何もないのよね。東京での生活に慣れちゃうと、いまいち踏ん切りがつかなくなるわ」

　生活スタイルの変化に抵抗があるのであれば、転職先の良し悪しの話ではなくなってしまう。暗中模索のなかロビー団体を設立するならクロエに手伝わせるのがスムーズかと思われたが、諦めなくてはならないのだろうか。

　俺は代替案を口にする。

「ダメか……ワシントンに送り込む人物としてはちょっと弱いが、ひとまず佐さ々さ倉くらさんを現地に派遣して準備させるという手があるかもしれないな。そしてロビイストを幾人か雇って、本格的に取り組むことにしよう。現地のトップに立ってくれる人物には、年俸五〇万ドルくらいでいいだろうか……」

「やりましょう。私にすべて任せなさい」

　唐突に、クロエは素早く手の平を返した。トップに用意する報酬額を聞くに及び、やる気になったらしかった。

　リリィは手を叩いて喜ぶ。

「ホント？　良かった！　ママがやってくれるなら百人力だよね！」

「どこまで本気なんだ……？」

　急な変わりように俺は戸惑ったが、クロエは身を乗り出して説明を始める。

「資金をばらまくところから始めましょう。どこの誰に、どんな形で資金を突っ込めばいいか、私ならそれなりに把握しているつもりよ。何かあればローガンも利用できるしね」

「引き受けてくれたのはいいんだが、あんまり前のめりにならんでくれよ……。ぼくも手伝えるところはやるつもりだが……」

　ローガンは困惑した様子だった。

「壮司は私の部下として使わせてもらいたいわね。私以上に大和同盟の政策に詳しいんだし、神楽さん周辺のことを熟知している壮司みたいな人間が、ワシントンで活動する場合は補佐として必要よ。ＣＩＡとの間をつなぐ役目を任せることができるしね」

「佐々倉さんの了解を取らなくちゃならないが、他ならぬ大和同盟のためとなれば引き受けてくれるだろう。クロエの部下というのに難色を示すかもしれないが……」

　おそらく壮司は、クロエの部下にはなりたくないだろう。しかし壮司の場合、事が大和同盟や日本国のためとなれば奴隷に身を売ることすら厭いとわない筋金入りの男でもある。一も二もなく引き受けるに違いない。

「今の仕事を辞めるにしたって二ヶ月は掛かるだろう？」

　そうローガンが訊いた。

「一刻も早く辞めてしまいましょう。とにかく急ぎよ。だけど大学の授業に穴が空くのだけは避けたいから、同僚に代役をお願いすることにするわ。代役を引き受けてくれる謝礼を十分に積めば、むしろ喜んでくれるはずよ」

　そしてクロエはスマートフォンのカレンダーに視線を落としながら続ける。

「できれば来月にはワシントンに拠点を作ってしまいたいわね。ううん、今月中には一度行って、相応ふさわしいオフィスを借りてしまいましょう」

　いともあっさりしたクロエの転身には驚いたものの、レイエス一家との会食は実のあるものになってくれた。ワシントンへのロビー団体の設立、そしてクロエが代表を引き受けてくれることまで早くも決まってしまい、さまざまな準備に追われることになったのだった。
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「じゃあじゃあ、ひまりんのアメリカでのマネージメントはクロエがやるってこと？」

　事務所で主要メンバーが集まったときに報告すると、すかさず杏奈が嚙かみついてきた。

「当たらずとも遠からずってところだな。といっても芸能事務所を開業するわけじゃないし、タレントの売り込みでもない。大和同盟の売り込みを担ってもらうわけだよ。アメリカでの芸能活動を本格化させる予定まではない」

　俺の説明にクロエも続く。

「神楽さんのテレビ出演の手配なんかはぜんぶ私がやることになるわ。向こうでマーケッターを何人も雇って、神楽さんを世界政治のスターダムに押し上げるのよ。アメリカのマーケッターは世界一優秀だから、彼らをフル活用してやってみましょう」

「佐々倉さんにも伝えてあるけど、大和同盟のスタッフとしてアメリカの方に行ってもらうことになる」

　壮司は畏まって皆を見回す。

「私はしばらくアメリカに拠点を移し、大和同盟のロビー活動に全身全霊を捧げます。クロエの部下というのが悩み所ではありますが、たしかに大和同盟の政策をくまなく知る者として一人はアメリカで活動せねばならないと思います。日々たくさんある事務作業を放り出してアメリカに行ってしまうのは心苦しくあるのですが、何卒よろしくお願いいたします」

「悩み所っていうのは聞き捨てならないわね。まぁいいでしょう。その分、壮司には多量の仕事をこなしてもらうわ」

　そう言って、クロエは鼻を鳴らした。

　なんともウマが合わなそうなクロエと壮司だが、かといって仕事を疎かにする二人ではないだろう。

　千歳が確認してくる。

「佐々倉さんがいなくなると、事務所の掃除をやる人がいなくなってしまいませんか？　また私が事務員を引き受けた方がいいかもしれませんね」

「言われてみれば……佐々倉さんがいなくなると事務所の掃除や整理整頓をやってくれたりする人がいなくなる……。それって意外とピンチじゃないか。誰も事務所の整理整頓なんてしてないだろ。事務員を雇った方がいいかもしれない」

「私がまた事務員をやりますよっ。これでもタレント業が忙しくなったんですけど、事務所のピンチだからこそ私が率先して事務員を引き受けるべきだと思うんです」

　懸命に千歳が力説した。

「……」

　俺はあえて無言で、哀しい表情を作り千歳を見やった。

　徐々に千歳は呆然とした表情になっていき、息を吞のんで目を見開く。

「じ、常務……？　そんな……！」

「まーた颯斗が千歳をイジメとるで。こら病気や」

　栞は呆れて首を振った。

「イジメずにはいられないんだよね。それが、捻ひねくれた颯斗くん流の親愛表現なんだよ」

　杏奈はニヤニヤしながら俺を見やってきた。

　俺は困惑の視線を投げただけで、他には何もしていないと抗議しようとした。しかし居並ぶ女性陣が俺に敵意を露わにしていたため、形勢の不利を悟り、俺は押し黙って逃げを打つことにした。

　由佳里が追い打ちをかけてくる。

「素直に千歳ちゃんの申し出に感謝するべきですよ。私たちも事務所を汚さないように心がけたり、ゴミ捨てに率先して協力したりするから、千歳ちゃんが事務員の仕事をメインでお願いね」

「はい！　少しは売れるようになってから事務員に復帰するのは、なんだか嬉しいですし、故郷に帰ったような気持ちですね。がんばります！」

　尻上がりな調子で千歳は言った。

「不ふ肖しょうながら私も手伝わせていただきます。佐々倉さんの手際には及びませんが、事務所の掃除など以前は私も協力していましたし、人数でカヴァーできるのではないかと思います」

　凪なぎ紗さに、丞林が続く。

「私もお手伝いしますよ。佐々倉さんが不在の事務所の掃除は、私と千歳さんと凪紗さんの三人で協力してやりましょう」

「ありがとうございます、凪紗さん、丞林さん！」

　千歳は尻尾を振った犬のように、満面の笑みで応じたのだった。

　ついつい再び千歳に物申したい気持ちに駆られたが、全タレントが目前にいる目下の情勢はあまりに不利である。俺は言葉をグッと堪え、千歳と凪紗と丞林の三人が決意を固める様子を見守ったのだった。

　単なる事務所の整理整頓や清掃業務に、こんな風に決意を固めるのは行き過ぎだと考えたくなるかもしれない。しかし、たかが掃除、されど掃除である。事務員として壮司があまりに優秀すぎ、そのことはひまりプロダクションの面々なら誰もが理解していた。ブラック企業社員も驚くほどこのビルに常駐し、わずかな物品のズレをサッと直し、ゴミ一つも見逃さない壮司の監視の目は、常人には真似のできないレベルだった。事務所が常に清潔に、綺麗に保たれていたのは間違いなく壮司の仕事の賜たま物ものである。その壮司がいなくなると、多くの日常作業に支障がでてくるのは仕方のないことであり、千歳一人ではとうていその穴を埋めることが叶わないのだった。

　放課後の部活のようなノリで三人がうなずきあっているのを横目に、俺は言う。

「というわけで、大和同盟のロビー団体をワシントンに創る作業でいろいろと多忙になるだろう。うちの事務所は年がら年中立て込んでるから慣れてるだろうけど、それでも佐々倉さんが欠員になる穴は意外と大きい。日毬や俺もアメリカと日本を往き来することが増える。マネージャーなしで駆け回ってもらうことがさらに増えるだろうが、今後とも協力を頼みたい」

「協力どころか、ひまりプロダクションは私たち自身の事務所だし。何だって率先してやるに決まってるよ」

　杏奈は当然のように主張した。

　うちのタレントたちは、誰もが事務所の経営のことを自分自身のこととして考えてくれている。もちろん個々人の能力はバラバラだし、取り組める範囲も違うが、心から事務所を大切に思ってくれていた。

　所属事務所に対して不満や怒りの気持ちを内心に抱えているタレントはとても多いなか、ひまりプロダクションのような事務所の存在は貴重だった。日毬の自己犠牲精神が、こういう事務所の雰囲気を作ってくれる要因になっているのかもしれない。何にしても、ありがたいことだ。

　杏奈が続ける。

「ところで私から提案。せっかくクロエがアメリカに拠点を持つんだったら、リリィはアメリカで売り込んでいった方がいいと思うんだよね。アメリカでそこそこ売れたら、結果的に日本でもかなり売りやすくなるよ。日米両国で活躍できる素地があるんだから、活かすべきだよ」

「しかし、アメリカでの芸能事業の地盤は皆無だし、拡大していく予定も──」

　俺が難色を示すと、すかさずクロエが口をはさんでくる。

「それもやりましょう。リリィが本国でも活躍できるようになるなんて素晴らしいことよ。いいこと、リリィ。これからのあなたはハリウッドスターの仲間入りをするの。ＯＫ？」

「ママ。私、ハリウッドスターよりＣＩＡに入りたいよ。パパや大佐みたいに、いろんな国の内部中枢に入り込んで政治を牛耳るの。そんな仕事の方が絶対ハリウッドよりワクワクすると思うんだ」

　もともとリリィは情報機関員になるのが夢だった。タレントの世界に足を踏み入れたのはリリィにとってちょっとした冒険の範囲内のことであるし、母親であるクロエのほうはリリィをゆくゆくは金融界に押し込みたいようだった。

　すかさずクロエが否定する。

「ダメよ。リリィはまだＣＩＡを、フロンティアスピリットに溢れてる冒険野郎の集団みたいに誤解してるわ。ローガンを見なさい。公務員の成れの果てよ。雁がん字じ搦がらめでロクに身動きも取れず、ストレスが溜まって仕方ない職場なのよ」

「パパは格好いいと思うよ。ときどき頼りないところもあるけれど、中間管理職って大変なんでしょう？」

「リリィには、もっと輝かしい道がある。私がそれを用意してきた。日本でのアイドルデビューも、ハリウッドに進出するのも、経歴作りの一環になるわ。もちろん早いうちに大学にも行ってもらう。リリィの学識があれば一足飛びに卒業するのは容易いでしょう」

　栞がうんざり気味に口をはさむ。

「なんや聞いてると、リリィが可哀想になってくるんやけどな。好きなようにやらせてやりぃな」

「栞には親心がわからないのよ。いずれリリィは私に感謝するときが来るわ。リリィ、私を信じなさい」

「うん、ママ……やってみるよ……」

　俺も栞とは同意見だったが、事は家族間の問題である。いくら友人だったとしても、首を突っ込むのが憚はばかられるラインはあるものだ。リリィが本当に別の道を歩みたいなら、最終的には本人が努力して母親を説得するのが最善である。その手助けくらいなら、外野でもしてやれるだろう。

　俺は意見を言うのを手控え、話を元に戻す。

「大金を払うんだし、クロエには大和同盟のロビー活動に集中して欲しいところなんだがな。リリィの売り込みは別の話だろう」

「リリィが活躍すれば、それは大和同盟にとっても大いにプラスになるはずよ。颯斗にはそれが理解できないのかしら？」

　無理やり結びつけようとしている気もしたが、リリィが活躍することにマイナス点は何もない。そもそもリリィはひまりプロダクションの所属タレントなのだから、売れてくれるに越したことはないのである。リリィは中途半端に政治面の知識が豊富であり、いささか一般視聴者にとってショッキングなことを口走ってしまうため、テレビでは使いづらいタレントだったというだけのことだ。テレビで大っぴらに使えるなら、若くて可愛らしく、知識豊富なリリィには、多くの需要が見込めたはずである。

「……わかった。クロエに任せる。大和同盟の件ではアテにしてるよ」

　半ば投げやり気味に俺は言った。クロエには大和同盟の件で責任を果たしてもらえればそれでいい。それ以外のことには関知せず、本人のやる気を削がない方が賢明だろう。そもそも、ひまりプロダクションに損になるような方向性ではない。

　由佳里が話を締めくくる。

「諸々決まりですね。クロエと佐々倉さんには早い段階でワシントンに渡ってもらって、大和同盟のロビー団体を設立し、活動してもらう。佐々倉さん不在の間は、千歳ちゃん、凪紗ちゃん、丞林ちゃんの三人に事務員代行を務めてもらう。みんなも、ゴミ捨てや整理整頓をいつもより心がけるようにする。そしてリリィちゃんはハリウッド界かい隈わいでの売り込みをしてみる──ということで、いいでしょうか？」

「そうだな。それでいい。みんな大変だと思うが、お互いをサポートし合って乗り越えてくれよ。大和同盟にとって今は重大な岐路だからな」

「私はいよいよ敵の本丸に乗り込むということだ。今までにも増して気合を込めて取り組まねばなるまい。皆の手助けを無駄にはしないよう、私は身しん命めいを賭として取り組む覚悟だ」

　いつものごとく物々しく宣言する日毬に、クロエが注意する。

「敵というのは言い過ぎよ。だってホワイトハウスでしょう？　上手く立ち回ることができればこっちに転がり込んでくる相手を、敵とは呼ばないわ」

「私にとってアメリカ攻略は最終目標の一つでもある。大和同盟のあらゆる政策の前には、アメリカという難物が立ちはだかっている。その難物の存在を便宜上、敵と呼ぶのはそれほど間違っていないと私は思う」

「まぁいいでしょう。今のところはね。私は別にホワイトハウスの味方ではないし、神楽さんのパーソナリティに文句を付けたいわけじゃない。単に、アメリカでのロビー活動にあたって不用意な発言は慎んで欲しいと思っての忠告よ。これから行うロビー活動は、ビジネスとしてスマートに取り組むスタンスを持って欲しいものね」

「なるほど……そういうことなら理解した。ホワイトハウスを無意味に刺激するような発言は、可能な限り公の場では抑え込むように努め、アメリカ攻略に全力を挙げることにしよう。クロエ、どうかアメリカ攻略をよろしく頼む」

　そう言って、日毬は丁寧に頭を下げた。

「世界的なビッグタレントに丁重に頼まれるなんて悪い気分はしないわね。一緒に最善を尽くしましょう。神楽さん、よろしく」

　クロエが手を差し出すと、二人は堅く握手し合ったのだった。

　日毬は当面のスケジュールが入っているから、アメリカに足を踏み入れるのは少し先になるだろう。クロエと壮司を早々にアメリカに送り込み、準備に取り組んでもらうことになる。そして俺の方は、アメリカに行く前に、日本でやるべきことを済ませてしまわなくてはならない。
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　俺と由佳里は個室となっているホテルの日本料理店で、部長と酒を酌くみ交わしていた。蒼そう通つう時代の俺たちの上司だが、今は上司でも何でもなく、単なるお友達関係といったところだろう。

「いま役員連中をまとめているところだ。上手くすれば半数以上は、俺の味方に付くだろう。だから金を回してくれ」

　部長は何気ないことのように口にし、日本酒をグイと喉のどに注ぎ込んだ。

　俺は軽く問い返す。

「いくらです？」

「ひとまず一〇〇〇万だな。足りなくなるかもしれないが、そのときはまた請求させてもらおう」

「了解です。明日にでも、くだんの干物屋に発注しますよ」

「金の行き先は別途まとめてある。接待に使った分の領収書も取ってある。必要なら裏を取るといい。仲間を瞞だましたりはしないよ」

　部長の言う「仲間」とは、「金づる」という意味で受け取っておくべきだろう。

「どうです、楽しい作業ですか？」

「ふふふ、なかなか胸躍るものだな。まさか俺がこんなに早く、社長の椅い子すに手が届くことになろうとは思ってもいなかったよ」

「順調そうで何よりです。これで部長も大出世ですね」

　俺はおだてた。

　一方、詰まらなそうに箸で刺身の盛り合わせを突いていた由佳里が、顔も上げずに口にする。

「男の人ってばっかみたい。戦国時代ならともかく、今は偉くなったって別に何かが変わるわけじゃないと思うんですけどね」

　由佳里の言葉には、威い嚇かくが含まれているようなニュアンスがあった。以前、告訴の件で部長と揉めたせいで、仲が良いとは言えない関係なのだ。

　揉めて以来、由佳里は部長と顔を合わせるのを嫌がっていた。しかし俺がどれくらいの期間アメリカに滞在しなくてはならないかまだわからないので、由佳里には経緯をリアルタイムですべて理解しておいてもらう必要があり、この場に連れてきたのだった。

　部長はたしなめる。

「そういう健けん城じょうくんは大社長様じゃないか。女性ＣＥＯと言えば、日本のみならず海外においても、まず挙がるのは健城くんの名前だろう」

「私は別に、社長の椅子なんかどうでもよかったんですよ。楽しいかどうかが第一です。結果的にこうなってただけで」

　素っ気ない由佳里の対応だ。

　俺が話を続ける。

「しばらくの間、ぼくはワシントンでロビー団体を動かすために日本を不在にすることになると思います。ですので、ぼくが不在の際に急ぎ何かあれば、由佳里の方に連絡をお願いします」

「ほう。大和同盟はアメリカ政界の工作までするのか。そうか、例のアメリカ大統領のスピーチだな？」

「ええ、ホワイトハウスは大和同盟をまるで認めていません。現状のままアメリカの意志をないがしろにして、日本の政権与党を担うことはおよそ不可能です。全面的支援を取り付けるなんて期待はしていませんが、せめて敵にならないようなロビー活動をやらなくちゃ先に進めなくなっているんですよ」

「日本のメディア連中を抑えつけたと思ったら、さっそくアメリカか。まったく難儀なことだ。君もよくやるよ」

　そう言って、部長は肩をすくめてみせた。

　顔を上げた由佳里は、部長を鋭く見やる。

「さっきから聞いてれば他人事みたいに。部長はどっちの味方なんですか？」

「俺にとって君らは仲間かもしれないが、あくまで金の関係があったればこそだ。究極的には、俺はどっちの味方でもない」

「日本の将来とか、そういう大事なことを真剣に考えたりしないんですか⁉」

　ダン、と由佳里は片手でテーブルを叩いた。

「熱くなるなよ。どうでもいいじゃないか、そんなことは」

「信じられない！　日本人として少しは国のことを案じるべきですよ！」

　由佳里の怒りには乗らず、部長は淡々と教師のように言い聞かせる。

「第一に考えるべきは自分のこと。そして家族のことだな。そっから先のことはどうでもいいんだ。メディアがいちいち騒ぎ立てている騒動の数々は真のクズばかりであって、自分にはまるで無関係の話……そういうスタンスが健全だと俺は思うんだよ」

「さすがに納得しかねますね。社会あってこその私たちだと思います」

　ムッとした様子の由佳里の視線はさらに鋭さを増した。

「ほら、織葉くんを見てみろ。俺の話を、よくわかっている顔だぞ」

「……」

　ついに由佳里は、俺まで睨みつけてきた。目が据わっている。よほど部長の話に怒っているのだろう。

「ぼくに話を向けないでくださいよ……」

　俺は日本酒を呷あおり、由佳里から視線を逸らして小さく口にした。

「ニュースなぞ、毎日チェックしていたら病気になるだけだ。物好きな暇人どもに任せておけよ」

　尚も部長は由佳里を煽あおった。どこか疲れ切った老人のような声に感じた。端っから由佳里の怒りを真摯に受け止めるつもりなどなさそうだ。

「最低ですね。前から知ってましたが。……ていうか、なんか先輩と話してるみたいな気がしてきました」

　水と油が本心を語り合っても折り合うはずがないので、俺は部長をたしなめる。

「由佳里みたいな一般人タイプには、アクの強すぎる話はしないでおいた方が賢明かと。何の得にもなりませんからね」

「そりゃ俺だって得にならんことは重々知ってるが、元上司としてそろそろ健城くんにも、俺たちの仕事というものがどういうものか理解してもらいたいと思うんだよ」

　由佳里は呆れ顔で自分を指差す。

「それを私に言う？　私これでも女性界最強にして伝説級の経営者なんですけど！」

　いつから伝説になっていたのか不明だが、由佳里は大真面目だった。

「自分でも言っていたように、健城くんは成り行きで社長になっただけじゃないか。いいか、最近の政治議論っていうものはな、わけのわからん大衆が参入してきたことで議論の質が落ち、バカどもの舞台になりつつあるんだ。象ぞう牙げの塔とうに籠こもるのも問題だが、かといってテレビやネットの世界みたいになれば惨め極まるものだろう。何事にも、適度な塩梅というものが必要だ。大衆の世界に俺は触りたくないだけだよ。勝手にやってろ、という気分なんだ」

「ここに日毬ちゃんがいたら斬り捨てられていますね」

「神楽日毬──疑いなく、戦後日本が持った政治家のなかでは最大級の大物だ。しかしある意味で言えば、バカどもを大挙政治議論に引きずり込んだ張本人の一人であると思う。……いや、それはおそらく神楽日毬を責めるよりも、織葉くんに言った方が適切か？」

「……さあ」

　俺は肩をすくめた。

「神楽日毬が現れたせいで、もともと最悪のものの一つに陥りつつあった日本政治が、ついに命脈を絶たれたようなものだ。古代ギリシアの民主制は衆しゅう愚ぐで死んだ。それと同じことが日本でも起こる。日本の民主主義は、もうすぐ実質的な死を迎えることになるんだろうよ」

「別に部長に日毬の立場を説明しようとは思いませんが、大いなる認識の違いだけは訂正しておきましょう。日毬の認識では、すでに日本の民主主義は死んでいるんですよ。今は死体が浮遊しているかのような状態でしょうか。だけど部長のなかでは、まだ死んでなかったみたいですね。日毬やぼくよりも、部長のほうが能天気だったことが驚きですよ」

　せせら笑うような含みを少しだけ込めて、俺は言った。

　しかし部長は怒らず、なぜか満足げに幾度かうなずく。

「……ほう。なるほど、神楽日毬はそういう立場だったのか。とすれば俺は、自分の能天気ぶりには爆笑したいところだ」

「へえ、ずいぶんと素直じゃないですか」

「いま神楽日毬をネットで毎日のように攻撃したり賛美したりしているカスのような貧民どもも、下らないことで騒ぎ立てるメディアの連中も、何もかも俺は死ぬほど嫌いだ。ハッキリ言えば、世の中の大半はクズで構成されている。死んでしまえばいいとすら思っている。クズどもは野垂れ死ぬのがお似合いだ。そんなヤツらがどうなろうが知ったことではないのだし、自友党だろうが大和同盟だろうが韓流だろうがどこかのアイドルグループだろうが何だって大喜びで売りつけてやる。どうせ買うのはゴミどもなんだから、それを俺たちが適切にコントロールして何が悪い？」

「許せない！　それが部長の言う健全な姿勢だっていうんですか⁉」

　ついに由佳里がぶち切れたようで、今度は両手でテーブルを叩いた。

　しかし部長は動じずにうなずく。

「そうだ。俺や織葉くんはかなりの健常人だ。そして健城くんは一般人ということを指摘しておきたいんだよ。いい加減、そろそろ大人になれ。そうすれば健城くんは、もともと持ち合わせている能力が有能だけに、一皮むけると大物になるかもしれないと俺は睨にらんでいるんだがな」

「……何でぼくが部長側で名前が出てくるんですかね。まぁ、言いたいことはわかりますけどね」

「私、もう超大物なんですけど！　あまりにも超絶すぎる世界的ＶＩＰです！　部長みたいな小物に言われたくないなぁ！」

　自分で自分を大物呼ばわりするところが実に由佳里らしいし、もしかするとそれが由佳里の有能さに直結しているのかもしれない。

　由佳里の煽りに乗らず、部長は持論を続ける。

「政治っていうのは相応の職業人が担うべきものなんだよ。今のように大衆が錯さく綜そうしたこの状況は、混迷しか生み出さない。職業政治家たるべき者は、見えないところで粛々と、自分の仕事を完遂するべきだ」

　俺が口にする。

「まだ部長に誤解がある。日毬が目指しているのは独裁者であって、ある意味で言えば究極の職業政治家です。メディアや大衆の影響を受けないところで一度仕切り直ししないと、現実問題もうどうにもならないという考えが日毬の出発点になっています。ですが、いきなりそこまで到達できるわけもないのですし、心を引き裂かれるようにしながらアイドル稼業に精を出して、この混迷した大衆をまとめようとしているわけですよ」

「そうか、日頃の神楽日毬の言動を見れば、まぁそうなのかもしれないな。まったく御大層なことだ。とんだ物好きがいたものだよ。俺は嫌いなタイプだな」

　話しながらますます冷めていく部長と、怒り心頭になっていく由佳里の好対照が、第三者として眺めている分にはなんとも不思議なものだった。

「日毬ちゃんを物好き呼ばわり⁉　公共のために必死に頑張ってる日毬ちゃんを、少しは応援しようって気持ちにならないんですか！　それが人情ってものでしょう⁉」

　由佳里は強く訴えたが、部長は落ち着くよう促うながす。

「理解が足りないようだな。いいか健城くん。俺や織葉くんのような、本当に社会に一定の影響を与える立場にいる人種の考え方をよく知っておくことだ。俺たちは大衆じゃない。ヤツらとは完璧なまでに無関係だ。そもそも、どうでもいいヤツらを、なんで助けてやらなくちゃならないんだ。まずそこがわからんのだよ。数多いるアジテーターごときに揺さぶられて行動を左右されてしまうような連中は、どうせ何をやっても社会の上層にはなれない。俺たちは連中の騒ぎを眼中には入れず、自身の利益と安全のために、ただ着々と行動すればいいだけのことだ」

「むうう～。部長が水み戸と黄こう門もんの登場人物だったら、ものすっごい悪代官か性悪の商人みたいに描かれてると思いますね。この越えち後ご屋やめ！」

「やっぱり女っていうのはつくづく非論理的なものなのかもしれんな。頭のなかが感情に支配されてどうしようもない。そう思わないか、織葉くん？」

　最悪のタイミングで、またもや部長は俺に話を向けてきた。

「由佳里に威嚇されるだけなので、ここで話を振らないでもらいたいんですが……。そういう根本的なところでは、部長と由佳里は決して理解し合えないと思いますね」

「先輩！　日毬ちゃんを応援しているなら、当然私の味方であるべきでしょう⁉　部長なんか、ぶっ飛ばしてやるべきです！」

「たまたま俺は日毬と個人的に強い関係ができたから、全力で応援しているだけだ。日毬には一生を懸けても返せないほどの多大な恩を受けたと思ってる。俺が今あるのは間違いなく日毬のおかげだ。その恩を少しでも返せるのならば本望と考えている。それ以上の、社会のこととか将来のこととか……正直なところ、どちらかと言えば部長の考えに元々近いかもしれないな。それは包み隠さず由佳里には話してきたつもりだったが」

「むっかー。わかってました！　ええ、先輩なんて非情で卑劣だってことくらいわかっていましたとも！　私は日毬ちゃんほどにはなれませんが、せめて自分の行動が、日本の将来とか、世界の平和とか、見たこともない多くの人のためになるようにって願ってますね！　先輩や部長なんかとは違うんです！」

　ガタガタと音を立てて由佳里は席を立ち、眉をひそめて俺と部長を見下ろしてくる。

「同じ空気を吸うのも息苦しいので、私は先に帰ります！　先輩がアメリカに出張してるときは、部長は私に連絡してください！　連絡されるのは心底嫌ですけど！」

「了解だ。ばらまくための軍資金を渡してもらうことがあるはずだから、滞とどこおりなく頼む」

「ただし部長！　私が死ぬほど嫌っているということをお忘れなく！」

　傲ごう然ぜんと言い放った由佳里は、肩を怒らせて店を出て行ってしまった。

　部長がこういうスタンスだからこそ、本当に客観的なポジションから大和同盟の支援をさせることができるのだと由佳里に伝えようとしたが、どうやら由佳里には聞く耳など持ってもらえそうもなかった。俺は最初から部長のスタンスをよく理解していたし、だからこそ役に立つ相手だと踏んでいるのである。下手に思想信条で繫がっていた場合、ほんの少しの考え方のズレによってボタンの掛け違いが発生し、たちまち犬けん猿えんの仲なかになってしまわないとも限らない。金を介した距離感を保つことこそが、実のところ長期的友好関係を構築するための至上の戦略だ。それは部長も俺も理解していたが、やはりこういう現実的側面が由佳里に欠如している部分なのだろう。

　由佳里が去ったことで静かになった個室で、部長は酒を呷りながら寂しく笑う。

「ははは。子羊にはなかなか理解してもらえないんだろうな。多少は健城くんのためを思って言ったんだが……。肩の力を抜けよ、とな……」

「ですが、ああいうところが由佳里の良いところなんじゃないですか。下町の娘っぽさというか。変に由佳里が擦れたら、それはそれで嫌なんですけどね。マキャベリストになった由佳里など想像がつきません」

　溜息混じりに部長は語る。

「色々と傷つく前に、社会というものを知っておいた方がいいと俺は思うんだがな」

「まだ部長は由佳里のことをよく把握できていないですね。由佳里は、我々のような馬の骨と違って、壁にぶち当たっても傷付くようなタマじゃないですよ。壁なんて軽々とぶち壊すような馬力の持ち主ですから」

「だが、いい女になったじゃないか。ああやって高飛車に構えていた方がモテるはずなんだよな、健城くんの場合は。周囲の男どもを威圧するくらいの方がいい」

「高飛車というかヤンチャなままですって。にもかかわらずアレだけやれてるのが、由佳里の異次元の有能さの証明なんだと思いますね」

　俺と部長はそれからしばらく、由佳里について他愛ない議論を交わしたのだった。用件はすでに済んでいたので、惰性で吞んでいるだけである。部長と二人で吞んで楽しいかどうかは別だが、酒があればまぁいいだろう。

「そうそう、部長のところの干物屋が届けてくれた燻くん製せい、取引先に配ってみたら好評だったんですよ。食べたことがない味だと絶賛してました。次の機会には自分たちでも食べてみます」

「だろう？　あの燻製シリーズは土産みやげとして喜ばれるんだよ。いっぺん折を見てテレビに取り上げさせようかと計画してるんだが……下手に一時的なブームになっても困るところだしな。君もマーケティングプランを考えてみてくれよ」

「干物となるとやや難しいですが、あっちの燻製シリーズならいくらでもやりようがありそうですよ。日本の珍味か保存食として、アメリカあたりに持っていってみてもいいですね。せっかく向こうでロビー活動をしていくわけですし。考えてみれば、スナック菓子やフライドポテトなんかよりずっと健康的な酒のつまみになるでしょうね」

　俺の話に、部長は手を叩く。

「いいじゃないか。天然食品からのＤＨＡ摂取を強調するといい。サプリメントより遥かに健康的な補助食品にもなるんだとな。なんせ創業二〇〇年の看板もある老舗しにせ干物屋で、信頼感もあるだろう。やってくれよ。儲かった分は利益を払ってやるから」

「頭の片隅に入れておきますよ。期待せずに待っていてください」

　その後も部長と世間話に興じたが、酒も尽きてきて、次の酒を頼むほどの会話もなかったので、頃合いを見て場を切り上げたのだった。





◇






　今日は早朝からずっと仕事が入っていたので、身体はぐったり疲れていた。栞のドラマ撮影で夜明けのシーンがあったので、午前三時三〇分には家を出て撮影に付き添った。その後は午前中に凪紗の撮影に同席し、午後は日毬と丞林の別々の仕事で二つの局を駆け回り、夕方には再び栞の撮影現場に顔を出して、ようやく事務所に引き揚げたのが二一時過ぎである。それから残務の整理やメールの返信、明日以降の準備などを整えたら二三時を回ってしまったという状況だった。

　明日の仕事開始は一一時からなので、今晩は少しゆっくり休める余裕があるだろう。エレベータを降りて警備員に挨拶し、俺は会社のビルを飛び出した。小雨が降っていたので、傘を差してだ。

　新宿近辺とはいえど、この辺になると薄暗くて人通りもほとんどない。住人があまりいないオフィス街なので、夜間はいつも寂しいものだ。

　俺は歩道を足早に歩いていたところ……ふいに背筋に悪寒が走った。殺気を感じたのだ。

　しかし立ち止まって見渡せば、周囲には誰もいない。新宿駅方面に視線を向ければ、道のずっと先に二、三人ほどの人影が歩いているくらいだろうか。さすがにどこかの情報機関員が俺を殺しに来たなどと考えるほど、自分は大物ではないつもりだ。俺を狙うなど、あまりに回りくどすぎる。それなら日毬を狙うはずだ。

　もう一度見回しても、とくに代わり映えもない夜の景色だった。ここは元々裏道であり、新宿の喧騒から隔絶され、夜の静かな景色が続く。

　悪寒を感じたのは気のせいだろう。いずれにせよ帰宅しないわけにはいかない。

　意を決して歩きだすと……すぐ目の前のビルとビルの間から、ヌッと人影が俺の前に躍り出てきた。

「うわああああああ！」

　俺は心臓が止まりそうになり、傘を投げ出して何歩か後じさった。

　目前に現れたのは、人民解放軍で養成されたエリートスパイ──雷春燕レイ・チュンイェンだった。思わず上げた俺の悲鳴は大袈裟なものではない。春燕の視線に、殺されるのではないかと感じたのだ。

　春燕は傘も差さず、その全身は雨で濡れている。

「待て！　早まるな！」

　俺は必死で押し止めた。

　春燕は呆然と俺を見やってくる。

「……」

「……」

　しばらく、静かな睨み合いが続いた。すると春燕の肩が徐々に落ち、俺から視線を逸らしてしまった。殺気が徐々に消えていくような気がした。

　やがて春燕は、独り言のようにつぶやく。

「……あのね、もうすぐ中国に帰ることになった」

　そして期待を込めるような視線を向けてきて口にする。

「今日、自宅の引っ越し作業をしてて……気づいたらあなたに会いたくなってて……。悔しいし、許せないし、もう二度と会うことなんてないと思っていたんだけど……」

「そうか……。気をつけてな」

　俺の言葉に、春燕はイラッとした表情を隠さない。

「私、もう日本を去ることになったのよ？」

「それも仕事なんだろう。仕方ないじゃないか」

「止めないの？」

　恨めしげに言われたが、俺にどうしろというのか。

「止めるって……何で？」

「普通の男性なら、ここで女性が去ってしまうのを止めると思うんだけど」

「映画かドラマの見過ぎじゃないか。それに第一、俺は君の何者でもないだろう」

「冷たいのね」

「スパイほどではないつもりだけどな」

「結婚して……」

　祈るような顔で春燕は言った。

　雨に濡れていても、街灯やビルの窓から漏れてくる光に照らし出される春燕の美しさは少しも変わらなかった。ずっと昔なら、広い中国全土から集められた一握りの美女で、後宮に送り込まれていたような女性ではないだろうか。

「俺にスパイだとバレていると、上司の趙チョウさんは知ってるだろうが。ハニートラップの意味が何もないじゃないか」

「私がどうなってもいいの？　今度は、耄もう碌ろくしたお爺さんのところに送られるかもしれないのよ。あなたとの結婚ばかり夢見てたのに、そんな人と結婚できるはずもないわ」

「いやもう仕事辞めろよ」

　一方的な論理に、さすがに俺は煩わずらわしくなった。

「無責任なことばかり言うのね。無収入になれば家族に仕送りもできないし、そうそう簡単にスパイから足を洗えるはずもない。その辺のサラリーマンが会社を辞めるような話とは違うのよ」

「無責任って言われたってな……そもそも俺には責任がない話なんだが……」

　俺がそう言った瞬間、春燕は泣き出してしまった。声を上げるようなことはせず、耐えきれない何かが決壊したように、切々と涙を流したのだった。

　これには俺も参った。しかし、どうしようもないのだ。

「たぶん明日にはここを去る。もう二度と会うことはないと思うわ。変なところ見せちゃった……。私がスパイだからって、演技だとは思わないで……」

　考えてみれば、俺は春燕に危うく引っ掛かるところだったし、その正体を疑ったりはしなかった。丞林に聞いて、初めて危険人物であると知ったのだ。

「泣く姿を見せられても……素面で噓を吐くのは職業的成果の賜物なんだよな？　なら、どんな女優よりも優れた名演ができるんじゃないか？」

「だから演技じゃないって言ってるでしょ！　どうして本当に最後なのに、そんな酷い言葉を掛けてくるの……？」

　信じていいものだろうか。

　だが俺には、もともと春燕と結婚する意思など毛頭ないのだから、去るのを黙って見ている以外の選択肢などないのではないか。

　改めて俺は、まじまじと春燕を見やった。俺との結婚は検討外としても、もし春燕ができることなら日本に残りたいのであれば、丞林のような方法も想定できるのではないかと思えたのだ。リリィを通したＣＩＡとのパイプによってローガンが幾つかの情報を提供してくれたし、アメリカのロビー団体設立にはクロエが力を発揮してくれることになったわけで、ここで中国とのパイプを強化しておくのはそれほどマイナスにはならないような気がした。

　ただ、さすがに二七歳ともなれば、アイドルならいささかトリッキーな扱いにならざるをえず、丞林のように使うことは難しい。しかし女優の方向性であれば、むしろ適した年齢なのではないだろうか。

　ひまりプロダクションは俳優の手持ちが少ないのが弱みだ。女優として栞はそつなく使えるものの、あとは杏奈が人気で無理やり引っ張るくらいだろうか。丞林も俺にアプローチしてきた状況を見れば、本番に弱いタイプであり、女優にするにはいささか訓練を要するだろう。それゆえ、春燕を本職の女優として雇うのは、それほど悪い選択にはならないと思えた。そして何より、仮に芸能界に置いたとしても、頭一つ抜き出るほどの美女である。

　俺が言葉も掛けず、思案しながら春燕を品定めしているだけだったので、春燕は無視されたとでも思ったのだろうか。両手で顔を覆って小さく言葉を絞り出す。

「酷い……」

　俺は手をポンと打つ。

「よし。うちのプロダクションに所属して、女優として活動してくれ。グラビアの方面でもまだまだ行けるだろうし、歌が行けるならそれもアリだ」

「……？」

　困惑したように春燕は顔を上げた。目を真っ赤に腫はらし、涙で濡れていたが、素顔のままだったので化粧崩れなどはしていなかった。

　構わず俺は続ける。

「頭も切れるから、ややもすれば由佳里に近いポジション取りもできるかもしれない。たとえばニュースキャスターの仕事とかもありうるな」

「……どういう、こと？」

「趙さんと話し合ってみてくれよ。日本の芸能界でデビューしてもいいかってな。スパイを辞める必要はないし、もちろん辞めたって構わない。どんな形でも、ひまりプロダクションとしては結構だ。うちはそういう会社だからな」

「……。……私は芸能デビューなんかしたいと思ったことないんだけど。あなたに、私と結婚してほしいの。あなたのどんな生活スタイルにだって、会話のレベルだって何だって合わせられる。あなたが望むように、どんなことだってする」

「まぁ待てよ。それは冷静に考えてみるとだ、君は俺を男として評価しているわけじゃない。このまま日本に住み続けたいとか、中国に帰るのが嫌だとか、スパイからそろそろ足を洗いたいとか、単に俺が工作対象としては比較的若い方だとか……そういう周辺事情が君を駆り立てているんだろう」

　俺は落ち着いて指摘した。

「愛してる。だから最後だと思って、ここに来たの。本当はこんなことダメなんだけど、どうしても……」

　春燕ほどの訓練を受けた人間でも、仕事と私情を混同してしまう状況に、さすがに俺は息を吞む。

「だっておかしいだろ。そもそも付き合ったこともないし、お見合いしたわけでもない。完全に一方的、一方通行の思い込みじゃないか。ストーカーの気質でもあるのか」

「そうかも」

　涙を流しながらフッと言う春燕に、俺は心底音を上げた。

　さらに俺は諭さとす。

「君が芸能界で活躍すれば、正直、どんな優秀な男でもイチコロだぞ。だから、そんなに優れた結婚相手を見つけたいならば、芸能デビューは悪い選択肢じゃない。俺なんかじゃなく、そこでもっとまともな結婚相手を見つければいいさ」

「芸能デビューすれば、あなたの側にいられるの……？」

　春燕のためと思い情に駆られてつい誘ってしまったことを、俺はやや後悔し始めていた。しかし、今さら引っ込めるわけにはいかない。

　かといって変な感情を持たれたままで招き入れるわけにはいかないから、否定すべきことはキッパリ否定しておく必要がある。

「マネージャーで付けば一緒に行動することがあるだろう。だが、それだけだ。いいか、俺は単に、日本に留まってスパイから足を洗いたいという君の願いを支援したいと純粋に考えて、手を差し伸べてやれるんじゃないかと善意で考えただけだ。それにな、うちのプロダクションは女優の手持ちが少ないから、君がその役目を果たしてくれれば大いに助かるという事情もある。君は美貌もあるし演技の才能もあるし幅広い知識もあるから、あとはうちのプロダクションがプッシュすれば確実に売れる。お互いにとって利益になると考えられる、ビジネスライクな関係を構築できると判断しただけだ。だから誘った。それ以上でも、それ以下でもないことは強く言っておく」

　これ以上ないくらい断定的な口調で俺は言い切った。

　春燕は食い下がってくる。

「芸能デビューは興味ないし、どっちでもいいけど、私にもう一度チャンスをくれない？　結婚相手として考えてもらえるような……」

「率直な気持ちを打ち明ければ、やたらと俺にこだわりがある君の応答を聞いて、誘ったことを少しばかり後悔し始めているといったところが正確だ。善意にほだされてこんな話になっちまったけど、振り払った方がよかったかもしれない」

「でも一緒に過ごせば、そういう関係にならないとも限らないでしょ。あなたは私のことを何も知らない。知ってもらえれば、きっと……」

「もちろん理論上、人間同士の関係なんだから、何がどうなるかなんてわからんだろう。俺が言いたいのは二つ。君のことはスパイとしてしか知らないのと、結婚は予め断っておきたいということだ」

「そこまで私との結婚を拒絶するのは、私が中国人だから？」

「それはまるで関係がない。日本人は中国人のことを低くみたりしないよ。持っている歴史や性格は丸っきり違う人たちだと思ってるが、理解はし合える仲だろう。日本の勉強をしたんなら、君だってだいたいわかるんじゃないのか？」

「男の人って理屈っぽいわよね」

　うんざりし切った表情で春燕は言った。

　俺は肩をすくめる。

「女が感情全開なだけだと思うがな」

「いちいち理屈っぽすぎてついていけない。なんだかイライラしてくるんだけど」

　男とはそういうものだ。男と女が同じ次元で理解し合えないのは受け入れるしかない。

「ついていけないなら、どうぞ嫌いになってくれ。苛いらつかれて結構。何なら、人種問題から芸能事業に至るまで滔とう々とうと語って、もっと激しく苛つかせてやろうか。まず手始めに、日中関係についての俺の演説を聞かせてやる。大いに望む流れになりそうだな」

「そういう自分は何もかもわかってますって得意げな感じも腹が立つ。本当にわかってるっぽいからさらに気に障るわ」

「もっと嫌いにさせてやろう。どういう話が聞きたいんだ？　さあ、聞きたいことを言うがいい。一時間でも二時間でも、うんざりするほど長々と──」

　俺の話を春燕は振り払うように遮り、涙を拭いて口にする。

「上司に確認してみる。解放軍を辞めるのか所属したままになるのかわからないけど、もし許されたなら、あなたの会社に所属したい」

「本当かよ？　俺の提案を断ってくれそうな流れになって、内心、実は少しホッとしてたんだがな」

　嫌味まで交えて俺は言ってみた。嫌われても構わなかった。いやむしろ嫌われるべきところだろう。

　その意図を察したのか、春燕は言い返すこともせず、別のことを問うてくる。

「そもそも、私に芸能人なんて務まるの？」

「知らんよ。なんとかなるんじゃねーか」

　思いきり無責任、かつ投げやりな風に俺は応じた。どうでもよくなっていたからだ。その空気を春燕も敏感に感じ取ったのだろう、怒りがにじんだ視線を向けてくる。

「決めた。私は日本で芸能デビューして、どんな男も私を捨て置かないほどの大物になってやる。私と結婚しなかったことを、あなたに後悔させてやるわ」

「誤解があるように思うぞ。芸能プロダクションの経営をしている俺のような立場から見れば、別に女優やアイドルだからと特別に魅力を感じる対象にはまったくならないものなんだよ。一般人には、芸能人というだけで特別なオーラを纏まとっているように見えるのかもしれないが、そのオーラがどれほど大したことがないかを知ってるからな。だから君がどんなに芸能人として活躍したところで、後悔したりする理由には微み塵じんもならないことを俺は指摘しておく」

「長ったらしく正論をぶちかますあなたに、心の底からイライラする……。私はあなたを憎む権利があると思うのよね。殺したいと思えた男性は、生まれて初めてよ」

「どんな猟りょう奇き的てきシチュエーションだよ。だから、愛も憎しみも何もかも君の一方通行だろうが。明らかにおかしいってことがどうしてわからない？」

「誰かさんに言わせれば、私、ストーカーらしいじゃない？」

「君みたいな度肝を抜く美女にストーキングされるなんて、映画化されそうな人生だな」

　俺は鼻で笑った。

「ひとまず組織に確認を取るわ。了解を得られたら、あなたのところに駆け込むから」

「俺のところじゃなく、ひまりプロダクションにな。住まいはどうする？　こっちで確保してやってもいいし、そちらが自由にしてもいい。解放軍を辞めるのか、それともそのまま継続しながら芸能界に入るのかによって変わってくるだろうけど」

「今のところは解放軍に所属したまま、あなたの支援を受けて、日本の芸能界に地歩を築くというのが妥当なのじゃないかと思うの。辞めるとなれば色々と面倒くさい。だけど工作の延長線上になるとすれば、煩わしいことも考えなくていい」

「結構だ。自由にしてくれ。うちとしても何かメリットがあると見込めれば、人民解放軍や中国共産党に何らかの便宜を図ってやるのもやぶさかではない。ただし、日毬と思想上で喧嘩をするようなことはしないでくれよ」

「私、神楽さんみたいに特別な思想なんて持ち合わせてないもの。何がどうなったって構わない。相応しい生活の糧を得られるなら、解放軍に一定の協力をしてもいいというだけよ」

「それから、事務所を無断で歩き回るようなことも禁止だ。多くの監視カメラが常時作動しているから確実にわかる。スパイ行為は慎めよ」

「のっけから疑われているようで腹が立つんだけど」

「なんだか君を怒らせるのは気分がいい気がしてきた」

「Ｓの気質がありそうよね。あなたのイジメにあって泣いてる所属タレントもいるんじゃないの。私はノーマルだから、あなたなんて却下ね」

「ついに却下してくれたか？　何にしても最高の結果だな」

「殺したい……」

「話を戻そう。当然ながら、君には一定の疑いは持っているという前提になる。いくら解放軍に忠誠を尽くしていない君だって、組織人として命じられれば、嫌々ながらでもやらなくちゃならないことがあるだろう」

「そのときは解放軍を辞める。あなたに嫌われるより、あなたの側にいることを選ぶわ」

　つい今しがた春燕は、俺のことを却下した上で、さらに殺したいとまで言ったじゃないかと指摘しようか迷った。だが、堂々巡りになるだけになりそうだったので、俺は肩を落とすに止める。

「……ふう。ひとまず組織の許可を得られるようだったら、うちのプロダクションでみんなに紹介しよう。妙な縁だが、よろしく頼むぞ」

　ひょんな経緯で春燕までスカウトすることになってしまった。自分で言うのも何だが、本当に奇妙なタレントばかりが揃いも揃っていくものだ。もっとも、由佳里や杏奈や栞あたりや、それから春燕なら、大いに心外なことだが俺が一番の奇人変人の類たぐいだと指摘してくるだろう。
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　春燕にストーキングされた翌日、俺は彼女を真っ先に由佳里のデスクへと引き連れていった。

「えっ、この方が人民解放軍の……？」

「雷春燕です。よろしくお願いします、健城社長」

　春燕の挨拶に続き、俺が説明する。

「解放軍日本局の了解は取れているらしい。今後は女優として活躍してくれれば、うちの弱みを補ってくれるだろう」

「なんか……完成された美形ですね」

　オフィスチェアに座ったまま、じっくりと春燕を見上げていた由佳里はポツリと感想をもらした。

「そりゃ一五億もの人間から選ばれた逸材だろうからな」

「このレベルなら、うん、凪紗ちゃんと並べてモデルの仕事から始めてみましょう。でも凪紗ちゃんと違うところは、そのままドラマや映画の方にも売り込んでいくと」

　思案しながら由佳里が語っていると、春燕は提案する。

「よろしかったら事務所の仕事も手伝わせてもらいますよ。人員不足であることは把握していました。健城社長や織葉常務の長時間労働によって何とか業ぎょう容ようを保てているのは、あまり芳かんばしい状況とは思えません」

「そいつは、ありがたい申し出だな。いいんじゃないか、プロダクションの仕事まで手伝ってもらって。由佳里とはまた別の形で、仕事はかなり出来るタイプだと思うぞ」

　俺がそう言うと、春燕はさも当然といった面持ちだった。どんな事業に関連しても滞りなくフリができるのだから、実際に仕事はできる人間のはずだ。

「ん～、時々マネージャーをやってもらえると助かるかもですが、思想面とか、そういうのは問題ないんですかね？　タレントの子たちが何か影響を受けるとよくない気がしますが」

　由佳里は腕を組み、俺に訊いてきた。

「その点は問題ないよ。何か特定の思想信条とかあるか？」

「全然。自分が幸せなら、それが一番でしょ。中国共産党とか、人民解放軍とか、どうでもいいわ」

　春燕は即答した。

「だ、そうだ。それに仮に変なアプローチを春燕がしたとしても、影響を受けそうなのって千歳だけじゃないか。うちのタレントたちっていうのは、大人として完成されているタイプが多くて、普通の女の子とはまるで違うよ」

「なら、社員兼女優っていう扱いはどうでしょうね？　マネージャーから営業まで色々とこなしてくれると助かります。千歳ちゃんも事務員兼アイドルでしたから、兼任はありでしょう。この私だって、世界的に知られた社長兼なんかもうすごい大御所タレントって感じですし」

「最後のところを強調したかっただけだろ。とにかく、決まりだな。社員として入社するといい。その上で、女優までやってもらうというパターンだ。グラビア撮影なんかは早速取り組んでもらうぞ」

「猫の手も借りたいほどだったので助かります。何気に先輩は、人を見る目だけはあると思うんですよ。日毬ちゃんをスカウトしてきたのもそうだったし、凪紗ちゃんや栞ちゃんや杏奈ちゃんも、この私を釣り上げたのも先輩の功績ですよ。大して目立ってないわりに一番役に立ってますよね」

「由佳里に背中を押されたのも大きかったけどな」

　春燕は、窺うように由佳里に視線を落とす。

「私はあくまでも、大変なら仕事を手伝うという提案をしただけですよ。本当に私を社員にまでしてしまっていいんですか？　私はまだ、一応は人民解放軍のスパイに片足を突っ込んでいる状態なんですけど」

「私は別に。だって、ねぇ。有能な人なら大歓迎」

「俺も別に。正直、うちの事務所はそんな怪しげなヤツらばかりなんだよ。良くも悪くもな。そういう事務所でいいじゃないか。俺が唯一のまともな人間だと自負している」

　由佳里に否定されるのはわかっていたが、俺は全力で主張した。

「先輩がそれを言っちゃう……。一番どうかしてるのは先輩だと、どうして気づかないんですかね。正真正銘の大富豪出身ですよ。普通そんな人いないし」

「大いに誤解してる。あくまで、うちの実家の話だろ。それにな、実家だって一見そう見えるかもしれないが、資産として持ってる株式を売り払えるわけでもないんだし、内情は案外それほど──」

　俺の話を途中で押し止め、由佳里はうんざりした声を出す。

「いいですからそんな言い訳は。庶民だと主張したいのかもしれませんが、全然違いますから。考え方も生き方も、何から何まで」

　うちのような古い家よりも新興成金のほうが、よほど金に糸目を付けずに散財するので、彼らのほうが富豪という呼び名に相応しい。俺の主張は事実だったが、しかし反抗したところで理解は得られないと判断し、渋々俺は黙ることにした。同意したわけではない。

　春燕は念を押してくる。

「私は社員として会社を手伝うのはやぶさかじゃないけれど……本当にいいのかしら？　解放軍から何かを強要されたらスパイなんてとっとと辞めるつもりだけど、脅されるようなパターンも想定できるでしょう？」

「たしかにタレントのスケジュールとかが盗まれたら困るっちゃ困るけど、そんなものを中国政府は欲しがらないだろう。大和同盟の基本的な動きは中国政府とある程度まで共有していいと思ったから、先日は関係情報機関を集めた会合だって開いたんだ」

「あとは私の動きとは別に、尖せん閣かく周辺でのちょっとしたキッカケからの戦争の可能性がゼロだとは思わないけれど。そんなタイミングで、私を内部に抱えるのはあまり得策だとは思えないわ」

「それはわかってるよ。だが仮に日中間で戦争になったとしても、水面下でのパイプは維持し続けなくちゃならないだろ。外交チャンネルがなかったら、敵民族は皆殺しにするしかなくなっちまうじゃないか」

「そこまで理解してくれているのなら、社員としての手伝いも私は一向に構わない。スパイから距離を取るには最適な機会だった」

　由佳里が言う。

「でも、基本は女優業を主軸にしてもらいますよ。そっちがメインで、合間には社員としての仕事。馬ば車しゃ馬うまのごとく働いてもらうんで。お給料とかはじっくり話し合って決めましょう。住む場所が必要ならこちらで確保しちゃうし」

「私が女優……考えてみれば、普段の仕事が女優業のようなものだった。どうして健城社長は女優をなさらないの？」

　春燕は特に意図もなく、素直な問いといった面持ちだった。

　しかし由佳里は何かを勝手に察したようで、妙に得意げな顔になる。

「ははーん、そうきましたか。私もやってもいいんですけどね。ドラマとかの主役に抜ばっ擢てきされたりするのは全然ありえるんですけどねー。経営者から作家からニュースのコメンテーターまで幅広くこなす私は当然女優だって簡単なんですけどねー。長く撮影に付き合ったりできないからお断りしているだけで、本来ならやれるんです。やれるけど、やらない。ここ重要です」

「どうでもいいよ……。とにかく、春燕のことはみんなが集まったときに紹介しよう。これからは仲間だからな。よろしく頼むぞ」

　これで春燕を女優兼社員として抱えることに正式決定だ。アイドル業界に強いプロダクションとしては二七歳だとやや遅いが、うちの事務所には国際時事評論家としてクロエが所属したり、社長業と兼務した特殊なタレントである由佳里などまで揃っている。女優に特化したタレントとしては、二七歳という年齢は悲観すべきことでもない。

　この業界では、二〇代後半まで何をやっていたかわからない女性タレントが、突如として売れることがあったりもする。芸能界の片隅で売れないタレントを細々と続けていてなぜかグラビアで当たったり、日の目を見るまでは大物の愛人をしていたりと経緯は様々だ。春燕の美貌や演技力を考えれば、女優としてのし上がる可能性は十分にあるだろう。
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「紹介しよう。今日から女優として所属することになった雷春燕だ。だが女優だけでなく、社員としても活動してもらう予定だ。俺や由佳里や森もりさんと並んでマネージャー業務も担当してもらうことになるから、そのつもりでいてほしい。とくに俺や佐々倉さんがしばらくアメリカと往き来することになるから、人手不足を補ってくれるだろう」

　タレントたちをソファセットの周りに集め、俺は春燕を紹介していた。

「よろしくね春燕。女優さんがマネージャーもやるって、やっぱ明らかに変だよ。もともとマネージャーだったゆかりんならともかく」

　真っ先に応じたのは杏奈だ。

「変だけど、いいだろ別に。最初は女優だけの扱いとしようかと思ったんだが、有能そうだから社員にもしてみた。それだけだ。業務が滞りなく済めば、うちの会社はそれでいい」

「まっ、私まで副社長を務めてる会社だしね。何でもアリだよね」

　言いながら、杏奈は自然に春燕の胸へと手を伸ばした。

「なっ⁉　何するの⁉」

　急に胸をわしづかみにされた春燕は、跳び上がるほどの驚きようだった。

　杏奈は眉をひそめる。

「むむっ……春燕って、案外かなり盛ってるよね。これだけの美人さんでも、見えないところで努力してるんだ」

　両腕で胸をガードした春燕は、悔し紛れに叫ぶ。

「余計なお世話でしょ！　どういうことなの⁉」

「四八点ってところかな。それでも栞ちゃんよりはいいかもだけど」

　なんとリリィを下回った評価だった。パッと見た限りでは、春燕はスリムだし、その容姿にマッチしたスタイルを持ち合わせているように見える。しかし、ことバストの大きさを測る能力に限っては、杏奈の分析は常に的確だ。

「何でうちと比較してんねん。うちは女優の大先輩なんやぞ……」

　栞はブツブツ言っていたが、胸のないことは自覚しているのか、反抗まではしなかった。

　ふいに、丞林が春燕を指差して口にする。

「織葉さん、この人が所属するって本当ですか……？」

「ああ、その予定だ。そんなに悪い話じゃないと思うぞ。台湾と中国が公に接触できない以上、うちの会社を通して非公式に交渉ルートを持つというのは面白いんじゃないか？」

　俺がそう説明したが、丞林も春燕も聞いていないようだった。

　春燕が目を細める。

「……あなた、先日の会合のときに……軍事情報局の席にいたわよね……」

　二人の間に微妙な空気が漂った。

　諜報員たちの会合のことを、半分のメンバーは知らない。そのため春燕が指摘した内容に首をかしげている者もいた。ただ、二人がすでに面識があるということだけはわかったようだった。

　俺が口をはさむ。

「王ワン丞林だ。二人は顔を合わせちゃいるが、こうして挨拶を交わすのは初めてだろう？　争い合っているばかりじゃ何も生まないんだし、上手く折り合いをつけて仲良くする努力をしてみてくれよ」

　この二人は会合に顔を出したが、紹介し合ったわけでもないし、ましてや直接会話を交わしたわけでもない。ビジネスの場ではないのだから、名刺交換などもない。会合での発言の大半は二人の上司によるもので、いわば末端で働く現場の人間として同席したという程度だった。

　そして丞林の側は春燕の詳細を調査済みだったが、逆に春燕のほうは丞林のことをほとんど何も知らないだろう。せいぜい春燕が把握している範囲は、丞林がつい最近ひまりプロダクションに所属したタレントであるという公に出回っている情報と、どういう事情かあの会合に出席していたという二点だけに違いない。それ以上の、自分に関わりないことについては可能な限り詮索せず、余計なことに首を突っ込まないのは情報機関員としての処世術だ。個人的に会合の出席メンバーのことや相手組織のことを調べているはずもなかった。

「……よろしく、春燕さん」

　丞林は冷たく言った。

「……こちらこそよろしく、丞林さん」

　しばらく二人は無言で睨み合い、威嚇しあっているようでさえあった。

　俺が間を取り持つ言葉を探していると、春燕が口にする。

「……どうしてあの会合に出席したあなたが、このプロダクションに所属しているのかちゃんと考えてなかった。軍事情報局員として織葉さんにアプローチした……そして私のことをバラしたのはあなた……」

　考えながら春燕はつぶやくように話していった。何かを悟ったような表情だった。

　丞林は突き放す。

「あなたには関係ないでしょ」

「そっか……あなたのせいだったのね……。あなたのせいよ！　私の幸せをぶち壊したのは……！」

　突然、怒りの形相に変わった春燕は、丞林に躍りかかった。

　アッと思ったのも束の間、春燕は丞林の髪を摑み、憎しみに任せて引っ張った。対する丞林も負けてはおらず、逆に春燕の髪をグイと摑みながら叫ぶ。

「何よっ！　スパイのくせに！」

「それはあなたも同じでしょう！」

「あなたみたいな悪党が存在するからよ！」

　慌てて俺と由佳里が間に入り、二人を引き離そうと試みる。

「おい、やめろって！　大喧嘩に発展するようなら、どっちかを辞めさせるぞ！」

「どうしたの二人とも⁉」

　俺と由佳里は懸命に二人の間に割って入って押し止めたが、二人は引き剝がされても口論を止めようとはしなかった。

「経験も浅い未熟者に、いいように弄もてあそばれていたなんて！」

「あなたなんて私より八歳も年上でしょ！　今さらアイドル？」

「女優よ！　あなたなんかより、私の方が絶対に美人！　格下のくせに！」

　断固として言い切る春燕もすごいが、丞林も負けてはいない。

「杏奈さんの評価で私は九〇点だったんだから！　あなたなんて四八点だって！　倍くらい違うじゃないの！」

　そもそも杏奈の評点は、バストにだけ限定された意味不明なものだし、芸能活動の成功不成功を分けるものでは決してない。かなりの高得点を収めているはずの古株の千歳が、微妙な売れ行きであるのが現実なのだ。それでも相手をけなせるなら、何でも良かったのだろう。

「言ってなさい！　芸能デビューすれば、私の方がファンも多く付くはずよ！」

　春燕の言い分にも、まったく根拠がなかった。そもそも丞林と春燕では売り出しの方向がまるで違う。

「もうすぐ三〇歳超えちゃうでしょ！　どれだけ頑張ったって、あなたなんか私には敵わないの！」

　対抗心剝き出しで丞林は応じた。丞林は決して攻撃的なタイプではないし、自惚れるようなこともないのだが、春燕にだけはどうしても負けたくないのかもしれない。

「あなたが邪魔しなければ結婚する予定だったのに……！　あなたのせいで、あなたのせいで……！」

「妄想も大概にして！　自分の脳内でどこまで話が進んでたのよ！」

　二人とも目を真っ赤にして罵り合っているのは、本気で怒りを感じている証拠だろう。割って入った俺や由佳里の制止も聞かず、二人は相手の悪いところを貶おとしめ合い続けていた。

　一方、春燕の歓迎ムードで周りを取り巻いていた一同は、呆気に取られたようにこの模様を眺めていた。

　栞が呆然として言う。

「なんでやねん……。知り合い同士なんやとは思ったが、出会い頭に喧嘩ってどういうことや」

「私のバスト力診断が世界大戦を巻き起こしちゃったのかも。でも本気で喧嘩っていうより、どっちが美人とか年齢とか低次元で張り合ってるだけっぽいから、案外仲はいいんじゃないの」

　杏奈は腕を組んで、ふんふんとうなずいていた。

「近親憎悪って、こういうことを言うんだよね」

　二人の関係や正体を知っているリリィが、訳知り顔でポツリとつぶやいた。
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　近場の、ゆったりと過ごせるレストランで俺の隣に由佳里を座らせ、丞林と春燕の二人と向き合っていた。計四人でテーブルを囲み、ちょっとした親睦会のようなものだ。何とも難しい二人だけに、早い段階で打ち解けさせておいた方がいいだろうという判断だった。

　俺は滔々と語っていく。

「──だからな、冷静に考えろ。二人の気持ちがわからないわけじゃないが、個人としての生活に、国際関係や諜報員としての憎しみ合いは持ち込むな。何の生産性もないからな」

「もちろん仲なか睦むつまじくあることが絶対に必要ってわけでもないわよ。女の子同士って、やっぱり色々あるからね。うちのプロダクションは、私やクロエまで含めれば、春燕が加入したことで一〇人ものタレントを抱える大所帯になった。しかも半数が日本を代表する大物タレントばかり。だからね、これだけクセのある子たちが集まってると、相手に対して好き嫌いは当然出てくるかもだけど、その辺は大人として上手く対処してほしいの。狭い空間で共同生活を送っていくようなものだから、なるべく楽しくやろうよ」

　意外と社長らしい説得だった。

　どうしても俺だと頭ごなしに言い放ち、無理強じいする形で争いを中断させようとしてしまう。だが、こういう喧嘩の仲裁は、俺よりもずっと人間味の豊かな由佳里の方が向いているのだろう。

　丞林が伏し目がちに言う。

「簡単に気持ちの切り替えができるわけじゃありません。この人を織葉さんに近づけさせないようにって、一時は頭がいっぱいでしたので……」

「私だって、別に中国共産党政府や人民解放軍に忠誠を誓ってるわけじゃない。たしかに同僚のスパイには心から忠誠を誓ってる子も多少はいたけど、半分以上は私と似たようなものよ。しがらみとか、お金とか、家族とか、そういうものが綯ない交ぜになって、『まぁ世の中そんなものだよね』って割り切ってただけ。諜報員に未練なんてないどころか、正直どうでもいいの」

　そんな春燕の話に、丞林は驚いたように視線を向ける。

「自分のことに春燕は気づいてないんだ。信じられない」

「どういうことよ？」

　このレストランに来る前にも、すでに二人は事務所で話し合いを重ねてきたようだった。二人で顔を突き合わせ、声をひそめて威嚇し合っている様子を見ている。だから仲が良くなったわけではないが、互いを呼び捨てにする程度には会話を交わしていたようだ。

「そんな感じで世間を知った風になって何でも軽く割り切れる人間こそが、実はスパイに最も相応しいって意味。組織に非協力的なように装っているくせに、ターゲットから重要情報をすんなり獲得するのがその手の人間。つまり誰よりも俗物だから、ターゲットをどうすればコントロールできるか肌身で知っているんでしょう」

「……。なるほど、丞林は割り切れなかったから、三流スパイだったというわけね。一見、知恵だけは回るように見えて、ここ一番では割り切れず、恐れをなして失敗するタイプ。組織に忠誠を誓い、祖国を愛しているくせに、でも肝心の仕事には失敗しましたーって感じ？　恥ずかしいわね。そんなスパイにはなりたくない」

　その春燕の指摘は、丞林の性格を的確に衝いていた。

　案の定、図星を突かれたと思ったのか丞林は顔を真っ赤にして打ち震え、ゼエゼエと喘あえぐ。

「なっ……私は春燕の対抗措置として起用されただけで、今後もずっと軍事情報局に所属するかどうかなんて決めてなかった。どこかの誰かみたいに人を瞞すような訓練を積んでないだけよ。擦り切れて、枯れ果てた末期の女スパイにだけは言われたくない……」

　取っ組み合いの喧嘩にはならない分、今度は嫌味の応酬の連続だった。

「半人前が必死で自分を弁明しようとしているのね。可哀想に。あなたの無能を憐れんであげましょう」

　内心では苛立っているに違いないが、春燕はさも余裕に構えた表情をして、嘲笑するように言った。こういうところがスパイの本領なのだろう。丞林では敵うまい。

　丞林が必死で言い返す言葉を探しているようだったので、慌てて俺が止めに入る。

「まったく、端から見れば子どもの喧嘩と同じようなものに聞こえるぞ。せめてまともなスパイを自認するのなら、お互いとの接触は業務として割り切れよ。台湾と中国は、今後、うちの会社を通して諜報組織同士の交渉ルートを一本持つ。それが、丞林と春燕の関係ということだ」

　俺が強い調子で言うと、二人は押し黙る。

「……」

「……」

　やがて二人は威嚇するように睨み合った。しかし今度ばかりは、相手を罵る言葉をどちらも口にしなかった。

　ここぞとばかりに俺は続ける。

「これは決して悪い話じゃない。いや、それどころか、お互いの組織、そしてお互いの祖国にとってプラスになることなんだ。そういう理解があったからこそ、軍事情報局も、人民解放軍も、諜報員ばかりを集めた会議に同席してくれたんじゃないか。これからはお互いを敵として見るのは程々にして、相手を利用することを考えればいいんだ」

「二人とも芸能デビューはほぼ同時期になるから、互いに情報交換していくことも必要よ。芸能界で抱える悩みは似たようなものになるし、リアルタイムで相談できればこれほど心強いことはないよ」

　由佳里も説得を重ねた。

「今後は、ライバル心を剝き出しにするのは芸能の仕事でにするといい。うちの事務所は業界有数の大手に成長したから売り込むのは難しくないが、それでもやっぱり差は出るだろう。場合によっては努力しても売れないかもしれない。最も優れたものが大衆に受け入れられるという世界ではないからな。売れるか売れないか……どれほど控え目に見ても、五〇％以上は運だ。だからそんな成果を競いあってくれれば、うちの会社としては御おんの字じだよ」

　実際のところ俺としては、芸能事務所としての成果をそれほど追い求めているわけではない。二人を抱えておくことによって、大和同盟と、中国や台湾とのパイプが自然にできることが有用なカードになるのだった。これら二枚のカードが有効に使えるかどうかは未知数だが、別に損をするわけではないのだ。

　春燕も、それがスパイだと知らなければダメージになったかもしれないが、今では隠すこともできない状況であり、本人も開き直っている。決して根っからの悪人というわけでもなさそうな春燕なので、ここからさらに意図して工作を仕掛けてくることはないだろう。

「芸能の仕事での成果ね……。いいわね、私の方が美貌は明らかに上なんだし、まぁ、結果は見えているようなものだけど……」

　いかにもそれが自然なことのように春燕は言い放ち、憐れんだ視線を丞林に向けた。

　丞林の手は口惜しさで震えている。

「失敬しちゃう！　私のどこが劣ってるっていうの⁉　繁華街を歩けば、男性の視線が気になって仕方ないくらいなのよ⁉」

　普段は謙虚な丞林なのに、春燕の前では感情を剝き出しにして自分のことを褒め讃えるのだった。目の前に立ちはだかる春燕のことしか見えなくなっているのだ。

「胸に目がいっているだけであって、顔の方じゃないってことにどうして気づかないのかしら……。誰か教えてあげないと……」

　春燕の美貌はたしかに芸能界でもひときわ目立つだろうが、かといって丞林とそこまで差があるわけでもなかった。どちらも十分に芸能界で通用するレベルなのである。強いて言えば春燕は妖よう艶えんな美女で、丞林はアイドル顔といったところだろうか。それでも春燕は強引に押し切ろうと憐れみの目を向けたのだった。

「春燕がどう言おうと、もう勝負は付いているはずなんだけど。だって織葉さんを落としたのは私でしたー」

　丞林に落とされたつもりはまるでないし、当人とて理解しているはずだが、丞林はよほど春燕に勝ち誇りたくて必死なのだろう。

　だがその言葉に、春燕は何かを思いだしたような顔をして、沸々と怒りをたぎらせる。

「そうよ……丞林のせいで……。もう少しで織葉さんは私のものだったのに……」

「ドサクサに紛れてバカなことを言うな。春燕との結婚なんて、現実的な可能性はほとんどなかったろう」

　俺がそう指摘すると、丞林はしたり顔で得意がる。

「ほら、やっぱり」

「丞林もだ。俺は落とされたつもりなんてない。むしろ丞林は思いきり自爆してたような気がしたがな」

「……」

　丞林は押し黙り、視線を逸らした。

「仲良くしろとは言わないさ。張り合うのは悪いことばかりじゃない。芸能人としてはライバル同士、諜報員としてはビジネスパートナーのような関係になっていくといいんじゃないか」

「うちの事務所でも、日毬ちゃんや栞ちゃんなんかは最初のころ、顔を合わせる度に喧嘩ばかりだったの。それでも何だかんだいって、困ったときには助け合ったり譲り合ったりしているし、互いに認め合ってるところもあるんじゃないかな。張り合うのは、相手を認めてることの裏返しでもあると思うのよね。本当に興味がなければスルーするだけでしょ」

　やはり由佳里の説得のほうが、俺よりも人情味があっていい。人間関係の調整は由佳里に任せ、俺はあまり出しゃばらないほうが良さそうだ。

「どちらが女性として優れているか、日本の芸能界を通して勝負してみましょう。ま、結果は明らかなんだけどね」

　春燕は自信に満ちたように微笑んだ。

　あまりに勝ち誇った様子の春燕に、さしもの丞林も怯ひるんだ面持ちを見せる。

「あ、あなたなんかに負けるわけがない……。だいたい私はまだ一九歳なんだし、将来性がどっちにあるかは明らかよ……」

「芸能界で売れることと、優れた女であることは、微塵も共通しないんだがな。事務所にとっては、売れてくれればそれでいい。あとは二人の場合、日本で売れれば中国大陸にもマーケットを広げていくことができるだろう。とにかく頼むぞ。二人には期待している」

　俺は淡々とそう言って、あとは由佳里に二人の間を取り持つ会話を任せたのだった。
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　東京、千代田区にある織葉家の自宅で、俺は悠ゆう斗とと向き合っていた。

　悠斗はうんざり気味に語る。

「ずいぶん大変な政治状況になってきたね。政治家もテレビ局も新聞社も、どこもスキャンダル塗れじゃん」

　悠斗は石油会社を辞め、東とう王おう印刷の取締役に就任して勤務し始めていた。まだ若いから目立たないように、他の取締役たちとの人間関係をゆっくり深めている段階らしい。面倒だろうが、創業一族としては通らなくてはならない道だ。

「そうだな。だが自業自得とはこのことだろう。外から見ている分には楽しいじゃないか」

　俺が仕掛けたことは、兄弟だろうと打ち明けることは難しい。信用していないわけではなくて、迷惑を掛けかねないからだ。沈黙は金である。

「とくに旭あさ日ひ新聞あたりは、部長クラスにまで中国や韓国のスパイが入り込んでたんでしょ？　元社長の一人が心から愛していた相手が中国のスパイだったとか、週刊誌に赤裸々にすっぱ抜かれてたよね。東王印刷にとっても大クライアントだから部数が激減したりするようなことがあると困るんだけど……大新聞がこれなんだから世の中どうしようもない」

「週刊誌だから誇張はあるだろう。軽く聞き流しておけばいい」

「こんなことになって、日本の将来が心配だ。いったん衰退が激しさを増した国家は、一度とことん底まで落ちない限り、盛り返すケースなんてないじゃないか。日本は次の五〇年、このままじゃもうダメなんじゃないか……」

　大方の企業人が奥底で抱いている包み隠さない本音だろう。それが歴史の必然ならば、個人で抗っても仕方がないと受け入れたくもなる。ただし、今の日本は大底に近いところにいるのかもしれないと考えれば、日毬のような傑物が表に出て、再び盛り返してくれる可能性もなきにしもあらずだった。未来のことは、ある程度まで歴史に聞くしかないが、どこが盛衰を分ける分岐点だったのかは過ぎ去ってみないとわからないものだ。

　俺はうなずく。

「そうかもしれない。企業人としては、海外拠点の整備に全力を尽くして、せめて自分たちの範囲内だけは衰退に抗うしかないだろう」

「いつも兄さんって冷ややかだよね。そんな他人事みたいに言わないでよ。日本あってこその俺たちじゃないか」

　悠斗は、弱者に対して手を差し伸べるのが使命のようなものだと考えている優しい男だ。要するに、世間擦れした俺とはまるで違うタイプである。どちらかと言えば由佳里に近いだろうか。

　弟相手に気を遣う必要もないので、俺は思うところを素直に語る。

「国は国。俺たちは俺たちだ。混同して考えさせたがっている世間の風潮は、一種の広告宣伝だよ。冷静にな」

「そう言うけど、兄さんのところの神楽日毬なんか、常々自分と日本を同一視してるじゃないか。兄さんみたいな乾いた感じのタイプが、神楽日毬をプロデュースしてるっていうのは不思議な気がするよ」

「俺は日毬に恩義を感じているからな。日毬の主張や政策をすべて受け入れられるわけじゃないが、俺にとってそんなことは重要じゃなく、日毬との個人的な関係がすべてだと考えている」

「あくまで個人の問題であって、日本自体はどうでもいいの？」

「そこまでは言ってない。日毬を通して日本を見ているという側面も、たしかにある。こんな俺でも、日毬なら日本を少しは変えられるんじゃないかって期待はしてるんだよ」

　やや視線を落として俺は続ける。

「たださ……あれだけ日本を命懸けで憂うれえている日毬が、どれだけ頑張ってもだ……仮に本人の望み通りの日本の改造を成し遂げられたとしても、最終的には世間に裏切られるんじゃないかって思えるからな。芸能やスポーツみたいな心底どうでもいい世界ならともかく、政治の世界っていうのはそういうものだろう。だから世の中からは距離を置いていたほうが、自分が傷付かないで済むと思ってな」

「神楽日毬がこのまま突き進めば最終的にはどうなるか、兄さんにはあらかた見えてるってことか。なら、彼女の目標を叶えるように支援するのは酷こくじゃないの？」

「否定はしない。だけど日毬本人は、自身の運命なんて微塵も気にしちゃいない。自分のことなんて投げ捨ててるから、その途上で、仮に自分が死ぬことになったとしても本望なんだろう。そんな日毬がもし何物も成し遂げられなかったとしたら、それはもっと悲惨なことじゃないか？　だったら俺としてはやっぱり、彼女の望みを叶えてあげられるよう、全力で支援するしかないんだろう」

「行くも地獄、留まるも地獄ってことかな。そうか……だったら、前に進むしか選択肢はないんだろう」

「だろ？」

「だけどさ、何より驚くのは、神楽日毬が本当に政権に手を掛ける可能性のある場所まで躍り出るなんて、芸能界で有名になった頃は誰も考えてなかったよ。すごいよ、こんなことがあるんだなぁ」

「俺はそのつもりで支援してきたけどな。ただ、俺なんかの力よりも、日毬本人のパーソナリティが凄かったんだよ。とうてい信じがたいほどの、驚異的な逸材だった」

「いいや、やっぱ俺は、兄さんの手腕によるところも大きかったと思うな。そりゃ神楽日毬が凄いことは少しも否定しないけど、兄さんなんかそれに輪を掛けた傑物だよ」

「よくある誤解だ。アッと気づいたら日毬が有名になっていた。俺や由佳里みたいなポジションにいないと実感できないのは仕方ないんだが……」

「俺も東王印刷の役員になって色んな財界人に会うようになったけど、兄さんほど優秀な相手は一人もいない。本当だよ。理屈っぽいところに問題があると思うけど、そこは聞き流せば済むことだしね」

「なんだよ、問題ってのは」

「論理を重視して、くどくど語りがちっていうのが兄さんの悪いところだと思ってさ。女の子には確実に嫌われるよ。間違いないな」

　ニヤニヤ笑いながら悠斗は指摘してきた。

「悪いところ結構。大いに嫌ってもらいたい」

「せっかく来たんだし、近場にメシでも食べに行く？　奢おごるよ」

「いや、こうして話すのも久々だったから世間話をしちまったが、これでも忙しいんだよ。あと三〇分もしたら仕事に戻らなくちゃならない」

　俺の言葉に、悠斗は意外そうな顔をする。

「じゃあ何しに来たんだよ。多忙な兄さんが、まさか俺と他愛ない話をするためにわざわざ寄ったんじゃないよね？」

「実はな、金の無心に来た」

　友人知人だったら切り出しづらい話だが、悠斗になら遠慮なく持ちかけることができる。

「金？　いいよ、そりゃ必要なら貸すけど……兄さんっていっぱしの成功者じゃないの？」

「大した成功者じゃないし、必要だから貸してくれ。俺には金の無心ができるような気心の知れた友達が少なくてな。気楽に頼めるのは悠斗くらいしかいないんだ」

　半ば本当のことだった。理屈っぽいのは女性に嫌われると悠斗に指摘されたばかりだが、男にまで避けられているのかもしれない。といっても、金の無心ができるような友人など、俺でなくてもそうそういるものではないだろう。

「いくら？」

「ひとまず一億ドルと考えてる」

　俺が軽く言うと、観念したような表情で悠斗は大きく息を吐く。

「兄さんが金の無心に来るなんて不自然だと思ったら……やっぱりか。いくらなんでも、そんな大金すぐには無理だって。ドルでそんなに持ってないよ」

「もちろんタダで寄越せと言うわけじゃない。金額に見合うひまりプロダクションの株を渡す。関連グループを含めれば、そこそこ控え目に見ても時価総額三〇〇億円前後にはなるだろう」

「ひまりプロダクションの株を？　何でそこまでして金が必要なんだよ。株式の方がいいって」

「大和同盟の支援のために、アメリカにロビー団体を設立するんだ。金はいくらあっても足りない」

「何なんだよ。どうしてそこまでするんだ？　ついさっき、政治なんて興味がなさそうなことを話したばかりじゃないか」

「ひまりプロダクションは、日毬あってのものだからな。日毬のおかげで俺が得たものを、適正に返すだけだ」

　それから手早く話を済ませ、悠斗の同意を取り付けてから俺は実家をあとにしたのだった。
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　待ち合わせ場所である羽田空港にやってきたリリィを、俺は迎えた。

「よう、気持ちの切り替えはできてきたか？」

　リリィは大きなリュックサックを背負い、ブロンドの髪はゴム紐ひもで結んで、その上から使い古しのキャップを被っていた。大人の男性用のキャップなので、ローガンのものだろうか。

「上々よ。もし私が本国で地位を確立できたら、諜報機関からも仕事の声が掛かるかもしれないでしょ。トップスターがスパイだったっていうのは、なかなかカッコ良くない？」

「ははは。リリィにとっては芸能人として大成するより、スパイになる方が重要なのか」

　クロエと壮司はすでにワシントン入りして、向こうで準備を始めていた。そのクロエからの申し入れで、まずはリリィを送って欲しいという要望があったのだ。日毬と違ってリリィの仕事はまだ多くないので、こちらとしてもスケジュールが調整しやすく、少しでもリリィが大和同盟の宣伝の役に立つのなら好都合でもあった。

　俺はリリィに航空券を手渡し、並んで歩き始めた。

「私はあまり名誉欲みたいなものはないみたいなんだ。パパやママは、私が日本でアイドルデビューしたことを大喜びしてるけど、実際に活動してみれば、なんか自分には関係のない世界なのかもしれないなぁって思うようになった。だって芸能の仕事で交わすような会話は、私にはさっぱりピンとこないんだもん」

「リリィほどの教養を身に付けた子なら、学校だって詰まらないはずだ」

　リリィという子は、どういう訳か距離感が摑みづらい相手である。あどけない容姿の割に、話す言葉は大人顔負けに辛しん辣らつなためだろうか。

「私は、社会の陰に隠れて世界をコントロールするような仕事をしてみたい。颯斗にだけは伝えておくよ。いつか私は、個人で諜報専門の会社を立ち上げたいって考えてるの。どこの国家にも所属しない独立した組織だよ。私のなかではＮＳＡみたいに、すっごい規模が大きい会社なんだ」

「あるよな。軍事衛星から得た重要なデータを、契約した各国に提供したりするような会社はさ」

「それはあくまでシギント情報を提供する会社でしょ。私の会社では何もかもを扱うの。クライアントの要請に応じて、破壊工作からテロ活動、暗殺から虐殺まで請け負うよ」

　リリィは戦争や諜報を、どこかテレビゲームのように捉えてしまう側面があるのかもしれない。年齢を重ねれば、また違った見解を持つようになるだろうか。

「そいつはタダ事じゃないぞ……。民間軍事会社の諜報機関版みたいな感じか」

　ローガンとクロエが一家の将来を託し、熱心に行ってきたはずのリリィのエリート教育は、なんだか間違っていたような気がしないでもない。いやしかし、一周回って成功といっていいのだろうか。結果を見なくてはなんとも判断がつかないところだ。

「これからの世界の流行は、独立国家の創設になると思うんだよね。グローバル化に逆らう大波がたくさんの人種に押し寄せて、世界は一九世紀に逆戻り。そんなときに、自国からの独立を企くわだてた人たちが最初に駆け込むのが、私の会社になればいいと思うんだ。石油や天然ガスや鉱山なんかを押さえていたら最高。お互いウィンウィンの関係を創れるんじゃないかなぁ」

「なんて筋の悪い商売なんだ……。リリィの事業と比べれば、武器商人が天使にすら見えるほどだな」

「でも、もちろん既存の国家だって喜んでクライアントにするよ。やっぱこの手の仕事の最初のクライアントはアメリカ政府だよね。パパとママにはいつか私の事業の営業ロビー活動に協力してもらえると嬉しいんだけど……」

「大和同盟が政権を獲れば、日本もクライアントになれるかもな」

「そうだよね！　ひまりんなら、きっと私のパートナーになってくれるよ」

　そう言ったリリィは、ふと気づいたように声をひそめて続ける。

「あっ、でもこの話は、今はまだ私と颯斗だけの内緒だよ。パパやママに相談したら、きっと悲しむからね。とくにママは、私に金融マフィアになってもらいたいみたい。私が大人になるころには、そんな時代は終わってるんじゃないかって気がするな」

「だからって、諜報の時代が花開くとは限らない。スノーデンをはじめとして立て続けに現れる内部告発者に、世界の諜報業界はメチャクチャだ」

「だからこそでしょ。本当にリスクのある汚い仕事は、民間が請け負うような時代になるんじゃないかって考えてるの。そして私が諜報の大本を握り、間接的に世界支配を成し遂げるんだよね。どうかな、面白いアイデアだと思わない？」

　一応リリィには、「汚い仕事」だという認識はあるらしい。

「そいつは大した構想だ。だけど案外、大和同盟で日本を変革するよりも道のりは遠くないのかもしれない。上手くやれば、邪魔するヤツがいないからな」

「そう！　さすがは颯斗だよね。大衆から見えないことが前提だから、邪魔が入らないんだ。どこかの記者に嗅ぎつけられても、ほんのちょっと脅し付けて、こっちの味方に引き込んじゃえばいいんだよ」

「そりゃヤクザやマフィアと同類じゃねーか。いや、最初からそんな気はしていたんだが……」

　俺は吹き出した。

　しかしリリィは冗談で言っている風でもない。

「だからね、私が最初の足掛かりを得るために、芸能の仕事で名前を広めておくのはアリなんじゃないかって思えるようになったんだ。ひまりんを見てて実感したよ」

「日本じゃそこまで本格的に売り込まなかったけど、アメリカじゃクロエが先頭に立って動いてくれそうだから、アメリカ人にリリィが浸透するのは早いかもしれないぞ。クロエは、リリィを売り込みたくて仕方なさそうだからな」

　ふとリリィは俺を見上げてくる。

「颯斗の方は、ママのロビー団体を動かすためのお金の調達はできたの？　ロビー団体にとってお金はエネルギーだよ」

「なんとかな。一億ドルほどの手当てが付きそうだ。それから、ひまりプロダクションの銀行口座には二〇億円ほどあるし、俺の手持ちの金も多少ある。大丈夫だろ」

　子どもに金額を伝えたとしても普通なら判断できないだろうが、リリィにならば理解を得られるだろう。

「一億ドル！　どうやって調達したか聞いていい？」

「ひまりプロダクションの株を一部差し出してな」

「颯斗も本気なんだ。それだけあれば、ママも十分に成果を挙げられるんじゃないかな。私も頑張ってひまりんを応援するよ。いつか私の諜報事業にも活きてくるからね」

　そしてゲートをくぐってワシントン行きの飛行機に乗り込むと、座席に腰かけてもリリィは意気揚々と俺に将来の構想を語り続けたのだった。
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　ダレス国際空港からタクシーに乗り込み、ワシントン市内の指定されたビルに着くと、クロエと壮司が待っていた。

　それから、見たこともない四人の男女がクロエや壮司と並び、俺やリリィに向けて微笑んでいた。クロエが雇用したスタッフたちだろう。

　俺とリリィの顔を見るなり、クロエが啖呵を切る。

「準備は着々と進めておいたわよ。神楽さんのＰＲ戦術も懸命に練り上げているところ。私に任せなさい」

「おはようママ！　さっき着いたばかりだよ！」

　リリィは背負っていたリュックを降ろして、明るい声を上げた。

　クロエは四人の男女を見やり、リリィに手を掲げる。

「紹介するわね。私の娘、リリィ・レイエスよ。すでに伝えているけれど、あの神楽日毬と同じ芸能プロダクションに所属しているの」

　スタッフらはアメリカ人らしく大袈裟なジェスチャーと共に、口々に賞賛の言葉を語った。海外においても日毬の知名度は抜群なので、同じプロダクションで芸能活動をしているタレントだというのは敬意を受ける対象になるのだろう。

　クロエやスタッフたちがリリィを囲んで盛り上がるのを横目に、壮司が近づいてきて口にする。

「お待ちしていました」

「こっちの状況はどう？」

「クロエが妙に張り切っています。思っていたよりもクロエにはツテが豊富で、多くのアポイントメントが入り始めています。また、新しく雇用したスタッフたちも政治宣伝に長けている者が多く、実績も信用がおけ、ある程度の成果は期待していいものと思われます」

「なんだ、ローガンより役立つじゃないか」

「あくまでローガンは公僕ですから、協力したくてもできないことは多いでしょう。その点、フリーのクロエに限度はありません。馬車馬の如く働かせて、大和同盟の役に立ってもらいましょう」

「そうだな。今後は大金をクロエに預けていくことになるから、佐々倉さんにはその監視をしっかりと頼む」

「お任せを」

　壮司は深々とうなずいた。

　クロエに資金の決済を任せるにはまだ早い。

　今までひまりプロダクションの金を預けていた壮司だが、ただの一度も不正まがいのことをしたことはなかった。それどころか、自分の給与額にすら関心が薄いようで、俺や由佳里やタレント陣が高額の給与をもらい始めていたのに、しばらくの間は壮司だけ初期の給与のまま不満も言わずに働いていたほどだ。壮司が日々の経理業務をやっていたから気づかなかったのだ。それで俺が指示して壮司の給与額を引き上げたのだが、何の関心もなさそうであった。それゆえ、壮司になら大金を預けても大丈夫という信頼感があった。
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　ワシントン、新オフィスのミーティングルームで、俺はクロエと壮司の二人と向き合っていた。こちらでの進展状況を確認しなくてはならない。

　クロエは語る。

「メディアには大和同盟や神楽さんの最新情報を定期的にまとめてプレスリリースし、彼らが記事を作りやすいようにしているわ。ロビー活動としてはごく一般的なことだけど、最も基本的な宣伝の主軸になるでしょうね。今までは各メディアが独自に集めていた情報を、私たちに集約して扱わせるようにしていく」

　壮司が続く。

「その際、あきらかな誇張や噓は決して用いないように努めています。マスメディア相手に誠心誠意、といったら胡散臭い響きがありますが、虚偽情報を交えることは長い目で見ればマイナスですから、むしろ慎ましく冷静なトーンで訴えるようにしています。その分、一定のペースで絶え間なく情報を流していくことが重要になってくるでしょう」

「それがいい。最初のころ日毬の売り出しに取り組んだ際には噓も交えたが、俺だって今はもう大袈裟な広告宣伝はしないよう努めている。すでに日毬は抜群の知名度を有しているから、危険な綱渡りをする必要はなくなった」

　そう言って、俺はうなずいた。

　報道関係者に向けたアプローチと、一般大衆に向けた広告宣伝では性質が違う。

　一般大衆に向けて一～二割程度の曖昧な噓を交えて広告宣伝を行うのは、理に適った方法だ。八～九割が事実に基づくものならば、全体についての信憑性が確保される。昔から、それなりの効果をもたらしてくれるのは証明済みである。

　しかし、マスメディア相手に噓を交えれば、最序盤だけは効果を発揮するものの、誇張がばれた瞬間に逆に厳しい立場に追い込まれることになる。彼ら職業人は激しく反発し、自分たちを故意に操ろうとした者たちを許さないだろう。それゆえ、長期的視野に立ち、安定した情報をコツコツ提供し続けるのが理に適っているというものだ。

「神楽さんの日常の言動だけで十分に面白いのよ。あんなに可愛らしい子が、真面目な顔で政治を語っているだけでも絵になってくれる。私たちの団体はあくまで大和同盟や神楽さんの情報を集約しておいて、メディアが記事を作りたくなった際には、声さえ掛けてもらえれば無償で協力するという立場を貫くのがいいでしょうね」

「ＰＲ動画も定期的に作成していく予定ですが、ややアメリカンジョークを交えつつも、我々はアメリカにおける大和同盟の公的な立場を代表しているというバランスは保っていきたいと考えています。総帥の日々の政治活動をレポートした公式動画としてＰＲしていくつもりです」

「日常業務はわかった。方針に異論はない。ただ、ゆっくり数年をロビー活動に掛けていられるような時間はないんだ。悠々待っている間に、せっかく仕掛けた日本政界やメディア界に対する工作も無駄になってしまうかもしれないからな。もっと即効性のある活動を求めたいところだ。金は用意してきている」

　俺は結果を急いで求めていた。こういうことは、タイミングが最も重要である。

　クロエは資料を取りだし、テーブルに広げ置く。

「最初に取り組むのはこちら。国防政策に強い影響力を持つ議員たちのリストよ。力のある保守系議員が多いから、神楽さんとは考え方が共有できるはず。日米同盟の深しん化かや自衛隊の強化を応援してもらう形で、アメリカ側での大和同盟の後援者になってもらいましょう。このリストに掲載されている政治家たちにはもともと相互理解が得られやすい可能性があるから、相応の資金をばらまけば動かすのは容易でしょうね」

「だが、日毬の本心がアメリカの影響力を努めて排除したがっていることは、彼らにだって理解できるだろう。相互理解が可能な相手だろうか？」

　俺が疑問を呈すると、クロエは肩をすくめる。

「アメリカ人は、そもそも神楽さんと理念を共有していない。私だってそうよ、当たり前でしょう。だけどアメリカ人には、神楽さんの想いなら理解できるのよ。スポーツマンシップってところかしらね。だから神楽さんの立場を知ってもらう機会をできるだけ多く設けて、本音で直接彼らに語りかける場を作っていけるといい。普段から神楽さんは本音に近いところしか話さないから、方針さえ決まれば扱いやすいタレントね」

「スポーツマンシップ、ね。綺麗事に聞こえるが……そういう綺麗事自体が、ある意味、一周回って広告宣伝となるわけか」

「謀略や、陰湿なロビー活動は極力控え目にするつもりよ。正面切って自分をさらけ出しているように見える真摯な姿が、アメリカ人には一番効く。議論を呼び起こし、自らの傲慢を省みさせ、草の根の応援団が出来上がる。そういう真っ直ぐに見える姿が本当かどうかはともかくだけど、少なくとも神楽さんは本当なわけ」

「ここが大和同盟の天王山だと思って、気負い込んで大金を搔き集めたつもりだったが、それほど力む必要はなかったみたいだな」

「そんなことはないわよ。お金は絶対に外せない非常に重要な要素。どこの国でもそうだけど、ここアメリカでは特に、貧乏人が何を叫んでも意味がない。だけどね、本気でアメリカを動かそうと思えば、それだけじゃどうしても片手落ちってこと」

　咳払いをしたクロエは、かみ砕くようにして先を続けてゆく。

「今アメリカではね、各国から仕掛けられていたロビー活動は徐々に正体を暴かれ出していて、メディアも国民も、もうみんな飽き飽きしている頃合いなのよ。イスラエルや韓国から政治家やメディアに莫大な金が流れていた時期が続いたけど、誰もがうんざりだし、瞞されたことに怒りを感じているメディアすら出てきている。ちょうど日本で今、韓国や中国に対する草の根の反発が巻き起こっているのと似た流れよ。やっぱり誇張や噓を交えてばかりじゃ、いつかどこかで逆転されて、かえってピンチに陥る危険性が付きまとうことになるのよね」

「クロエの考えや方針にまったく異論はないんだが、一つ確認させて欲しい。ホワイトハウスの政策にまで影響を及ぼせるだろうか」

「どんな人間にだって弱みはある。その家族や親族、過去の愛人なんかにまで手を広げれば誰にでもね。もちろん大統領や、補佐官たちにだって弱みはあるのよ。そういう部分を穏やかに押さえておけば、それでいいこともある」

「謀略は用いないと言ったばかりじゃないか」

　苦笑しながら俺は言った。

「あくまでも、極力用いないというだけのことよ。子どもじゃないのだから、必要に応じてそういうこともあるでしょう。こちらも向こうもビジネスなんだし、お互いに協力し合うような仲になれればそれでいい」

「ローガンより実は役に立ちそうだな」

　冗談交じりに俺は言った。昨日、壮司にも語ったことだ。

「ローガンがね、政治家たちの泣き所をまとめて送って寄よ越こしたの。そのなかに、ホワイトハウスの面々への攻め口のヒントも書き送ってきたわ。だからまったくの無用の長物というわけでもないのよ。別にあの人の肩を持とうとしているわけじゃないけど、あの人だって木偶でくの坊ぼうじゃないからね」

　クロエの言葉に、壮司が相づちを打つ。

「ローガンが口ほどにもないのは事実ですが、それは公務員という立場上仕方のないことであって、決して無能というわけではないのです。私も特にローガンを擁護するつもりはないのですが」

「そうか、それならローガンを低く見たことを訂正しておこう。今までも、要所要所で役に立つ情報を提供はしてくれていたからな」

「私たちは利益共同体よ。大和同盟も、ＣＩＡも、神楽さんも、あなたも、そしてこの私も。これからは、この共同体を大きく広げていければいい。多くのアメリカの政治家たちや、国防総省、ホワイトハウスとまで利益共同体になれるのが最も望ましいことよ。いずれ敵対するラインはできてくるでしょうけど、資金力が保つ限界まで、共同体の領域を押し広げていきましょう」

　クロエは自信ありげに笑みを浮かべ、深くうなずいた。

　決して弱みを見せようとしないクロエは、まったくアメリカ人らしい。どこかナヨナヨしたローガンとはまた違う。だがクロエとて本心では、これから取り組む新しい事業に対して緊張する思いもあるのではないか。それでも、すでに日毬は十二分に高い知名度を誇っており、大きな資金力も確保されている状態だけに、ローガンやリリィの援護を受けてやりおおせてくれるだろう。





◇






　リリィをクロエに預け、大和同盟ロビー団体の設立準備が滞りなく進んでいるのを見届けた俺は、クロエの計画に則り、次はいよいよ真打ち日毬を引き連れてくるために日本への飛行機に飛び乗った。

　由佳里からメールでまとめて送られてくる報告文を確認しつつ、不在の間のタレントたちの仕事ぶりを確認していった。少しの間アメリカでの活動に注力しなくてはならない状況とはいえど、本業を疎かにするわけにはいかない。いつでも復帰できるように、タレントたちの取り組みをリアルタイムで追っておく必要があった。

　そんななか、由佳里からのメールには、定期で続くようになった政治教養番組『ひまりプロラジオ』のＵＲＬも記載されていた。昨日放送されたばかりの番組が、ネットでオンデマンド視聴ができるという。

　俺はＵＲＬをクリックして番組ページに飛び、ヘッドフォンを着けて耳を傾けた。

　番組の始まりに流れるミュージックと共に、杏奈の威勢のよい声が飛び込んでくる。

「はろはろー！　今日も元気に、いってみよー！　『ひまりプロラジオ』、司会の片かた桐ぎり杏奈と！」

「コメンテーターの槙まき野の栞や。よろしゅうたのんま」

「なーんか、大和同盟を取り巻く状況がずいぶん変わっちゃったじゃん？」

「そうやなぁ。メディアから、大和同盟や日毬が散々バッシングされてたのが噓みたいな話や。一夜にして変わってしまいよった。寝耳に水とはこのことやで」

「メディアは無理やり大和同盟やひまりんのスキャンダルをデッチ上げようとしていたんだけど、自分たちの本物のスキャンダルが次々とバレちゃったんだよね。ほぼ同時に、いろんな政治家もスキャンダル塗れになっちゃって、世間は大和同盟どころじゃないみたい」

「とてつもない状況やね。政治家のスキャンダルで一番すごかったのは、親族の不動産会社や暴力団組織と結託して、二〇年の間に少なくとも三〇〇億は儲けたんやないかって噂の猪い臥ぶし東とう治じやね。マスメディアで衝撃的やったのは、やっぱり社長ＯＢや役員の一部が愛人漬けや金塗れになっとって、長年に亘って韓国や中国の影響を受けていた旭日新聞やろうか。うちらみたいに大和同盟の応援で政治にちょくちょく関わっとると、まぁそないなこともあるんやろうなぁと思わんこともない。せやけど、いざ眼前に見せられると、想像以上のスケールで驚くわホンマに」

「スキャンダル塗れになってる局や新聞社の中の人だって、ほとんどは自分が所属する組織の不正を知らないで仕事してるからね。たぶんだけど、真面目にコツコツやってたつもりの人もいるんじゃないかな。怒りの持って行き場がないよね」

「もう引退したＯＢたちがメチャクチャやったあとで、残された方は呆然……なんて構図もあるんやろうしな。もう日本、ホンマにダメや。何にも手を打ってこないまま、ノーガードで衰退期に入ってしもうた。政治家、官僚、検察、メディア、それから国民……誰のせいやねん。どうしようもなくなってきたような気がするで」

　そんな栞の話に、杏奈が声を荒らげる。

「衰退なんてしてないよ！　ひまりんがいたら、怒り狂うと思う！　私も怒ってる！」

「んなこと言ったってやな……。うちは、間違いなく日本は国力の衰退期に入ってると思うで。うつつを抜かして現状認識をしっかりせんと、また道を間違えることになりかねんよ」

「栞ちゃんの衰退論にはすっごく異論はあるけど、ともかく、そんな日本を救うためのひまりんだよ！　ひまりんは究極兵器だと思うんだよね。レーザー砲とか拡散ミサイルまで撃つよ！」

「なんで宇宙兵器になっとんねん。日毬はずいぶん常人とは違うけど、生物学的には人間の範囲内やで。一応やけどな」

「でもやっぱ、メディア界隈のスキャンダルが多発する今の状況は、ちょっと複雑な気分だよね。メディアあってこそ成り立つ私たちアイドルの存在意義を問い掛けてるわけでもあるし。二人はどう思う？」

「いきなり振るんかい。紹介もまだやで」

　栞が慌てて押し止めた。

「あっ、そーだよねー。素で普通に振ってたよ。というわけで、今日のゲストはなんと二人！　まずは、『ひまりプロラジオ』への登場は二回目の王丞林と！」

「……ん？　それに、うちが続けちゅーことか？」

「そーだよ！　栞ちゃん、呼吸合ってないよ！」

「最近ひまりプロダクションに所属したばかりで、この番組には初登場……雷春燕や！」

「よろしくお願いします」

　丞林の短い挨拶に、春燕が続く。

「よろしく。実はこういう番組に出るのは初めてだから、ちょっと緊張してたりする」

「だよねー！　何だかんだいって、春燕は一番のおねーさんだよね！　よろしく！」

　咄嗟に栞が口をはさむ。

「クロエがいるやないかい。というか、クロエをタレントとして雇ったのは杏奈やん」

「あっ、クロエをお姉さんって言っちゃうの？　なら、二番目のお姉さんだよ！」

「良く言えばお姉さん、悪く言えば……」

　丞林がそこで言葉を濁らすと、春燕が威嚇の声を上げる。

「うるさい」

「私も、杏奈さんも、栞さんもまだ二〇歳前後……。でも春燕はアイドルとしての所属なのに……やばっ」

　さらに丞林が追い打ちをかけた。

　だが春燕も負けてはいない。

「アイドルじゃなくて女優の予定。どこかの胸だけしか取り柄がない子より良いんじゃないの」

「なっ⁉　そんなわけない……私が……私が胸だけだなんて……」

　狼狽したのか丞林は声を震わせた。

　杏奈が嬉しそうに言う。

「こう見えて、二人は仲良し！　……なーんてことはないんだよね！　事務所のいつもの会話そのままでスタジオに来たって感じだよ！」

「いいんかい。紹介の直後からこんな口喧嘩なんて。地の姿そのまま出し過ぎやろ」

　栞はすっかり呆れ声だった。

　他人事だから言えるのかもしれないが、いつもそばで見ていると、これはこれで面白いのだ。最初に春燕を事務所に連れてきた自己紹介のときに、髪を摑み合っての取っ組み合いにまでなった。しかしその後は、口論はしつつも、最も会話を交わす仲になっていたのだった。半ば罵り合いのような言葉の応酬もあるが、端から聞く限り、二人の会話は意外と成立しているのである。

　本人たちは細々とした事件がある度に、相手に心底腹を立てているだろう。だが俺には、互いを理解し合っている一番の友人にすら見える。スパイという地味な職人の世界に触れた者同士の間だけで成り立つ、相互理解があるのではないだろうか。

　杏奈が口にする。

「先に所属した丞林は台湾人。そして今回新たに所属することになった春燕は中国人なんだよ。ロリロリ系モデルのリリィと、コメンテーターのクロエはアメリカ人だし、なんか段々グローバルになってきたじゃん。所属タレント一〇人中、なんと四人が外国の人だよ。ヤバいよ、うちら」

「何がどうヤバイか解説が必要や思うけど、まぁスルーでええやろ。杏奈の言い回しにいちいち構うと危険やし」

「残念だけど、杏奈の紹介は間違ってる。台湾人ってものは存在しないのよね。強いて言えば漢民族じゃないの」

　春燕が訂正すると、すかさず丞林がまくしたてる。

「そっちの頭が残念。漢民族じゃありませーん。だったこともありませーん」

「一五億人もの人民を敵に回してこっちが心配ね。たぶん頭が悪いから、将来の仕事をちゃんと考えることができないんでしょうね」

「春燕みたいに計算高くないだけよ。私は日本と台湾で仕事ができれば満足だしね」

　二人の会話の応酬に、栞が息を吞む。

「なんやサラッと会話交わしとるけど、ある意味、日毬より危険なネタに踏み込んどるのかもしれんね。いよいよ本格的に、うちらの事務所に爆発物が仕掛けられないか心配になってきたわ」

「春燕ってちょっと危険な美人って印象があるんだよね。実際に危険なのかもだけど、うちのプロダクションに所属する前は、どんな仕事をしてたか聞くところから始めようよ。丞林は軍人さんだったけど、春燕は──」

　杏奈の質問に、春燕はかつての自分の経歴を、シンガポールのテレビ局ＭＣＶの特派員だったと名乗った。俺に語ったのと同じ内容だ。公に表明してしまうということは、やはりＭＣＶ社員として在籍していたことは事実なのだろう。たとえそれが工作上の一環だったとしてもだ。

　それから杏奈が根掘り葉掘り質問をしていき、ときおり丞林と春燕が罵り合いを演じつつも、番組はいつものように進行したのだった。
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　羽田空港に引き返し、空港ロビーで日毬の到着を待っていた。日毬を迎えに来るためだけに、いったん日本に戻ってきたのだ。事務所に戻っているヒマはない。搭乗時間はそろそろなので、もうすぐ着くはずだ。

　やがて髪を後ろで地味に縛り、サングラスを掛けてニット帽を被った女の子がやってきた。一般人にはバレないだろうが、日毬の姿を見慣れた俺には一目瞭然だった。

　後ろには森が付き添っている。由佳里だと有名人だけに目立つので、空港までの送迎は森が担当してくれたのだった。リリィのほうは空港への移動のためにマネージャーが付くほどではないが、日毬となれば万が一の場合のガードが必要である。

「おつかれ。今日の撮影は無事に済んだか？」

　俺が声を掛けると、日毬は姿勢を正しておじぎをしてくる。

「おつかれさま。私が仕事を疎かにするわけがない。ただ、用意されていた水着がいささか派手で久々に萎縮してしまった……。あのような水着を着用する仕事は、できれば避けて欲しいものだ……」

「ははは、まだ日毬でも緊張することがあるんだな」

「いつも千歳が着用するような水着だったのだ。あのようなものは私向きではないはずだ。また姉上に人間性を疑われてしまう」

「そうか？　だってエミリアプラスの仕事だろう？　落ち着いた雑誌だし、Ｔバックみたいなものを強要されることはないと思うんだが」

「もちろんそこまで激しいものではないが、しかし……」

　日毬が言葉を濁らせると、やや後ろに控えていた森が挨拶してくる。

「常務、おつかれさまです。今日は私が付いていましたが、万全でしたよ。私から見れば、撮影の際に日毬ちゃんが動転しているような様子はありませんでした。先方も喜んでましたしね」

「うむ。いかに私が内心で苦しい思いをしていようとも、仕事は仕事として取り組まねばならない。この活動が日本国の未来に直結している以上、私には躊ちゅう躇ちょするなどという選択肢はないのだ。だがやはり、人前で肌を過激に露出するのは慣れないものだ……」

　時計を見ながら俺が促す。

「そろそろ行こう。日毬に日本での仕事を休んでもらうのは初めてのことだが、アメリカではクロエがずいぶん予定を詰めているようだぞ。少しの間だが、強行軍になるだろう。せめて機内ではゆっくり休んでくれ」

「長期間日本を離れるのは初めてだ。しかしこの戦いは、大和同盟にとって命を懸けた重大な岐路となる。いかなる大敵にも挑まねばなるまい」

　日毬は決意を漲らせるように強い口調で言った。

「なに、二週間ほどのことだ。あっという間に終わるさ」

　そう言って、俺は森へと視線を向ける。

「じゃあ森さん、由佳里によろしく伝えてください。それから他のメンツにも」

「わかりました。ご武運をお祈りしています」

　森に見送られながら、俺と日毬はワシントン行きの飛行機へと向かったのだった。
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　ダレス国際空港に降り立つと、全米から集まったらしい多くのアメリカメディアが押し寄せているのがロビーの先に見えた。日本側のメディアには日毬の行動はばれていなかったから、おそらくアメリカ側のほうは事前にクロエがメディアに伝えて演出しているのだろう。

　だが、あの群れのなかに入っていけというのだろうか。

　逡しゅん巡じゅんしていたところ、クロエが手招きしているのが見えた。

「こっちよ。航空会社と交渉して、個室を借りておいたの」

　クロエの誘導で部屋に入ると、クロエが雇ったスタッフのうち三人が待ち構えていて、日毬に笑顔で手を差し出してきた。

　スタッフらは口々に挨拶してくる。

「ようこそワシントンへ。メイクや衣装担当のスーザン・ベイリーです」

「大和同盟の広報担当のギャヴィン・リードです。よろしく」

「同じく広報担当のアンソニー・マルティネスです。こうして直接お目見えできるなんて光栄ですね」

　日毬は一人一人手を握り返しながら口にする。

「アメリカ側の大和同盟スタッフらが活動してくれている様子を見に来られて幸いだ。いずれゆっくり世界政治について語り合う機会があるといい」

　実際には、日本の大和同盟スタッフたちのように義務や使命を感じて働くニュアンスではなく、あくまでも彼らは広告宣伝のプロとして、純然たるビジネス行為での参戦だ。雇った四人の経歴書をクロエから渡されていたが、さまざまな政治家から雇われてメディア界隈を跋ばっ扈こし、十分な実績を誇っている。報酬は非常に高いが、それに見合う活躍が期待できるだろう。

　クロエが指示してくる。

「早速だけど、挨拶を交わしている時間も惜しいの。軽い記者会見を用意しているから、この服に着換えてもらえる？」

「これはKaguraブランドの服ではないか。私がデザインしたものだ」

　衣装担当のスーザンが言う。

「だからこそ栄えるんです。Kaguraブランドの衣装はすべて取り揃えてあります。アメリカでは、それらを着こなして毎日テレビに登場してもらいます」

「神楽さんは只者のテレビスターではないことを、ありとあらゆる実績を総動員してＰＲしてもらうわ。大物政治家でもあり、世界的なスターでもあり、実績あるデザイナーでもあり、そして未だに由緒正しき日本文化を語り継ぐ剣道家でもある……。あなたがカエサルのような万能の存在として、硬直した日本政治を転換する原動力になっていくことを、アメリカのメディアを通して世界の人々が知るでしょう」

　そう言って、クロエは地面を指差して続ける。

「ここアメリカで、神楽さんはルビコン川を渡るのよ。その歴史的舞台の目撃者であり……さらに言えば今後のあなたの後援者になるのがアメリカ国民というわけ」

「クロエは大袈裟だな。大和同盟は日本人の政治政党であって、アメリカ人の政党ではない。アメリカ人が後援者になるという話は、いかにも不自然だろう」

「アメリカ国民にとってはそれがエンターテインメントになるのよ。そもそも、神楽さんの存在自体が最高のテレビショーじゃない。だからこそ、あなたは世界的な知名度を持つに至ってるの」

「私はごく一般的な日本人であり、日本で生まれ育った者であれば誰でも私と同じように考え行動するはずだ。私ばかりが特別に目立つわけではない。知名度を得たのは偶然が重なった結果であって、私はまだまだ勉強中の身の上だ」

　そんな日毬の言葉に、クロエやスタッフたちは誰もが笑った。日毬には慣れっこのはずの俺まで、つい吹き出してしまった。

「本気でそういう言葉を口にするところが、神楽さんの凄いところなのよね。政治の論争なんて二の次でいいの。別に神楽さんはアメリカ人を嫌っていたり、対抗しようとしているわけじゃないでしょう。アメリカ人は今後、日本に帰った神楽さんを絶え間なく追いかけ、日本での大和同盟の扱いに一喜一憂していくことになる。日本のマスコミが神楽さんをバッシングすれば怒りを露わにするし、大和同盟が勢力を拡大すれば一緒になって喜ぶことになるわ」

　クロエが両腕を広げて言った。

　スタッフの一人が口にする。

「クロエ、そろそろ時間です。準備しましょう」

「そうね、将来の計画はあとで話すことにしましょうか。みんな、準備を始めて」

　それから素早く日毬が着替えを済ませると、化粧台の前に座らされ、手早くメイク作業が始まった。

　メイク担当のスーザンが手を動かしながら言う。

「今のままでも十分にお美しいですが、画面映うつりがいいように、ほんの少しだけメイクを施します。二、三分ほどで済ませますね」

「うむ、承知した」

　広報担当スタッフが書類を片手に説明してくる。

「メイクしながら聞いてください。先ほどクロエが言ったように、基本的な方針としては、アメリカ人を大和同盟……いや、神楽日毬という個人のファンとして取り込むことに全力を尽くします。そこがすべてと言っても過言ではありません」

　日毬が小さくうなずいたのを見て取り、広報担当者は続けてゆく。

「いいですか、神楽さんの魅力でアメリカ人をメロメロにするのです」

「だが、魅力と言っても今さらどうすればいいのだ？　私が何か変わるわけでもない」

「神楽さんはすでに現時点で十分すぎるほど魅力的な人物です。ですから、何らかの演技をする必要はありません。ただ、政治的に微妙な部分では、決してアメリカ人保守層を敵に回すような言動は控えてください。どうしても言及せねばならぬときも、決してストレートな物言いはせぬように」

「もともと私はアメリカ人を敵だとは考えていない。日米同盟で結ばれる盟友に他ならないだろう」

「しかし物事には光の当て方が重要です。神楽さんが適切と考えていることであっても、アメリカ人を刺激しかねない物事はあるものです。たとえば日本の核武装も、未だ多くの保守層が難色を示している事柄でしょう。それに関連すれば、かつての日本への原爆投下も微妙な問題になってきます」

「だが核武装は避けて通れない議論であろうと考えている。大和同盟の存在意義に関わる問題だ」

「わかっています。ですので次善の措置として、もし日本の核武装に触れなくてはならない場合には、あくまでもアメリカの太平洋におけるプレゼンスを代行するためなのだという視点を強調してください」

「なるほど、了解した。アメリカを開拓してきた人々の精神を私は尊重している。日本とは共有する理念も少なくはない。私が統治する日本は、アメリカとの盟友関係を継続するのだという意志を強く伝えることとしよう」

「終わりました」

　メイク担当が日毬のそばを離れると、クロエが促す。

「行きましょう。この作戦のゴールは決まっている。いずれ大統領との会見をするまでに到達すること──神楽さん、あなたなら可能な目標のはずよ」

「了解した。これだけの面々が私に協力してくれる戦いだ。私になら成し遂げられるだろう」

　クロエの誘導の下に、ドアを開け放って一同は部屋を出た。

　広報担当の案内によって、日毬は記者たちが集まる前へと連れ出されていった。たちまち歓声が飛び交い、カメラのフラッシュが瞬またたく。

「私が神楽日毬だ。盟友アメリカの土を踏めて嬉しく思う。以前よりアメリカのテレビ局などからの招しょう聘へいが幾度もあったのだが、日本での仕事が忙しく、なかなか海を渡ることができなかった。この機会に、多くのアメリカ国民と語り合える機会を持てれば幸いだ」

　なぜか、記者たちの間からどよめきが巻き起こった。目の前で喋る日毬の声、言葉、仕草、姿形などすべてが驚きといった様子だった。将来の外交のため語学にも勤勉だったのだろう、言葉もなかなか流りゅう暢ちょうだ。

　記者の一人が早速質問してくる。

「神楽さんの訪米の目的は何ですか？　先ほどテレビ局からの招聘があったと言われましたが、それだけでしょうか？」

「私が党首を務める大和同盟においては、アメリカとの関係を未来志向のものにしたいと考えている。そのため多くの政治家や政治関係者たちとのアポイントも取っているし、この機会に多くのアメリカ国民とメディアを通して会話することも望んでいる」

「先のウォーカー大統領の演説は、日本でナショナリズムが昂揚するのを強く警戒するものでした。アメリカ大統領が同盟国を批判するケースは珍しく、この演説は広く話題になりましたね。この演説は、大和同盟が政権中枢に近づくのを拒絶しようとするホワイトハウスの先制攻撃だとする意見がありますが、神楽さんのお考えはどうでしょうか？」

「私はアメリカ大統領クロード・ウォーカー、そしてアメリカ国民を大いに尊敬している。現行の世界秩序を形作ってきたのはアメリカであり、その力によって維持された平和を日本は存分に享受してきた。もちろん良いことばかりだったなどと言うつもりは毛頭ないのだが、感情を排して総合的に考えてみれば、控え目に見ても、アメリカが世界に催促した民主主義と自由主義が、第二次大戦以降の世界においておおよそ七〇年近い繁栄をもたらしたことは否定できない。アメリカは世界秩序そのものだった。私としても、世界の現実を平和裡りに維持するために、パックスアメリカーナが今後とも一定の範囲内で維持されることを望んでいるし、日本としてもその秩序に協力するのは大国としての務めであると考えている」

　日毬が相当の気を遣い、慎重に答えていることがわかる長い言い回しだった。普段の日毬と比べれば、アメリカに対してリップサービスを織り交ぜた内容である。しかし元々日毬はアメリカを突き放そうとしているわけではないのだから、考えとは違うことを主張しているわけではない。

「今の発言は少々戸惑います。なぜなら独裁を常々公然と主張する神楽さんは、まさしく民主主義を踏みにじろうとしているわけです。ウォーカー大統領が先の演説で表明した懸念もそこにあるのだと思われます。今の世界において独裁など許されるべきものではないと思うのですが？」

「誤解しないで欲しい。私は民主主義を貶してはいない。あらゆる政治体制には一長一短があるが、消去法的に考えれば、かつて人類が経験してきた政体のうちでも、最も穏当な体制であると私も考えている。だが、どのような政体が有利かは時と場合によるのであり、ゆるやかな右肩上がりの社会なら民主主義が向いているものの、衰退を食い止める手段としては独裁こそが有用であると私は確信している。日本の現状の苦境を鑑かんがみれば、私の独裁によって国家を再生させることしか道はないと考えているだけだ」

「つまり日本は衰退に向かっている最中であると？」

「……私の口から言うのは実に実に口惜しい限りだが……ある意味で言えば、日本は堕落しかけている……。人口構造が歪いびつとなり、膨大に膨れあがった社会保障が仇あだとなり、民意では有効な手立てを打てない社会になってしまった……。それがゆえ身動きが取れず……やはり私がやるしかないのだ……」

　そこで言葉を途切れさせた日毬は、身体を激しく打ち震わせた。いつもより冷静に質疑応答に応えていた日毬だったのに、話すうちについ激情に駆られてしまったようだった。

　だがこうした日毬の本当の姿がわずかに露わになると、意外にも記者たちにはそれが面白く見えたようで、微笑んだり笑いをかみ殺したりしているようだった。

　別の記者が質問の声を上げる。

「いかなる国にも、神楽さんのような未成年の政治家は存在しません。あなたは自分の存在をどのように肯定しますか？」

　それから和わ気き藹あい々あいとした質疑応答が続いていった。

　大和同盟の設立後、日本での記者会見は殺気立つことが多かった。日毬は日本においてメディア企業の解体や再編成に触れることが度々あったため、対立はやむを得ないことだったろう。だが直接的な利害関係が薄い相手だと、日毬の頑がん迷めいさや生き真ま面じ目めさを純粋に楽しく思えるのかもしれない。





◇






　その足で、アメリカのテレビ局へ向かった俺たち一行を待っていたのは、クロエが雇ったもう一人のスタッフとリリィだった。日毬がアメリカ上陸後、これが初めてのテレビ番組出演だ。

　リリィは日毬のそばに駆け寄り、明るく声を上げる。

「ひまりーん！　一緒にテレビのお仕事をするのは何気に初めてじゃない？」

「おつかれさま。前向きなリリィと同じ番組に出られるのは何よりだ。トーク技量に劣る私のことを、どうか手助けしてほしい」

　俺が口をはさむ。

「そもそもリリィはテレビの仕事なんてなかったじゃないか。危険な発言をしないかって心配で、意識してテレビにだけは出さなかったからな」

「颯斗がリリィを虐めていただけよ。うちの娘はテレビでも映えるって散々言ったのに、何も手を打たないんだもの。こっちではリリィに存分に活躍してもらって、颯斗の判断が間違っていたことを知らしめてやりましょう」

　クロエは強硬に主張したが、いつものことなので俺はスルーを決め込んだ。屈指のバカ親でもあるクロエは、暇があるとリリィに付いて回り、どこでも娘を絶賛してやまず、なかなかテレビ局に売り込もうとしない俺のことを批判して憚らないのだった。

　それから割り当てられた控え室に籠もり、クロエとスタッフらが、日毬とリリィにさまざまな指示を与えた。日毬とリリィは謙虚に指示を聞き、時おり質問を差し挟みながら番組の意図や作戦を確認していったのだった。

　しばらくするとテレビ局の社員が控え室にやってきて、日毬とリリィを連れだしていった。俺やクロエ、それからスタッフたちはスタジオに入り、幾台ものテレビカメラの後ろに立って番組が始まるのを見守った。

　この番組は全米有数の知名度を持つテレビ司会者が、毎週大物ゲストを迎えて語り合う形式の討論番組だった。ガチガチの保守系司会者で、リベラル勢のゲストとは激しい口論の応酬をすることも厭わず、マッチョなアメリカ人をいかにも体現したような司会ぶりで有名な相手だ。そのせいで保守系に偏向した番組だったが、司会者の立ち位置がわかりやすく、エンターテインメントとしても人気がある珍しい政治系番組だった。

　この司会者はさも大袈裟な演技を駆使して司会をするため、日毬とは相性が悪い可能性はあった。しかし相性を理由にえり好みしている場合ではない。ここは果敢に攻めるべきときだ。

　クロエやスタッフらとも慎重に相談を行い、高い視聴率を持つ老舗番組でもあったので、思い切って最初にぶつけることにしたのだった。

　スタジオでは、白髪交じりだが軍人かと見み紛まがうような体格の司会者が、いつもの席に腰かけた。やや遅れて、日毬とリリィが奥から現れ、司会者の前に腰かけた。司会者はニッと二人に笑顔を向け、何らかの会話を交わしたようだった。その声は聞こえないが、互いに軽く挨拶したのだろう。

　さあ時間だ。

　スタッフらが機敏に動き出し、カメラが舐めるようにスタジオを映し始める。

　派手派手しい音楽と共に、いよいよ番組のスタートだ。生放送である。
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「公然と独裁者を目指すサムライガール！　世界一のトップスター、神楽日毬の登場だ！　ようこそ、ぼくたちの番組へ！　司会のバリー・フォスターです！　今日もよろしく！」

　司会者の暑苦しいノリに続き、日毬が物々しく挨拶する。

「神楽日毬だ。今日こちらに到着したばかりだが、最初にこの番組に駆けつけてきた。よろしくお願いする」

「最初にうちの番組を選んでくれたのは光栄だね！　そしてもう一人のゲストは……おっと、今日は日本の政治問題じゃなかったのか？　どう見ても日本人には見えないが？　しかも妙に幼い……」

「私はリリィ・レイエス。ヴァージニアで生まれたアメリカ人なんだけど、日本での暮らしのほうが長いんだ。一三歳だよ」

　初めてのテレビの割に、リリィには緊張した様子はなかった。今までモデル撮影やラジオ出演など続々こなしてきたリリィだから、メディアの前に出るのは慣れてくれたのだろう。

「一三歳！　なんとこの番組始まって以来の最年少ゲストの登場だ！　大丈夫なのか、この政治番組は！」

　司会者が手で顔を覆うと、スタジオからは軽い笑いが起こった。決してリリィを嘲あざ笑わらうようなニュアンスではなく、司会者のおどけた調子に合わせた笑いだ。リリィも笑っていた。

　日毬が口にする。

「リリィは若く見えるが、さまざまな議論にも耐え得るだけの豊富な知識を持っている。何より私自身、未だ一八歳になったばかりの身の上だ」

「そうだったよね。それが何人もの政治家を抱える一国の政党の党首っていうんだから世も末だよ。いいや、もしかしたら我々人類は、まだ見ぬ未来の世界に遂に突入したのか？」

　再び緩い笑いがスタジオに満ちた。

　番組作りにも関わってきた俺から見れば、いささか背筋が寒くなる政治教養番組だが、多くの視聴者に取っつきやすく、かなりの視聴率を持つライトな作りの番組だった。司会者が全米有数の知名度を誇るので、ゲストよりむしろ司会者の方が目立つ。作り手側が、いかに難しい政治問題をエンターテインメントとして視聴者に届けるかを考え、四苦八苦した努力の結果なのだろう。

　だが考えてみれば、杏奈が主体でやっているラジオ政治教養番組『ひまりプロラジオ』も、似たようなコンセプトに収まってきたかもしれない。さすがにラジオと全米向けテレビでは視聴者の桁がまるで違うが、多くの視聴者に届けようと努力すれば、同じ方向を目指すことになるのだろうか。

「ところで神楽さんは独裁者を目指しているそうじゃないか。リビアのカダフィ大佐や、北朝鮮の三大親子のようなものなのかい？　なんて悪いヤツなんだ。今すぐ日本に米軍を派遣して懲らしめてやらねばなるまい。おっと、すでに日本には米軍がいたような気もするね」

　スタジオからは再び緩い笑いである。アメリカンジョークのセンスは、どうも日本人の笑いのツボとは感覚が違う。

「独裁者というだけで悪者呼ばわりするのはアメリカの悪いクセだ。シンガポールの基盤を創ったリー・クアンユーのようなケースもあるし、少なくともイラクの秩序を保つことには成功していたサダム・フセインのようなケースもある。その国の状況や歴史を鑑みて、現状に照らして最適な政治を行うのが人間に与えられた能力というものだ」

「おお、なんてことだ……。フセインを優れた独裁者などと考えているとは……。アメリカにとって、神楽さんは打倒すべき存在なのか？」

「フセインを尊重しているわけではない。良し悪しがあったと主張しているのであって、政治家にはそれぞれ役割があるだろう。私には、厳しい状況に直面しつつある日本を再び隆盛に導くのだという使命が与えられている。その使命を全うできさえすれば、独裁権力などはすぐにでも国民に返還するつもりだ」

「ならば、大統領や内閣総理大臣のような立場でいいじゃないか。現行の法を否定するようなことをすれば、批判されるのは当然だろ？」

　友達に語りかけているような司会者のノリだったが、これはそういう番組なのだ。

　日毬は身を乗り出す。

「考えてみてほしい。大統領や内閣総理大臣は選挙の洗礼からどうしても逃れられない。選挙制度の軛くびきから逃れなくてはならない瞬間というのは、あるものだ」

「民主主義を完璧に否定したね」

「否定した。その通りだ。しかし民主主義を頭ごなしに否定したわけではなく、そういう瞬間があるのだと主張しただけであることを、繰り返し強調しておきたい」

「今がそういう瞬間だと？」

「そうだ。私こそが独裁者であるべきだ」

「ここまで真顔で断言されると、さしものぼくも、どう応じるべきか迷うところだね。リリィは神楽さんのこの主張に、アメリカ人としてどう思うんだい？」

「かっこいい。隣で聞いていてドキドキするよ」

　子どもらしい率直なリリィの意見だった。

「ホントに？　過去に登場した独裁者の顔が重なって見えないかい？」

「見えないよ。バリーには本当に、ひまりんが悪いファシストに見えるの？」

　リリィが逆に問い掛けると、ふいに司会者は日毬にまじまじと視線を向け、しばらく沈黙した。司会者の滑こっ稽けいな表情に、スタジオからは微かに笑いが漏れる。

　やがて司会者はつぶらな瞳で、ポツリと口にする。

「見えない」

　その瞬間、ドッとスタジオは沸いた。

「でしょ？　アメリカだって、今の民主的なシステムが弊害をもたらし始めたケースは多いと思うんだ。アメリカの大統領選挙だと、少なくとも五〇億ドルのお金が飛び交うでしょう。貧富の差が拡大して、社会の底辺で厳しい生活を送る人はどんどん増えているのに、実際に政治ゲームに参加できるのはお金持ちだけ。みんなの実感でもあるはずだけど、アメリカの民主主義ってお金とテレビの関係がとっても色濃くにじむようになっていて、ニヒリズムが社会に満ち始めていると思うのね。これがみんなの望んだ民主主義なの？」

　リリィの素朴な疑問に、司会者は今度はリリィにじっと視線を向ける。

「えっと……たしか一三歳のはずだったよね。リリィはどこでどんな教育を受けてきたんだい？」

「聞きたい？」

「ああ、ぜひとも聞かせてもらいたいところだね」

「ノーコメント。じゃないとバリーが狙撃される危険があるからね。世の中には知らないほうがいいこともあるんだよ」

　そんなリリィの言葉に、スタジオは笑いに包まれた。

「なるほど、これ以上の詮索はヤメにしよう。ぼくも命が惜しいからね」

「実は私、ここだけの話だけど、エリア51における超極秘任務に関連して暗躍しているの。番組が終わったあとに、バリーにだけはこっそり私の正体を聞かせておいてあげる」

　エリア51はアメリカ空軍によって厳格に管理されている基地で、未確認飛行物体が頻繁に目撃されており、宇宙人と共同研究しているという風説によってアメリカでは有名な場所だ。真偽はともかく、ネタとしては面白いところである。

　司会者は耳を塞いで首をふる。

「まさかリリィは宇宙から来た謎の生命体なのかい？　やめてくれ。ぼくには愛する家族がいるんだ……。どうか慈悲を……」

　それからリリィが特殊な経歴を色々匂わせて、スタジオは大いに盛り上がった。

「この番組、本当は政治教養番組なんだけど……神楽さんは世界的なテレビスターでもあるし、リリィは日本でアメリカ人タレントとして活躍してる。せっかくだから芸能人としての活躍も聞きたいね」

「どのようなことでも答えよう。できれば私としては政治的な質問のほうが好ましいのだが」

「いいよ、何でも聞いて」

　日毬とリリィがそう応じると、司会者は話を続けてゆく。

「二人は同じプロダクションに所属しているんだよね？　失礼ながら、リリィのことは初めて知ったよ。神楽さんのことはデビューで有名になったころから知っていたけど、リリィはいつから──」

　なぜか番組では、日毬の思想や政治面の成果などの話題にはほとんどならなかった。この司会者はいつも相手の政治思想に喧嘩を売ることで番組を盛り上げるのだが、今回ばかりは日毬やリリィの芸能人としての活躍にばかり話が及んだのだった。なにせ知名度で言えば、この司会者より日毬のほうが世界的にはずっと格上なのだ。

　そのため司会者の質問は、日毬とリリィの芸能活動や日常生活などに集中し、ちぐはぐで嚙み合わない三人の会話がむしろ面白く、終始スタジオは明るい笑いに包まれたのだった。
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　最初の番組出演を終えると、俺たちは大和同盟ロビー団体のオフィスへとやってきた。日毬はここに初めて足を踏み入れる。

　日毬を囲んで、クロエやリリィやスタッフらが簡素な歓迎会を催してくれた。

　スタッフの一人が日毬とリリィを褒め讃える。

「ひまりんもリリィもとても良かったよ！　最初はバリーと喧嘩になりそうな雰囲気が少しあったけど、ひまりんが押し切ったよね。その直後にリリィが絶妙の話題を出してくれた。それから主導権はずっとこちらのものだったよ」

　クロエが感心したように続く。

「裏方として関わってみれば、やっぱり神楽さんはとんでもないタレント力の持ち主だってことがわかるわよね。どうりでグローバルに有名になるはずよ」

「私など偶然と幸運、そして颯斗の後押しによってなんとかやれてきただけだ。本当の実力者なら、今ごろはすでに独裁者として大ナタを振るっていたに違いない」

　日毬の言い様や姿勢がいちいち面白いのか、日毬が口を開くたびにスタッフたちは笑いをかみ殺していた。こういった日毬の姿勢があらゆる機会にYouTubeを通して世界に拡散されたのがここまで知名度を得ることになった要因だったが、やはりすぐそばで本物を見ると格別なものがあるのだろう。俺はあまりにも見慣れてしまっただけなのだ。

　別のスタッフが声を上げる。

「これでリリィは全米デビューの足掛かりができたってわけだ。神楽さんと並んで全米一の政治討論番組で活躍したんだから、知名度は飛躍的に上がったよ」

「なんかおかしいよね。私の意識や能力が何か変わったわけじゃないのに、ただ有名番組に出たっていうだけで、知名度の方が勝手に上がっちゃうんでしょう？　考えれば考えるほど、やっぱりおかしいよ。他人から与えられたものとか、何かの権威が後ろに付いたものしか民衆は理解できないんだよね。そんな人たちに生きてる価値ってあるのかな？　その人たちが死んだって別に世界は何も変わらないよ」

　なんて直ちょく截せつなリリィの考え方なのだろうか。日毬より、リリィのほうがよほど独裁者としての素養があるような気がした。

　クロエが諭す。

「だからこそ、戦略次第でのし上がれる方法はいくらでもあるということよ。そういう仕組みを利用して生きる術を身に付けなさい。いずれリリィは、望む人生のすべてを手に入れることができるでしょう」

　それからスタッフらやクロエが、日毬を囲んでの歓迎会は続いた。

　リリィは俺の隣まで静かに近づき、日毬が皆の問い掛けに答える様子を見やりながら、小さな声で俺にだけ聞こえるようにささやいてくる。

「望む人生だって。いつか私が世界を操れるようになれるかな？」

「大国から仕事を発注してもらえるような大規模な民間諜報組織を創れれば、可能性はあるんだろうよ。だが多くのコネクションと、莫大な資金力が必要だ。その両方を手に入れるために、リリィが早いうちから戦略的にテレビスターになっておくのは一つの作戦なのかもしれないな」

　俺は当たり障りのないことを言った。リリィの密かで巨大な野望の前では、俺のような小物にアドバイスできることなどあるはずもない。

「私が大人になるまでにパパがもっと出世していてくれれば、ＣＩＡと協働したり、コントロールしたりまで出来るかもしれないよね。そしてママが政治団体のロビイストとして実力を付けてくれれば、ホワイトハウスや国防総省にも食い込める。私の目標、意外に近いと思うんだ。きっと世界はすごいことになるよ」

　日毬も独裁者を志向しているが、まさかリリィまで独裁的な組織を創って世界を操ろうとしているなど、とんでもないタレントばかりが集まる実に危険な芸能プロダクションである。もちろん二人とも方向性はまるで違うが、俺は二人の独裁者が誕生する瞬間を間近で目撃しようとしているのかもしれない。

「将来もしリリィが民間諜報機関で成功すれば、何百万人が虐殺される世界を目撃することになるかもしれないな」

　俺の言葉をリリィは否定せず、クスクスと笑う。

「颯斗は副社長にしてあげる。パパやママには𠮟られるから、今はまだ内緒だよ」

「副社長は願い下げだが、内緒って話なら了解だ」

「どうして副社長は嫌なの？　こんなに優遇するオファーはないよ。それだけ颯斗のことを私は評価してるってことなんだよ」

　リリィは本気で疑問だったようで、俺を見上げて小首をかしげた。

「俺は臆病者だからな。陰謀や戦乱に関わるのは恐ろしくてさ。自分のスキルを遥かに超えてるよ」

「噓ばっかり。颯斗は絶対、悪わる巧だくみが上手いと思うんだよね。それに、いざとなれば冷静に、そして無表情で、虐殺スウィッチを押すタイプ」

　そんなリリィの指摘に、俺は目を見開く。

「マジでそう見えるのか？　いや、本気で驚いたよ」

「自分のことって、なかなかわからないものだよね」

「俺は善人だと思ってた。天使レベルのな。ごくたまにだが、お人好しって言われることまであるんだぞ」

「颯斗は冗談が面白くないよね。経営側には向いているけど、芸能人としては使えないよ」

「華麗なる全米デビューを果たしたリリィに指摘されたら形無しだ」

　日毬を囲んで盛り上がるスタッフたちを横目に、俺とリリィはひそひそと陰謀を企てていたのだった。
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　それから日毬とリリィは、クロエらがアレンジした方針に則り、精力的に全米を動き回った。

　もともと高い知名度を誇っていた日毬だが、訪米直後に盛んに記者会見やインタビューを受けて盛り上げたため、日毬が出演したテレビ番組は高い視聴率を獲得する状況が軒並み続いた。クロエはこの機会を逃さず、リリィを日毬に絡めて一緒に売り込もうと躍起になっており、アメリカでのリリィの知名度は飛躍的に高まっていった。

　ひまりプロダクションがテレビではリリィを使わなかったこともあり、日本での知名度は低いままに留まっていたが、アメリカでのほうが遥かに有名だという逆転現象が起こってしまった。しかも、リリィが日本でかなりの活躍をしている芸能人だとわざと誤認させるような伝え方をクロエがしていたため、アメリカ人たちはリリィがすでに有名人なのだと思い込んだことも速やかな人気の上昇に拍車を掛けた。国境を介すことによるマーケティング上の隙を狙ったのだろう。

　そして今日は、クロエの恩師であるハーバード大学の教授アデルバート・クーパーの許もとを訪問していた。クーパーは、外交問題評議会ＣＦＲというアメリカ政界に強い影響力を持つロビー団体の主要メンバーの一人として知る人ぞ知る存在だった。もし教授に日毬が歓迎されれば、ＣＦＲに大和同盟が深く食い込める可能性が開けるというクロエの判断だ。

　この日毬訪問には、テレビカメラや取材クルーなどは一切入れていない。純粋に、教授を落として味方に付けるためだけの訪問だった。この一人の人物に対し、それだけの時間を割く価値があるという判断なのだ。

　訪問先は大学ではなく、教授の自宅である。そのほうが、より親密な話ができる環境を作り出せるだろうと考えてのことだ。

　テレビ撮影ではないため、訪問したのは日毬と、アポイントをアレンジしたクロエ、そしてマネージャーの俺という三人だけである。

　俺たちを客間へと招き入れた教授は、両手を広げて歓迎する態度を露わにした。

「ようこそ神楽さん。ハーバード大学で政治学を教えているアデルバート・クーパーです。あなたのようなキーマンにこうして直接会える機会をもらえることは、実に光栄だ」

　教授が差し出した手を日毬は堅く握りしめる。

「うむ。大和同盟党首、神楽日毬だ。時おりアイドル活動もやっている。よろしく頼む」

　続いて教授はクロエに手を差し出す。

「こんなに貴重な機会を提供してくれたクロエにも大いに感謝しているよ。私は教え子に恵まれた。ありがとう」

「いいのよ教授。今日は私に構わず、神楽さんとゆっくり話してみて。それからもう一人、紹介させてほしいの。彼は長く神楽さんをプロデュースしてきた織葉颯斗よ。この会合には私と彼も参加するけれど、主役は教授と神楽さんの二人よ。だから挨拶だけね」

「神楽のマネージャーの織葉颯斗です。著書は幾つか拝読したことがありました。国際金融システムの管理がいかにグローバル政治に影響を与えるか、とても興味深い視点ばかりで大変勉強になりました。今後のご活躍も期待しています」

　謙虚に俺は挨拶し、握手を交わした。

　ふと教授は、何かに気づいたように口にする。

「そうか、織葉さんは単なる芸能人のマネージャーではないのだね。あなたあってこその神楽さんか。神楽さんを知るには、織葉さんのことも知らなくてはならないのかもしれない」

「買いかぶりすぎです。周知のように、神楽は非常に優れたタレント性の持ち主でした。私は神楽のスケジュール調整をしていたにすぎません」

「教授の見立ては正しいわね。これで彼はなかなか優秀なのよ。だけどまぁ、今日は教授と神楽さんの会談ということで、私と颯斗は横に静かに控えているだけにするわ」

　やたら上から目線で褒められても嬉しくはないが、それがクロエの性格なのだから仕方がない。

　促されてソファに腰かけると、最初に切り出したのは日毬だった。

「いきなりだが私から聞きたい。よろしいだろうか」

「光栄だね。何でもどうぞ」

　教授は笑顔でうなずいた。

「教授はどちらかと言えば傍ぼう流りゅうの意見の持ち主で、日本の核武装論を支持していると理解している。その点は私の主張に合致しているものの、大きく意見を異にする立場でもあると思う。論文などを拝見した限りでは日米同盟を解体し、アメリカは日本から撤退することも視野に入れているようだ」

「その通り」

「率直に言ってわからない。アメリカの戦略を検討する立場として見れば、日本はアメリカにとって極めて重要な役割を担えるポジションにあると考えている。経済力、軍事力、工業力、人心の安定度……太平洋をアメリカが自国の海として捉えようとすれば、日本との繫がりは最重要のものだ。帝国主義的な中国を防ぐための防波堤としても、この上なく有効な存在であり続けるだろう。にもかかわらず、なぜホワイトハウスに一定の影響を与える教授が、既存の秩序を根底から覆すような意見を持っているのだろうか？」

　世間話もほとんどなく、日毬は本筋の議論を最初から求めた。本筋に入れば意見対立も避けられないので、もう少し相互理解を深めてから徐々に議論に移行すべきではないかとアドバイスしたくなるところだ。だがこればかりは日毬の性分なのだから、脇役である俺は黙って聞いているしかない。

「まず整理しよう。神楽さんは地政学的見地から検討を進めていると考える。ある意味で正しく、主流の人々の拠より所でもあるだろう。だが地政学を排除し、経済的視点を追究すれば、アメリカの立場はまた変わってくる。守るべきは特定の国や政治家や官僚の利権ではなく、国境を越えてイノベーションを図る企業群の利益だろう」

「アジアの混乱さえ、企業の利益の追求の舞台とするわけか。仮に日本と中国の戦争や、ベトナムと中国の戦争があったとすれば、傍観者に徹したアメリカ企業が最大の利益に与ることができる」

「経済的な繫がりを深めることによって、紛争は極限まで抑え込むことができると考える。たしかに容易な道のりではないかもしれないが、我々はそこに向かわなくてはならない」

「……なるほど……教授の書籍や論文では、経済的利益の追求がやや曖昧な形で提示されているだけだったが……その本性は、グローバル企業の利益ばかりを追い求めるグローバリストというわけだったのか。残念だ」

　日毬は首を振ってみせたが、教授は手振りを交えながら淡々と語る。

「地政学的な考え方は、現代には徐々に適合しなくなってきているように思う。地球全体を一つの経済主体として考えてほしい。子どものような空想だと受け取られがちな理想だが、国境が限り無く薄くなった世界を、私はこの目で見てみたい。人類が次に向かうべき方向だと私は思う」

「国境を排した地球政府──ワン・ワールド政府として悪名高い考え方か。世界各国で進む自由貿易圏構想によって、その歩みは遅くとも、着実に世界は一つの政府に向かっているという懸念は深めていた。危険な志向であろうと思う」

「我々人類は地政学を乗り越えなくてはならない。ワン・ワールド政府という考え方には、極めて多くのありとあらゆる反発が寄せられていることを私とて理解している。そして当然、さまざまな問題を内包する考え方であることも理解している。だがそれでも、いずれ人類が切り開かなくてはならない壁であろうと私は信じている」

「そうだろうか。行き着く先は九九％の奴隷と、一％の資本家だけが存在する、激しい貧富の差に多くの人々が喘ぐ恐るべき世界だろう。そのような世界が人類の知恵の象徴なのか？　私はそのような世界を良しとしない」

「いいや、それは違う。究極的には、ワン・ワールド政府による地球貿易圏の実現こそが、不当なレベルでの貧富の差を抑え込む唯一のシステムだ。たしかに、そこに至る過程では多くの問題が発生するだろう。革命的な変革だから、それは受け入れていくしかない。神楽さんの場合とて、日本の独裁者になるということは、同様に革命的な政変を目指しているのだろう」

「なぜ地球政府が貧富の差をなくす唯一のシステムなのかがまるでわからない。教授は絵空事に囚われていると私は思う」

「第一に、この世界には一律の徴税システムが必要だ。現行の古い、国境を跨ぐようなシステムでは、国境を往き来するとてつもない資産家や、公共の利益を踏みにじるグローバル企業の不正を撲滅することは絶対に不可能なんだ。すべての人や企業に同等の監視の目を光らせ、資産の移動状況を捕捉し、その資産に課税する仕組みを創らなくてはならない」

「その考えは理解できなくもない。タックスヘイブンのような租税回避地は、国境があるからこそ生まれるものだ。金持ちばかりに富が集まる現状を鑑みれば、いずれは資産課税が必要だが、各国の政府が団結して取り組まねばどうにもならない点だろう。一国だけが資産課税を強行すれば、資産家や事業家は瞬く間に逃亡し、結局のところババを引くのはその国だ」

「実のところワン・ワールド政府を否定する論者たちこそが、貧富の差を野放しにし、既存の途と轍てつもない資産家や権力者連中を強力に保護し、人類を不幸の底に沈めようとしている人間なんだ。人類のあらゆる不幸が約束されたシステムを、我々は脱却せねばならない」

「だが各国には固有の文化や事情があるはずだ。地球政府の実現などのお題目の下に、多種多様な歴史や文化を排除していいはずがない」

「私は何も、各国の固有の文化を消滅させようとか、特定の人種を優遇しようなどと企たくらんでいるわけではないんだ。いま神楽さんが言った指摘は、私のような考え方を持つ人間たちを正面から批判するのではなくて、意図的にミスリードを誘って排除する企みなんだ。私は陰謀を企てているわけではなく、正々堂々と自分の主張を掲げている。私が顧問を務めるＣＦＲも、ワン・ワールド政府こそが、いずれ人類が行き着かねばならない中継地点であると心から信じている。もちろんＣＦＲは地球政府に向かうための方法論まで決めているわけではなく、その方向性には未ださまざまな議論があるところだ。多くの検討が重ねられている。よろしければ神楽さんも、我々の意見交換の舞台に参加してほしい」

「私もＣＦＲのようなアメリカ最有力のロビー団体の会合に参加することは大いに望むところだ。私の立場としてはワン・ワールド政府など決して認められるものではないが、しかし討論に参加することで、新しい考え方を吸収するように努めてみたい。自分とは考えを異にする相手の意見こそ、避けるようなことはせず、耳を傾けてみるべきだろう」

　実のところ、今までの二人のやり取りを通して、ここでの目的は半分以上達していた。教授を介してＣＦＲに繫がることがこの訪問の密かな目的だったので、自然な流れのなかで話を進めることができたのはありがたいことだった。

　日毬は最初からその意図で議論を進めたわけではないだろうが、結果として教授のほうから提案してくれる形となり、そこに上手く日毬が乗ってくれたのだ。

　それからしばらく、日毬と教授は人類が抱える多種多様な問題について、さまざまな角度から議論を重ねた。オピニオンリーダーの二人の対立した意見は、横で聞いているだけでも面白い。

　議論が一息ついたころ、教授は感心したように語る。

「神楽さんのような賢い相手と議論を深められるのは嬉しいね。私もこうして会ってみるまでは、あなたの能力には半信半疑なところをぬぐえなかった。しかし政治家として必要な見識と、独裁者らしくはない謙譲の美徳も併せ持つ有能な人物であると思う。テレビスター上がりだとタカを括くくっていたところがあるのは素直に謝りたい気持ちだ」

「まだ時間は十分にある。さらに議論を続けさせてもらいたい。教授がワン・ワールド政府を追求する意図には一定の理解をしたつもりだが、アメリカが日本防衛を放棄し、日米同盟を見直すべきだとする意図はどこにあるのだろうか」

　日毬には世間話に興じるつもりはまるでないようだった。意見を引き出し、議論を継続してみたい相手なのだろう。

「日米同盟は地政学的思考に基づいた同盟関係であるように考えている。もはやアメリカが世界に突出した帝国を維持しなくてはならないような時代ではない。日本は独自での防衛手段を打ち立て、アメリカの傘から出るのが自然な流れであろう」

「私は地政学が古いとは少しも思わない。むしろ益々、地政学を重視して語るべき時代状況に我々は巡り合わせていると思う──」

　さらに議論は続き、ようやく話し合いが終わったときには、教授はすっかりグッタリしてしまっていた。なかなか話題を離さない日毬相手に真剣な議論を続けたのだから、すでに六〇歳近い教授は体力的にも限界に達したのだろう。しかも、意見が真っ向から対立し合うことが多い二人だから、見かけ以上に疲弊するはずだ。

　だが実際のところ、双方の意見自体はまったく重要なことではない。いかに意見が食い違おうが、多少の争いになろうが構わないところではあった。教授が、日毬の知性とバランス感覚に対して一定の信頼を持ってくれれば十分であったのだ。

　この会談はアメリカ政界に強大な影響力を持つＣＦＲにアプローチするための一環として、クロエが仕組んだものであり、事前に教授にはＣＦＲに繫げてくれるようにお願いしていたことだった。その際、教授はすぐに首を縦には振らなかったようだが、日毬との会話がはじまって早々にＣＦＲに話を持っていくことを理解してくれたのはありがたいことだった。会談の目的は一〇〇％果たせたと言えるだろう。





◇






　ニューヨークに飛んだ日毬、クロエ、そして俺の三人のチームは、二つのニュース番組に出演して存分に語ったあと、ＣＦＲ──外交問題評議会が入居するビルの入り口をくぐった。クーパー教授から特別に招待される形で、主要メンバーらの前で日毬がスピーチする機会をもらったのだった。

　クロエに言わせれば、これは徒ただならぬことらしい。歴代大統領も、ＦＲＢ議長も、アメリカ政界で重大な地位を占める者は皆、ここでＣＦＲの洗礼を受けているとさえ言われている。ここでのスピーチはアメリカ政界で活躍するにあたっての登竜門であり、一種の儀式のようなものでもあった。

　それだけ力のあるＣＦＲだが、決して秘密結社のような類ではない。一九二一年に設立され、世界情勢や外交問題を調査・分析する非営利の会員制組織である。会員は政財界の重要人物を始め、多大な成果を認められた大学教授、銀行関係者、大企業役員、コンサルティングファーム経営者などが幅広く名を連ね、影響力が非常に大きいことで知られている。

　ここでの調査・研究の成果は外交専門誌『フォーリン・アフェアーズ』に掲載され、ただちに世界の有識者たちに伝わることになる。

　またＣＦＲは国際政治に多大な影響力を及ぼす団体のためか、これは表の顔であって、その背後にはさらに幾つかの、世界をコントロールしようとする隠然とした勢力の存在があると囁かれることも度々だ。事実は闇の中である。ただ、何かの陰謀を巡らせている秘密組織が裏にあるというよりも、実際のところは、友人同士の親密な語らいや、同業者間や大企業間での談合、政治家と財界人の癒着や利益供与、そして親戚付き合いといった類の、一般社会でも普通に見られる人間関係の延長線上のものと考えるのが妥当であろう。それらのなかには、たしかに見方によっては、秘密結社の類に見えるものもあるのではないか。

　ともかく、クロエが設立したばかりの大和同盟ロビー団体とは違い、ＣＦＲのような年季の入ったロビー団体に招待されるということは、大いに望ましい成果といっても過言ではなかった。

　ＣＦＲ本部を訪問した俺たちを、教授は満面の笑みを浮かべて迎えてきた。

「すごいぞ！　ＣＦＲの会議場には、団体が始まって以来初めての、大勢の人々が詰めかけているよ！　私も招待した甲斐があったというものだ」

「さっきチラと来場者の顔を見たけど、リスケイドの総帥もいるし、ケーブルテレビの王と言われるペレスもいたわ。悪くない注目度ね」

「そうだ。前大統領時代の国務長官も来てる。国家安全保障担当の大統領補佐官も今しがた到着したばかりだ。大統領候補のスピーチよりもずっと高い注目度だよ。これじゃ大統領も形無しだ」

　教授が大喜びで言った。自分が招待した人物がこれほど注目を浴びるのは、紹介者としては嬉しいものに違いない。

　俺が言う。

「まさか、これほどの大物が日毬のスピーチを聴きに集まってくれるとは思いませんでしたね。もちろん会合に出席してくれたから日毬を支持したというわけではまったくないのでしょうが、アメリカ政界に食い込む手始めとしては上出来な成果です」

「どこでスピーチしようと、私の語るべきことは同じだ。私が国を愛するこの想いは、アメリカを愛する人々の想いときっと共鳴してくれると信じている。自らが暮らす社会を大切に感じ、愛おしむ気持ちは万国共通のはずだ」

　日毬は強く主張し、身体を震わせた。

　そんな日毬を心配したのか、すかさずクロエは忠告する。

「でも、愛国的な表現はほどほどにね。クーパー教授のように、ゆくゆくは世界を統一するのが至上とする考えを持つ人々も一定数いるから、強烈な愛国心は食あたりを引き起こすわ」

「いいや、サムライのような激情を以てナショナリズムを高らかに叫ぶことが、まさしく神楽さんの興味深さであり、素晴らしいタレント性なんだと、直接議論を交わすことで私は痛切に思い知ったよ。その割にギリギリのところでバランス感覚も発揮できるのが、神楽さんの良い側面だ。意見を異にするこの私も神楽さんのファンになったのだから、ありのままの姿を存分に見せつけてやるといい。彼らの誰もが神楽さんの虜とりこになることを、この私は保証する」

　教授がファンになったとは初めて聞いたが、教授が日毬を見る目は微笑ましさに満ちていた。よほど日毬が気に入ったようだった。

「それでは神楽さん、案内しよう。時間だからね」

　そう教授に促された日毬は、「うむ」と大きくうなずいてあとに従っていった。

　俺とクロエは目立たないように、後ろのドアから会場に入り、壁ぎわからの立ち見である。会場いっぱいの席は埋まっている。席を確保できなかった人々のために、会場の周囲にも臨時で椅子が並べられ、そこも満員といった状況だった。スタッフである俺やクロエと違って、世界政治に影響力を発揮するほどのお偉いさん方をまさか一時間以上も立たせておくというわけにはいかない。入れるのは所属会員のみに限定された非公式な場であるため、ここで日毬の実物と本音を探ろうと、多くの政治関係者らが押し寄せたのだ。

　教授のあとに続いて日毬が会場に入ってくると、会場は一斉に総立ちとなり、大きな拍手で日毬を迎えた。ずいぶん歓迎されているようだ。あらゆるニュースメディアの生番組に登場し、アメリカの放送局をジャックしたかのような日毬一色の状況には、誰もが興味を抱いているということだろう。しかも日毬は単なるテレビスターではなく、今後の日本政界の台風の目になるかもしれない存在であり、日米同盟を基軸としたアジアの秩序、ひいては世界政治にまで影響を与えるかもしれない大物だ。

　マイクを手にした教授が、日毬を隣に置き、居並ぶ会員たちに向けて語り始める。

「アデルバート・クーパーです。すでに皆さんご存じのように、本日は素晴らしいゲストをこの場に招待しました。わずか一八歳にして大和同盟の党首に就任し、日本政界に重要な地位を占めるまでになった偉大な少女である神楽日毬さんです。彼女は必ず今後の国際政治において、数十年間に亘ってキーマンの一人であり続ける可能性すらあると考えられる人物です」

　いったん言葉を句切った教授は、会場を見回して続けてゆく。

「ＣＦＲとしても、そしてアメリカ政治に一定の役割を担う我々個人としても、彼女の本音を探り、彼女とどのような形でパートナーシップを結んでいけるかを検討することは極めて重要な意味を持つ政治的課題になりえます。彼女の政策や主張の好き嫌いはありましょうけれども、冷静な視点で彼女を分析する機会になればと思います。多くの方が集まっておりますが、この議場で語られる内容は、これまでと同様に非公式なものです。この場でこそ語れる本音というものがありましょうから、スピーチのあとで行われる質疑応答を通して、ぜひとも直接言葉を交わしてみてください。私はすっかり神楽さんの虜です」

　教授が冗談交じりの口調で言うと、会場には穏やかな笑いが広がった。

「さて、私からの長なが口こう上じょうは控え目にして、さっそく神楽さんのスピーチに移ることにいたしましょう。それでは神楽さん、お願いします」

　教授は日毬にマイクを差し出すと、そそくさと会場の隅に用意されていた自分の席へと向かった。

「ＣＦＲ会員諸君、私が大和同盟党首──神楽日毬だ。時おりアイドル活動もやっている。よろしく頼む」

　スピーチは、いつも通りの日毬の挨拶から始まった。

「この会合に出席してくれた諸君らの名前を、私は事前に確認させてもらっている。まず初めに申し上げたいのは、私は諸君らを尊敬し、大いなる敬意を持ってパートナーシップを結んでいきたいと考えていることだ。諸君らが政財界で重要な役割を果たすまでに、多大な努力と労力を要したことであろう。その成果は、素直に敬拝されるべきものである」

　一人一人の顔を見やるようにして、日毬は会場の隅々へと視線を走らせた。

「未だ私は道の途上だが、諸君らから多くの刺激やアドバイスを受けながら、この道を全うできるよう死力を尽くして邁進していきたい。昔から自らの党を率いていた私だが、本当の意味で政界に影響力を持てる政治家として、私はまだまだ若じゃく輩はい者ものだ。つたない私であるが、どうか諸君らに厳しく指導をしてもらえれば幸いだ」

　そう言って、日毬は深々と一礼した。日本的な挨拶だが、気持ちは通じるだろう。

　すると会場からは、スピーチが始まってすぐにもかかわらず、早くも拍手が鳴り響いた。

　拍手が収まるのを厳粛な面持ちで待った日毬は、会場が静まると続けてゆく。

「アメリカが衰退しつつあるという論議が出て久しい。率直に言って、大きな世界史的な潮流を鑑みれば、私はそういった側面は確かにあると思う。中国の軍事的および政治的な台頭は、相対的なアメリカの地位低下を避けがたいものにしよう。しかし一方で、衰退という単語を使うのはあまりにも現状とはかけ離れているようにも思わざるを得ない。アメリカの軍事力は途方もなく、一国で世界のパワーの半分以上を持つほどの装備と科学力に強力に支えられている。そしてまた基軸通貨ドルは、ドルの影響力を排除しようとする様々な企図が各国で注意深く行われているにもかかわらず、牙城が崩れる気配もまだない。我々の世界は、未だアメリカの世紀の只中にあり──」

　滔々と現状を語ってゆく日毬のスピーチに、会場は一心に耳を傾けていた。

　アメリカや日本を取り巻く状況を、一五分ほどに亘って日毬なりの視点から存分に語ったあと、やがてスピーチの流れは大和同盟に関わる日本政治へと移行していく。

「諸君らは日本という国をどのように見ているだろうか。先の大戦以来、我が国はアメリカ最高の友好国の一つであり続けてきた。かつて日本の総理がここアメリカにおいて、日本列島を不沈空母にすると演説したが、当時の日米同盟をこれほど適切に表現した言葉は他にないと私は思う。アメリカ側から見れば、どれほど多くの最新鋭の機動艦隊群を用意しようとも、日本を同盟国として味方に付けておくことにとうてい及ぶところではない。当時は対ソ連への、そして今後は対中国への不沈空母として、日本ほどアメリカ最高のカードになるものは他にないと断言する」

　熱烈に日毬は主張し、やがて口調は落ち着いたトーンへと変わっていく。

「だから日本を大切にせよと私は申し上げたいのではない。我々の世界の現実政治は、正義や恩情を取り去って新しい枠組みを構築していくべきだ。どうも私は、日本とアメリカは大いに似ている兄弟のような側面があるように思う。どちらが兄かは時代や状況によって入れ替わるであろうから申し上げないでおこう。かつての大戦時、日本は大義を振りかざしてアジア全域に戦線を広げていった。そしてアメリカは正義の名の下に日本と戦った。どちらも大義を高らかに掲げていたが、日米双方ともが、心の底からこの目前の戦いは正義であると確信していた。世界広しといえども、そのような国は日本とアメリカくらいではないかと私は考えている。我々の人間世界は、正義という漠然とした情熱で動いてきたわけではなく、現実の擦り合わせによって動いてきた。大いなる歴史を勘案すれば、日本とアメリカという国は、この現実から足を踏み外しているように思う。残念ながら世界には真の正義など存在せず、あるのはただ、二〇〇の国と地域の力関係だけだ。日米は共に独善的な正義を追い求める姿勢を止め、ポピュリズムとも決別し、長らく世界を支配し続けてきたパワーポリティクスにもう一度謙虚に向き合うべきであろう。私は日米同盟に強力に現実政治を導入することで、国民の無用な感情的反発や、潜在的な敵国が日米間の友好を妨げるような謀略を断ち切ってしまいたい」

　再び日毬の声音には力が戻る。

「私もアメリカを利用するし、日本がアメリカに利用されることも私は甘受する。我々の日米同盟の新しい形は、どちらかが実質的に従属するようなものではなく、どちらかが利益を享受するような仕組みでもない。双方ともが互いの現実を冷徹に理解しつつ、喩えは悪いがパズルゲームの盤上において、互いの能力を頼りにし、そしてまた互いを自分にとって必要不可欠な存在とすることで成り立つような仕組みを構築してしまえればと思う。今後一〇〇年、同盟を安泰に維持するためにだ。日米同盟は太平洋の安定のための支柱である。私が政権を獲った暁あかつきには、アメリカとの関係を見直すことを常々公に表明してきたつもりだ。だがそれは日米の未来の後退では決してなく──」

　それから日毬は冷静なトーンで、それでいて熱を込めてスピーチを続けていった。その内容の多くは日毬がすでに方々で行っている主張そのままだったが、それでもこうした場でキーマンに向けて直接語らうことには意味がある。

　やがて演説が終わると、全員が総立ちになり、会場には拍手が広がった。

　そして教授が再び日毬の隣に進み出て、舞台は質疑応答へと移ってゆく。手を挙げた会員が教授に指名されると、マイクが渡され、日毬に質問する時間が与えられる形式だった。

　最初の質問に立ったメンバーがマイクを手に語る。

「包み隠さず本心を丁寧に語っていることがわかる素晴らしいスピーチでした。あなたとなら、我々は上手くパートナーシップを組めるような気がする。私もすっかり神楽さんのファンになりましたよ。ただ、我々はそれぞれ責任ある立場にあり、独裁者を支援するようなことはできません。アメリカは今までもこれからも民主主義を信奉する自由の国であるべきであり、世界の独裁勢力と戦い続けてきました。日本のような世界に責任を持つべき国が、ファシズムと見紛うような独裁のシステムを取ることを我々は望まず、神楽さんを公に支援することも難しい。神楽さんが目指すべき道は、そもそも独裁でなくてはならないのでしょうか」

「疑問を呈ていしてくれたことに感謝する。独裁、という一つの単語によって、十じっ把ぱ一ひと絡からげに物事を考えるのは正しい視点ではないように私は思う。独裁といっても、その実態は、その国や地域を統治する独裁者の数ほどのシステムがあるはずだ。独裁を自由の敵とする諸君らの前であえて言うが、私の独裁は素晴らしいものになると確信している」

　マイクを手にした日毬は極真の表情で語り続ける。

「諸君らの知識や経験があれば理解しているだろうが、日本は今、非常に厳しい状況におかれている。大国のなかでは最も早く進む少子高齢化によって、歪な人口構成はやがて大きく社会を蝕むことになろう。貧富の差が固定化し、社会保障は破綻し、財政は行き詰まり、政治的な緊張は非常事態になりえる可能性がある。かつまた日本は地震による災害が国土に災いをもたらすことが多く、地球のプレートが活動期に入っている以上、今後ますます東京・大阪・名古屋を直撃する地震や、大都市周辺での火山の噴火などによる被害にも備えていかねばならず、場合によってはたった一つの直下型地震によって致命的な打撃を受けてしまう可能性もあるだろう。そしてまた対外的には、中国の帝国主義的拡張によって、アジアの多くの国が防衛を迫られている。それらの国々のため、そしてまたアジアや太平洋の秩序維持のために、日本は果たすべき役割を放棄してはならないはずだ。このような苦境を、民主的なシステムでは乗り越えられないことはわかり切っている。諸君らほどの見識があるのであれば、戦争を民主的な仕組みで行っても、絶対に勝利を得ることなど不可能だと理解しているだろう」

　ここで日毬は身を乗り出すようにし、手振りを交える。

「こう考えてみて欲しい。真の自由と民主を守るためには、一時的な独裁が必要なのだと。その独裁者となるべき者は、日本という国のために身命を賭し、地獄に堕おちても構わないと誓う私こそが適任だ。支援してくれとは言わない。ただ、心の奥底で理解してくれさえすれば私には十分だ。どうか私の戦いを、何も言わずに見守っていて欲しい。そして私が独裁者として日本に君臨した暁には、日本が世界に輝く国家へと返り咲く姿を諸君らは目撃することになろう」

　話しながら熱くなってしまったのか、日毬は身体を震わせ、声まで震わせる。

「もし諸君らの期待を裏切るようなことがあれば、私は死ぬ。自ら命を絶つことを、ここに約束する。潔いさぎよい切腹を、諸君らの前で実践してみせる。それが信用できないというのならば、工作員を派遣するなりして私を暗殺するがいい。仮にそのような状況に陥っていたならば、日本国民やアメリカ国民も、私の死亡が確認されたことを諸手を挙げて喜ぶことだろう」

　日毬が真顔で「私は死ぬ」と断言すると、会場からはクスクスと笑いが漏れた。決してバカにした笑いではない。まだ少女の分類にも入る日毬が滔々と天下国家を語り、政治的失敗を語り、そして大真面目に自らの死を表明すれば、誰だってこれが本当に少女の言だとは思えず、つい笑ってしまうのを堪えることは難しいだろう。アメリカでの一連のニュース番組に登場した際にも、幾度も同じような笑いが起こったものだ。

　質問者の二人目がマイクを片手に立ち上がった。

「神楽さんの話は面白くお聞きしましたが、さらに深読みしてみれば、その最終的な目的は、いずれ日本がアメリカと手を切ろうとしているように読み取ることも可能です。もちろんこれは、日本にとってメリットが薄そうなシナリオですから、それほど重視すべき可能性ではないのかもしれません。ですがナショナリズムというものは、国益を度外視したところで問題を引き起こしてしまいます。どちらかと言えば神楽さんは、独裁という主張と相まって、ナショナリズムを煽りがちな指導者と目されることがありますから、神楽さんさえ意図しない何らかの悪い物事を引き起こしてしまうことも懸念されるところですが……その点についてどうお考えでしょうか？」

「疑問を呈してくれたことに感謝する。私は想いの丈を包み隠さず語ったつもりだ。ただ、わずか一時間程度のスピーチだったのだから、私の真意の細部まで伝えることは叶わない。それをまず理解して頂き、悪い方面での深読みをしてもらう必要はないことを伝えておきたい。それは私の政治的行動によって強力に示していくつもりだが、未だ政権を奪取していない現状においてはそれも不可能だ。それゆえ基本的には信じてもらうしかないが、少なくとも大和同盟政権下の日本が、アメリカとのパートナーシップを断絶するような行為をしないことの証明として、一つ明確に約束できることがある。大和同盟としては、日本の軍備編制にあたり、大筋において兵器体系はアメリカのものを継続して採用していく予定としている。この点について、現状からの変更はしないと今ここで、私の口から確約する。兵器体系の支配関係は極めて重要な要素の一つであることは諸君らならば知るところであろうし、日本としてはアメリカを信頼し、今後もアメリカ軍との共同作戦を重視して軍備編制を行っていく予定だ。ただし、Ｆ22の禁輸措置にも代表されるように、日本が必要とするものをアメリカの意思で提供しない兵器があれば、それは欧州から調達する可能性もあろうし、日本の独自開発によって配備を進めることも付言しておく」

　慎重な言い回しを試みているためか、話がやや長くなるのが今日の日毬の傾向だった。それだけこの場を真剣に捉え、一人でも多くのアメリカ側の協力者を得るために懸命になっているのだろう。

　さらに別の人物が質問に立つ。

「神楽さんは日本の核武装に大いにこだわっておられますね。先ほどのスピーチでは日米同盟における両国の核武装についても触れられましたが、仮に大和同盟が政権につくことになった場合の、今後の日本の原子力政策について──」

　それから質疑応答だけでも一時間以上に亘って続いた。

　気楽な話題やジョークを口にせず、大衆を扇動するようなトーンも一切交えない日毬は、本筋だけを粛々と話すから、その質疑応答の密度は一般的な政治家や芸能人の会見とは違ってずいぶんと高い。

　やがて質問も出尽くしたころ、日毬は最後に締めくくりの言葉を口にする。

「今日は世界の政治・経済・軍事面などの分野で重要な役割を担う諸君らと同じ時間を過ごせたことを、私は大いに感謝する。今後どこかの会合などで私と相まみえる機会があったならば、気楽に声を掛けてきて欲しい。つたない私だが、全身全霊を賭して、大和同盟の党首としての役割を邁進していくつもりだ。また、どうか私の存在が、諸君らの今後の政治面での活動において、何らかの手助けになるのであれば、これ以上に嬉しいことはない。そして今後のＣＦＲの一層の発展を、微力ながら私も応援していければ幸いだ。最後に、この場に招待してくれたアデルバート・クーパー教授に対して最大限の謝辞を述べつつ、この場の締めくくりとさせて頂きたい。どうもありがとう」

　会場に集まった人々は一斉に立ち上がり、大きな拍手を響かせた。人々の満足した表情を見れば、ＣＦＲの会員たちの心を日毬がグッと捉えたことは一目瞭然だった。気取らない日毬の淡々としたスピーチや質疑応答が、参加者の信頼を勝ち得たのだ。

　アメリカでのロビー活動において最初の足掛かりでもあり、そして最も重要な一つのステップが成功裡に終わったことは明らかだった。日本政界でのし上がるにあたって、アメリカ中枢で活動する人々の意思は、絶対に外せない要素である。日本人としては心外なところではあるものの、現実は現実として理解し、それを乗り越えなくてはならない。

　とにもかくにも、ＣＦＲ会員たちから一定の見識を認められた日毬は、確実に成功へと一歩近づいたのだ。
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　控え室に戻ってきた教授の後ろから、日毬が続いて入ってきた。

　真っ先にクロエは手を叩いて労う。

「ブラボー！　良かったわよ、神楽さん。出席者の誰もがあなたを敬愛しているような表情をしていたわ」

「今まで日毬の演説には数多く立ち会ってきたが、今回が一番だったぞ。どれほど大勝負の舞台でも、怯むことがないのが日毬の強さだな」

　そう俺も言葉を掛けると、日毬は生真面目に言う。

「颯斗は一番だと言うが、私としては特別に意識したつもりはないのだぞ。ただ、非公式の場だからこそ、可能な限り検討事項の背景や考えを強調するようにはしたつもりだ。それが良い印象をもってもらえた理由だったのかもしれない」

「私もすっかり興味深く聴き入っていたよ。招待した甲斐があったというものだ。いずれ神楽さんをうちの大学に招待して、学生の前で講演してもらえたら嬉しい。学生も、教職員一同も、神楽さんの姿勢を大いに吸収できることだろう」

　教授の依頼に、日毬がうなずく。

「よろしい。私のほうはいつでも構わないのだが」

「今回のスケジュールはびっしり詰まっているし、ハーバードのほうも事前に予定を組む必要があるでしょう。だから次に神楽さんがアメリカに訪問してきたときに、真っ先に入れるようにしましょうか」

　クロエが言った。

「できることなら次の訪米は、日本の独裁者に就任したあとで乗り込みたいものだ。同盟国アメリカへの訪問は、独裁者としては可能な限り早く行う必要を感じている」

　教授が笑う。

「ははは。このＣＦＲでのスピーチが、政治経済関係者たちが神楽さんに持っていた独裁者という懸念を、多少なら和やわらげるキッカケになってくれた可能性があるよ。ただし、独裁者という用語を使うのは控え目にしたほうがいいだろう。いやむしろ、今すぐ止めるべきだ。でなければ、神楽さんを応援したくともできない立場の者もいる」

「現行の日本の議院内閣制のシステム内においても、独裁に近い振る舞いは可能でしょう。何も本当に独裁者になる必要はないのよ」

「独裁という言葉を使わないようにすることには、俺も賛成だな。それが日毬の味だったけど、これからはもっと賢く対応していくべきだろう」

　クロエや俺も、教授の意見に賛意を示した。

「いいや、皆の言っていることは間違っていると思う。今の選挙制度に支えられた政治家たちには改革は成し遂げられない。選挙制度の枠組みの外で行わなければならないことなのだ。それはやはり、独裁者以外の何者でもないだろう。批判を恐れず、あらゆる冷評を受け止め、着々と私は前進しなくてはならないと考えている」

　やはり堅物の日毬は、自身の根本的な政治スタンスを簡単には変えるつもりはないようだった。
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　着々とアメリカでのスケジュールをこなすなか、ＣＦＲが発行する外交専門誌『フォーリン・アフェアーズ』に日毬の論文が掲載された。『東アジアの軍事的緊張と日本の役割』と題した論文は、極東の軍事バランスの変化を議論の基軸にしつつ、日本の政治経済の現状分析や、大和同盟が台頭しつつある意義を語るものだった。

　特に目新しい主張はなく、常日頃から日毬が公で語っている内容や、大和同盟の方針をまとめて再構成したものだ。さらに言えば、アメリカの大和同盟のスタッフたちがゴーストライティングを務め、要所要所の内容を逐一日毬に確認しつつ用意した原稿だった。

　それで十分なのである。こうした世界的権威を持つ媒体に掲載されたということが何より重要なステップとなるのだ。これも大和同盟のロビー活動の重要な布石である。
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　夜、ワシントンのオフィスで、大和同盟のスタッフらと共に、今後の方針を打ち合わせしていた。日毬やリリィも会議に参加しており、主に今後のテレビ番組の出演スケジュールを確認するものだった。ただ、先ほどまでクロエもいたのだが、急な電話が入ったらしく席を外していた。

　テーブルを囲んで皆とスケジュールの調整をしていたところ、やがて興奮した面持ちのクロエが戻ってきた。

「やったわ！　ハリウッドから打診があって、リリィの映画出演が決定よ！」

「えっ？　本当の話なの？」

　最初に戸惑いの声を上げたのは、当のリリィだった。

「もちろんよ。しかもエイブラハム・サリヴァンが監督を務める超大作映画の主役！」

　ただ事ではない。大人が演じる役ならば、大作映画の主役級はどうしても既存の有名タレントばかりが勢揃いすることになるが、子役ならたまにこういうラッキーがある。子役が活躍できる期間は短く、基本的に役者としては能力が低くなってしまうので、子役はその場その場で選ぶしかないことが多い。たしかに目下のリリィのアメリカでの急激な知名度上昇を考えれば、十分に望める範囲の仕事かもしれなかった。

　俺は他人事のように感想をもらす。

「これだけリリィも全米で有名になれば、そういうこともあるんだろうな。こっちで成功できるなら、日本に逆輸入しても売れるだろうよ」

「びっくりしたっていうか……いきなり映画の主役なんて、そんなの自信ないよ……。ニュース番組にゲストとして出るなら自然なままでいいだろうけど、大作映画の主役の演技なんて想像つかないよ」

　リリィは不安を露わにしたが、クロエは強く励ます。

「あなたなら大丈夫よ！　だって私の娘だもの！」

　まったく理由になっていない気がしたが、舞い上がっているクロエに指摘しても詮せんないことだろう。だがしかし、一般的なアメリカ人のこうしたマッチョな思考を当然のごとく受け止めるのは、日本育ちのリリィにはいささか厳しいのではないか。

「颯斗は私に主役が務まると思う？　どうなの、芸能事務所の経営者として」

　リリィはすがるような目を俺に向けてきた。不安でいっぱいな面持ちだ。

　だが芸能人として活躍するにあたり、断る理由などないラッキーな案件である。誰もが望んでも得られない幸運だろう。日毬に付いてニュース番組に出演しまくり、「日本で活躍中」という触れ込みで有名にもなっていたため、棚ぼた式に転がり込んだ話であり、受けないと損である。俺はリリィを自信づけようと口にする。

「最初は誰だって素人だ。だが演技っていうものは学んで覚えることができるものだ。専属の講師を付けてやるから、何にも心配することはないぞ。抜群にいい話だ。これは受けてみな」

「そうなのかな……。やってみれば案外、上手くいくものなのかな……」

「リリィには素質がある。演技などできない私だが、モデルの仕事のときも、グラビア撮影のときも、いつも堂々としているリリィには感心してばかりだった。このハリウッドでの仕事をキッカケにして、きっと道は大きく拓かれていくだろう」

　日毬も激励した。

「これは素晴らしいことなのよ！　躊躇するなんておかしいわ。やりなさい、リリィ」

　ついにクロエは無理やり厳命した。

　尚なおも困惑し、弱り切った表情のリリィに顔を近づけ、俺はささやく。

「将来スパイ事業で大成したいなら、演技は絶対に外せない要素だぞ。俺のところに派遣されてきた春燕なんか、実に見事な演技のスキルを持っていた。丞林のほうは残念無念だったがな。だからハリウッドで、スパイの勉強を積むつもりでやってみな」

「……そっか。そういう考えっていいかもだよね……。映画の仕事で将来のスパイ事業の勉強するつもりなら、むしろ最高のチャンスなのかも……」

　自らに言い聞かせるようにリリィは小さく口にした。そう思い込まないと、軽々しくは踏み切れない話なのかもしれない。クロエの期待にはいつも応えるよう努力してきたリリィは、顔を上げて、自分を奮い立たせるように口にする。

「ママ。素敵なお仕事を取ってきてくれてありがとう。私、頑張ってみるよ」

　そんな娘の気持ちを知ってか知らずか、クロエはビジネスライクに話を進めようとする。

「早速、契約内容を煮詰めましょう。この手のことに精通した弁護士を立てて、先方の会社と打ち合わせを始めることにするわ」

　クロエはただ純粋に、娘がスターの階段を駆け上がり始めたことを手放しで喜んでいた。

　今度はリリィから俺に顔を近づけてきて口にする。

「あんまり自信ないけど、とにかくやってみるよ。パパとママも喜ぶし、将来のスパイ事業にも繫がるって思えば一石二鳥かもしれないし……。それに映画のお仕事でカモフラージュしながら人脈を広げたりできれば、ママに私の秘密がバレないように事業の準備を進められるかもしれないよね」

「一種の陰謀だな。その歳でリリィはすっかり大変な謀略家だよ」

　励ます意味も込めて俺は大きくうなずいたのだった。
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　ある大物実業家が主催するチャリティの祝賀会に、全米からセレブが招待されていた。多額の寄付をする有名事業家や、世界で名を馳せるハリウッドスターまで、参加した一〇〇人ほどの面々は数こそ多くないものの、全米有数のセレブといっていい人々である。テレビカメラも入っており、参加者たちがいかにチャリティに熱心かを宣伝する格好の場所でもあった。

　訪米のタイミングに合ったこともあり、また大和同盟のロビー団体が事前にチャリティに寄付をして話をつけていたこともあり、今日はこのセレブたちの集いに日毬も招待されていたのだった。

　一見何気ないこの場所こそが、実は日毬のアメリカ巡業の総決算である。なぜならこのチャリティの祝賀会には、大統領クロード・ウォーカーが出席することになっていたからだ。

　祝賀会では各セレブが用意された丸テーブルに腰かけ、テレビカメラを意識しながらも壇上の司会者の話に聞き入っていた。テーブルの間には複数台のテレビカメラが我が物顔で往き来していて、会場の隅で祝賀会の様子を見守る俺から見れば、チャリティというよりも華麗なテレビイベントのために演出された場であることが一目瞭然だった。

　並み居る大物のなかでも一際目立つ日毬は、特別ゲストということもあり、中央に近い丸テーブルを割り当てられ、堂々と腰かけていた。その隣の丸テーブルには、もう一人の大物である大統領が、日毬とは背中合わせになるような格好で腰かけていたのだった。

　祝賀会が始まり、司会者役を引き受ける有名アナウンサーが、映し出される映像を解説し始めた。幾つかの難病に取り組む医師や看護師、それからボランティアの姿をＶＴＲは追い、その闘いに手を差し伸べるチャリティ参加者たちの気持ちを讃えるものだった。会場のセレブたちは真摯な眼差しで、相づちを打ったり、理解ある面持ちをしながらＶＴＲを見やっていた。

　ＶＴＲが終わると、祝賀会に招かれた最上級ゲストの一人である大統領が指名され、颯さっ爽そうと立ち上がった大統領は演壇へと向かい、重々しくスピーチを始めたのだった。

「責任あるアメリカの成功者の皆さん、アメリカ大統領クロード・ウォーカーです。今日はこのような素晴らしいチャリティの機会に招かれることができて光栄だ。そして私も、このチャリティに貢献することができて嬉しく思う。私たちの取り組みが、難病に立ち向かう人々のための一条の光になるといい」

　そして大統領は感極まったような口調になる。

「私にはかつて、不治の病を抱えた友人ケビンがいた。私たちがハイスクールを卒業するころ、ケビンはついに入院生活を余儀なくされ、暗い病院の一室に閉じ込められることになった。私が病室を訪ねると、ケビンはいつもこう語ったものだ──」

　さも典型的な、いかにもアメリカ大統領らしいスピーチが続いた。ハリウッドの脚本家が裏にいるのではないかと思えるほど、この場に相応しい洗練された文言が並ぶ。

　感動的な大統領のスピーチが終わると、次に司会者から指名されたのはもちろん日毬である。

　壇上へと上がった日毬は、セレブたちの拍手のなかスピーチを始める。

「私が神楽日毬だ。本日、栄誉あるチャリティの祝賀会に参加できたのは嬉しい。まず、辛く苦しい闘病の果てに亡くなった大統領の至高の友人ケビンのために、心から哀あい悼とうの意を伝えたい。そしてケビンはきっと、かつての親友がアメリカ大統領にまでなり、多くのアメリカ国民、そして世界市民のために欠かすことのできない役割を果たしていることを天国で喜んでくれているに違いない」

　会場を映すモニタには大統領の満足した面持ちが大映しにされ、瞳は潤んでいるようにさえ思えた。なかなか良い演出である。

「実は、私がアメリカを訪れた主要な目的の一つがこのチャリティへの参加にあった。私も日本で多くの寄付やボランティアを行ってきたつもりだが、ここアメリカでは──」

　その後、およそ七分ほどの日毬のスピーチのあと、会場は割れんばかりの拍手で包まれた。

　スピーチを終えた日毬が自分の席に近づくと、突然、大統領が立ち上がり、日毬に向けて手を差し出した。

　会場の中央で、大勢のセレブたちやテレビカメラに見守られながら、二人は堅く握手を交わす。世界を代表するセレブたちに囲まれたこの場所で、スピーチを終えたばかりの二人の弩ど級きゅうのゲストが微笑みながら握手を交わすこの場面は、実に映えるベストショットであり、今日のニュースを席せっ巻けんする話題となるだろう。

　大統領は何やらささやき、日毬も応じていた。残念ながらその瞬間はテレビカメラがそばにいなかったため、交わした会話の内容はわからない。

　だが近くにいた二台のテレビカメラがすぐそばまで駆け寄り、握手を交わす二人を挟み込むようにしながらモニタに映し出した。

　大統領が切々と話している。

「──だから聞いてほしい。神楽さんには自由を尊重し、民主的な方法に則って政権与党を目指してほしいのだ。そうすればアメリカ国民は、神楽さんが日本政治を代表する人物となることに最大級の祝辞を送ることだろう」

「私は自由を非常に重視しているし、民主に基づいた手続きを疎かにするつもりもない。人々が末永く自由な生活を享受していけるための環境作りに邁進する覚悟だ。ウォーカー大統領のアドバイスを厳粛に受け止め、今後の政治活動に活かしていきたいと思う」

　しっかり大統領の目を見据えながら、日毬は厳めしい口調でそう伝えていた。

「いつの日か再び今日のように、責任ある政治家としての立場で、二人でスピーチする機会に恵まれれば幸いだ。そのときを待っている」

「嬉しい申し出だ。今後とも私はウォーカー大統領の偉大な行動や振る舞いに学び、責任ある立場で再度アメリカを訪問する栄誉に恵まれたいものだ」

　ここで二人の言葉は途切れたが、満面の笑みで互いを見やり、握手を交わし続ける日毬と大統領を、すぐそばまで接近していた二台のカメラが舐めるように映し出していた。周囲のセレブたちは温かい拍手を送り、その場面の演出に一役買っていたのだった。

　大統領とのセッティングは、この場でなければならなかった。なぜなら大統領は以前、遠回しながら大和同盟の台頭を警戒する宣言を出しており、いかに日毬が重要人物になっていても、ホワイトハウスなどでの直接会談を行うことは難しい状況にあったからだ。官僚によってセッティングされた会談ではなく、自然に同じ場所を訪問して言葉を交わすという舞台を演出する必要があったのである。交わす言葉は一言でも良かった。

　だからこそ、いかにして会話を交わす機会を設けるかを思案し、大統領がこのチャリティ祝賀会に参加予定であるという情報を早くから摑み、日毬をここに送り込むことに全力を注いでいたのだ。

　そしてスピーチで日毬が大統領を立て、大いに尊重する言葉を述べたことで、大統領のほうから手を差し出すという状況を作りだすことができた。これも日毬の強力な知名度と、アメリカ世論の注目度、数々の交渉や芸能活動で培ってきたスピーチの力が大統領を引き寄せたということだろう。さらに幸運だったのは、大統領が日毬を応援するようなニュアンスの言葉まで引き出すことができたため、目的以上の成果を達成できたことだった。

　ＣＦＲでのスピーチと、大統領と直接言葉を交わすという二つの重大目標を達成し、訪米の目的のほぼすべてが完了するに至っていた。
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　日毬訪米によるロビー活動も山場を越えたが、ワシントンに設置した大和同盟オフィスは多忙の只中にあった。クロエと壮司、そして四人のスタッフらの計六名は、各人が分散して全米をくまなく歩き回っている。クロエは俺と一緒に日毬に同行することが多いが、他のスタッフたちは大和同盟に関係しそうな政治家や団体に積極的にアプローチを図っていたのだった。

　俺も頻繁にクロエや壮司と打ち合わせを繰り返し、どこの議員にどれほどの献金を行い、どこの団体にはどれだけの寄付を行うかを慎重に検討して実行を続けていた。献金や寄付の際にはスタッフらが相手のところまで出向き、今後の大和同盟への支援や友好を維持する約束を取り付けた上で、次々と資金を配っていった。もちろん資金は、俺が訪米前に捻出していた一億ドルのうちからバラ撒くのである。ワシントンの事務所やスタッフたちの給料など、このロビー団体の維持費も実質的に俺の個人負担だった。

　念のためと一億ドルを用意したものの、献金にはおおよそ二六〇〇万ドル、そして諸々の事務所の維持費やスタッフらの給与などで二五〇万ドルを負担する程度で済みそうで、少しは俺も胸をなで下ろすことができていた。手持ちの金が少なくなると心も冷え冷えしてくるものなので、手元に残る資金に余裕があるのはありがたい限りである。

　ただしこれは初年度の、予測も込みの数字である。毎年どのくらいの支出があるかは、大和同盟の力がどれだけ高まりを見せるかによるだろう。こちらが弱いうちは支出が多く、強くなれば必要なくなる。そういう類の資金だ。むしろこちらが金をもらえるような場合もあるかもしれない。

　あのチャリティでの二日後、ホワイトハウスにて、大統領が行う定例記者会見の場がテレビに映し出されていた。軽いスピーチのあと、記者たちとの質疑応答になる。主要な質疑の議題は中東問題であったが、残り時間もわずかな終盤に、記者が日毬絡みのことを質問したので、事務所でその模様をチェックしていた俺やスタッフたちは食い入るようにテレビ画面に注目した。

　記者が質問していく。

「先ごろ大統領はスピーチのなかで、日本でのナショナリズム台頭警戒論を語られました。多くのメディアが大和同盟、そして現在訪米中の神楽日毬を念頭においた懸念の表明だと報道しましたが、この点について大統領の言及が途絶えてしまいました。神楽日毬がこれだけのアメリカメディアをジャックしている現状において、大統領は未だ懸念を持っておられるのでしょうか？」

　大統領はうなずき、余裕綽しゃく々しゃくといった面持ちで応じる。

「ナショナリズム勢力が台頭することについて、私は一般論を語ったまでだ。どこか特定の国家に限らず、世界中どんな相手であったとしても、ファシズムの政権が生まれる可能性にはアメリカは深い懸念を持っている。ある国や地域から自由や民主主義が奪われることは、我々アメリカ人にはとてつもない蛮ばん行こうに映るものだ」

「つまり、そもそも神楽日毬を名指しした警戒論ではなかったと？」

「そうだ」

　深く大統領はうなずいてみせた。

　だが質問に立った記者は食い下がる。

「あの特定のタイミングで、唐突に同盟国である日本を名指しし、警戒論を発表したことには、やはり神楽日毬の台頭を阻止したいというホワイトハウスの意向があったのだと考えられますが……」

「君がどう受け止めようと勝手だが、私にはそのような意図は特になかったことは今表明した通りだ。ただし、仮に神楽さんが民主主義を破壊するような行為をすれば、それは当然、我々としては厳粛に受け止めるべきであろうし、日米同盟にも何らかの問題が発生しないとも限らない。当然であり、かつ原則に則ったスタンスだ」

「ですが、神楽日毬は大っぴらに独裁者になることを表明しています。民主主義を否定しているのではないでしょうか？」

「たしかに言葉選びには注意せねばならない。先日、彼女と言葉を交わす機会があったのだが、慎重に言葉を選ぶようにアドバイスはしたつもりだ。本当に独裁者として君臨し、市民を冒瀆するようなことになれば、我々は相応の対応を取らなくてはならない」

「では大統領は、神楽日毬をどのように見ていますか？　神楽日毬が訪米してからは、非常にたくさんのメディアで賛否両論が続出し、アメリカ国民の間でも意見が分かれるところです。大統領の見解をお聞かせください。個人的なもので構いません」

　ホワイトハウスでの大統領に向けた記者会見で、「個人的」などというものが通用するわけがない。そんなことは大統領も記者もわかっているはずだ。ただ単に、記者は質問の強さを緩めるために、「個人的なもので構いません」と申し添えただけだろう。

「テレビスターとしては実にクールな存在だね。政治家としては未知数だが、彼女はまだあまりにも若い。あのような人物は世界でも稀まれだから、今後どのように成長していくか興味は尽きないところだね」

　そこで記者の質問は終わり、質疑は別の話へと入っていった。

　モニタを注視していたクロエが俺たちを振り向き、口にする。

「多少の苛立たしい見解は混じっているけれど、まずまずの解答じゃないかしら。七〇点といったところね」

「そりゃ俺たちとは直接の利害はないんだから、仕方ない範囲内だろう。大統領から中立の言質を引き出せたことだけでも、俺はほぼ満点に近いと思うね。九九点だ」

　俺には手放しで喜べる質疑応答だったと思えた。

　壮司も続く。

「私も常務に近い感想ですね。九五点です」

「甘いわね、あなたたちは。大統領をコントロールできるくらいの立場になってこそ一〇〇点よ。神楽さんのテレビ的なインパクトは相当なものだけど、まだまだ影響力を浸透させる必要があるわ」

「アメリカのほうはクロエに任せるよ。頼りにしてるさ」

　俺はそう応じた。

「報酬額相当の働きはしないとね。それに私にとっても、大和同盟を政権に就けたという実績を持てれば、今後はフリーのロビイストとして活動していける道も拓けるというものよ。報酬をもらいながら、あなたや神楽さんを大いに利用させてもらうわ」

　案外、策謀家としてのリリィは、母親の性格の影響をモロに受けたものなのかもしれない。この親にしてこの子あり、といったところだろうか。

「リリィのハリウッドデビューのほうも、ついでに頼む。クロエに預けるから、こっちで大いに活躍させてくれ。そうすれば日本での知名度も一気に上がるに違いない」

「リリィの契約条件についても相談させてもらいたいわね。日本での芸能活動は颯斗との契約を尊重するけれど、アメリカでの芸能活動は私が独自にやらせてもらいたい。もっとハッキリ言えば、日本での稼ぎはひまりプロダクションで、アメリカでの稼ぎはレイエス家が管理する。ＯＫ？」

「ははは。好きにしてくれ。それで構わないよ」

　正直どうでもよかった。レイエス一家とは友人のような間柄だから、好きにしてもらって結構だと考えていた。実際のところ、アメリカでのリリィの売り込みを俺は何もしておらず、すべてクロエの功績だった。

　すかさず壮司が指摘する。

「リリィがハリウッドデビューを果たせたのは、あくまでもひまりプロダクションに所属していたという実績があってのことですからね。あまり簡単に人の恩義を踏みにじるようなことはしないほうがいい」

「人聞きの悪いことを言わないで頂戴。法的なツメをしているだけであって、感謝や恩義とは無関係の話よ。時々法をないがしろに語る日本人には辟易するわ。私と颯斗は友人なんだから、ちょっとしたことなら別にいいのよ」

「友人関係を楯たてにして自分に優位な取り決めをしようとするクロエのほうが、よほど日本人のような曖昧さを活用しているように思えるのですがね」

「いいんだ佐々倉さん。実際、クロエは思った以上によくやってくれている。ハリウッドにリリィを売り込めたのもクロエの功績だ。こっちの仕事は本当に全部任せてしまったほうが、確実に上手くいくだろう」

「そうよ。堅物の石頭はすっこんでなさい」

　便乗してクロエが壮司を攻撃したので、もし壮司が反撃すればクロエのヒステリーを煽ることになりかねないと俺は心配した。しかし壮司は言い返すことはせず、肩をすくめただけに止めた。壮司のほうが大人ということだろう。

「まぁ、仲良くやってくれよ。……おっと、日本から電話だ。ちょっと外すよ」

　俺は席を立ち、携帯を耳に押し当てた。

「織葉くんか。俺だよ」

　部長の声だ。

「どうも。そっちの状況はどうですか？」

「まぁまぁだ。詳しい状況を話したいんだが、今日は時間あるか？　どこにいる？」

「今アメリカなんですよ。明後日には帰国する予定なので、数日後ならいいですよ」

「ああ、神楽日毬のアメリカ巡業だな。日本でも、アメリカの模様が取り上げられているぞ。すごい人気らしいじゃないか」

「これも日毬のカリスマ性の為せる技ということでしょう。想像を超える、大変なタレント性の持ち主ですよ、日毬はね。こちらも支援のし甲斐があるというものです。ところで電話してきたのは？」

「会ってから話そう。こういう会話は、ＣＩＡにでも盗聴されていないとは限らないんだろう？」

「ぼくや部長クラスの会話を盗み聞くほど諜報機関はヒマじゃないと祈りたいですが……そうですね、部長が急ぎじゃないのなら、あとにしましょう」

「了解した。会えるときには連絡をくれ。悪い話じゃない」

　歓迎すべき動きがあったということだろう。思っていた以上に動きが速い。日本に戻ったら、可能な限り早く部長に会わねばならないようだ。
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　帰国は明日に迫っていた。

　すでに重要な案件はこなし、日毬の見事な対応によって予定に即した成果を収めていたが、帰国の間際までスケジュールは詰まっている。

　今日は午前中に一本のテレビ番組出演をこなしたあと、午後からは国防総省訪問だった。

　国防総省を訪れた日毬の前には、職員たちによって黒山の人だかりができることになった。どこに行っても、みんな日毬を一目見たがるほどになっていたが、国防総省の歓迎ぶりは半端ではなかった。

「ようこそ、ペンタゴンへ！　私が案内役を仰せつかったデイビット・ヒルです。今日はごゆるりとペンタゴン遊覧と参りましょう。あなたの案内役を任せられるなんて、私も光栄ですよ」

　人だかりのなかを、一人の老齢の軍人が進み出てきてそう名乗った。クロエがアポイントを設定したときに、彼が案内役を引き受けてくれることは決まっていた。腰が低い対応だったが、白髪の彼の階級は中将である。

「うむ。私が神楽日毬だ。丁重な歓迎に感謝する。……しかし、いささか歓迎ぶりが大袈裟すぎやしないか？　率直に言うが、私は国防総省に何らかのメリットを提供できるような立場ではないと思える。大和同盟も日米同盟の強化には触れているが──」

　日毬の言葉を中将が遮る。

「おっと、そういう難しい話は今は止めておきましょう。長官と話す機会を設けてありますから、必要ならそこでどうでしょうか」

「クロエ・レイエスよ。中将、この日のために労をとってくれてありがとう。礼を言うわ」

「織葉颯斗です。神楽のマネージャーを務めています。よろしくお願いします」

「よろしく、レイエスさん、織葉さん。あなた方二人のことも我々はよく知っていますよ」

　そんな中将の話に俺は肩をすくめる。

「含みがありそうな言い回しですね。まぁ元々、ぼくらは国防総省に監視されていたようですから、特別驚くようなことはないでしょうが」

「そうです、背中のホクロの数まで把握されていたとしても、それほど驚くようなことではありません。あなた方は、とっくにそういう世界に足を踏み入れているのです」

「互いを監視し合っていたとしても、できれば円満な関係であり続けたいですね」

「まさにそれこそが、情報組織の究極的な目標でありましょう。ところでレイエスさん、ローガンはお元気ですか？」

「あら、うちの主人とは面識があったかしら？」

「もう昔の話ですが、私は極東の担当官でした。日本に派遣される前のローガンに、極東情報の講義をしたこともありますよ」

「そうだったの！　もしかしたら、クルス大佐も中将の部下だったりするのかしら？」

「いいや、私は一線を退いているので、クルスは直属の部下ではありません。ですが二人とも、私の教え子といっていい存在でしょうね」

　意外な関係性だ。だが、そうした関連があったからこそ、中将が案内役になったのかもしれない。

「さあ参りましょう。ペンタゴン内をゆっくり見て回りながら話そうじゃありませんか」

　それから中将に付いて、国防総省内を案内してもらうことになった。行く先々で、蜂はちの巣のように並んでいる各部屋からは職員たちが出てきて、日毬の姿に目を丸くしたり、陽気に語りかけてきたりした。言葉を掛けられると日毬は物々しく応じ、それがまたサムライ然として映るのか妙に彼ら彼女らのツボにはまるようで、職員たちは笑顔でいっぱいだった。

　アメリカの諜報分野でも巨大な力を持つ国防総省の職員たちが、一人でも日毬に対して好意を寄せてもらえるのなら、これ以上にありがたいことはなかった。政策担当者たちの好意は、中長期的にじわじわとプラスの効果をもたらしてくれるに違いない。仮に敵として向き合わなくてはならない状況に陥ることがあったとしても、多少は手心を加えてもらえる可能性もあるだろう。

　中将の案内で、かつて見たことがないほど深い場所にエレベータで降り立った。耳鳴りが激しく、頭がやや朦もう朧ろうとするのは、よほどの高低差があった証拠だろう。

　中将の後に続いて、ガラス張りの各部屋を見ながら歩いてゆく。職員たちの姿はほとんど見かけなくなり、代わりにコンピュータが整然と並んでいる。

　ペンタゴンとして名を馳せる国防総省の本部は、上にではなく、下に伸びているらしい。高々と聳そびえる摩ま天てん楼ろう群ばかりが頭に浮かぶため想像力を働かせないとわからないが、どれほどの施設が地中に根を張っているのだろうか。

「ここはペンタゴン内の最深部の一つです。中央部にはもっと深い場所がありますが、ここもなかなかのものですよ。ご覧のスーパーコンピュータ群で、全世界、すべての米軍部隊の作戦を同時並行的に担うことが可能です。処理能力だけなら、第二次世界大戦のような大戦争を同時に一〇箇所こなしたとしても対応できます。ボトルネックになるのは人員や資金など、別の現実的な要素ですね」

　中将の説明に、日毬が首をふる。

「どれほど富国強兵に励んだとしても、今後五〇年、いやおそらく一〇〇年、日本が軍事的にアメリカに匹敵する可能性は少しもないだろう。日本が無理なら、他のどこの国でも同じことだ。もし中国が仮に政体を維持することができるなら、その巨大な人口の力でわずかな可能性が見出せるかもしれない、というくらいだろうか」

「ここまで来ると脅威というより、何を目的にしているのか意味不明なレベルだな……。誰との戦争に備えているんですかね？」

　俺はポツリと感想をもらした。

「さあ、それは私にも。おそらくですが……たぶん未来の超大国か、世界のすべての国々か、それともまだ見ぬ宇宙の勢力か……」

　冗談なのかと思ったが、中将は笑っていなかった。

　時計に視線をやった中将は、事務的に言う。

「そろそろ長官とのアポイントの時間になります。上に戻りましょうか」

　永遠に続くかのようなエレベータを上がり、中将に続いて長い廊下を歩いた。

　やがて長官室に到着すると、中将は部屋をノックし、俺たちを招き入れた。

　待ち構えていたように長官がドアのそばまで進み出てきて、俺たちを迎えてくる。

「初めてお目にかかる。国防総省長官を務めている、ジャクソン・モラレスだ」

「大和同盟党首、神楽日毬だ。時おりアイドル活動もやっている。よろしく頼む」

　まずは日毬が握手を交わした。その後に俺とクロエが続いて手を差し出し、軽い自己紹介を済ませてソファに座った。中将は、長官の隣のソファに腰かけた。

　長官は開口一番、感極まったように口にする。

「おお神よ、なんてことだ……うちの三人の娘たちより遥かに若いじゃないか。こうして間近で見ると、とうてい信じがたいようなものを目撃した気分だよ。本当に政治政党の党首なのかい？」

「今さら私の立場に異議を差し挟むつもりなのか？　私は誰よりも党首として相応しい人間であると自負している。そして命も懸けているつもりだ。日本の新たな舵取りができるのは私だけだ」

　いつも通りの軒昂な日毬の答えだ。

「これは失礼した……。神楽さんを非難しようとした意図はない。だがこれは正直な気持ちなんだよ。それはつまり、感動や感嘆のような……胸に響く心地というべきだろうか。個人的には、あくまで個人の範囲内でのことになるものの、この私もささやかながら、神楽さんが目標に到達するための手助けをすることができるなら幸いだ」

「今までも『個人的には応援したい』という相手は少なからずいた。その真意を冷静に探ってみれば、それは取りも直さず『仕事上では対立せざるを得ない』ということを表明しているようなものだぞ。ゆえに私にとって、あまり嬉しい申し出とは言えない」

「なるほど……そのように受け止めるのは理解できなくもない。いいや、たしかにそういう側面はある。うーん、その通りだ……」

　長官は結局、日毬の話に同意した。あまり嬉しいことではないが、正直に語ろうとしている姿には好感を持てる。

「一つお願いがあってきた。率直に、そして端的に言う。大和同盟とＤＩＡは、どちらかと言えば対立している関係にある。大和同盟が政権を獲りにいくにあたり、この敵対関係を解消したい。さらにできうることならば、共存していける道を探れればいいと考えている。いかがだろうか？」

　クロエが国防総省訪問をスケジュールに入れたのは、大和同盟とＤＩＡの対立を念頭に入れ、穏やかで友好的な雰囲気も作りだしておこうという程度のことだった。それ以上のところにまで踏み込む意図はなかった。なぜならＤＩＡは国防総省独自の考えで大和同盟憎しに動いているわけではなく、ホワイトハウスやアメリカの国家方針が折々重なり合ったところで動いているに過ぎなかったからだ。国防総省の意思は薄く、国家安全保障会議の方針が色濃いのである。

　ただ、日毬が直截に踏み込んだことで、長官は困った表情を見せた。

「可能な限り善処する……今はその言葉だけで勘弁してもらいたい。……ただし神楽さんが訪米後に、アメリカ国民を熱狂させている姿には、さしものホワイトハウスも対応の検討を急いでいるようだ。大和同盟にとって悪い情勢ではないと思う」

「どのような検討をしているというのだろうか。可能な範囲で聞かせてほしい」

「神楽さんはずいぶんとタフネゴシエーターなようだ……。ホワイトハウスの意向を、私が聞き及んでいる限りのことを伝えておこう。内密に頼む。ホワイトハウスとしては日本政界の大変革を、ある程度まで許容していくことを受け入れるかもしれない。ただし、既存の日米同盟や安全保障に影響のない範囲内で……ということにはなるのだがね」

「アメリカの方針と事前に擦り合わせを行っていく意志は大いにある。もちろん秘密裏に内容を取り決めていくことも受け入れるし、私が譲歩するべきところもあろう。長官からも、どうかホワイトハウスへの後押しを頼む」

「ただ、あくまでも大和同盟の台頭を手放しで歓迎するわけではないようだ。かといって台頭を抑えられないようなら、大和同盟との宥ゆう和わを図ることもやむなしということだよ」

「果敢なアメリカらしくない、実にだらしない先延ばしの結論だな。アメリカの国家安全保障政策を、私が心配してしまいそうになってくる」

「そうやってホワイトハウスが後手後手に回らざるを得ないくらい、神楽さんは想定外の異分子だったんだよ。神楽さんのような存在は、人類の歴史上初めてのことだ。比較的近いかもしれないケースを無理やり探せば、せいぜいジャンヌ・ダルクといったところだろうが……それだって六〇〇年前の話だし、ジャンヌは一軍人として死んでしまっている。やはり神楽さんは何もかもが想定外のことだ」

「それは違う。長官は何やら私が特別な人間のように考えているようだが、まるで見当違いのことだ。一般的な日本人なら、誰もが私と同じ覚悟や考えを持っている。公益のためには喜んで死を受け入れるのが日本人というものなのだ。たまたま私が大和同盟の党首に就任しただけで、生粋の日本人であれば誰もが同様の役目を担うことができただろう」

　目の前で日毬の強硬な話を聞く長官や中将は吹き出しそうになっていたが、あまりにも生真面目に語る日毬の前で笑うわけにもいかないようで、身体をわずかに震わせながら必死で堪えているようだった。アメリカでもテレビで散々放送された日毬の表裏のない姿だったが、いざ目の前で見せられれば、妙な微笑ましさに耐えられる人はなかなかいない。日毬に慣れた俺でさえも、時々どうしても堪えきれなくなることがある。

　日毬は意気軒昂に続ける。

「事実として、私の姉上は実に日本人らしい覚悟を持った優れた女性だ。仮に私でなくとも、姉上ならば私とまったく同様に……いや、私以上に役目を勤め上げるのは確実だ。姉上も私も、日本の未来のためならば命を賭して事に当たるだろう」

　それから日毬を中心にして、今後の日米同盟や日米両国間の未来について、和気藹々とした意見交換が行われることになった。

　長官との会談が終わると一六時三〇分からは予定に従って、国防総省に設けられた広報室にて、長官と日毬が共同で壇上に立ち、記者たちを前に友好を表明するという異例の記者会見が開かれることになった。

　記者たちからは日毬に「国防総省を案内された印象はどうか？」など芸能人に対するような質問が集中し、日毬は丁寧にそれに答えていった。また日毬は、今後の日本の国防政策や、シーレーン防衛などについても触れたが、あくまで今までの大和同盟の公式見解と同じものだった。

　国防政策について何か新しい内容を語るわけではなく、アメリカのメディアを席巻している日毬が国防総省を訪れたのに関連しての、ちょっとした広報のようなものだ。国防総省としては国民に自分たちを印象付ける機会になるし、こちらとしては何やら重要政治家として目されたように見えなくもない。

　こうしてお互いにとって一定のメリットが見込める記者会見が滞りなく行われ、この日の日毬も全米のニュースメディアでその動きを報じられることになったのだった。
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　テレビは、中国の報道官が日毬を名指しで非難している場面だった。俺もスタッフたちも、とくに注目するでもなく、自分のパソコンに向かいながら聞き流しているだけだった。

　報道官が強硬に語っている。

「日本の重要な政治政党の党首である神楽日毬は、常日頃から侵略的言動を憚らず、我々中華人民共和国を威嚇し続けてきた。今回もまたアメリカ国防総省での記者会見において、日米の防衛ラインを一方的に主張し、戦争の危険を煽り立てている。神楽日毬の行動や言動は、かつての清への諸外国による侵略行為を彷彿とさせるものがある。我が中華人民は日本とアメリカの不当な圧力には決して屈せず──」

　アメリカ大統領が発表した「日本ナショナリズム台頭警戒論」はさすがに大きなダメージだった。しかし中国の報道官がいくら意気軒昂に語ったところで、そこまで重視するような話ではない。中国の報道官は単なる末端公務員のようなものであり、出来上がった原稿を役者のように読まされるだけの立場であることは誰もが知っていることだ。

　むしろ逆に、わざわざ中国政府が公式見解として日毬を非難する声明を出してくれたのは、それだけ日毬や大和同盟が力を付けてきたことを物語る既成事実といってよかった。日毬が何の力もなかったら無視されるのが関の山だったろうが、重要人物にのし上がってきたからこその出来事だというわけだ。こちらとしては悪くない非難である。





◇






　空港には、多くのアメリカのメディアが集まっていた。俺と日毬がこれから日本に帰国するのである。

　見送りはクロエと壮司の二人だけだった。他のメンバーには仕事に集中してもらったほうがいい。

　クロエに向けて俺が言う。

「金が必要なら適時送る。アメリカの世論を可能な限り日毬に引きつけておくように頼むぞ」

「日本政治のすべてを奪取しに行くのなら、良し悪しは別にしてアメリカは押さえておかなくてはならない国であることは明らかだ。今までにもまして、クロエと壮司にはこちらで活躍してもらわねばなるまい」

　日毬は二人を励ました。

　壮司がうなずく。

「お任せください。こちらの動きは逐一報告いたします」

「もう私が介在しなくとも、すっかり神楽さんは注目の的よ。もちろん報道の内容には目を光らせ続けなくちゃならないでしょうけどね」

　クロエは自信に満ちた面持ちでそう言った。

　リリィも見送りに来たがっていたが、こちらではリリィは有名人の仲間入りを果たしてしまっている。そのため目立ちすぎることもあり、見送りはこの二人だけとなったのだった。

「じゃあまた」

　俺が軽く手を上げて別れを告げ、日毬を促した。日毬は二人におじぎをして、空港に用意しておいた貴き賓ひん室しつから外に出た。

　俺は日毬のやや右後ろを歩き、用意しておいたサングラスを身に着けた。日毬と二人きりだから映像に映ってしまうが、少しでも身を隠せればいいと思ってのことだ。

　ゲートに足を進めると、日毬の姿を見つけた記者たちが満面の笑みで問い掛けてくる。

「またアメリカに来る機会はありますか？」

「当然、いずれは来ることになろう。アメリカは重要な同盟国なのだから、足を運ぶ機会は必ずある」

「次に来るのはいつ？」

「私が日本の政権を奪取してからだ」

　質問が投げかけられるなかを、日毬は立ち止まることなく応じながら、ゲートへと足を進めたのだった。
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　日本に着いたのは夜も二〇時を過ぎたころだった。

　空港では、複数の日本のテレビクルーや雑誌記者などが待っていた。アメリカでの報道の過熱ぶりが日本でもニュースになっていたので、こちらの記者たちも日毬の動きには興味を持ったのだろう。日本メディアはいま大変なスキャンダルの渦中にあったが、日々のニュースを放っておくわけにはいかないのは確かだろう。

　待ち構えていた記者の一人が質問を投げかけてくる。

「アメリカでの感想はどうでしたか？」

「多くの人々が歓迎してくれたことに大いに感謝している」

「アメリカでも賛否が盛り上がっているようですね。ひまりんに対して批判的な意見も決して少ないわけではないようですが、その点について何か思うところはありますか？」

「日本も同じだろう。ただし、アメリカ人は私がファシストだと誤解しての批判が多いようだが、日本人は嫉妬や誤解や利害関係での批判が多いと認識している」

「中国から名指しされて抗議を受けることになりましたね。中国政府は、大和同盟やあなたのことを、相当に危険な極右政党であると認識しているようです。海外から批判が相次いでおりますが、これについてはどうお考えですか？」

「貴公の言う海外とは具体的にどこなんだ？　まずはそれを言え」

　食い下がってくる記者たちに対し、日毬は振り払うように応じていった。

　記者の群れを足早に通り抜け、空港を出てすぐタクシーに乗り込んだ。このまま事務所まで直行だ。
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　事務所のエントランスに入ると警備員に挨拶し、俺と日毬はエレベータに乗り込んだ。

　タレント陣にこちらに気を遣わせるのは避けたいところだったから、詳しい戻る時間は伝えていない。所属タレント陣もマネージャーたちも誰もが忙しい事務所である。

　事務所に着くと、残っていたのは仕事がそれほど多くない千歳、帰宅前の凪紗、それからソファでゴロゴロしていた杏奈の三人だった。栞はドラマ撮影期間でこの時間も目一杯仕事が入っているし、春燕も急遽同じドラマ内で、後半の放送から登場することになる脇役に押し込んでいた。丞林はテレビの収録が入っている。

「おかえりなさい！」

　事務所に入るなり、千歳の尻上がりな声が俺たちを迎えてきた。

　居残っていた三人がこちらに寄ってくる。

「久しぶりに自分の家に戻ってきたような気分だな」

　そんな日毬に俺は言う。

「時差ボケでちょっと身体がきつい。今日はみな、日毬帰還のお祝いをしたがるだろうが、できるだけ早めに帰って休んだほうがいいだろう。明日は夕方過ぎに一本収録が入っているだけだから、今晩はゆっくりしてくれ」

「おつかれさまです織葉殿。日毬に同行していただき感謝しております」

　凪紗が深々と頭を下げてきた。

「そろそろ帰宅するところだったか？　丁度いい、あとで日毬を家まで送り届けるから、そのときに凪紗も一緒に車で送るよ」

「ひまりーん！　お店に出ようかと思ったけど、そろそろ戻ってくる時間なような気がして待ってたんだよ」

　ダッシュで日毬のそばまで駆けてきた杏奈が、覗き込むようにして言った。

　日毬は慌てて胸を覆いつつ、伏し目がちに口にする。

「た、ただいま杏奈……。待っててくれてありがとう……」

「海外での報道の過熱ぶりもすごかったね！　ひまりんはやっぱりグローバルなアイドルだよ。火星に行っても、アンドロメダ星雲に行っても、ひまりんはあっという間にメディアを席巻すると思うんだよね。間違いないよ」

「火星には報道機関はないと思うがな」

　俺の突っ込みなどお構いなしで、いつもの如く杏奈は一人で盛り上がった。

　それからソファで五人、千歳が淹いれてくれた茶を飲みながら話し込んでいた。特にリリィがアメリカで有名になっていく話には三人とも興味津々で、熱心に俺や日毬の報告に聴き入っていた。

　そんな風にしてダラダラとアメリカ巡業の成り行きを振り返っていたところ、栞と春燕を連れた由佳里が事務所に引き揚げてきた。

「日毬ちゃん！　おつかれさま！」

　ソファにやってくるなり、由佳里は声を上げた。

　栞がニヤニヤして続く。

「よーう大将。向こうでも偉い人気っぷりやったそうやないか。もういっそのこと政治から足を洗って、芸能一本に専念したほうがええんちゃうの。そしたら日毬は歴史に残るレベルの芸能人やろ。マリリン・モンローみたいにな」

　日毬は怒りのこもった視線を向ける。

「だから栞はダメなんだ。いったい何のために私が芸能生活を耐えに耐え、忍びに忍んできたと思っているのだ？　それはすべて日本国家の未来のためなのだ。日本人ならばすべからく、国家の安寧のために身を捧げるべきだろう。その覚悟を持つ私を政治活動から遠ざけようとするとは、実に汚らしい陰謀だな」

　強硬な日毬の姿勢に、さしもの栞も怯んだ様子を見せる。

「陰謀やないて……。途轍もない大成功を収めとるのに、わざわざそれを投げ捨てて、茨いばらの道に足を踏み入れるような阿呆なことはせんほうがええと思っただけや。友人からのちょっとした忠告やで」

「つくづく栞には呆れ果てるばかりだ。親兄弟を救うために茨の道を進まなくてはならないとしたら、栞は進むのを止めるのか？　私には、同胞たる日本人を見捨てることはできない。この道を進む使命が私にはあるのだ」

　言いながら激したのか、日毬は身を打ち震わせた。

「栞ちゃんはわかってないよ。ひまりんは芸能人としても政治家としても宇宙規模なんだよ。人類に降臨した奇跡の存在。そんなひまりんが、芸能人だけに留まっていていいはずがないじゃん。日本の世界大統領になることは約束されているの」

　杏奈がうっとりした表情で語った。

「なんやねん、日本の世界大統領っちゅーのは……。まぁええ、このプロダクションで唯一まともなうちには、日毬の話も杏奈の話も理解できんのはしゃーない。このプロダクションの所属タレントは凄まじいメンツやで、ホンマに……」

　栞が汗を拭うような仕草を見せると、春燕が口にする。

「栞も十分におかしいレベルだと思うけどね。一緒にドラマの仕事して初めて知ったけど、まさか私と議論ができるほどだとは思わなかったわ」

「うん。栞ちゃんはおかしいと思うけどね、間違いなく」

　杏奈は何度かうなずいた。

　俺が訊く。

「春燕は仕事は板に付いてきたか？　ドラマの初出演はどうだったんだ？」

「さあ。自分じゃ判断つかないわ。役者として何か学んだわけでもないし」

「満点でしたよ。文句を付ける場所もなし。そのことを帰りの車でも三人で話してたんですが、もしかしたら栞ちゃんより演技力はあるかもです」

　由佳里が嬉しそうに言った。

「なんでや。うちも演技には自信あったんやけど、春燕のほうが上手く役をこなしておったで。突然ひまりプロダクションに所属したと思ったら、最初のドラマで完璧に役をこなすなんて恐れいったわ。そもそも、どこの何者やねん？」

　栞は、春燕の元の正体を知らない。把握しているのは俺と由佳里と壮司、レイエス一家、そして日毬と丞林だけである。知ったところで得するわけでもないし、知らないほうがいいこともあるものだ。

「あんな役柄、簡単よ。丞林みたいな半端者とは一緒にしないで頂戴」

　ここでわざわざ丞林の名前を出す必要もないのに、春燕はどうしても丞林と比較して優位に立ちたいようだった。ここに丞林がいたら喧嘩になったろうが、仕事中で良かった。

「自分の旦那を殺害した妻の役やで……。正直かなり難しい部類の役やし、ある程度勉強せんとやれんわ。監督も春燕の演技にはびびっとったやん。今日の春燕の、あの憎悪に満ちた顔はとても真似できん」

「颯斗のことを考えながら役を演じたのよね。だって時々颯斗を刺し殺したくなったりしない？」

　春燕はまるで予想外の、空恐ろしいことをサラッと言ってのけた。

　皆も驚くに違いないと俺は確信したが、しかし啞然としたことに、誰もが淡泊な反応だった。

「あー、うん、なるほど。わかる」

　なぜか由佳里が知った風にうなずいた。

「へー、そうかぁ。うんうん、なんか、そうだよねー」

　どういう理屈か、杏奈にも納得できたようだった。

「ほお～、そういうのもアリやなぁ。憎しみをぶつける役のときは、うちも真似させてもらうわ」

　栞は腕を組み、感心したような表情だった。

「……すごく勉強になります。常務が相手役だと思って演じれば、演技の幅も広がりそうですね」

　素直な千歳までが激しくうなずいているのが衝撃的だった。

　なぜだ。彼女たちに酷いことをした覚えなど微塵もないのだが、生き方を改めねばならないのかもしれない。でなければ、このなかの誰かに刺し殺される危険性がありそうに思われた。

　それから俺を殺害する話もそこそこに、アルコールやソフトドリンクを買い揃え、皆で日毬の帰還を軽めに祝ったのだった。そのうち丞林や森も仕事から引き揚げてきたので、全員で日毬を囲み、アメリカでの成果を喜び合った。ただ、強行軍のアメリカ巡業から戻ったばかりなので、日毬の疲労が見えないところで蓄積されているのも心配だったため、あくまでも軽いパーティーだ。

　一時間ほど皆で和気藹々と語らったあと、日毬と凪紗を促して、俺は二人を自宅まで送り届けるため席を立ったのだった。
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　ホテルのカフェラウンジで、最も奥まった席。

　俺と由佳里はテーブルを挟み、部長と向き合っていた。

「次の取締役会で、俺が副社長を拝命することになった。これでもなかなか苦労したんだよ」

　そう言う部長は、少しも苦労したようには見えない様子だった。必死に頑張ったという言葉を並べ立て、金きん主しゅに営業しているようなものだろう。

　俺は身を乗り出す。

「おめでとうございます。考えていたより早い動きで助かりますよ」

「すごいですねー」

　由佳里はあからさまな棒読み口調だった。

「方々に金をバラまいたからな。飯を食わせて女を抱かせ、金を握らせての大盤振る舞いだ。社内だけじゃなく、局や新聞社の連中まで巻き込んで味方につけたりしてな。あのバカげたバブルの頃に舞い戻った気分だったよ」

「最悪ぅ～」

　げんなりしたように由佳里が言った。由佳里が反応したのは「女を抱かせ」という部分だろう。こういう場で出すには下品な話だが、部長は事実を報告しているだけに違いない。

「しょうがないだろう。俺が抱いたって話じゃないんだ。これもビジネスなんだよ。次の役員再編では社長も替わる」

　俺が確認する。

「誰が社長です？」

「ほら、矢や木ぎさんだよ。今は蒼通グローバルネクストの社長だ」

「ああ、あの矢木さん？　実績豊富な人ですよね。へー、でもなんで？」

「俺の元上司でな。気のいい男なんだよ。もう歳だからまさか本社の社長が転がり込むなんて思ってなくて、本人は目が点だ。矢木さんを押し立てれば、俺も陰で動きやすい」

「なるほど。まぁこっちとしては、大和同盟の広告宣伝に秘密裏に協力してもらえるのであれば、何がどうなろうが構わないんですけどね。上手いことやってくださいよ」

　やや恫どう喝かつが混じったニュアンスを込めて俺は言った。なにせ部長には相当な金を回してきたのだ。役に立ってもらわねば困る。

「心配するな。俺は役に立つと言ったろう？」

　部長は余裕綽々といった表情だ。

「ええ、頼みます」

「手始めとして、織葉くんか健城くんのどちらかを、蒼通の社外取締役に迎えたいんだがな。二人とも経済界での実績も十分だし、元蒼通の人間として、招聘するのは悪い人選じゃない。取締役会も株主総会もシャンシャンで通るだろう」

「……その話はどうでしょうね？　そっちのなかにまで入ると、逆に行動しづらくなるのでは？」

「いいから入っておけよ。取締役に大和同盟に親しい人間が並んでいるだけで、他の役員や社員らも、表立って批判はしづらくなるだろう？　それだけでも効果があるってものだ」

　たしかに部長の言う通りの側面はある。会社のお偉いさんが関わっている組織を表立って批判するなど、サラリーマンにはなかなかできることではない。

「……それはそうですね、了解しました。ではどちらが社外取締役を受けるかですが……ここはやっぱり由佳里では？　ぼくじゃ知名度がないですし、存在をアピールする役目なら由佳里一択なのではないかと」

「俺もそうは思っていたんだがな。なにせ俺は健城くんに相当嫌われているようだから、おそるおそる、遠回しに言ってみたんだよ。どうだ健城くん、織葉くんも勧めてるが、蒼通の社外取締役に推挙していいな？」

「ほほう、蒼通の取締役ですか。グローバル経営者として名高い今の私にとっては格下ですらないどうでもいいポジションですが、まぁ、元の会社に凱旋するという意味では、小指の先くらいの価値はあることかもしれませんね。先輩と部長がそこまで頼むなら、引き受けないわけにはいかないでしょう」

　先ほどまで陰険だった由佳里の機嫌は、すっかり直ってしまったようだ。

「本人がいいのなら、もう由佳里で決まりですね。大した話じゃありませんし、よろしいんじゃないでしょうか」

「いや、大したことがないかどうかは、まだわからんぞ。健城くんほどの知名度と、元社員だったという経歴があれば、いつか社長の座が転がり込んでくる可能性もありえるだろう。そう遠くないうちにな」

　したり顔になった由佳里は、腕を組んで何度もうなずく。

「そうですかそうですか。やりましょう。そこまで頼まれるなら、この健城由佳里、快く社長までお引き受けするのが江戸っ子としての矜きょう持じというものではないでしょうか」

「……ったく。あくまで将来の可能性ってだけの話だぞ。しかも、どうでもいいレベルのことじゃないか……」

　俺からみれば、今の由佳里なら、蒼通の社長の椅子などゴミのような話にしか思えない。すでに遥かに上の確固とした地位を、由佳里は築いているのだ。何も今さら元の会社の社長などに興味を持つこともないと思えるのだが、視野があまり広いとは言えない由佳里には、出身会社の社長というのは強い意味があるものに映っているのかもしれない。

「健城くんが機嫌を取り戻してくれたのは何よりだ」

　部長のほうが由佳里より上手だったということだ。何の具体性もない話を持ち出して単におだてただけなのに、不機嫌から上機嫌に一変させてしまい、すっかり由佳里に取り入ってしまった。由佳里という人間は、その性格をよく知る者にとっては実に扱い易いタイプである。

「で、今後の金のことだ。二億四〇〇〇万円という話に、間違いはないんだな？」

　部長は真剣な面持ちで念を押してきた。

「もちろん約束通りですよ。新しい取締役陣の情報が公に出ましたら、まだ登記などはなされていなくても、すぐに支払いを開始しましょう。部長の指定した干物屋のほうにね」

「よしわかった。俺としてはそれがすべてだ。大和同盟や神楽日毬の政治にはなんの興味も持っちゃいないが、可能な限りの方法で大和同盟の情報操作に全面協力していくつもりだ。局や売ばい文ぶん屋やの連中を脅して宥なだめて喜ばせてやって、大いに盛り上げてやろうじゃないか。期待していいぞ」

「情報操作とは人聞きが悪い。ちょっとした広報に、少しだけ手を貸してもらうだけですよ」

　そう言いつつ、おもむろに俺は、紙袋をテーブルの上にトンと置いた。

「どうぞ。何かと準備に入り用でしょうからね」

　紙袋には、帯封で留められた一〇〇万円のブロックが一〇束──一〇〇〇万円が入っている。

　部長はそれを覗き込み、束の数を数えることもせずに顔を上げた。サッと見ただけで、おおよそいくらか見当はついたのだろう。

「なんだ、気が利くじゃないか。悪い政治家になった気分だな。俺も昔、何度か政治家のところまで金を運んだことがあるぞ」

　紙袋を摑み取って自分の横に置きながら、部長は苦々しく笑った。

　俺が冗談めかして言う。

「悪いヤツということは知っていたんで、一応持ってきてみました」

「ははは。反論はないよ。俺たち広告マンなんざ、悪人じゃないとやれるわけがない」

「ちなみに私だけは善人なんで。その辺の広告マンなんかとは一緒にしないでくださいね」

　そう由佳里は主張し、澄まし顔で目の前の紅茶をすすったのだった。





◇






　事務所には、運送会社のトラックで大量の一いっ斗と缶かんが送り届けられることになった。一〇〇〇個を超える一斗缶が積み重ねられているのは壮観だ。

　とうてい事務所には入りきらなかったので、ビル内の空いているフロアに山積みし、なんとかビル内に押し込んでいった。ちょうどこのタイミングで事務所に残っていた俺と杏奈と栞と千歳は、運送会社の配送人が一斗缶を積み重ねるのを手伝った。

　やがて作業がようやく一段落つき、配送業者は納品書を差し出して戻っていった。俺はソファにグッタリと腰かけ、皆が見守るなかを、一斗缶に貼られたテープなどを剝がしてフタを開けた。

「うん、干物の燻製だな」

　今後、毎月この量の一斗缶が送り届けられるという。干物製造会社に配送希望の住所を伝えれば、それが何カ所になろうとも個別に宅配便で配送してくれるそうだが、取引先などの住所をまだ伝えていなかったので、ここにまとめて配送されてきたのだった。

「うわ、びっしり燻製やん……。どないせいっちゅーの、これ」

　栞に続き、杏奈も声を上げる。

「この缶の山も、中身はぜーんぶ燻製⁉」

「そうだ。かなりの高級な干物を使用しているらしいぞ」

　元々は干物屋だが、デパートなどで販売する贈答品用として燻製のシリーズものが用意されており、部長の言によればその最上級品を送ってくれたらしい。この会社が作った燻製は素材が良く、味がよくて人気があり、長期保存も利く贈答品の定番商品だと言う。

「高級って言われてもやな……。そういう問題やないと思うんやけど……」

「燻製が欲しい相手には好きなだけ配ってくれ。家に持って帰ってもいいぞ」

　俺が皆を見回して言った。

「じゃあちょっともらって帰ろうかな。健康や美容には、お菓子を食べるよりずっといいよね」

「言われてみれば、そうやなぁ。口が寂しいときには丁度ええやん」

「それから千歳。すべての取引先に贈答品として二缶ずつ届けるから、伝票を用意してくれ。配送業者の手配もな」

「わかりました！　すぐに準備します！」

「……って、千歳じゃ不安しかないな……。こんなときに佐々倉さんがいてくれたら、何もかもを手際よくこなしてくれるのに……」

　この手のことをすべて完璧にこなす壮司という無敵の事務員が長期出張中であることを思い出し、俺は目の前が暗くなった。自分で作業するには面倒極まりない作業だが、かといって千歳に任せれば、待っているのは絶望しかない。

「私が頑張ってやりますよっ。佐々倉さんの代わりができるんだって証明してみせます。任せてください」

　その言葉を聞き、千歳の事務能力を思い返して失意に駆られた俺は、やはり自分で作業をしたほうがいいと思い至った。やる気になっている千歳を邪険にはできないので、俺が監視をしながら手伝わせようと思った。

　杏奈は銀ぎん鱈だらの燻製を摑み取り、ラッピングを開けて、ムシャムシャとその場で食べ始めていた。

「うーん、ちょっと私には固いよ。歯ごたえがありすぎて、ご飯と一緒に食べるのは……。小腹が減ったときに食べるオヤツとしては長持ちしそうでいいかもだけど」

　嚙みながら、なぜか杏奈の表情が徐々に変わっていく。

「……あれ……なんだか美味しくなってきたよ、これ。ちょっと囓かじると柔らかみが出て……。うん？　……え～！　こんなの食べたことないよ！　やだ、なんか美味しいんだけど！　太陽の味って、たぶんこういうことを言うんだろうね！　たくさん貰って帰ろ！」

「すごいです、杏奈さん。どんな料理番組でも見たことがない、ベストなリアクションですね」

　あまりの名演ぶりに、千歳は息を吞んで言った。

　俺が解説する。

「最初は戸惑いから入り、どちらかと言えば不味いかもと思わせて、そこから徐々に認めていったかと思ったら……クライマックスで爆発、美味しさを全力アピールして終了ってところか。実に素晴らしいな」

「えっ？　そうなの？　私、料理を食べる役もたくさんやったけど、ほとんど褒められたことないよ」

「それは演技で褒めたからだろ。今のは、素のリアクションだったからいいんだろうな。カメラで撮影しておけば、この干物屋の最高の宣伝になったところだったよ。実は、この会社の宣伝を手伝ってくれとも言われててな」

　大きなホタテの燻製を丸かじりしていた栞が満足げに口にする。

「美味いやん。これはあんまり固くなくて嚙みやすい。うちも多めに貰って帰ってストックしとくわ」

　俺や千歳も適当に商品を取り上げ、ラッピングを取って食べ始めた。

　たしかに美味い。スーパーやコンビニで買えるようなものではないことは明らかだった。

　つい食べ進めてしまう味で、なかなか止め時がわからない。スナック菓子のようなものと違って、少し食べ過ぎたくらいで身体に悪いものでもないので、なんとなく食べてしまう。それから俺たち四人は一斗缶に手を突っ込んで好みの燻製を取りだし、無言で頰張っていたのだった。

　しばらくすると、事務所には凪紗と由佳里が引き揚げてきた。

　ソファのそばにやってきた凪紗が、深々と頭を下げてくる。

「ただいま帰りました。皆さま、おつかれさまです」

「なんですか、この一斗缶の山は！　これが部長の言ってた大量の燻製ですか⁉　外から来ると、ちょっと香ばしい匂いが充満してヤバイっすよ！　服とかに匂いがついちゃうかも……」

　由佳里はクンクンと部屋の匂いを嗅いでいた。

　俺がぞんざいに応じる。

「喜ぶとでも思ったんじゃないのか。いやまぁ、みんなで食べてみたら、結構美味いけどな」

「美味いとか不味いとかいう事態じゃないっすよ！　嫌がらせレベルなんですけど！」

「ほら、二人も適当に食べてみなよ。凪紗も、好みだったらいくらでも持って帰っていいからな」

「頂いてしまってもよろしいのですか？」

　おそるおそる、凪紗は訊いてきた。

「もちろんだ。好きなだけ持っていってくれ。数日中には取引先にすべて送りまくって処分するから、欲しいなら今のうちだぞ」

「ではお言葉に甘えまして、ありがたく頂戴します。母上も日毬も私も、こういうものは好みなのです」

「ああ、たしかに凪紗や日毬は好きそうだな。なら三〇缶くらい配送しておこう」

　凪紗は缶のなかを眺めながらつぶやく。

「これが三〇缶……賞味期限が持ちませんので、そこまでは……」

「部長が言っていたが、これは結構長持ちするように加工してあるものらしいぞ。余るようなら近所に配ってくれ」

　そして俺は皆を見回して続ける。

「ところで、さっきも言ったがここの干物屋の宣伝も依頼されてるんだ。面白そうな宣伝案があったら出してくれよ」

「宣伝？　これを？　それをアイドルプロダクションに頼みますか、普通？」

　由佳里が一斗缶の山を指差しながら声を上ずらせた。

　杏奈が口にする。

「基本は何かの造語を作ることだよね、やっぱ。マスコミがいっつも変な造語を無理やり流行らせようとするじゃない？　それに便乗すべきじゃん？」

「山ガールとか、森ガールとか、釣りガールとか、囲碁ガールとかな。リケジョ、歴れき女じょ、ワセジョもその類か。うんざりや。なんや薄ら寒いし、ええ加減にせいっちゅー感じやな。世の中、いろんな趣味人がいるのは端っから当然やん」

　肩をすくめる栞に俺が応じる。

「そういうのは関連団体や広告代理店が造語を作って、メディアに向けてプレスリリースを流すパターンが多いんだよ。これは架空の想定だけどさ、ＪＡが農業をアピールするために、若い女の子の農民を日本各地から無理やり探しだして、『農のうガール』みたいなものをデッチ上げて流すとかな。そしてまずは雑誌あたりに取り上げられて造語が一人歩きして、それがテレビ番組で使用される頃には、実際にブームに巻き込まれた女性が農民に転身するケースが見られたりするわけだ。もしかすると本物のムーブメントになる可能性もあるだろう」

「ほー」

　栞が感心した風に声を上げると、杏奈が手をポンと打つ。

「だったら私の会社では、ドーナツガールとかを流行らせたいな。日本中にドーナツ好きな女子ならたくさんいるでしょ」

「ダメダメ。そんなありきたりのパターンじゃちっとも面白くないだろ？　通常ではありえない方向から攻めなくちゃダメだ。前に凪紗を使って、盆ぼん栽さいガールっていうのを流行らせようかと思ったことがあるんだよ。そういうやつな。本人が乗り気じゃないから止めたんだが」

　千歳が口をはさんでくる。

「だったら、干物屋さんと女の子って普通は結びつかないですし、いい宣伝材料になるかもしれませんよ。やっぱり干物が好きな干物ガールっていうところでしょうか」

「干物ガール！　すっごいモテなさそう！」

　杏奈が楽しげに手を叩いた。

　失意のどん底といった風に凪紗が言う。

「まさしく私のことですね……。干物が好きで、モテない女……」

「ちっ、違うよ！　だって凪紗さんってモテまくりじゃん⁉」

　慌てて杏奈が否定の声を上げた。

　事実は杏奈の言う通り、凪紗はモテすぎた人生だった。それは凪紗本人が語ったように、たくさんの告白を受けてきた事実が雄弁に物語っている。それでも凪紗の脳内では、なぜか自分が微塵もモテない女子に変換されているのだった。凪紗は自分が男性と付き合うという状況を想定できないようで、本人の重度のネガティブ思考と相まって、男の影がない自分に虚無感のようなものを抱いているのかもしれない。

「片桐殿、いいのです……。私のような者に気を遣わせてしまってすみません……」

「ここにいるメンツのなかで一番モテるのは、実は凪紗のような気がするんだがな」

　そう俺は言ったが、凪紗は目の前が暗くなったようにうち沈んでいた。落ち込む凪紗を前にして、誰もが宣伝を考えるどころではなくなった。

　ポツリと、何かに気づいたように栞が言う。

「でも実際、うちらってモテないんちゃうか？　アイドルとか言うてテレビや雑誌に出まくり言うたかて、現実に男の影なんぞないわ……。もしかしてうちだけか？　皆は見えないところでラブラブやったりしてんのん？」

「ラブラブって死語だけど……。私は今の生活が楽しすぎて、あんまり考えないようにしてるんだけどね……」

　由佳里がつぶやくように言った。

　千歳が懸命に口にする。

「私は干物ガールとは違うはずです！　わ、私はっ──⁉」

「私の恋人はひまりんなんだよ。だからね、男子厳禁！　そうだよ、そういうことだったんだよ！」

　杏奈は自分に懸命に言い聞かせるように主張した。

　誰もが、自分の正当性を存分にＰＲしたが、それがまた寒々しい空気を場にもたらした。その後、皆は落ち込んだ様子で、黙々と寂しく燻製を囓ったのだった。





◇






　今日は、日毬が司会を務める政治教養番組『ひまりんプロジェクト』の収録日だった。

　日毬がアメリカに行っていた間も、番組は放送されていた。生放送ではないので、溜め撮りができるからだ。

　この番組では、日毬と栞が定番のレギュラーだ。他にうちのプロダクションから何人か出演することもあるが、それは特殊な内容の場合である。

　番組が始まる前のスタジオにて、日毬や栞とテーブルを囲んで俺は椅子に座り、台本を確認していた。

　今日の政治家の出演者は、自友党から三人、新・民政党から二人、そして大和同盟からは日毬といった六人だった。その他、学者やエコノミストが四人出演するから、栞も含めれば計一一人という数だった。

「今日の議論は将来に亘る消費税増税についてやな。このところ外交問題の議論が続いておったし、そこまで大した話やないなぁ」

　台本をめくりながら栞が言うと、日毬が刮目して叫ぶ。

「無礼者！　いかなる政治的議論も疎かにしてはならないのだぞ。日本経済に多大な影響を及ぼす消費税増税の議論は、極めて重要な政治的課題なのだ。栞はまだまだ未熟者だから困る」

「せやかて、もう決まっとる話やろう……」

「今の社会保障システムを変えず、消費税一五％、二〇％という欧州のような社会を受け入れるかどうかを議論するのだぞ。これほど重大な議論が他にあるわけがない。日本の屋台骨を揺るがしかねない重大事だ」

「どうせ、今の政治家に社会保障は変えられんて。そこに手を付けるなら、政治家の廃業を覚悟せんとどうにもならんやろ。結局、次々と増税していくしか選択肢がないんやないの」

「痴しれ者ものめ！　だから栞はダメなんだ！」

　日毬が𠮟りつけたとき、俺たちのテーブルに見知った顔がやってきた。

　俺が立ち上がって頭を下げる。

「持じ統とう先生、いつもお世話になっております」

「これは織葉さん。何かと世話になっているのはこちらのほうですぞ。何やら神楽さんが怒りの声を上げていたようですが？」

　持統は、日毬と栞に視線を往き来させた。

　俺は苦笑する。

「いつものことなんで気にしないでください」

「持統先生やないか。久しぶりやな。うちが日毬に𠮟りつけられてんねん。助けて欲しいんやがな」

　栞が座ったままで、肩をすくめてみせた。持統のような政治家たちに俺はあくまで儀礼的に接せねばならないが、番組に何度も出演しているメンバーらと日毬と栞は、気楽な友達同士といった雰囲気になっている。

「神楽さんの怒りを私が静められるはずもない。私に怒りが向かってこないうちに退散するのが良さそうですな。なにせ最近は、カスの記者どもに追いかけ回されてノイローゼ気味になっておりまして」

　持統は、自友党のスキャンダルのなかで、最もヤリ玉に挙げられる政治家の一人だ。持統という叩き甲斐のあるキャラクター性と、官房長官という肩書きのせいで、持統がメディアの猛烈なバッシング対象になるのは致し方のない情勢でもあった。

　日毬が、持統に向けて言う。

「栞と、日本の将来の増税についての議論をしていたのだ。増税は、社会保障とセットだろう。要するに、次々と増税を推し進めていくか、それとも社会保障を抑制するかのどちらを採るかという議論なのだ。貴公はどう考えているのだ？」

「そりゃもちろん考えるまでもない。現状の経済力、科学力、軍事力を維持していくことを大前提に考えれば、増税は可能な限り避けるべきでしょう。当然バッサリと社会保障を削るしかありませんな」

「ほう。続けてくれ」

　日毬に促され、持統は得意げに語ってゆく。

「ここだけの話ですが、のうのうと暮らす老人どもや、生活保護にすがる弱者どもには泣いてもらうしかないでしょう。親の収入で暮らすニートどもも全滅です。年金は三五％削減、生活保護費は五〇％削減、そして医療費の自己負担は若者も老人も問わずに四割負担。この辺りが現実的な落としどころでしょう。生産性がゼロの連中のために、公的な姥うば捨すて山も用意しなくては。病院に掛かる老人が減って、医者の将来は真っ暗ですな。はっは」

　ペラペラと饒舌に持統は語った。聞いてはいないことまで好き放題話すのは政治家としてどうかと思う。もともと話し好きの政治家で、だからいつも失言で足をすくわれてしまうのだが、それでも毎回不死鳥のように復活を遂げる底堅い政治家の一人だった。

「なんやのん、このオッサン。日毬より恐ろしいことをサラッと言いおるな……」

　栞は啞然として持統を見上げた。

　日毬がどこか感心したような面持ちで口にする。

「貴公の内輪話はいつも面白いものだな。できればテレビ画面に映っているときも、その調子で話してもらうとありがたいのだが」

「それは無理というものですぞ。業火のなかに喜んで飛び込んでいくほど、私はマゾではありませんのでな。まだまだ政治家は続けなくてはならんのです。日本のためにも、そして私個人の豊かで名誉ある生活維持のためにも……おっと、生活維持の話は忘れてください」

　いつもなら𠮟りつけていたはずの日毬も、持統のあっけらかんとした話には失笑するばかりだった。

　スタジオには、常連の番組出演メンバーの一人になっている自友党の衆議院議員、加か島しまが入ってきた姿が見えた。自友党の実力者の一人で、大臣経験も幾度かある政治家だ。

　その加島が、ズボンの両ポケットに手を突っ込んでこちらのテーブルに近づいてきて、声を掛けてくる。

「おう持統先生、今日も景気が良さそうだなぁ。ここ最近、記者の連中に追い回されちゃってさ。俺もあんたの元気を見習いたいものだよ」

「神楽さんたちと社会保障の議論をしていたところなんですよ。なかなかの本音トークなので加島先生も参加しませんか？」

　議論というより、持統が一方的に自らの見解を披露していただけだったような気がする。持統のなかでは議論ということになっているのかもしれない。

　持統が、今しがたの話を丁寧に、新しく加わった自友党の加島に説明して聞かせた。

　すると加島も肩をすくめる。

「社会保障？　もうどうしようもないよ。日毬ちゃんの前で言ったら猛烈に怒られるだろうけどさ、このまま突き進めるところまで進むしかないんじゃないの」

「いや、𠮟るのは今だけは我慢することにしよう。存分に語ってくれ。考えてみれば、貴公らのそういうスタンスが、私が率いる大和同盟の正当性を保証するというものだ。やはり私がやるしかないのだろう」

　日毬は何か思うところがあったようだが、栞はおでこに片手をやってうつむく。

「アカン……アカンで日本……。政権与党の連中がこれじゃ、逃げ出したくなるわ」

「俺の老後はどうしてくれるんだよ。誰だよ、こんな日本にした元凶は」

　加島が他人事のように吐き捨てた。

　すかさず持統が応じる。

「田中角栄ですよ。あのオッサンが社会保障をぶち壊した大本なんです。人口ボーナスが爆発してるときにメチャクチャやりやがって、五〇年後にどうなってるか考える知能が足りなかったんだ。しょせん山猿のボスだったということですな。神楽さんの前で言うのも憚られますが、言っちゃいましょうか。え？　言っちゃいます？」

　持統は、話したくて仕方がないようだった。

　日毬が促す。

「構わない。言ってくれ」

「神内三郎。神楽さんね、あんなヤツと一緒にいると身を滅ぼしますぞ。アイツ、角栄のオッサンの子飼いだったでしょう。だから神内はカスなんですな。あんなクズが生き残っているままだと日本が可哀想だ。何が消費税増税反対だ、ポピュリストめ。あんな夢のなかにいるような男を、まだ信じているヤツがいる。結局ね、カスの許にはカスばかりが集まっていくんですよ」

「持統先生……日毬ちゃんの前でいくらなんでもそれはさぁ……」

　加島が呆れたようだった。

「つまり私をカスだと詰なじっているのか？」

　そう言う日毬は怒っている風ではなかった。

　持統はめげるようなこともなくまくしたてる。

「それは違いますな。だって神楽さんは神内を利用しようとしているんでしょう？　ただ私はね、神内なんかと連んでいると、ロクなことにはならないと言いたいんですよ。止めたほうがいい。今すぐ逃げるべきだ、それしかない」

「ならば私にどうしろというのだ？」

「そうですな……うーん……。そうだ、いいこと思いついた！　ここは私と組みましょう。神内なんか捨て去って、自友党と提携したらいいんですよ。私がアレンジします。すでに総理や幹事長ともそのことについて打ち合わせまでしたことがあるわけで、十分に現実的な案に違いありませんぞ」

「なんとも都合のいい申し出だな。自友党は私をあまり重視していないように思われたのだが」

「だって、あのときはねぇ……。こういうのはタイミングが問題です。私と一緒にやりましょう」

　持統の強引すぎる提案だったが、その誘いぶりから見ると、まんざら適当な話でもないようだった。

「そろそろ始めまーす！　準備をお願いしまーす！」

　ディレクターがスタジオの出演者たちに声を掛けてきた。見れば、スタジオにはすでにすべての参加者が集まっていた。

　スタジオに入っていた出演者たちは、大半が顔見知りばかりだ。誰もが知り合いを見つけて挨拶を交わし、固まって近況を話し込んだりしていた。

　散らばって話し込んでいた出演者たちがそれぞれ指定された席に着き、皆は視線を交わし合って会釈し、番組の開始を待った。何度も出演している人も多いので、カメラが回っていないときは馴れ合い関係になっている。

　スタッフらが忙しくスタジオを往き来し始め、いよいよ収録のスタートだ。

「今日も始まりました、『ひまりんプロジェクト』です！　さて早速ですが、ひまりんはアメリカでもすごい人気ぶりでしたね。日本のタレントとして、これほどの人気を博はくすのは初めてのケースではないでしょうか──」

　女性アナウンサーの弾んだ声で番組が始まった。

　その後、定番の出演者紹介などが行われ、増税や社会保障についてのＶＴＲが放映されたあと、今日の議論に移っていった。

　学者が、出演者たちを眺め回しながら滔々と語る。

「──だからこそ、社会保障の見直しを避け続けることなど不可能なんです。これは緊急の課題なんですよ。にもかかわらず、いつまで増税にばかり頼るつもりですか？　日本の現行システムを維持するには、消費税三〇％でもどうにもならないんですよ！」

「先生はそう仰おっしゃいますけどね、多くの高齢者の方々の生活はカツカツなんです。苦労して懸命に働いてきて、日本の屋台骨を支えてきた方々ですよ。財源がないからと安易にその社会保障を削れば、勤労者たちの意欲まで削ぐことになる。人生にはこういうレールがあるという目に見える形は、どうしても必要なものなんですよ」

　そんな持統の見解は、カメラが回る前にした日毬を囲んでの内輪話と、まったく正反対といっても差し障りない内容だった。さすがにここまで豹変されると、怒る気持ちも薄れ、溜息しか出てこない。日毬や栞も啞然としているようだったが、持統を責めるようなことはしなかった。

「理想論を語っても意味がない。現実として、システムが維持可能なのかどうかを問うているのです」

　学者はテーブルを叩いたが、持統は熱烈に訴える。

「いいですか先生、我々政治家と学者の方々の立場は違う。私たち政治家の仕事はですぞ、理想をすべて叶えるのは無理でも、できうる限りの方法で多くの人たちの生活を幸せに維持することを第一に考えていかねばなりません」

「計算上で無理なものを言い張っても仕方がないじゃありませんか……。いったいどうするんですか、これから！」

「ですから何度もご説明申し上げているように、経済成長によってある程度までの社会保障の維持は可能なのです。先ほどもグラフでお見せしましたよね？」

　二人の対決に、日毬が口をはさむ。

「グラフの通りの経済成長を続けていけるなどという保証はどこにもないはずだ。世界経済の停滞の兆しが大きくなっている現状、人口減が急激に進む日本だけが成長を維持していけるはずもない。特に中国の不動産バブル崩壊による影響は、日本経済に相当程度の悪影響を及ぼすことは避けられないだろう」

「日銀が掲げるインフレ目標を継続していければ、世界経済の停滞による悪影響は軽減していけるよ。もちろん社会保障の見直しは行わなくてはならないことだけど、そこに手を付ける前に、公共事業を見直したり、公務員の削減に手を付けていくべきだって」

　横から加島も、先ほどとはほとんど正反対のことを主張した。しかも真顔である。

　栞がいきり立つ。

「なに言うてんねん。インフレが急進すれば、結局のところ年金生活者の生活は苦しくなる一方やろう。要するに政府は、インフレで巨額の借金を目減りさせ、一方で預金者の金利を低く抑えたり、年金額の増加を抑え込んだりして、金融抑圧を密かな方針として企ててるんやな？　言うてみい、本当のことを」

「いやいや、年金はね、物価にスライドするように出来ていて──」

　加島が長々と説明を始めた。

　政治家たちは誰もが高齢者たちの生活を守ると宣言し、社会保障の核心部分に議論が入ると、のらりくらりと言葉を濁らせた。しかも、与党である自友党の持統や加島だけでなく、野党の新・民政党の参加者までが、似たようなことを主張したのだ。これには、ただただ呆然とするばかりである。

　だが冷静に考えてみれば、彼らが政治家という職業に就けているのは、高齢者や弱者からの膨大な投票に支えられているからだと言っていい。選挙権を持つ日本人の平均年齢はすでに五〇代半ばに達しており、その年代の人々は自分の年金や社会保障のことを気に掛けるのが人生のすべてになってしまっている。そんな高齢者たちが、社会保障を真剣に削ろうと考える政治家に投票するはずもなかった。しかも若者は投票所にあまり足を運ばない一方、毎日テレビしか暇つぶしの手段がない高齢者たちはこぞって投票所に足を運ぶ。

　ゆえにテレビカメラを前にしての、こうした持統たちの豹変は致し方ない側面があるのかもしれない。だが、この国はもう終わりかけているのだという一つの現実を、はっきりした形として見せつけられている気分だった。舞台裏にまで同席する機会があったからこそ見えることだろう。

　議論は続けられたが、結局、結論は見えず仕舞いで番組は終了したのだった。

「今日もありがとうございました！　良い番組になりそうです！」

　お偉いさんたちの前、ディレクターは謙虚に挨拶した。だが、最近はいつも同じセリフでの締めくくりである。

　出演者たちが席を立ち、次の予定が入っている者は急ぎ足でスタジオを飛び出していく。

　日毬と栞は、スタジオの隅で放送を見守っていた俺の元へと戻ってきた。

　俺が声を掛ける。

「おつかれ」

「うむ。どうも最近のこの番組からは、初期のころのような激しさがなくなってきているように思う。おそらくこれは私の問題やもしれない。政治に本格的に足を踏み込むと、どこかが欠落するというか……妙に丸くなってしまうものなのだろうか」

「そや。政治家の連中の手の平の返しっぷりは噴ふん飯ぱんものやで。以前の日毬なら、番組中やろうとなんやろうと、辺り構わず𠮟りつけてたんちゃう？」

「そうかもしれない……。なんとも、悩ましいところだ……」

　珍しく日毬は言葉を濁らせた。

「政治家として成長した証しだと考えたほうがいい。政治っていうのはこういうものだ」

　俺がそう言うと、栞が苦々しく笑う。

「なら、成長しきると持統先生みたいになるっちゅーの。それも嫌なもんなんやけどな」

「何やら私の噂ですかな？」

　唐突に、持統がやってきて声を掛けてきた。

　加島も後ろに続いている。

「どうも、ご苦労さん」

「持統先生、加島先生、番組おつかれさまでした」

　俺が挨拶すると、日毬も頭を下げる。

「おつかれさま」

　栞がしどろもどろに応じる。

「あ、いや、そうやないねん……。どっちかってーと、持統先生を褒めてたっちゅーか……。ほれ、番組の前と、出演中に語っとったことが違うやろ。正反対のことを真顔で語っておったんは、うちも驚いたで」

　飄ひょう々ひょうと持統が言う。

「まぁ、これこそがまさしくマスコミのクズっぷりの正体ですな。まったくクズの連中には何をやらせてもダメだ。神楽さんが常々主張するように、やはりマスコミの連中の頭を根本的に改造しないとどうにもならないんですよ。本当に最悪の無能集団だ。こんな連中がいるから……」

「マスコミっちゅーか、むしろ今の焦点はアンタら自身の言動やろうが……」

　栞は呆れたが、思わず俺は笑う。

「ははは。持統先生は相変わらずのマスコミ嫌いですね。そこまで言い切られると、かえって気持ちがいいですよ」

「なんせ持統先生はもうヤバいくらい記者たちに張り付かれてるからね。なんだっけ、在日外国人からの政治献金問題？　あんなのゴミのような話なのにな。バカげてるよ」

「そうでしょう加島先生、たった一五〇万円ですよ。嫁に内緒で隠してる私のへそくりの金額にも満たないのに……。その一五〇万円を、訳のわからんヤツが私に献金したのが問題だというんです。むしろマスコミは、私じゃなく、その怪しいヤツを調べて叩くのが仕事でしょう？　なんで私なんだか。どう見たって私は被害者でしかないのに」

「言わせてもらうけど、持統先生のその風体がどうにも加害者っぽく見えるんやがな。いかにも贅沢しとるように見えるんや。先生、もう少し瘦せたらどないや？」

　ニヤニヤ笑って栞が指摘した。

「これは手厳しい。ですがダイエットしないとマズいとは思っていたんです。なにせこのままでは、女性票が入らなくなりかねませんからな」

　ふと、日毬が鋭い視線を政治家二人に向ける。

「念のため確認しておきたい。貴公ら、どっちが本心だったのだ？」

「はて、どちらが本心、とは？」

　持統が首をかしげた。

「もちろん社会保障についての、番組出演前に交わした会話と、カメラが回っている最中に行った議論だ」

「これは不思議な話ですな。どちらも本心ですよ。私の澄み渡った心を見せてやりたい」

　加島が吹き出す。

「はっはっは。持統先生の心なんて見せられたら俺なら恐怖で逃げ出してると思うけど、そうだよ、どっちも本心だ。日毬ちゃんにはニュアンスが変わったように見えたのかもしれないけど」

「ずいぶんと都合のいいニュアンスの変化だな。まともな人間の言葉とは思いがたいぞ」

　怒りの気持ちが芽生えたのだろうか、日毬の目がつり上がった。

　構わず持統が手振りを交えて口にしていく。

「まず、この社会がある。そこにはさまざまな光の当て方がある。見方や立ち位置、その瞬間の状況によってうつろうだけであって、我々政治家はそのときに最も良い方向を選び取るのが仕事なわけですな。社会保障はもう保たないことは自明。しかし年金生活者の人生を守るのも我々の仕事。ね、どっちも本当のことでしょう？」

「ぶっちゃけ、何を言ってんのか意味わからんわ。一人で念仏唱えとれーって言いたいところやね」

「こればかりは栞と同意見だな。実に胡散臭い限りだ。要するに、高齢者層の票が欲しいのだとなぜ言えない？」

　俺が言う。

「年金や生活保護に頼って生きる人たちの票は、全体の三分の一に達してますからね。この人たちは投票率も非常に高いし、強固なテレビ視聴者層だから、番組ではああいう発言になってしまうのは仕方ないということなんでしょうね」

「そうとも言いますな。ただし一番伝えたいことは、私ほどの正直者はいないということを猛烈に主張したいんですよ」

　加島が再び笑い出し、栞も苦笑した。持統にはどんな反論をしたところで、緩くかわされるのが関の山だろう。伊達だてに百戦錬磨の政治家ではなさそうだ。

「オッサン、政治家辞めてお笑い芸人でもやりいな。新しいキャラになるでホンマに」

　なぜか栞はオッサン呼ばわりになっていたが、持統は気にした様子もない。

「もし次の選挙で落ちるようなことがあれば、その選択もありえるかもしれませんな。ただし稼げるならという前提ですが。織葉さん、ひまりプロダクションで私を雇うことも、ひとつ考えてみてください。なにせうちの鬼おに嫁よめが恐くて……生活費を毎月一〇〇万も入れないと泣かされてしまうんですよ。なんてけしからん嫁だ。選挙のときだけは役に立つ嫁だからしゃーないと思っておりましたが、この仕事をやってなければとっくに別れてますな」

「持統先生、俺が言うのも何だけどさ。次の選挙じゃ俺たち、マジで落ちるかもしれんよ。俺も持統先生もメチャメチャ叩かれてるからな。自友党自体が勝てないだろう」

「特にヤバイのは持統先生やろうね。マスコミから一番叩かれまくっとるし、何せその風体だからいかにも怪しそうやしな。今回のスキャンダルがなくても、若い女性票はもうゼロで確定やろ。こういう番組に出て必死こいて老人票にすがろうとしとるんやろうけど、もう手遅れやて」

「選挙落ちればタダの人！　やばい、早くお笑い芸人に転職しておかねば……。織葉さん、さあ、早く私を雇うんだ。元衆議院議員、元官房長官の肩書きは伊達じゃありませんぞ」

「元になっとるし……」

　栞は辟易した。

　持統は現役の衆議院議員で、官房長官でもあるのに、自分で元を付けていた。

「持統官房長官。貴公を見込んで、折り入って話したいことがある」

　唐突に、日毬は真剣な面持ちで話を切り出した。

「なんですかな。この私も、神楽さんの一％の人気でいいから欲しいと思っております。爪のアカを煎じて飲むつもりですぞ」

「自友党は次の選挙で大敗する。現状を放置すれば、党がバラバラになる可能性もあるだろう」

「わかっておりますが、私の代でそうなることは避けたいところ……。……そうだ、いいこと思いついた！」

　突然、持統はクワッと目を見開き、隣の加島を眺めやる。

「加島先生、今なら官房長官の椅子が空いておりますぞ。あなたの経歴と知名度なら、官房長官もいけるでしょう。あとは頼んます」

「いやぁ最近腰痛が酷くてさぁ……。先々週なんか、ぎっくり腰にもなっちゃったんだよ。ありがたい申し出なんだが、身体の調子には……」

　ぎっくり腰と国家政治を天秤に掛ける言いっぷりはどうかと思うが、ともかくこのタイミングで表舞台に出ていくのは、自らババを引く行為であることは明らかだった。

　日毬が口にする。

「その官房長官の椅子、私が引き受けよう」

「……なんですと？」

　持統は困惑した様子だった。

「総理の椅子も、自友党の幹事長の椅子も、私が丸ごと請け負わせてもらう。さすれば自友党は、今メディアが繰り広げている巨大なバッシングを切り抜けることができるはずだ。すべて私に委ねて欲しい」

「どういう意味ですかな？　だって神楽さんは大和同盟の──」

「大和同盟と自友党の合併を提案する。貴公らが救われる道はそれしかない」

　日毬のそんな提案を、さすがに俺は無理筋だと思った。

　だが、当の持統のほうは押し黙ってしまった。

「……」

「……いや、いくらなんでもそれは難しいんじゃないかな。自友党が、だってさぁ」

　そう言って、加島が腕を組んだ。

「加島先生はどうして無理だと見るんですかな？」

「え？　いやだって……」

「かつて自友党も、いくつもの勢力との合がっ従しょう連れん衡こうを繰り広げてきました。自友党に猛烈なスキャンダルが巻き起こっている以上、身をかわすためには大和同盟との連立、そして合併もまったく考えられないことではないのでは？」

「そ、そうか？　まぁ、どうなんだろうな……。自友党じゃ次の選挙には勝てないことはわかり切ってるが、じゃあどこが勝つんだとなれば他はないしな……」

　日毬が言う。

「勝つのは私が率いる大和同盟に決まっている。圧勝することになるだろう。自友党は、かつてないレベルでの歴史的大敗を喫することを約束する。大和同盟と合併しないつもりなのであれば、貴公ら二人は別の仕事を探したほうがいい」

「勝つっていったって、大和同盟じゃ擁立できる議員の数だってそんなにいないだろう。せいぜい頑張って四〇～五〇人を選挙に立てられれば御の字じゃないの」

　加島の言葉に、日毬が首を振る。

「手は考えている。これは神内三郎の案だが、分派した新・民政党と日に本ほん新しん誠せい党とうの者どもを呼び戻す方法があるだろう。もちろん分派を扇動した人間には懲罰的措置を下すが、成り行きで逃げていった者どもは呼び戻してもいい。また、元民政党議員で、落選して在野にいる議員たちまで含めれば、これで一五〇人は擁立可能だろう。大和同盟の純系の人間たちまで含めれば、一八〇人といったところか」

「むうう……」

　加島がうなった。

「他にも私の案で実際に準備を進めていることだが、見識を見込む著名人たちの選定作業を行っている。ひまりんプロジェクトの参加メンバーの一部にも、私は個別に声を掛けている。選挙費用はこちら持ちで、大和同盟からの立候補を打診する方針だ。もはやまともな政治政党は大和同盟だけだと考えられているから、そこそこの数の有能な議員を確保できよう。これが一〇〇人だ」

　持統と加島が押し黙るのに構わず、日毬は続けてゆく。

「また公募でも幾人かの獲得ができればいい。本気で勝ちにいくから素人の戦力にはあまり期待はしていないが、現状のムードが維持できるなら当選させることも十分に可能であろう。大前提として、大和同盟の勝ちは確定している。そう思わないのなら、存分に私に戦いを挑み、無惨に朽ち果ててしまうがいい。私が政権を奪取した暁には、貴公らは二度と再び政治家に返り咲くことはなかろう」

　日毬と一緒にいる機会の多い俺から見れば、いつにも増して日毬の口数が多いような気がした。強硬に主張しているように見せつつ、その実は、日毬は本気で持統とのパイプを活かして自友党を取り込んでしまおうと懸命の工作を図っている。

「もし新・民政党の連中に話を持ちかければ、間違いなく続々と大和同盟に移籍してしまうでしょうな。それはわかっている。であれば、新・民政党のいけ好かない連中が再び大和同盟に合流する前に、自友党が大和同盟を取り込むことが必要……」

　渋い表情で持統が言った。

　観念したような口調で加島が続く。

「選挙対策でいったら間違いなく今は日毬ちゃんと合流したほうが得なことはわかってるよ……。だけどさ、いくらなんでも政策が過激すぎないか？　もし日毬ちゃんの方針をそのまま吞み込めば、そのまた次の選挙で惨敗するかもしれん。目先の選挙のために話に乗っかって、その次の選挙では惨敗するってのは喜ばしい話じゃない」

　日毬が身を乗り出す。

「よく考えてみて欲しい。貴公らは日本の社会保障が近々行き詰まることは誰よりも理解している。官僚からもレクチャーを受けているはずだ。しかし一方で、社会保障に頼って生きる人々の票は三分の一に達し、最も手堅い組織票となっている以上、彼らを切り捨てるようなことがあれば政治家を続けることはできなくなる。ならばこそ、日本にとって真に必要な改革を実行するために私を利用せよ。貴公らには決して手を出せない政策は、私がすべて行ってやる。その後、もし国民から私がヤリ玉に挙げられるようなことがあれば、貴公らは何食わぬ顔をして党を出ていくなり、自友党を再建するなりすればよかろう」

「……」

「……」

　二人はショックを受けたような顔をしていた。

「私が手を付けるべき第一歩は、まずは核武装からだ。これは私が政権を獲らずして、成し遂げることは叶うまい。それに続き、強力なカウンターインテリジェンス機関の創設、そして自衛隊の軍備再編も必要なことだ。それら核武装、情報機関、軍備再編──重要な軍事的・外交的側面を維持するために、国力を取り戻さねばならない。そのために社会保障制度の根本的改造は私の政権で行う。これらを成し遂げるために、自友党は一時的に政権を私に預け渡せ。国民やマスメディアからの責めを負うのは私の役目だ。その後、必要な改造をやりきれば、貴公らは再び合従連衡を繰り返すなりして好きにするといい」

「……加島先生、あなたはたしか核武装推進論者でありましたな？」

「推進論者ってほどあからさまに表明しちゃいないけど、そりゃもう核武装が可能ならすべきだろ。核なしで、マジで日本どうすんだよこれから……」

　二人は顔を見合わせて意味深に話し始めた。

「保守とリベラルがごった煮にの自友党では、核武装は不可能でしょうな」

「なんだよ持統先生……。あんたは日毬ちゃんの提案に賛成だから、遠回しに俺に何かを言わせたいのか？　素直に言えよ、日毬ちゃんの提案も悪くはねぇなってさ」

「加島先生はどう思うんです？」

「お、おう……。だからなんで俺に振るかねぇ……。日毬ちゃんさ、一つ教えてくれ」

「なんだ？」

「俺個人的にはさ、核武装も、情報機関の創設もアリだよ。だけどさ、社会保障の締め付けは、ちょっと無理な部分もあるんじゃないか？　今の仕組みだって、ギリギリで生き延びてる老人たちはいっぱいいるだろう。そりゃ俺だって社会保障の削減が切羽詰まってることは理解してるつもりだが、このまま財政が破滅するまで社会保障が拡大する流れは、どうあっても避けられない情勢なんだよ。どうしようもないことって、あるだろ？」

　最近気づいたが、「個人的には」と断った上で本音を打ち明けるキーマンが多すぎる。しかも加島は政権与党の主要政治家の一人であるにもかかわらず、日本がいつか破滅することに対して虚無感しか持っていなかった。これが本音なのだから、一国民としては背筋が凍りつくほどに恐ろしいことだ。やはり我が身は自分自身で守るしかないと痛切に悟らされる。

「社会保障の再構築や削減に触れれば、なぜか弱者切り捨てだと騒ぎ立てるバカげた極左どもが湧いて出てくる。大筋で、社会保障を大きく削減する方針には違いはない。だが根本的にシステムを創り変えるのであって、弱者切り捨てとはまったく違う」

「なら金持ちから取るの？　彼らは逃げ足が速い。たちまち海外に逃げ出すよ。ほら、そこの織葉さんみたいな人たちだ」

　加島が急に俺を名指ししてきたので、俺は否定する。

「失敬な。うちは日本あってこその家だと思ってますよ。相応の対策はしてありますし、逃げ出しはしません。加島先生の指摘する金持ちはまた別の人種でしょう」

　本心だ。別に信じてもらおうとは思わない。だが、雑誌やテレビに登場して得意げに語っているような成金たちと一緒くたにされるのだけは大いに心外である。

「社会保障制度の再設計の一環として、資産課税が必要な時期だろう。一定以上の資産の保有者は、自動的に一定割合の資産税が課されるシステムがだ。本格的に資産課税を断行するには国際的な協調体制が必要不可欠だが、日米欧が団結し、統制が取れた対処ができるよう私は全力を尽くすつもりだ」

　二人を見やって日毬は続けてゆく。

「グローバルな市場経済を頭から否定はしない。ただし富裕層や成功者の動かない資産から常に大規模に課税する仕組みを創り、貧困層へと分け与えていく流れを巨大化すべきだ。人間の資本主義的な野心を否定せず、しかし大多数の負け組の人々にもチャレンジする環境を提供せねばなるまい。現代の政治家が担うべき最大の役割は、グローバル世界での成功者と、地道に働く社会の末端の人々のバランスを絶妙に保ち続けることにある。一人が一兆円もの資産を溜め込み、対する一〇万人がギリギリの生活を送るような社会はまともではない。未来の歴史教科書には、現代は異常極まる資本の時代だったと、侮蔑の対象として描かれることを私は確信している」

　ふと、加島が持統に視線を向ける。

「……いいんじゃないの。俺は最初から賛成だったよ。日毬ちゃんを押し立てて、やっちゃおうぜ、核武装」

「どの口がそれを言うんでしょうな。私より加島先生のほうがずっと難色を示していたように思うのですが……。まぁいいでしょう、大和同盟との合併、私には考えられることだ。このあと、深ふか見み幹事長にもこっそりと相談してみることにしましょう」

「よろしく頼む。私もまだ神内三郎には未確認の勝手な話だが、自友党側に抵抗がなければ、私の方針通りに押し通すつもりだ」

「神内なんかどうだっていいんですよ、あんなヤツ。あいつと一緒にいるといつか裏切られますよ。最悪の男だ。……そうだ、いいこと思いついた！　神楽さんは神内を切って自友党と合併するべきです。それならもう私は猛然と動かせてもらいますよ、ええ」

　よほど神内にトラウマがあるのだろうか。名前が出る度に反応する男である。

　しかし日毬は首を振る。

「さすがに陰謀のために身内を犠牲にする選択はできない。もし私がそのような選択をしようものなら、貴公らも私を信じまい？　ゆえに神内三郎は引き連れていく。理解してくれ」

「絶妙な提案かと思ったのですが、今はいいでしょう。いずれアイツを私が追い落としてみせますから。それが日本のためなんです」

　神内に対する対抗意識のせいなのか、なぜか持統は勝手に燃えてきたようだった。急な日毬の提案に、前向きになってくれるのならありがたい。

　そんな風に、今後の日本政界にとって極めて重大な会話が交わされていたのだが、おそるおそるＡＤが俺たちの側に近づいてきて口にする。

「……お取り込み中すみません。そろそろ、次の番組の収録に入りますので……」

　日毬と栞という大物アイドル二人、そして有名政治家二人というＶＩＰ級のメンツがスタジオに陣取っていたので、誰もが声を掛けづらかっただろう。次の番組のディレクターから命じられたＡＤが、嫌々ながらやってきたに違いない。

　次の番組の準備の邪魔をしていることに気づいた俺たちは、すぐさまスタジオの外に出た。全員が次の予定が入っていたが、ふとした経緯から話が非常に重要な企てに及んでいたので、皆は携帯で次のスケジュールに遅れることを伝え、楽屋に場所を移して議論を再開したのだった。

　大和同盟と自友党の合併がもし本当に実現するようなことがあれば、日毬の政権獲りが一気に現実味を帯びることになるだろう。
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　自友党に日毬が行った提案は俺や周囲の者たちにとって予想外のものだったが、仮に本当に実現するとしたら、非常に好ましい話になるかもしれない。持統や加島の反応も、決して悪いものではなかった。

　だがイマイチ信じ切れないのは、日本政界の総本山とも言える大御所の自友党が、アイドル出身である日毬が率いる小政党との合併を受け入れるという発想がしづらかったからだ。

　たしかに政治家は、自らの職を守り通すためなら何でもする。国会議員という職を保証してくれるなら、敵の政党に鞍替えすることだって普通にありえた。しかしなにせ相手が自友党である。現代日本の政治史そのものと言っていい大政党である。

　半信半疑な気持ちはぬぐい去れなかったが、実現すれば大変動になることには違いなく、俺としては合併構想に向けて都合の良い状況を整えるのが仕事である。

　とすれば、俺のやるべきことは一つ──自友党を攻撃する手を、さらに激しくすることだ。

　もともと持統や加島のような自友党の重鎮クラスが大和同盟との合併に興味を示したのは、自友党が弱り切っているためである。ならば、さらに衰弱させ、再起不能な状態にまで追い込めば、合併構想の可能性は反比例するように高まっていくと計算できた。瓦解に追い込むつもりで手を休めずにぶっ叩き続ければ、自友党が音を上げ、率先して日毬に縋すがり付いてくることになるかもしれない。

　持統や加島や他の自友党の面々、そして日毬には決して打ち明けられないが、俺は密かに極秘作戦を一人で始めた。もともと収集していた自友党政治家のスキャンダル情報、その手持ちのすべてを開示しつつ、一方では旧民政党勢力のスキャンダル情報を記者に提供する蛇口を閉めるのだ。記者たちが叩ける相手を自友党政治家だけに絞ってゆく。

　その上で、見知った記者たちに、自友党を叩く良い記事や番組ができれば、個人的に金を回していくように心がけた。俺が提供した袖そでの下したを少なくない記者が受け取ってくれた。だが、それを拒否するような記者は個別に好き嫌いを調査し、酒好きな人には上等な日本酒やワインやブランデー、家庭に子どもが多い人にはタラバガニなどをお歳せい暮ぼという名目で自宅に送り届けた。お歳暮の時季と外れているのも関係なくだ。まさか酒やカニを俺に送り返すわけにもいかず、それら記者たちは恐縮しながら俺に礼を伝えてきた。

　陰に隠れてバレないように、俺はあらゆる手を尽くし、自友党を懸命に攻撃し続けた。憎い相手ではないのに、やればやるほど何だか楽しくなってくるのは人間の悪い本性だろうか。

　こうして俺はあらん限りの情報源をこじ開けて、自友党攻撃の材料を、さまざまなルートから記者たちに流していったのだった。
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　俺と日毬は、議員会館の深見のオフィスを訪問していた。俺たちを招いたのは、持統と加島の二人だ。深見は自友党幹事長であり、一度だけ日毬をリクルートしようとしたこともある政治家だった。

　持統と加島が成り行きを丁寧に説明し、それを深見は気難しい顔をしながら聞いていた。

「──ここ最近の自友党バッシングは常軌を逸している。国民は俺たちがそんなに憎いのか？」

　加島が吐き捨て、持統が続く。

「これは党の存亡の危機ですぞ。抜本的に世評を変えるような変革が今ほど求められている瞬間はありませんな。深見先生、大和同盟との合併はこの危機を一気に挽回する可能性があるはずです」

　まともな国の政府であれば、メディアバッシングの裏にいる俺の暗躍くらいは情報機関が押さえているはずだ。俺などしょせん一個人でしかないし、ある意味でメディアを使ったテロリストのようなものである。

　しかし日本という国は実に滑稽なものだ。俺のような存在を捕捉する機関がそもそも存在しないし、唯一対抗する能力を保持しているはずの警視庁には、俺が根回しを終えている状況だった。警視庁には、あの近隣諸国を集めた情報機関の会議のあと、黒くろ谷たにに動きの大部分を伝えており、理解まで得ていたのだった。完全に俺はフリーの立場で自友党を攻撃するために走り回ることができた。

　一通りの説明を聞き終えると、深見はうなる。

「……かといって、解党にも繫がりかねないような大それた話ですよ。大和同盟との合併はあまりにも飛躍しすぎている印象はぬぐえません……」

　俺が言う。

「ですが、議員の数からいえば自友党が大和同盟を吸収するようにしか考えられませんよ。自友党にとっては、本来どうでもいいレベルの合併構想であるはずです。にもかかわらず、深見幹事長がそれだけ合併を懸念するのは、やはり日毬の力を恐れているということの裏返しに聞こえますね」

「ええ、素直に認めます。そりゃあひまりんは恐ろしい存在ですよ……。軒のきを貸して母おも屋やを取られるとは、まさしくこのことになるかもしれません」

「バカバカしい。たとえ自友党が解党しようが崩壊しようが、そんなことは日本の未来の前では極めて些細なことであるのがどうしてわからんのだ」

　日毬は強い口調で言った。

「自友党こそ日本の未来を担うべき存在であると自負しています」

　そんな深見の意見に、持統も賛意を示す。

「そいつはそうだ。ええ、その通りですよ、深見先生。だからこそ、自友党は与党であり続けなくてはならない。そうでしょう？　ならば、世間のバッシングからほとんど逃れることができている大和同盟に、いっそのこと鞍替えしちゃおうじゃありませんか」

「……整理しましょう。私はかつて一度、ひまりんに声を掛けて、自友党に招こうとしたことがありましたね。そのときは年齢制限を考えて、議員ではなく、党員としての所属から始めてもらおうと考えていました。しかし今のひまりんは、れっきとした政党の党首です。ですが自友党と合併すれば、ひまりんの立場は一体どうなりますか……？」

「今さらそれを問うのか？　どうも貴公には真剣度がまるで足りないようだ。当然、大和同盟と自友党が合併しようが、党首は私だ。そこは変わることはない」

　日毬はきっぱりと言い切った。

「そこがねぇ……。ひまりんが大和同盟の党首っていうだけでも違和感があるのに、国会議員の過半数を抱える政権与党の党首に……」

　深見が渋ると、持統が身を乗り出す。

「いやいや深見先生ね、そこがキモですよ。神楽さんを党首に据えるからこそ、メディアの連中のバッシングを追い払えるんじゃないですか」

　加島も助け船を出す。

「そうだよ。深見さん、むしろそうすべきなんだよ。日毬ちゃんが党首でいいんだって。これは日毬ちゃんとも話し合ったんだけどさ、核武装も増税も、社会保障の改革も、民意に問うていては何も進まないようなことを、一気に実現させてしまえばいいんだ。俺たちはさ、誠に申し訳ないが日毬ちゃんの陰に隠れさせて頂いて、本当に必要な国家改造を着々としていくわけさ。いま日毬ちゃんを利用しようとしないなんて政治家じゃないよ」

　それから持統と加島が、スタジオでの打ち合わせのときに日毬が二人に伝えた構想や考え方を、深見に懸命に話して聞かせた。日毬が表舞台で半ば独裁的な地位を築いている間に、民意には決して問えない様々な事柄を実現するのだと。時おり日毬が口をはさんで構想の補足をしつつ、深見が理解するまで滔々と語っていった。

　持統と加島の二人は語っていくうちになぜか熱くなっていったようで、日毬よりずっと真剣に訴えていた。最初は単に報告をするつもりだったとしても、代弁するうちに意志が伝播し、本人自身が説得をしているように思い込むことはあるものだ。深見に説明に来るまでにはすっかり乗り気になっていた二人だから、言葉に熱が籠もるのは自然な状況ともいえた。

　深見がまじまじと二人を見やる。

「持統先生と加島先生は、ずいぶん熱心でおられますね。とくに持統先生……ニヒリストのあなたが、こんなに熱くなる場面を私は初めてみましたよ」

　持統がテーブルを叩く。

「もうこの路線でやるしかないですよ。そりゃ私もね、激しいバッシングの当事者になって、この難局をどうやって乗り切るかを真剣に考えていたんです。それでこの話でしょ？　いいじゃないですか、神楽さんで行っちゃいましょうよ」

「このままじゃ、俺と持統先生は次の選挙じゃ確実に負けちまうよ。深見さんは地盤が強力だからいいかもしれないけどさ。深見さんは何か手を考えていたりするの？」

「ありません、何も。今はただジッとして嵐が過ぎ去るのを待つしかない情勢でしょう」

　深見は降参といったポーズを取った。

「おいおい。幹事長がそれじゃ、こっちは絶望するしかないよ。頼むよ、なんとかしてくれよ、俺も選挙民から突き上げられてんだよ……」

「党首はひまりんだとして、党名はどちらのものになりますか？　まさか看板は大和同盟と考えているのでは……？」

　深見の問いに、日毬が応じる。

「党名については、私としては何でも構わない。今後の大局を見据えれば小さなことだ。貴公らが自友党の名称にこだわりが強いのであれば、そのままでもいいのだぞ。しかし自友党の看板を維持すれば、せっかくのバッシング逃れの効果が弱まってしまうのではないか？」

「たしかに自友党の看板を残すなら、大和同盟を吸収合併するような印象になり、バッシングが一気に萎しぼむという可能性は薄くなります。しかし実現可能性を考えれば、自友党の全員が大和同盟に移るのは難しい。ひまりんを自友党の党首に迎えることによって、メディアに対抗する措置を取ることで我慢せねばならないでしょう。ですからどうか、もしこの構想が進むとしたら党名は自友党で」

「よかろう。私が自友党の新しい党首だ。私が政権を奪取し、いよいよ日本が変わることになる」

「そこまでは待ってください。今はまだ、一つのアイデアの域を出てはいません。私や持統先生や加島先生だけの話し合いでは、いくらなんでもそこまでの決断は不可能なんです。総理や重鎮たちにもよくよく相談せねば……」

「こちらもいつまでも自友党の出方をダラダラと待つつもりはない。以前も似たような話があったが、消極的な自友党を私は選ばなかった。その選択は、今にして思えば正しかった。今回もまた、深見幹事長は同じ轍てつを踏むことになるのだな」

「いや、ひまりん、待ってください。合併しないとは言っていない」

「だが合併するとも言っていない。曖昧なまやかしで先延ばしにしようとする行為が、私に通用すると思ったら間違いだ」

「重大な決断になります。急ぎ関係各所と相談し、検討を重ねますので、せめて一ヶ月の猶予をもらえませんでしょうか」

「五日だ。その期間だけ待つ」

「い、五日⁉　いくらなんでもそれは無茶だ！　ここで話が終わってしまいます。ひまりんは自ら話をぶち壊そうとしている」

「私の立場になって考えてみて欲しい。私が仮に一ヶ月待ったとして、結果的に前回のように貴公から高飛車に出られたり、断られることになった場合、完全に私の時間が無駄になる。私にとって自友党と組むことは選択肢の一つであって、他の選択も用意されていることを貴公らは理解すべきだろう」

「前回、私は高飛車に出たつもりはありませんよ。あくまで、ひまりんに選択してもらおうと思っただけで……」

「ご託はいらない。それを過ぎれば二度と自友党を私は相手にしない。繰り返すが、深見幹事長は一度目に大失態を犯している。それを今回も繰り返すかどうか、貴公の政治手腕が明らかになる決断だと言えよう」

「そんな……」

「二度の失態を繰り返そうものなら、貴公は実は無能だったという何よりの証明だ。単に実家の財産のおかげで政治家になれたドラ息子だ。そんな政治家ならば、私の下で働くに値しない」

「……」

　さしもの深見も怒りの表情を覗かせたが、前回の日毬のリクルートに失敗したことは事実なので、言葉に詰まってしまったようだった。

　持統と加島が説得する。

「官房長官の私がもともと了解している話なんですから、なんとかなりますって。あとは総理と、幾人かの重鎮に根回ししとけばよいでしょう。すべての自友党国会議員に通告するときは、内々ですでに決まっているときだ。だから大丈夫ですよ」

「そうそう。ちょっと逆説的な話になるけどさ、五日で決まらないものは、一ヶ月待っても決まらないって。そういうもんだ」

「……なら、持統先生と加島先生は、党内を説得して回る私を本気で手伝ってくださいよ……」

　その答えで、深見が話を受けたことがわかった。

　日毬はうなずく。

「うむ。よく決断してくれた。貴公のこの決断は、いずれ歴史に大いに讃えられるものとなろう」

「そりゃもちろん党内説得のお手伝いはしますよ。やっぱね、もう自友党じゃどうやっても無理な壁のところまで来てるわけです。壁っていうか断崖絶壁かな。深見先生なら、そういう諦めっていうか……虚無感みたいなものは誰よりもわかると思うんですがね」

　持統の言葉に、加島が続く。

「そこで我々は日毬ちゃんを政治的に利用させて頂く。これだけの超大物を看板に立てられるなんて、こんなにありがたい話はそうそうないって」

「正直なところこんな話、本当に決まるのかなぁ……。あまりにも飛躍しすぎたことなんで、半信半疑な感をぬぐい去れません」

　深見は眉をひそめた。

「深見先生は考え方を変えたほうがいい。我々の側から見れば神楽さんを取り込むだけで、それはそっくりそのまま自友党なんです。だけど表には神楽さんが立ってくれるわけだから、ある意味では無敵の自友党ですよ。だって選挙民を満足させにゃならん我々では、政治的に実現が不可能なことを堂々とやってしまえるんですからね」

　持統が切々と言った。

「傷がつくのは私だ。貴公らは安全なところでのうのうと見ているがいい。必要な日本の改造を私が成し遂げた暁には、そのときこそ権力を貴公らに返してやろう」

　胸を張った日毬は、意気軒昂にそう宣言したのだった。
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　大和同盟の本部ビルに、所属議員の全員を呼び寄せていた。自友党に持ちかけた合併構想を事前に伝えておくためだ。小所帯だから情報が悪い形で漏れてしまう危険性は低いと判断できたし、何より大和同盟に残留してくれている議員とは信頼関係をいっそう強めていく必要性と義務感を感じていた。

　俺と日毬の説明を聞き終えた議員の一人が、声を上ずらせる。

「自友党との合併⁉」

「そうだ。すでに幹事長と官房長官は私の合併提案に同意している。我々が政権与党になる日も近いだろう」

　日毬はうなずいた。

　議員たちは顔を見合わせる。

「い、いや……嬉しいんだか、なんというか……」

「俺も昔は自友党にいたけど、古巣に戻るのはちょっと人間関係が面倒なんだよな……」

　持統、加島、深見の三議員との会談の翌日には、再び持統や深見に呼ばれ、極秘裏に打ち合わせを重ねていた。まだ自友党は結論を出したわけではないのだが、党内を説得する際に、合併に向けての条件面を詰めることは必要不可欠である。彼らが自友党内で合併に前向きに取り組んでいる間は、ほぼ毎日呼ばれることになるかもしれなかった。

　日毬の芸能スケジュールはびっしり詰まっていたが、極めて重大な事柄なので、日毬の既存の仕事をキャンセルしてでも俺はこの秘密会合の予定を優先させていた。深見からいきなり俺の携帯に連絡が入って、「これから来られますか？」などと持ちかけられるのだが、可能な限り応えるようにしていた。

　自友党のキーマンたちの一部が前向きに動いているため、俺も日毬もこの合併案件には一定の手応えを感じていた。

　神内が口をはさんでくる。

「待ってくれ。自友党が、大和同盟に来るのか？　それとも、大和同盟が自友党に吸収されるのか？　同じように見えて、まったく違うぞ。慎重に進めたほうがいい」

「どちらの党名を残すのかは、たしかに大きく違うのかもしれない。だが私としては、あえてどちらでも構わないと考えている。二兎を追う者は一兎をも得ずと言う。最優先で進めるべきは合併であって、他のことには目を瞑らなくては、このような話は進まない」

「だがな神楽さん、ここまで自友党や新・民政党がメディアによって痛めつけられている以上、消去法的に大和同盟が選ばれやすい状況になっている。焦らなくとも、次の選挙では我々が勝てるはずなんだ。にもかかわらず、ここでの合併は、崖から転がり落ちている自友党の連中に手を差し伸べてやるようなものだぞ」

「貴公は自友党との合併は反対なのか？」

　日毬の問い掛けに、すぐに神内は応じなかった。しばらく悩んだ表情を見せてから、ゆっくりと話し出す。

「……俺は、どちらかと言えば反対だ。数の面でも、組織の面でも、大和同盟が吸収されるような印象はぬぐえない。それにな、連中の行動原理は誰よりもよく知っている。あまり良い手だとは思えない」

「だが合併した暁には、党首は私になるのだぞ。私が支配する党だ。それは私の目的にも合致している」

「党首といったって、自友党の連中は心服しまい。アイツらは裏と表を使い分けする能力を鍛え抜かれている人間たちだ。表向きに神楽さんに同意したとしても、何かやる度にサボタージュを受けることになるぞ。そういう連中と組むんじゃなく、大和同盟で比較的素直な議員を養成していったほうが長期的な利益に適うというものだ」

「私は可能な限り急ぎたい。刻一刻と日本が蝕むしばまれている現状、手をこまねいているわけにはいかない。私が早くやらなくては……」

　日毬は拳を握りしめ、決意するように身体を震わせた。

「仮に自友党の連中を抱えて党首になったとしても、それは形けい骸がい化されたものになるだろう。内閣総理大臣は桐き生りゅうのままなのか？　形ばかりの党首では、神楽さんは満足できまい？」

「合併後に最初にやるべきことは、私に限定して国会議員になるための年齢制限を取り払う法律を成立させることだ。その後、名実ともに私は国会議員になる。政権与党の党首なのだから、国会での投票において、私が内閣総理大臣に指名されるのは当然であろう」

「……神楽さんが総理？　ますます自友党の連中が本当に乗ってくるとは思いがたい……。本当にそんな話が成立しうるのだろうか……」

　神内は首をかしげたが、他の議員が説得する。

「神内さん、だったら尚のこといいんじゃないですか。日毬ちゃんが主導権を取れれば、自友党と合併したって、大和同盟の我々が無下に扱われることもないでしょう。むしろ一気に自友党内の主流になれる可能性だってある」

「私は大和同盟の諸君らを無下にはしない。いずれ時がくれば、満足いくポストにて活躍してもらうことを約束する。なぜなら諸君らは、辛く苦しいときに大和同盟に残る選択をしたその一点だけでも十分に有能さを証明しているからだ。それが証拠に、離れていった議員たちはかつてない規模のスキャンダルに巻き込まれており、次の選挙で当選することもままならない者ばかりだろう。諸君らの力を、私の日本改造計画に、ぜひとも貸してもらいたい」

　ひとしきり神内はうなった末に、苦々しい顔をしてうなずく。

「……わかった。試しにその方向で進めてみて、本当に神楽さんが考えているように事が進むのであれば、俺たちも乗っかってみようじゃないか。どうにも首をひねらざるを得ない案件だが……もし実現するのなら……」

「決まりだな。懸念はわかるが、自友党との提案は実現すると私は確信している。ここで自友党が何も動かなければ、崩壊するのみだろうからだ。しかも官房長官や幹事長が前向きに取り組んでいることでもある」

　日毬は議員たちを見回し、熱を込めて続ける。

「改めて礼を言おう。私が総理の椅子に手を掛けることができたのは、諸君らの協力があったればこそだ。あの猛烈なバッシングのなかで残ってくれたのはわずか一二名だが、日本国にとっては無限に価値があることだった。その支援には報いるつもりだ。いずれ諸君らの名前は、この私の政治的革命に参加した最初の政治家たちとして、日本の歴史教科書に刻まれることになるだろう」

　ふいに、議員たちの間から自然な拍手が湧き起こった。日毬の気持ちが伝わったのだろう。

　その後、所属議員たちとの和気藹々とした雰囲気のなかで、今後の構想を語り合ったのだった。
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　日毬を連れてひまりプロダクションに戻ると、事務所内は賑やかだった。

　最近のひまりプロダクションは、所属アイドル陣が増えたこともあり、ソファの周囲には仕事を終えたアイドルがいつも誰かしらいて、さまざまな話題で盛り上がっている。

　今もソファの周りには仕事の手が空いたアイドルたちが何人かいて、俺と日毬に「おかえりなさい！」と明るい声を投げてきた。

　日毬はさっそくソファへと向かい、深々と頭を下げて挨拶してから、アイドル陣の輪に交じり、今日の出来事を報告し始めたようだった。

　俺は、机でパソコンと向かい合っている由佳里のところへと向かった。

「ただいま」

　そう声を掛けると、由佳里はパソコンから顔を上げる。

「先輩。なんか最近、日毬ちゃんが仕事をドタキャンすることが多くないですか？」

「ちょっと事情があってな。仕方ないんだよ」

「今までこんなこと一度もなかったのに。それに仕事の一時間前にキャンセルって、あんまり褒められた話じゃないですよ。超大物の日毬ちゃんだから許してもらえてますけど、これが続くとプロダクションとしてもよくないです」

「立て込んでるのは今だけなんだ。実はな、今はまだ絶対に内密にして欲しいことなんだが──」

　それから俺は、由佳里に対し、自友党との成り行きを話して聞かせた。

　一通り話を聞き終えると、由佳里は目を見開く。

「大和同盟と自友党が……合併⁉　マジっすか⁉」

「マジなんだよ。もちろん一〇〇％決まった話じゃないんだが、自友党内で何人かが動いてる。その擦り合わせのために、急遽俺と日毬が呼ばれることがあるんだよ。他のどんな仕事をフイにしても、ここは勝負を懸けなくちゃいけない。そうだろ？」

「そういうことでしたら……なるほど、了解です」

「だからキャンセルが立て込むのはここ数日間だけだ。面倒を掛けるが、大目に見てくれ」

「日毬ちゃんのために法改正まで考えているっていうんですか……。実現しちゃったら、日本はいったいどうなっちゃうんでしょう？」

　自友党のアイデアは、日毬が自友党党主に就任すると同時に、国会に特別法案を提出して、日毬に限定して年齢制限を取り払い、国会議員に認定してしまうことだった。国会議員かつ政権与党の党首ともなれば、日毬は内閣総理大臣に指名されることになる。

「目に見えて変わる。世界中の注目も、今まで以上に日本に集中するだろう」

「私たち、大変な時代に居合わせることになりましたね。しかも日毬ちゃんをプロデュースした当事者ですよ。日本のトップを私たちが作ったようなものです」

「その過程で、由佳里の知名度も凄いことになってるからな。今じゃ世界的な名経営者様だ。いったいどの辺が名経営者なのか知らないが、とにかくその人気っぷりを活かして、これからも日毬をサポートしてやってくれ」

「私が日毬ちゃんを強力にサポートするのは当然ですよ。むしろ私を副総理として起用するくらいでいいんじゃないでしょうか。いいですよ、日本のためにこの私が、ドーンと役目を引き受けてあげましょう！」

　さも得意げな表情で由佳里は自分の胸を叩いた。本心から自信があるのだろう。由佳里とはそういう人間だ。

「おっと、電話だ。……深見さんだな」

　それから俺は電話を取り上げると、また日毬を連れて議員会館に来て欲しいという要望だった。自友党は本気で大和同盟との合併を考えている。ならば断るわけがない。俺はすぐさま了承を伝え、電話を切った。

　そして由佳里にはまた出かける旨を伝え、アイドル陣が居座って喋り込んでいるソファの側まで行って日毬に声を掛ける。

「日毬。深見さんから呼び出しだ。出かけよう」

「うむ。行かねばなるまい。日本のためだ」

　重々しく言い放ち、日毬は腰を上げた。

　小さく手を振りながら杏奈が言う。

「ひまりーん、頑張ってきてね。いつでも私はひまりんの味方だよ」

「う、うん……。行ってくるよ……」

　急に頰を染めた日毬は、うつむきがちにそう応じたのだった。
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　深見が用意した部屋で待っていたのは一〇人の自友党メンバーだった。いずれも自友党切っての重鎮たちである。桐生総理もいた。

　部屋に入るなり、まずは日毬が頭を下げる。

「神楽日毬だ。今日の話し合いはお歴々が勢揃いのようだな。よろしく頼む」

「織葉です。よろしくお願いします」

「お待ちしていました。ひまりんは真ん中に座ってください。織葉さんはこちらへ」

　深見が軽く腰を上げて指示してきた。

　長いテーブルの真ん中に、一〇人と向き合う形で日毬は座った。俺は日毬の側だが、やや離れた場所へと腰を降ろす。

　しばらく、双方とも睨み合ったまま、不思議なことに誰も口を開かなかった。微妙な沈黙が流れる。

　最初に沈黙を破ったのは持統だった。

「さあさあ皆さん、どうしたんですか？　神楽さんですよ。神楽さんなんですよ。何でも聞いちゃってください。ほら総理、何か言っちゃってくださいよ」

　無表情で総理が口にする。

「我々としては、神楽さんの人物像については申し分ないと考えている。自友党全体に広がるスキャンダルの火の手を抑えるには、世間を啞然とさせるようなことをするしかない」

「まったくメディアのカス共はどうしようもありませんな。噓ばかりほざいてやがると思っていたら、今度は日本を破壊しに来ている。捏ねつ造ぞうで我々を貶めて、いったい誰が得するというのか」

　そんな持統の言葉を、深見が冷静に指摘する。

「いやいや、一応、スキャンダルの内容は事実ばかりみたいですよ。報道を否定しきった人は今のところ一人もいませんね。だからこそ困ってるわけで……」

　総理が言う。

「持統くんや深見くんから詳しく聞いているつもりだが、我々の前で、もう一度神楽さんの政策や意図などを語ってくれ。その上で、議論をしながら大和同盟との合併が可能なのかどうか検討していくことにしよう」

「よかろう。今まで幾度も人前で語ってきた繰り返しになるが、これも理解を得るためには必要なことだ。私が率いる大和同盟は常々、外交の核心は核武装、内政の核心は社会保障と徴税の根本的改造にあると訴えてきた。そして、それをやりおおせるのは、自友党の貴公らでは確実に無理なことも語ってきたつもりだ──」

　それから日毬は、切々と大和同盟の政策を居並ぶ議員らに話して聞かせていった。

　その間、誰も口をはさまなかった。詰まらなそうに聞いている議員も、居眠りするような議員もいなかった。誰もが真剣な表情で、日毬の話に耳を傾けていた。

　それから一時間もの間、日毬は滔々と政策を語り続けた。日毬の演説には何度も立ち会ってきた俺だが、今日ほど日毬が熱を込めて語っている場面を見たのは初めてだ。その熱気が伝わったのか、議員たちは身を乗り出すようにしながら、時おりうなずいたりしてジッと話を聞いているようだった。

「──ずいぶん話をさせてもらったが、私が常日頃から訴えてきた政策は以上の通りだ。以前ＣＦＲに招かれてスピーチした際も、表裏を可能な限り包み隠さず語ったつもりだが、今日この場でも同様に、噓偽りない私の本心を申し述べたつもりだ。もちろん賛否両論はあろうし、私の政策と合致する部分、しない部分が各人さまざまあるだろう。だが全体の方向性としては、貴公らの理解を一定程度は得られるのではないだろうか。私は今ほど日本に国家改造が求められているタイミングはないと確信している。また今が、日本のプレゼンスを維持していくための最後の機会になるのではないかとも考えている」

　日毬はそこで言葉を句切り、議員一〇人を見回した。だが、まだ誰も口を開こうとはしなかった。議員たちは視線を鋭く日毬を見やったり、小さくうなったりと、反応は様々だ。

　誰も口を開かないのは互いに遠慮しているからだろうか、それとも深く思考を巡らせているためだろうか。

　場の雰囲気を見て取って、日毬が話を続けてゆく。

「貴公らが愚か者揃いだとは思わない。今後の日本のために、あらゆる制度の刷さっ新しんが必要なことを理解しているはずだ。にもかかわらず、選挙制度の害悪によって現実的に身動きの取りようがなく、世論や官僚の主張が混ぜ合わさった妥協の産物で口を濁していることを、私は自らの政治政党──日に本ほん大たい志し会かいを率いたときからずっと責め続けてきた」

　まだ誰も口を開かない。

　さらに日毬は続ける。

「もはやこのままでは日本は立ち行かないという諦観に支配されている者が多かろう。密かに現実を見限っている者もいるだろう。だが、まだだ。まだ私が残っている」

　日毬は居ずまいを正し、居並ぶ一〇人をゆっくりと眺めやって口にする。

「どうか私に任せてほしい。一時でいい、自友党は私に預けてくれ。いずれ日本を一新した暁には、国民と貴公らにあらゆる権力を返却するつもりだ。日本のために、押して頼む」

　そして日毬はテーブルに額を押し付けるようにして、深々と頭を下げた。

「まずは……」

　ゴホンと咳払いをして、ようやく一人が口を開いた。切り出したのは総理だ。

「神楽さんが常日頃から主張していた、独裁者という立場は認められない。あくまでも自友党を基盤として、その範囲内での権力を揮って欲しい。よろしいだろうか？」

　その言葉は、日毬を自友党に招くことを肯定するものであるように見受けられた。しかし日毬はそこには触れず、小さくうなずき返す。

「……よろしい。実質的に、そして一時的にで十分であるから、独裁に近い権力を揮える立場に就ければいい。……だが、これから私が行うのは日本の大改革だ。多くの人間の利害を直接的に侵食することになろう。私への反発は途轍もないものになるはずだ。ならばこそ貴公らにとっては、あえて私を独裁色のある立場に押し上げることで、『神楽日毬に振り回された』という筋書きを用意しておくのは悪い話ではないのではないか？」

「民意の反発を恐れて我々が成し遂げられないことのすべてを、神楽さんに押し付けてもいいと言うのか？」

「そうだ」

　日毬はしっかりとうなずいた。

「……神楽さんを動かす動機はなんだ？　普段の言動を見ていれば理解しているつもりだが、今一度ここで、神楽さんの口から直接聞いてみたい」

「今さら愚かしい問いだ。私は日本と一体化している。身体が悲鳴を上げているのに、のうのうと生きていられるわけがない。貴公は総理総裁まで引き受けていながら、日本のことは二の次、三の次だとでも言うのか？」

「もちろん政治的責任は誰よりも強く感じている。だが、しょせん我々は俗物だからな。いや、我々でなくとも同じだろう。俺たちのような一般人から見れば、神楽さんの動機が途方もなく見えてしまうんだよ」

「この国にとって、やはり私の独裁は必要なのだと再認識したぞ。尤も、今後は独裁とは口にすまい。クロード・ウォーカーにも、独裁者と主張するのは止めろと忠告を受けたばかりだ。たとえ形ばかりだとしても、民主的な仕組みを遵守する姿勢を見せることも重要な政治的行為の一環なのだと思うことにしよう」

　そこで総理は、日毬から視線を外し、持統と深見に視線を向けてうなずいた。

　持統は何かを察したのか、他の議員らに話を向ける。

「他の方は何かありませんか？　聞きたいことがあれば、存分に、今のうちに聞いておいたほうがいいですよ。宮みや代しろさんは？」

　名指しされた議員は首を振った。

「じゃあ加島先生？」

「俺はいいよ。もともと最初にこの話を進めようとしたのは俺なんだからさぁ」

「はて……それは私だったような……。まぁいいでしょう。他の先生がたは？」

　議員の一人が口にする。

「じゃあ私から。深見さんや持統さんが構想している法案──日毬ちゃんの特例法案でしたっけ。日本国民のなかで、日毬ちゃんだけに限定して年齢制限を取り払い、選挙を経ずして即座に国会議員への就任を許可するという特例ね。ちょっとあからさますぎやしませんか。世間には日毬ちゃんを認めない勢力だって一部あるわけですし、こんな法案を通した日には、相当な反発が巻き起こりそうにも思うんですが」

「だったら、どうすればいいんです？　そもそもこの話自体を否定するおつもりですか？」

　持統が訊いた。

「いえね、日毬ちゃんを特別扱いするんじゃなくて、政治家になるための年齢制限を引き下げたほうが安全牌ぱいなのかなと。その上で、日毬ちゃんが国会議員になるのなら、次の選挙のときに普通に立候補してもらえばいいんじゃないでしょうか。日毬ちゃんなら確実に当選するでしょうし」

　その議員に、総理が応じる。

「たしかに指摘のように、日本国民のなかで神楽さん一人だけに限定して特例を与えるという法案は、反発を呼び起こして当然だ。しかしこの話を進める以上、避けては通れない立法でもある。仮に投票権を一八歳に引き下げるという話ならアリだが、選挙の候補者となるための年齢制限を取り払うのはありえないからだよ。その辺の二〇歳のタレント候補が選挙にでも立候補できるようになれば、日本は終わりだ。この話は、神楽さんだけに限定せねばならない。……それにだ、このままの状態で次の選挙を戦えば自友党は壊滅する。強引すぎるとの誹りを受けようとも、国民に信を問う前に、新しい自友党を準備してしまわなくてはならない」

　持統が続く。

「第一、我々はもともと強引な話で突っ切ろうとしているわけですからね。自友党始まって以来の解党の危機を乗り越えるために、あえて神楽さんを盛大に迎えることで、ある意味では自ら率先して解党してしまい、致命傷を防ごうという謀略なわけですよ。我々も神楽さんもそのことを十分に理解した上で、両者にメリットが見出せそうなので、同じ船に乗ってみようじゃないかという話です。特別法案を成立させるにあたっての国民の反発なんて、今の自友党バッシングと比較すれば、実にゴミのような話じゃないですか。やりましょうよ」

「いや、余計なことを言いました。ですが反対したわけじゃないんです。穏やかに進める方法はないものかと思っただけで……」

　疑問を呈した議員は言葉を濁した。

　さらに別の議員が訊いてくる。

「確認ですが……大和同盟との合併でも、党名は本当に自友党のままでいいんでしょうね？」

「持統官房長官や深見幹事長からも幾度か確認されているが、私は構わないぞ。バッシングを断ち切るためには党名を変えてしまうか、大和同盟にしたほうが本来はいいだろう。だが、諸君らには自友党であることに強いこだわりがあるようだ。ならばそこは、私が妥協しよう」

　日毬はそう断言した。

　深見が口にする。

「なにせまだ一部の重鎮しか知らないことですからね。仮に他の党名になったり、大和同盟を名乗ることになったりすれば、議員たちや自友党員への説明が大変ですし、激しい反発も見込まれます。ひまりんを党首に据える部分はキモですから、そこは押し通すとしても……他の部分での反発はできるだけ避けるように進めたほうが賢いのかなと」

「それでいい。どうでもいいことなら幾らでも妥協する。好きにするといい」

「他には？」

　持統が促した。

　議員たちは意味深に顔を見合わせたが、言葉を発する者はいなかった。

「では、この盟約関係は成立ということで……よろしいんですね？」

「……」

「よろしいですかー？」

　再び持統が声を上げた。

「……」

　誰も口を開かないなかで、総理が身を乗り出す。

「成立だ。神楽さん、自友党のことをよろしく」

「自友党なぞどうでもいいが、日本のことには責任を持とう。私に委ねるがいい」

　日毬は重々しく応じ、深くうなずいた。

　日本国の未来にとって極めて重要な決定が、ついにこの場所で下されたのだった。
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　深見幹事長から、合併の決定に基づき、自友党の国会議員たちに内容の報告を始めたという連絡があった。自友党の議員たちの反応は様々で、即座に賛同を示す議員もいれば、受け入れ難いと主張する議員もいるそうだ。それに対して自友党の重鎮たちが各人に根回ししつつ、時には相手を褒め讃えたり、時にはなだめすかしたりしながら、所属議員たちの理解を得ていっている最中なのだという。深見幹事長によれば、スキャンダルの渦中にいる議員は諸手を挙げて喜ぶケースが多く、メディアから攻撃を受けていない議員は難色を示す場合が多いらしい。

　こちらとしては、あとは自友党内での話が行き渡るのを待つだけの立場である。

　大和同盟と自友党の合併、日毬の党首就任、神楽日毬特別法案の提出、そして日毬が正式に国会議員となることは決定事項になっていた。そこまでいけば、あとは国会での首班指名を通して、日毬の内閣総理大臣就任に限りなく近づく。目下、過半数を握る自友党の党首であれば、自然な道のりだ。

　だが事が事だけに、発表までは何もかもを極秘で進めねばならず、情報漏れを防ぐため、自友党は遅くとも三日以内にはすべての議員の理解を取り付けるという話になっていた。その後、自友党内の意思が固まれば、即座に記者会見を開く予定なので、いつでも会見に出席できるように準備しておいて欲しいということだった。

　そして三日が経った。

　持統や深見から、時おり党内の調整の進行状況が報告されていたが、話は順調に進んでいるようだった。おそらく今日ですべての議員への通達を終えて、早ければ明日か明後日には公式発表に移れるという報告があった。

　明日以降、日毬は芸能の仕事どころではなくなるだろう。まだまだ既存の仕事が残っていたが、キャンセルするしかない。芸能活動と日本政治を天秤に掛ければ、すべての芸能関連業務のキャンセル以外の選択肢などあるわけがなかった。キャンセルにあたってのペナルティー料金など、いくら積んでも構わない。

　かといって、既存の仕事を今すぐにキャンセルするのは難しい。日毬のレギュラーの仕事はあまりに多くなっていたが、それらを一気にキャンセルするようなことがあれば、合併発表の前に、マスメディアに情報を察知される危険があったからだった。新しい仕事はすべて断るようにするのが精一杯である。

　そんな折、日毬と共に仕事に出たが、とくに政治的な話題については一切意見を交わさなかった。もしかすると今日が日毬の芸能活動の最後の日になる可能性があったが、日毬は特に感慨もなさそうで、今までと変わらずに仕事を淡々とこなしていた。

　最後の仕事を終えて、俺と日毬は車に乗り込んだ。日毬は車に乗っている間、生真面目な顔をして窓の外を向いているだけだった。

　あと一〇分もすれば事務所に着くだろう。明日からはきっと、今まで以上に多忙を極めるようになるかもしれない。

　後部座席に姿勢を正して座る日毬に向けて、運転しながら俺は声を掛ける。

「もしかすると、今日が最後の芸能活動だったかもな」

「合併発表までは油断しないほうがいいのではないか。国家機密に相当するような重大な物事というものは、ほんの紙一重の違いによって、まったく別の方向を向くこともある。ホッと一息つくのは、もう少し先だ」

　ルームミラーを通して、日毬は俺を見やってきた。

「日毬もずいぶん落ち着いて物事を考えるようになったな。政治家として腰が据わってきたし、大和同盟の党首としても恥ずかしくない貫禄が出てきた。ずっと支援してきた俺からすると、よくぞここまでなってくれたって気持ちだよ」

「何もかも颯斗のおかげだ。颯斗に出会ったおかげで、私の人生の歯車が回り始めたんだと思う」

「だからそれは大袈裟だ。日毬がここまで来られたのは、持ち前のカリスマのおかげだぞ」

「いいや、それは違う。学校では、私は独りぼっちであることが多かった。女の子たちとは挨拶を交わすくらいの仲ではあったが、親身に相談できる相手がいたかといえばそれは違う。しかも男の子たちには無視ばかりされ、話しかけてもらうことなど夢のなかの出来事でしかなかった。そんな私がアイドルになり、政党の党首にまでなり、これから国会議員、そして内閣総理大臣の椅子にまで手をかけることができるなど……ここまで来ることができたのは、すべて颯斗のおかげなんだ。どんな言葉を並べても礼を言い尽くせないほど颯斗には感謝している。ありがとう」

「俺のほうこそ、日毬のおかげでここまで来られた。今から振り返れば、正直、あのタイミングで日毬に乗れたからこそ俺は事業で成功できたんだと思う。あのときは、オヤジを見返してやろうと焦ってばかりいた。他の事業をやっていたら、到底こんなに上手くいかなかっただろうし、失敗していた可能性だって小さくはない。防衛省の前で演説していた日毬に偶然出会えたことが、俺の人生のなかで一番の幸運だったよ。日毬に会えて心底良かった」

「そんな風に言われると、嬉しくて恥ずかしいものだな……。なんだかとても面映ゆくて、颯斗の顔を正面から見られなくなるぞ……」

　そう言って日毬はうつむき、顔を紅く染めてしまった。

「こんなことを口にするのは、そりゃ俺だって気恥ずかしいよ。だけど日毬があまりにストレートに礼を言ってくれたから、俺も正直な気持ちを語らなきゃなって思ったんだ」

「……」

　再び日毬はチラと視線を上げて、ルームミラーを介して俺を盗み見るようにした。

　俺がミラーで見返すと、咄嗟に日毬はさらに紅潮して視線を逸らしてしまった。

「そうだ、芸能活動の最後ともなれば、何か卒業祝いみたいなものをしてやりたいところだな。記念品を贈りたいが、欲しいものはないか？　どんなに高価なものだっていいぞ」

「……特に欲しいものはない。これからも颯斗が私を支えてくれるなら、それ以上に素晴らしい贈り物はないと思う……」

「もちろん支援し続けるよ。日毬は俺なんかが想像できないほど、途方もないことを成し遂げてきた。これからも日毬がどこまでいくのか、この目で確認してみたいからな」

　それから日毬はうつむいたままで顔を上げず、言葉も口にしなかった。

　そのまま事務所へと戻ったときには、夕方を過ぎていた。

　事務所ビルのエントランスには警備員が一人立ち、代わり映えのしない静かな時が続いていた。

　エレベータに乗り込み事務所に着くと、日毬はソファの周りで駄弁っているアイドル陣のところへ行き、俺は自分の席に戻ってパソコンへと向かった。ここ数日の予定についてキャンセルの依頼をしていたので、取引先との面倒なやり取りが続いていた。

　そして夜、仕事に没頭していた俺がふと顔を上げると、時刻は一九時四〇分を過ぎたころだった。

　そろそろ小腹が空いてきた。もう一仕事したら軽く近場で蕎そ麦ばでも食べてこようかと思った矢先、急にいくつもの電話がけたたましく鳴り始めた。会社で用意してあった電話はすべて鳴り響いており、俺の携帯までほとんど同時といっていいくらいに振動した。

　何事かと携帯を耳に押し当てる。

「こちら織葉さんの携帯で宜しかったでしょうか？」

　電話の向こうから弾んだ声が響いてきた。なぜか電話の相手は激しく息を切らせ、興奮しているようだった。危ない相手だろうか。

「そうですが？」

　事務所内を見やると、会社の電話のほうは、まず千歳が受話器を取り上げ、続いて栞も別の電話に対応し始めたようだった。壮司は今やアメリカだし、由佳里は仕事で外に出ているので、会社の電話もアイドル陣に対応してもらうしかない。

「やった！　もしかして私が一番手ですね！　私、東とう洋ようテレビにてニュース日本を担当している大おお里さとと申します。御社にはうちの局もいつもお世話になっております。早速ですが、大和同盟と自友党の合併、そしてひまりんが内閣総理大臣にまでなるかもしれないという驚異的なニュースがあるのですが、ズバリこの情報は事実なのでしょうか？」

「……え？　どこからの情報ですか？」

　持統や深見によれば、早ければ発表は明日だということだった。だが、自友党の国会議員の全員に話が伝わった以上、こういう可能性も捨てきれないであろうと思っていた。さすがに数百人の人間が共有した情報を、完全に隠蔽することは不可能だ。

　だが、自友党内での調整の途上で漏れたのならともかく、明日には発表というこのタイミングでの情報漏洩ならば、大勢にはそれほど影響は与えないだろう。情報が漏れることで大きく損失を被る人間が、今回のケースでは誰もいないからだ。

「持統官房長官が口を滑らせたんです。例の外国人からの献金スキャンダルで記者たちに取り巻かれていた官房長官が、怒り心頭で語ったんですね。他の議員が言う話だったら話半分といったところでしたが、官房長官が動いているという案件なわけですから、これは本当なのではないかと」

　持統なら、十分にありえる失態だ。苦々しく俺は笑った。

「では、他の記者たちにも伝わってますね？」

「それはもう！　官房長官の取材をしていた記者たちは、一気に場を離れましたよ。私もそのうちの一人です。やっぱり否定をしないということは、本当のことだったんですね？」

「申し訳ありませんが、ちょっとぼくにはわからないですね。本当にそんな話があるのかなと」

　俺はあからさまに否定はせず、やんわりと言葉を濁らせた。俺がこの話に驚くような言動をしない時点で、記者は事実だと察したことだろう。別にいい。

　記者は食い下がってくる。

「なんとか！　詳しいお話を聞かせて頂けないでしょうか⁉」

「だからわからないんですって……。詳しいことは、その話題を口にした当事者である持統官房長官に聞いたらどうですか？」

「織葉さん、私のことを信じてください！　できるだけ良い報道をしますので！」

「その情報が本当なら、ちゃんと記者会見が開かれるんじゃないですか。勘弁してください。切りますね」

　記者が次の言葉を言う前に、俺は電話を切った。すると、早くも携帯が振動した。たくさんの記者が俺の電話にアタックしているのだろう。

　事務所を見れば、電話も千歳と栞が対応していたが、困惑した表情を俺に向けていた。

「よくわからないって話で切っちゃっていいぞ。あとは、電話からモジュラーケーブルを引っこ抜いておいてくれ」

　そう指示して、すぐに俺は携帯のボタンを押した。

「はいもしもし」

「日にち日にち新聞の城じょう島じまです！　織葉常務ですね⁉　以前、健城社長のインタビューの際、ご同席して頂いた織葉常務ともお名刺交換をさせて頂いた者です！　覚えてはいらっしゃらないと思いますが、急にお電話差し上げまして申し訳ありません！」

「落ち着いてください……」

「ひまりんの件でお話を！　なんでも、自友党の党首に就任するとかしないとか⁉　本当の話なんですか⁉」

「大変恐縮ではありますが、取材でしたらメールでお伺いしておりますので、そちらにお願いします」

　俺は即座に電話を切り、そして通話記録の一覧を開き、可能な限り素早く持統の連絡先のボタンを押したのだった。

　プルルルル、と電話の電子音が耳にこだまする。成功だ。他の記者が俺の携帯にコンタクトする前に、持統に繫げることができた。

　しばらく電子音は鳴り続けた。持統は留守電を設定しておらず、出なかった場合は折り返し掛かって来る。だが今回は携帯を切ると、他の記者からの連絡でコンタクトが妨げられる可能性があった。掛け続けるのは失礼かもしれなかったが、それでも電話を切るわけにはいかない。持統は記者に追われている最中なのかもしれず、出るまでにしばらく時間がかかるだろう。

　二分ほど辛抱強く電子音を聞きながら待つと、ようやく持統とのコンタクトが取れた。

　開口一番、持統は馴れ馴れしく口にする。

「いやぁ織葉さん、誠に申し訳ない。記者どもからの取材があって、私に連絡をしてきたんですな？」

「その通りです。放置していますが、念のため持統先生のほうと足並みを合わせておければなと」

「失言でした。記者どもにうるさく責められたせいで、ついカッとなっちゃって。おまえらなんてと滔々と説教し始めたときに、神楽さんの話を出しちゃったんですよ。でもまぁ、どうせ明日の発表になると思いますし、これもまたいいでしょう。ね？　許してください」

「ははは。先生がいいのでしたら、それで」

　俺としては苦笑いするしかなかった。実害と言えば、明日までの平穏な日々がなくなってしまったことくらいだろうか。

「明日、時間はまだハッキリとはしていませんが、ひとまず朝から議員会館まで来て下さい。会場は用意しておきます。そこで発表しましょう。自友党の議員らも、都合がつく人はみんな集まりますんで」

「了解しました。急ぎ、大和同盟の議員の方々にも声を掛けておきます」

「こんなことになっちゃいましたが、いよいよ日本はひっくり返りますな。私をコケにした連中に目にもの見せてやりたい。神楽さんを押し立てて、マスコミの連中には一人残らず死んでもらいましょう。ざまぁないです。はっはっは」

「どうも持統先生が一番楽しみにしているようですね」

「なんせこっちは高みの見物ができる立場ですからねぇ。しかも間近で、人類が注目するこんなビッグイベントを見られるなんて最高ですよ。おっと、私の特等席のチケットは差し上げませんよ。まぁ、一〇億円なら喜んで売って差し上げてもよろしいんですが」

「不肖ながらこのぼくも、持統先生に負けず劣らず特等席に陣取っていると思うんですけどね」

「おっと、それはそうでしたな。織葉さんが座っているのは最高のＶＩＰ席ですよ。その席から見れば、この私も単なる一人の役者にすぎない」

「うちのプロダクションのメンツは、みんなＶＩＰ席に座らせてもらってます。ありがたいことです。ちなみに持統先生は、なかなか面白い役者でしたよ」

「はっはっは。これは手厳しい。ま、とにかく、こんなことになっちゃいましたが、どうか対応のほど、よろしくお願いします」

　持統は責任を投げ出した。まぁいいだろう。

「了解しました。では明日」

　携帯を切ると、すかさず俺は電源を切ってしまった。記者から続々と掛かってくるのはわかりきっていたからだ。

　千歳が俺の机のそばに寄ってきた。

「常務……。ビルの前がすごいことになってますよ……。今まで見たことがないほどの人だかりです」

　俺は席を立ち、窓に張り付くようにして外を見やった。

　すると、ひまりプロダクション事務所ビル前には、信じがたい数の報道陣が集結していた。しかも、世界各国の報道陣たちがだ。日本に派遣されている記者の大半が集まっているのではないか。

　さまざまな人種の記者たちが、ビルの前の車道まで占拠するようにひしめき合っていた。もともと車はあまり通らない道ではあるが、道路交通法違反ではないのか。世の中にはこれほどのメディア人がいるのかと思うほどの数である。

　一緒になって窓の外を見ていた栞がつぶやく。

「なんやのんこれ……。アリの這い出る隙間もあらへんがな」

　持統から漏れた情報がまたたくまにメディア人たちの間を駆け巡り、彼ら彼女らをここまで引きつけたのだ。それにしても、情報漏れの三〇分後にはこんな状況になるとは……。持統には、少しは責任を感じてもらいたいものである。

「道路の向こうまで報道陣で一杯だ。これでは、いま外に出ている由佳里や他の面々に迷惑ばかり掛かってしまう。久しぶりに私が拡さんと一緒に外に出て、メディア人たちが満足してくれるまで対応したほうがいいのではないか？」

　日毬愛用の拡声器は、日本大志会のフロアに持ってきてあった。ある意味、日毬の政治団体の象徴だ。

　慌てて俺が押し止める。

「それはダメだ。あくまで発表は、自友党や大和同盟の主要メンバーが同席した席でのほうがいい。今は話をはぐらかし、逃げを打つしかないだろう」

「だがそれでは、由佳里たち仕事をしている面々は事務所に帰れないではないか。私たちも籠ろう城じょうするしかなくなってしまう」

　そんなやり取りをしていると、頭上には、ヘリまで飛んできていた。遠目に見れば、テレビ局のロゴが入ったヘリが二台。そのうち何台もやってくるのかもしれない。まったく面倒なことになったものだ。

　俺が指示する。

「外のメンツには連絡を取って伝えよう。今日は事務所に戻るなと。それから、事務所に残ってしまった俺と日毬と千歳と栞は、今日はここの仮眠室で過ごす」

「わかりましたっ」

　即座に千歳が応じた。

　栞がうなずく。

「そうするしかないんやろうな。まったく、いつでもどこでも、日毬の超絶な人気過熱ぶりには恐れ入るばかりやで」

「そして明日の朝には、日毬と俺は永田町まで行くことになる。深見幹事長が会見場をセッティングしてくれているだろうから、おそらく昼前までには記者会見になるだろう」

「しかし明日の朝にはこの報道陣が去るだろうか？　朝にビルから出たら報道陣に取り巻かれて、動くこともままならなくなりそうだ」

　日毬が首をかしげた。

「それぞれ仮眠室に引き籠もったら、事務所の電気を消して、シャッターを下ろしてしまおう。いまビルには二人の警備員がいるから、彼らには帰宅してもらって、報道陣に取り巻かれたら『事務所には誰もいない』と答えてもらうことにしよう。応急処置だが仕方ない。信じない記者たちは居残り続けるだろうが、逃げ道くらいはできるだろうよ」

「まぁ報道陣にとっては、仮に日毬が捕まらなくとも、ビルを背にしてニュース番組で語るだけでも絵にはなるやろうからな。今晩のニュースが終わったら、大方の報道陣は引き揚げていくやろう。どえらいこっちゃで、ホンマに」

「たまたま居残ってた千歳と栞には迷惑を掛けるが、堪えてくれよ」

「私のせいでこのような事態になってしまって済まない」

「そんな、謝る必要なんかありません。大イベントに巻き込まれたみたいで楽しいですよっ」

　そう言って、千歳は両拳こぶしをグイと握りしめた。

「そう言ってもらえると、幾分か気持ちが安らぐというものだ。千歳、ありがとう」

「ホンマに日毬は日本のトップになりおるんやなぁ……。𠮟りつけられてばかりで腹立ってばかりいたけど、いざこうなってみれば感慨深いもんやで……。日毬にはとても敵わんわ」

　溜息混じりに栞が言った。

「政治面でも、栞には手助けをしてもらうことが多いだろう。いずれ栞には社会保障関連でのポストを割り当てるつもりだ。それまで勉強を積み重ね、私のあとに続いてもらいたい」

「うちなんか日毬の力の一〇〇〇分の一にも満たん存在やけど、それでも良ければ幾らでも手伝うつもりやで。頑張ってや」

　俺が促す。

「ほら、さっそく籠城の準備に取りかかって、今晩は四人で寝食を共にしようじゃないか。積もる話なら、そのときにゆっくりできるだろう」

　仮眠室といっても、使用されていないフロアに、複数台の折りたたみベッドを置いているだけだ。俺も徹夜のときは、ときどきそこで仮眠を取ることがあった。

　食料や飲み物なら冷蔵庫にあるし、燻製の一斗缶もまだ五〇缶ほどが残っていた。シャワー室もある。その気になれば何日でも籠城が可能だろう。

　そして俺たちは他のメンバーたちと急いで連絡を取り合ったあと、警備員を呼んで策を授けて帰宅を促した。その後は事務所の灯りを落とし、籠城準備に取りかかったのだった。





◇






　深夜。

　ひっそり静まりかえった暗がりのなか、窓辺からチラと外を見やれば、報道陣は最も集まったころに比べて三分の一ほどにまで減っていた。それでも十分に多い数であり、このまま朝まで籠城してやり過ごすしかなさそうであった。明け方になれば、さすがに諦めて激減してくれるのではないだろうか。

　俺たちはまだ事務所フロアのソファに腰かけ、エレベータ前に灯る蛍光灯の薄明かりを頼りにしながら、居残った少数の面々で話し込んでいるところだった。

　俺と日毬の話を聞き終えた栞が感想を口にする。

「──経緯を聞く限り、どちらかと言えばうちは神内三郎に賛成やな。成り行きを聞いてみると、いっそのこと自友党をこのまま押し込んで、一気にぶち壊してしまったほうがええんやないかと思うたわ。そして大手を振って大和同盟が大和同盟として政権の座に就く。それが王道っちゅーやつやないの」

　俺はうなずく。

「この自友党バッシングの勢いを以てすれば、それは可能だったろう。次の総選挙まで待てば、な。だが、あえて自友党を取り込むことにしたのは日毬の決断だ」

「颯斗の本心はどっちなん？」

「うーん……本当の本当に、俺には判断ができない。俺がせいぜいわかるのは、幾つもの分かれ道があって、そのどれもが間違いかも知れず、そのどれもが正しいかもしれないってことくらいだろうか。ただ、今はかなり良い流れが来ているのはわかるぞ」

　日毬が重々しく口をはさんでくる。

「たしかに自友党を追い落とす形で、大和同盟が単独政権を得ることも可能な情勢ではあるかもしれない。だが、数多あるメリット・デメリットを勘案すれば、私は自友党を取り込むべきだと考えたのだ」

「ここで自友党をわざわざ取り込むメリットなんてあるんか？」

　栞は首をかしげた。

「自友党は今まで、ほとんどすべての日本政治に絡んできた。関係各国の政治家や、霞かすみが関せきの官僚らとも太いパイプを持っている。今回、自友党の政治家たちに巻き起こっているスキャンダルの内容を見るだけでも、その日本政界における根深さを雄弁に物語っている。それを何もかも取り払い、大和同盟単独で政権を獲ることが、果たして日本にとって最も都合のよい道だと言えるだろうか？」

「そういう根深さを取り払うのも、日毬の重要な仕事なんやないの」

「かつて民政党が一時的に政権の座に就いたことがあった。だがアメリカからは陰に陽に激しい抵抗を受け、霞が関の官僚のカモフラージュに遭い、何もかもを成し遂げられず、無惨な姿を晒したことがある。当時、民政党の味方と言えるのは中国共産党くらいであったろう。だから民政党は中国寄りの姿勢にひた走り、それがまた一層の愚かな結果を生み出した」

「ふむ。たしかにそうやな……」

「もちろん自友党を取り込むデメリットとて大きい。都合よく政治を取り仕切るために自友党の持つ根深さは必要悪だが、やはり悪は悪でもあるからだ。どうすべきか、私も悩みに悩むところではあった。それでも、私には悪にこの身を囚われない自信がある。私の身魂は日本国家そのものであり、日本国の未来と同一化している。ならばこそ、己の利益や権力などに惑わされず、私は淡々と業務を遂行できるであろう。断言する、私ならば自友党の魔力に取り込まれることはない」

　日毬の力強い言葉に、栞が息をのむ。

「デメリットを完璧に撥はねつける自信があれば、メリットだけが残るっちゅーわけか……。そこまで理解して言い切れる日毬は、やはり特別な存在やで……」

「俺からも一つ補足すると、いざ本当に自友党を破壊するようなことがあれば、日毬が言うように、自友党が持っていたあらゆる根深さが仇になるかもしれないと思う。そうなった瞬間、アメリカや周辺諸国の黙認が、このまま維持されるかどうかは未知数だろうな」

　俺が言うと、日毬がうなずく。

「その通りだ。先だって唐突にアメリカ大統領が私を攻撃してきたように、何があってもおかしくはない。さまざまなパーツが組み合わさった今この瞬間だからこそ、あとは自友党を取り込むことで、海外勢力──特にアメリカからの横槍が入らず政権獲りが成立するとの判断もあった。政治の世界の出来事なぞ、一年後二年後の風の流れはわからないのだからな」

「なるほど……。たしかに、特にアメリカ世論を抑え込むタイミングとしては、今ここで攻めるしかないというのは同意したいところや……。来年や再来年の保証なんぞ、何にもないからな」

「日本には残された時間がもはやない。一刻一秒たりとも無駄にはできないのだ。ならばこそ、あらゆるチャンスを取り込んで進まねば……」

　言いながら、日毬は激したように拳を握りしめた。

　そのとき、お盆を持った千歳が暗がりからいそいそとやってきて、明るい声を響かせる。

「皆さん、お茶を淹れてきました！　どうぞ、粗茶でございます！」

　そして千歳はお盆をテーブルに置き、俺と日毬と栞の前にそれぞれ湯飲みを差し出してきたのだった。

「おー、気が利くやないか。燻製には合いそうやな」

　栞が喜び、日毬も礼を言う。

「千歳、ありがとう。ちょうど喉を潤したいと思っていたところだ」

「ちなみに『粗茶』と言うのは客にだけだ。なんせ俺らが自分で買い置いている茶葉だからな」

　俺が冷静に指導すると、千歳はうなだれる。

「そ、そうだったんですか……。次から気をつけます」

「別にええやないかい。そないな細かいこと言いおって、颯斗は千歳を虐めたいだけやろ」

「いや、教えるのも親切だろう。一度覚えれば次からきちんとできるんだからさ。まぁ千歳の場合、五回は同じことを繰り返すだろうけどな」

「言ったそばから、まーたこれや。千歳には必ず小言を交えんと済まさんのが颯斗らしいで」

　栞は片手で顔を押さえ、首を振った。

　俺はつぶやく。

「……ついだよ、つい」

「美味いな。私が好きな焙ほうじ茶を淹れてくれたのか」

　お茶をすすって日毬が言った。

　栞も続く。

「ホンマ、美味いやん」

　しかし茶を味わってみた俺には、どうしてもごく普通のお茶としか思えなかった。断言できるが、特別に美味いわけではない。日毬が買い置きしていた焙じ茶パックを、沸かしたお湯にただ浸しただけだろう。ただし、それだけでも千歳には上出来であろうことはわかる。

「こんな普通のお茶を淹れられるようになったなんて、千歳も成長したなぁ。最初のころとはえらい違いだ」

　俺の言葉に、千歳がいきり立つ。

「成長って話で褒めるのはそこじゃないと思います！　アイドルとして有名になったことを褒めるべきだと思います！」

「有名……？」

　そう俺は言いかけたが、日毬や栞が眉をひそめて視線を向けてきたので、とっさに同意を示す。

「そうだな、そこそこの有名人だ。あくまで、そこそこのな。千歳もよく頑張ったじゃないか」

「はい！　ありがとうございます社長！」

　最近はきちんと常務と呼んでいたはずの千歳は、またもや役職を間違って呼び掛けてきた。千歳のなかで駆け出しのころの記憶が呼び覚まされたのかもしれなかった。

　それから四人でお茶を飲みながら、政治の話はすっぱり忘れてしまったかのように、日毬や千歳や栞が芸能界に入ったばかりの想い出話で盛り上がったのだった。
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　議員会館に着くと、ロビーの椅子には神内が腰かけていた。

　俺と日毬の姿を認めた神内は、立ち上がって声を掛けてくる。

「おはよう。こんなに早く政権に復帰できるとは思わなかった。神楽日毬特別法案の話を聞いたときは仰天したよ。自友党も思い切ったことをする」

　皮肉も少しは混じっているのだろう。もともと自友党と一緒になることには抵抗感を示していた神内だ。いくら政権に戻れるからといって、喜んでばかりではあるまい。

　まず俺から挨拶する。

「おはようございます。日毬が一気にここまで来ることができたのは、神内先生と共同歩調を取ってこられたおかげでもあります」

「共同歩調とも言うが、利用されたとも言う。神楽さんのほうが一枚上手だったということだ」

　そう言って、神内は笑った。

　日毬が口にする。

「政権与党に入ることで、貴公にも、今後ますます活躍してもらうことになるだろう。一層の奮起を期待している」

「神楽さんならともかく、自友党のなかで俺が活躍するのは叶わないだろう」

「何を言う。日本政界を動かしてきた貴公が、えらく弱気な言葉だな。私が自友党に取り込まれることなどありえないように、貴公も与党に与してのちも、自主独立の気概を持って政治に取り組むべきだ」

「正直なところ俺は、神楽さんを押し立てての勢力逆転劇が、人生最後の勝負だとさえ考えていた。まさかハシゴを外されることになるとは思わなかったぞ」

「貴公を利用してステップにした私を恨んでいるとでも？」

「いや、そこまで深くは考えないでくれ。ちょっとした愚痴だよ。神楽さんは、大和同盟に残った面々のポストを最後まで考えてくれていた。自友党内でも肩身の狭い思いはしないだろう。その点には大いに感謝している」

「私が大和同盟のメンバーを切り捨てるわけがない。少数ながら、自友党内でも私の政権基盤を支えてくれる重要な勢力であると考えている」

「とにかく、おめでとうとだけは言わせてもらおう。だが神楽さんの政権で俺が思い描いた構図がある程度実現できなければ、いずれ独立の方法を探らせてもらうことになるかもしれない。そのときは自友党の面々まで引き連れて、大勢力で割って出ることになるかもしれん。覚悟しておいてくれ」

「よかろう。貴公の性せい向こうはもともと理解していたつもりだ。だが私から一つだけアドバイスをさせてもらうとだ……貴公はいつも、最後の詰めで失敗する。次はその繰り返しにならないように、気をつけておくことだな」

「はははははは。どう頑張っても、俺では神楽さんには勝てないのだろうな。なに、薄々気づいていたことではある。今後しばらくは自友党内で押し黙り、神楽さんの活躍を見せてもらうことにしよう」

「悪いが貴公には隅で黙っている暇はない。私の側近の一人として、縦じゅう横おうに活躍してもらうぞ」

　そんなやり取りをしていたところ、ロビーには持統がやってきた。

　やや太った腹回りを弾ませて、俺たちの側へとやってくる。

「これは神楽さん！　おはようございます。そして自友党総裁への就任決定、おめでとうございます」

「おはようございます。今日はとんでもなく多忙な一日になると思いますが、よろしくお願いします」

　俺が挨拶し、日毬も続く。

「ずいぶん機嫌が良さそうだな。私に取り入ったところで良いことは何もないのだぞ」

「……おや？　まさかの神内先生ですか。これはまた奇妙な取り合わせで」

　持統は、さも今初めて気づいたとでも言わんばかりに、意味深に神内を見やった。

「久しぶりじゃないか、持統くん。奇妙も何も、俺と神楽さんは大和同盟で一緒だったんだ。話くらいしていて不思議ではあるまい？」

「まさかあなたも自友党に来るつもりですか？　自友党を捨てた人間のくせに。我々が招いたのは神楽さんだけだったんですが」

「ふん。相変わらずの皮肉屋だな。だからメディアにバッシングを受けるんだぞ。持統くんはもう少し、政治家らしい貫禄を身に付けたほうがいい」

　そんな神内の言葉に、これ見よがしに持統は目を見開く。

「なんですと……？　数々の大臣を歴任し、そして現官房長官でもある私に対して上から目線？　どこぞの神内三郎とかいう怪しい政治屋よりも、よほど私のほうが主要ポストの経歴は長いはずなんですがね？」

　日毬を囲んでいる割に、もはや二人とも日毬そっちのけになっていた。

「君はあまりに失言が多すぎる。それは今もだ。しかも、わざと失言を望んでいるようにさえ見えるから始末に負えない」

「はて、今の発言が失言だとは思わないですな。神内三郎？　誰でしたっけ、そいつ？」

「それから、もう一つ付け加えておくとだ、いくら大臣歴が長いからといって、どうしようもない政治家は幾らでもいる。何の自慢にもならないことを誇らないほうがいい」

「どこからか負け犬の遠吠えが聞こえますぞ。物悲しい、残念無念な、うら恥ずかしい声ですな。情けないったらありゃあしません」

　持統がそう言ったとき、ロビーには加島がやってきて、手を挙げて近づいてくる。

「よう、日毬ちゃんに織葉さん。思ってたより早い到着だね」

　俺が応じる。

「昨日の夜に、うちのビルに膨大な数の報道陣が押しかけてきましてね。ですので報道陣の数が少なくなった朝方の隙を見計らって、ビルの裏口から抜け出してきたんです。ここに来るまで、ホテルのラウンジで朝食を摂りながら時間を潰していました」

「持統先生の失言なぁ……。本当に困ったものだよ。ただまぁ、せめてもの救いはさ、発表前日だったってことだ。これが検討中の段階で話が漏れていたら、この合併は白紙になっていたかもしれない」

「ありとあらゆるところで報道陣に囲まれた経験がある私だが、あれほどの数には初めてお目にかかったぞ。全世界のメディアが事務所ビルの前に集結したような状況だった」

　日毬は肩をすくめた。

　その後、顔見知りの議員たちが何人もやってきて、誰もが日毬を囲んできた。だがその間も、神内と持統はもはや日毬など眼中にないように、日毬を取り巻く議員たちの隅で口論を交わしていた。神内はうんざりしたように持統を見やって話しかけ、一方の持統のほうはそっぽを向きながらも神内に嫌味を繰り出している。かといって、別に険悪な雰囲気というわけでもなさそうだ。なんだかんだでライバル同士、仲が良さそうにも見えないこともない。

　日毬を囲んで話す議員たちも、そして俺や日毬も、二人のやり取りに聞き耳を立て、どういう成り行きになるかヒヤヒヤしていたのだった。そんなこちらの心配などお構いなしで、神内と持統は双方一歩も引かず、激しい鍔つば迫ぜり合いを演じ続けたのだった。
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　記者会見の会場。

　用意された会場には記者がとうてい入りきらず、急遽別の会場に移っての会見に変更したというハプニングがあった。いつもなら日本の記者たちと、外国人の少数の特派員を入れても十分に余裕があったはずの会見場も、今日ばかりは世界各国の報道陣で溢れかえってしまったためだった。日本政治史上、ありえないほどの報道の過熱ぶりだ。

　会場いっぱいに詰めかけた記者たちを前に、椅子に座った深見が、テーブルに置かれたマイクに口を近づける。

「自友党幹事長、深見です。いつも皆さまがたにはお世話になっております。この度は当方の不手際で、急遽会場を移しての会見となったことを深くお詫びいたします。では予定より三〇分遅れまして、記者会見を始めさせて頂ければと存じます」

　いったん言葉を句切った深見は、会場を眺め回して続けてゆく。

「すでに一部で報道が過熱しているようですが、真偽が入り交じったものが多く見受けられます。我々も困惑しています。今日この場でお伝えするものが初めての公式発表になりますので、今日以前の報道の内容は想像によるところ多数であり、一度リセットして聞いてもらったほうがよいものと思われます」

　間を取り、十分に含みを持たせて深見は口にする。

「自友党は、神楽党首の率いる大和同盟に合流する形で、対等な合併を行うことを決定しました」

　すでに報道されてしまっている内容ではあったが、会見場にはどよめきが巻き起こった。同時に、激しいフラッシュが辺り一面を包み込み、光の奔ほん流りゅうのせいで思わず目を閉じてしまうほどだった。

「党名は、自友党になります。あくまで対等合併ではありますが、日本政治に重きを成してきた自友党の長い歴史に鑑み、大和同盟の方々に了承の上で、自友党の名前を継続していくことになった次第です。また、新・自友党の党首には、大和同盟の党首を務めてこられた神楽日毬さんが就任することになりました」

　会場には、再びどよめき。

「神楽さんは政権与党である自友党の党首になるわけですから、日本政治に重要な役割を果たすため、相応しい立場に就いてもらわなくてはなりません。ただし、国会議員の年齢制限などを考えますと、選挙によっても、神楽日毬さんが国会議員になることはできません。そこで新・自友党としては合併に合わせて、国会に神楽日毬特別法案の提出を行うことに決定し──」

　それから深見幹事長が、合併の詳細について一五分ほどにわたって説明を繰り広げていった。頻繁に会場は沸き、カメラのフラッシュと記者たちの熱気は未だかつて見たことがないほどのものだった。

　深見から一通りの説明が終わると、今度は大和同盟を代表して、神内にスピーチの時間が用意されていた。

「大和同盟、神内です。次に私から、大和同盟側から見た合併の経緯と、今後の気構えなどを説明させて頂きます。我々大和同盟側の議員は少ないですが、決して自友党に吞み込まれるわけではなく──」

　そして神内のスピーチはわずか五分程度で終了した。概要についてはすでに深見が語っていたので、それ以上の説明を必要としなかったからだ。あくまで自友党と大和同盟の対等合併であると見せるため、バランスを取るために深見と神内に説明役を任せたにすぎない。

　神内のスピーチが終わると、いよいよ真打ち日毬の登場である。

　マイクに顔を近づけた日毬は、さっそく切り出してゆく。

「大和同盟党首、神楽日毬だ。時おりアイドル活動もやっている。見たこともないほどの報道陣の数だが、どうかよろしく頼む」

　いつも通りの日毬の挨拶だ。

「先ほど自友党の深見幹事長から発表があったように、この度、私が党首を務める大和同盟と、自友党との合併が正式に決定した。党名は自友党の名前を継承するが、その実態はまったく新しい政党なのだと考えてくれていい。なぜなら新・自友党の党首を務めるのが他ならぬ私になるからだ。また合併にあたり、私が正式に国会議員となれるよう特別法案の提出を検討し、配慮してくれた自友党には感謝している」

　会場を神妙に見回した日毬は、重々しく続ける。

「神楽日毬特別法案の提出は、民主主義を踏みにじる行為として一部から厳しい𠮟責を受けていることは承知している。だがしかし、もともと私は民主的な手続きに則るだけでは、日本の未来のために本当に必要なシステムの変革を成し遂げることなど不可能であると主張し続けてきた。たとえ日本国民からどれほどの怒りをぶつけられようとも、日本国民のために私がやらなくてはならないことなのだと決意した」

　カメラのフラッシュが激しくなる。

「たとえ特別法案によって私が国会議員になったとしても、私は民主主義のすべてを否定するものではない。このような日本の将来の危機を目前にして、現実的に民主的な仕組みを少しでも長続きさせるための、止むにやまれぬ非常手段の一つなのだと考えてもらいたい。杓しゃく子し定じょう規ぎに物事を主張して、私や自友党を攻撃する人々は少なくないが、その非難を私はすべて受け止めよう」

　落ち着いたトーンを保ちながら日毬は淡々と語る。

「特例によって私が享受する権利の重大性を、私は誰よりも理解しているつもりだ。そのことは、私の行動規範や常日頃の言動を通して少なくない人々に理解が行き渡っていると、勝手ながら考えている。私は命を懸けて自らの政策を実現していくつもりだし、それを成し遂げられなくば死あるのみだと覚悟している。それゆえ、日本国の未来に反する既得権益層にも、私は少しの遠慮もなく負担を求め、利権を破壊していくことになろう。私を前にすれば、どのような人々であっても既得権のなかに逃げられないことを予め宣言しておく」

　国民に対する宣戦布告のようにも聞こえた。だが、それが日毬であろう。今さら驚くほどのことでもない。

「私は約束する。今後一〇〇年は十分に機能できる日本の新しいシステムを、私が自友党総裁を引き受けている間に創り上げることをだ。そして同時に、世界各国と協調を図り、世界秩序を乱そうと企むあらゆる勢力を封じ込め、すべての人々に可能な限りの機会均等を約束する社会を実現することが私の重要な役割であろうと考えている。私はやり遂げるだろう。その監視を、国民諸君らがするといい」

　テーブルの上の拳を強く握りしめ、日毬は続ける。

「私は今、痛切な思いで打ち震えている。だが、私の心情の多くを長々とここで語るまでもない。新・自友党が次々と遂行していくであろう政策が、私の思いを何よりも雄弁に代弁するものになるであろうからだ。それゆえ、私からの話は以上としたい。この度の合併にあたる経緯や方針は、自友党の深見幹事長、そして大和同盟の神内議員が説明してくれた通りだ。私のつたない話を聞いてくれて、どうもありがとう」

　最後に日毬がそう言ったとき、会場は瞬きもままならないほどのフラッシュに包まれた。

　これで公に合併が宣言され、日毬は自友党の党首に就任することになった。続けざまに神楽日毬特別法案が国会に提出され、日毬は名実ともに国会議員になるだろう。その後は国会において、内閣総理大臣に選任されることは確実な情勢だった。

　決まるかどうかあやふやだったものが、ほんの第一歩が決まった途端に、ジェットコースターのようなスピードで走り出すものだ。全世界が注視するなか、日本は新しい時代を迎えることになるだろう。
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　記者会見が終わっても、議員たちとの挨拶で永田町を出ることも叶わなかった。なぜなら自友党の議員らが次々と挨拶に来るので、割り当てられていた部屋に閉じこもりっきりで俺と日毬は対応に追われていたからだ。

　わざわざ訪ねてくれる議員を無下にはできない。内心では、どうでもいいことだとは思っていても、今後の日毬の政権運営を左右する人間たちである。そして彼らも議員としてプライドが高くなっているため、いちいち重大に扱ってやらないとヘソを曲げてしまうことだろう。自友党議員だけでも数百人であり、全員が挨拶に来るわけではないが、今後の国家政策について一人一人と会話を交わしてやる必要があった。

　向こうは数百人だが、日毬は一人だ。さしもの日毬も別々の相手に同じことを繰り返し語るのは辛いようだったが、こなさなければならない挨拶である。こうした根回しに立ち会ってみれば、やはり完全な独裁のほうがスマートに効率よく、国民だけを向いて政権運営ができるに違いないと感じざるを得なかった。

　午前中は記者会見、そして午後は続々と訪問してくる議員たちとの会話を交わした一日だった。そして夜の二一時も過ぎたころ、ようやく人の波が途切れてくれて、俺と日毬は落ち着くことができたのだった。

　事務所に戻る前に、どのような報道がなされているかをチェックしようと思い、グッタリした日毬にお茶を淹れてやって、部屋のテレビを点けてみた。そろそろ高視聴率を誇るニュース番組の時間である。

　ニュースが始まると、挨拶もなく、いきなりキャスターは身を乗り出すようにしてカメラに向けて語りかけてくる。

「政界は、げに恐るべき情勢となって参りました。魑ち魅み魍もう魎りょうがうずまく政界ではございますが、いったいどのような陰謀が裏で企てられたのでありましょうか。まさに天変地異といってもいいほどの、アッと驚く展開ぶりでございます。世界中の注目が今、ここ東京に集まっております」

　そこで画面が切り替わり、ＶＴＲが始まった。深見や神内、そして日毬が語る演説が映し出され、続いて会場にびっしりと埋まった報道陣の模様が流されていった。日毬の姿よりも、むしろ会場の報道陣のほうが長く放映されていく。そしてＶＴＲでは外国の報道陣に向けてマイクが突き出され、ナレーションが質問する。

「どこの国からですか？」

　マイクを突き立てられている海外の記者が応じる。

「オランダのＭＳＣです。ひまりんは最高すぎます」

　画面には別の報道陣が映し出され、再びナレーションが質問する。

「どこの国からですか？」

「チュニジアからね。国営放送ＫＢＭだよ。ありえないことが起こっている」

「どこの国からですか？」

「ガイアナです。まさにミラクル」

「どこの国からですか？」

「アメリカだよ。今こっちじゃ、神楽日毬が最高にホットなニュースなんだ。大統領よりもね」

　ひとしきり海外メディアの受け答えが流されたのち、カメラが舐めるように会場を映し出していく。その間、ナレーションが絶え間なく入る。

「こちらも海外から。そしてこちらも。ずらりと並ぶ海外メディア。あれ？　こちらは日本？　ずいぶんと隅に追いやられているみたいですが」

　画面には日本の記者が登場し、困惑した表情を隠さず口にする。

「こんなの、ちょっと初めてですね……。どういうことなのって感じですよ……。なんて言っていいか……」

「戸惑いを隠せない日本の報道陣。こうして会場全体を見渡せば、ポツリポツリと日本の報道局の腕章を巻いた人を見かけますが、完全にマイノリティのようです」

　ナレーションに沿って次々と映像が流されていった。

　ＶＴＲが終わって画面はスタジオに戻り、キャスターの顔をアップで映し出す。

「思わず歌か舞ぶ伎き調ちょうで番組を始めてしまいましたが、実に驚くべき、かつてない激震が政界を襲いました。自友党と大和同盟の電撃的な合併、神楽日毬の党首就任、そしてまさかの神楽総理の誕生が現実となるのかという場面を前にしまして、我々は急遽、総力を挙げてアンケートを実施しました。有効回答数は三七七六件、さっそく国民の声を代弁したデータをご覧になって頂ければと思います」

　またもやＶＴＲに切り替わり、ナレーションを交えながら各種の支持率のデータが提示されていく。




自友党を支持しますか？

賛成一〇％、反対六四％、わからない二六％




大和同盟を支持しますか？

賛成三八％、反対三二％、わからない三〇％




新・自友党を支持しますか？

賛成二四％、反対二七％、わからない四九％




神楽日毬を支持しますか？

賛成五二％、反対三四％、わからない一四％




神楽日毬特別法案の提出を支持しますか？

賛成二九％、反対四七％、わからない二四％




　絶え間ない政権への不満と怨えん嗟さの声で満ちあふれがちな日本国民の回答としては、まずまずの日毬の支持率であると言えよう。歴代総理と比べて特別に高いわけではまったくないが、強引な政権奪取のわりには、懸念していたほどの反発が巻き起こらなかっただけでも救いである。

　メディア企業群のスキャンダルを大量にまき散らしておいたおかげで、メディアが今さら日毬を叩こうとも、寒々しい印象をぬぐえなかったのも勝因に繫がっただろうか。また、海外からまで大きな注目が集まってしまっているなかで、意図して捏造を交えたり、視聴者を誤認させるような手法を使って日毬を叩くことが難しい情勢になっていたことも間違いなくプラスに作用していた。

　スタジオに戻ったテレビ画面には、困惑した面持ちのキャスターが大映しにされた。

「さて小山さんね、今日一日であまりに多くの発表がありすぎて、まず何から聞いていくべきか困るほどなのですが──」

　世論調査に興味などないように、サッと日毬は席を立つ。

「帰ろう。テレビを見たところで何も得るものはない」

「だが午後に議員たちを相手にし続けたせいで、ずいぶんと疲れたろう？　無意味で不毛なやり取りだとわかっていながらの仕事は、想像している以上にずっと脳が疲労してしまうものだ。ここでもう少しボーッとして、休んだほうがいいんじゃないか？」

　そう俺は言ったが、日毬は首をふる。

「颯斗には気を遣わせてしまって済まない。だが、これからさらに疲弊する日々になることだろう。三〇歳まで生きられないかもしれないと覚悟している。この程度のことで音を上げるわけにはいかない」

「そうか。日毬がそう言うのなら──」

　言いながら俺はテレビのスウィッチを切り、自分と日毬の手荷物を取り上げた。

「事務所に戻ろう。日毬が、ひまりプロダクションに所属するのも今日で最後になるからな。明日には神楽日毬特別法案が国会に提出されて、日毬は晴れて国会議員になる。だから明日からは、うちの事務所じゃなく、国会へ足を運んでもらうことになるだろう」

「いよいよ、私の人生の最後の舞台が始まるということだ。私の命が、日本の未来にとって、ほんの少しでも価値あるものになるといい」

　そう言って、日毬は重々しくうなずいた。

　その悲壮感漂う言動は今でもどうかと思わないこともないが、だいぶ政治家としても貫禄が備わってきたように思う。日毬もずいぶん成長してきたのだろう。
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　事務所そばの駐車場に車を停めたころには二二時三〇分を回っていた。日毬の仕事はいつも深夜まで及んでいたし、各タレントたちも夜通し仕事をする場合だってないわけではないから、この時間でも特別遅いわけではない。ある意味、ブラック企業になることを宿命付けられているのが芸能プロダクションというものである。それでも全国民から注視される仕事というのは、常時アドレナリンが分泌されている状態が続き、疲労を感じる感覚がマヒしてしまうものである。

　車のドアを開ける前、日毬を見やって訊いてみる。

「アイドル最後の日になるが、感慨深くはないか？」

「いいや、颯斗の期待に反するかもしれないが、正直なところアイドル活動についての感慨はあまりないんだ。むしろ、ようやく日本国のためにこの身を捧げられるのかと思うと、緊張と恐怖のような感情がない交ぜになって身がすくみそうになる。ただ……」

「ただ？」

「ひまりプロダクションで活動できたおかげで、私は多くの掛け替えのない友人と出会うことができた。学校でもあまり相手にされてこなかった私なのに、誰もが親しく私に接してくれた。杏奈と毎日のように話したことも、栞と幾度も喧嘩したことも、今では良い想い出だ。姉上とも、同じ仕事をするようになったことで、ずっと心が通じ合えたような気がする。ここで出会えた人たちに心から感謝している。だから、そんな友人たちともう同じ舞台で仕事ができないのは、やはり少しだけ残念だ」

「なに、舞台は違えど、これからもテレビカメラの前に立ち続けることでは変わらない。最近思うんだが、そういう天運を持って生まれた人間っていうのはいるんだな。日毬を一番そばで追い続けてきて、特にそう思う。初めて出会ったときから、まさしく日毬は天運を持っていた。成功するのは当然だったし、きっとこれからも日毬は成功し続けるだろう。どんなに苦しい状況も、激しい非難の数々も、その身を陥れるような陰謀すらも、日毬の天運の前ではすべてが味方だ。恐れることなんて一つもない。日毬の人生はきっと光輝に満ちたものになる」

「私個人の人生などどうでもいいのだ。日本の未来が輝かしいものになりさえすれば、それでいい」

「そうは言うが、国を率いる人間の天運っていうのは重要なものだぞ。運が強い人間ってのは、不思議なことに次々と幸運を呼び寄せるものだ。日毬に率いられる日本は、きっと幸運なんだろう」

　日毬は不思議そうな顔つきになり、まじまじと俺を見つめてくる。

「どうしたのだ颯斗は？　どうも今日は、場末の占い師のようなことを言うな。いつも論理明快な颯斗にしては、珍しいこともあるものだ」

　思わず俺は苦笑いをする。

「ははは。どうも俺のほうがずっと感慨深くなっているらしい。日毬のひとまずの目的が叶ってくれたのが泣きたいくらい嬉しくて、同時に泣きたいくらい寂しくもあるんだ。こんな気持ちになったのは生まれて初めてのことだよ」

「私がここまで来られたのは、何もかも颯斗のおかげだ。本当に、本当に、ありがとう……」





[image: （挿絵）]





　そう言って、日毬はにっこりと微笑んでくれた。日毬が感情を覗かせて笑いかけてくれるのは、とても珍しいことだ。

　気恥ずかしくなり、俺はドアに手を掛けて口にする。

「戻ろう。まずは報道陣の群れを抜けていかないとな」

　二人で車を降りてビルに近づくと、すぐに俺と日毬に気づいた報道陣がこちらに駆け寄ってきた。やはり多数の報道陣がビルの前で待っていて、たちまち辺りを取り巻かれてしまった。だが記者会見で語るべきことは語ったということもあり、さすがに昨日よりはずっと少ない報道陣であったのが助かった。

　俺は日毬をガードするように前に立って報道陣たちを払いながら、なんとか日毬を事務所ビルまで導こうとした。その途上、ビル警備で雇っている警備員が報道陣のなかに割って入って助けに来てくれて、俺と警備員の二人で日毬を囲むようにしながら、なんとかビルまで突き抜けることができた。

　そして警備員に挨拶した俺と日毬は、ホッと一息ついてエレベータに乗り込んだのだった。エレベータで日毬は生真面目な顔をして、隅に直立不動の体勢を取っていた。

　日毬にとって、今日が本当にアイドルとしての最後の日になる。

　良くも悪くも常に国民からの注目を一身に浴び続け、数々の賞賛の嵐と、膨大な罵倒の声で溢れていたアイドルだった。そして世界中でも賛否両論が巻き起こり、その名声はアメリカ大統領を確実に超えていた。チャップリンやマドンナといった偉人を若くして凌駕する、世界の頂点に到達した芸能人であることは間違いない。おそらく芸能人としては、これ以上ないほどに幸せな栄光を勝ち得たのが、他ならぬ日毬だった。

　その輝かしい栄光を何の躊躇もなく捨て去り、明日からは自ら望んで業火のなかに身を投じていくのだという。俺のような一般人から見れば理解できない選択ではあるが、そんな日毬の人となりが、日毬をして世界に名を馳せるアイドルにせしめた要因の一つなのだろう。

　エレベータが最上階に着いた。俺と日毬はエレベータを降り、事務所のドアを押し開く。

「ひまり─────ん！　結婚しよ─────！」

　唐突な杏奈のプロポーズの叫びの直後、俺たちの目の前で花はな吹雪ふぶきが炸裂した。花吹雪の弾といったほうがいいくらいの固まりを何人かが投げてきて、俺と日毬の周りはキラキラ輝く紙切れで一杯になった。

　さらにパン、パン、パンとクラッカーの音が鳴り響く。

「日毬ちゃん、自友党党首就任、おめでとう！」

　由佳里の掛け声に続き、日毬を取り囲んだ面々が声を弾ませる。

『おめでとー！』

　ひまりプロダクションのメンバーが揃い踏みだった。

　主要メンバーである杏奈や栞や千歳や凪紗。加入して間もない丞林や春燕。そして社長の由佳里にマネージャーの森。しかもリリィやクロエや壮司まで待ってくれていたのはサプライズだった。この日に合わせて、わざわざ東京に一度戻ってきてくれたのだろう。だがなぜかローガンまでいるのは、ちょっと俺にも意味がわからない。

　日毬は呆然としてつぶやく。

「みんな……」

「何だよ、これ。掃除が大変すぎる。ド派手にすればいいってもんじゃないだろ。ささやかさや質素さのなかに本当の美しさがあるってことがわからんのかよ」

　足元に降り積もり始めた紙吹雪の山を見やりながら、俺は呆れて言った。

　構わず由佳里が声を上げる。

「誰かが何かいつもの小言を言っておりますが、もう一回！　日毬ちゃん、おめでとー！」

『おめでとー！』

　またもやクラッカーが鳴り、めいめいが拍手を響かせた。

「わー！　ひまりーん、大好きだよぉぉおおお！」

　杏奈が日毬の目の前に飛び出してきて、両手に抱えていた花束を差し出してきた。

「ひまりん、卒業おめでとう！」

「杏奈……」

　日毬は瞳を潤ませて、差し出された花束を受け取った。

「私はずーっと一ファンとしてひまりんを追い続けてきたんだよ。だからね、ひまりんがアイドルを卒業しちゃうのは本当に哀しい。だけどそれ以上に、ひまりんが重要な一歩を踏み出してくれたことは、もっと嬉しいんだ。これからも私は、ずっとずっとひまりんのことを愛し続けていくよ。いつか結婚しようね。絶対だよ？」

「う、うん……」

　戸惑いながらも、日毬はコクリとうなずいた。

「日毬もうなずくなっちゅーの。杏奈の場合、どこまで冗談かわからんからヤバいわ……」

　言いながら栞が進み出てきて、花束を日毬に手渡した。

「卒業おめでとさん。うちな、ホンマは勝手に日毬のことをライバル認定しておったんやけど……負けたわ。完敗や。うちの全面的敗北やねん。もう無理ゲーや。日毬には永遠に追いつけん」

「バカを言うな……。いずれ栞も、私の内閣に入ってもらう時期が来るかもしれないのだぞ……」

　日毬が袖で目頭を拭くと、すぐさま千歳が進み出てきて、花束を差し出してくる。

「今の私があるのも、日毬先輩がこのプロダクションの基礎を築いてくれたおかげです！　日毬先輩、大好きです！　ありがとうございました！」

「千歳は……」

　日毬はそこで言葉を途切れさせてしまった。胸に込み上げるものに遮られ、言葉に詰まってしまったのだろう。

　次は丞林が、両手で花束を大事そうに手渡してくる。

「ひまりんが、まさかこんなに早く、世界中の人たちから祝福されながら日本のトップになるなんて……。やっぱりひまりんは、私にとって永遠の憧れです。百万の言葉で言い尽くせないほど尊敬しています」

「すごいよ、ひまりんは。私もひまりんを追い越せるように頑張るよ。いつか地球の陰の支配者になって、ひまりんみたいに世界中の民衆を操るの。すぐそばに、ひまりんみたいな偉大な目標がいると努力し甲斐があるね」

　アメリカから急いで帰国してきたであろうリリィが嬉しそうに言った。

　すでに日毬の両手は花束で一杯になっていたが、誰もが容赦しなかった。

「総帥、ついに来るべきところまで来ましたね。総帥ならば、必ずや成し遂げられることであろうと私にはわかっておりました。これからも全身全霊を込めまして、日本国の未来と、総帥の支援のために尽くしたいと思います。どこへなりとも特攻いたしますので、私の命はどうぞご自由に使ってください」

　ぶっきらぼうなことの多い壮司にしては、珍しく長くて親身のこもった言葉だった。だが壮司には花束があまり似合わないのもご愛敬といったところか。

　花束を差し出した春燕が殊勝に語る。

「目の前で独裁者が、こんな風に世界の歓迎のなかで誕生するなんて信じられない。まさか本当にこんなことがあるなんて……夢でも見ているような気分よ。しばらくは、夢の続きを楽しみに追わせてもらいましょう」

「早かったわね。ま、ひとたびブレイクスルーが起こればこんなものでしょう。あなたが活躍すればするほど、私のキャリアにも繫がるから、これからも全力で協力させてもらうわ」

　クロエに続き、なぜここにいるのか不明なローガンも満面の笑みで言う。

「おめでとう。神楽日毬政権の誕生も、ＣＩＡがバックについて後押ししたことが大きかったと自負している。今後とも我々と神楽さんは運命共同体であり続けるだろう。引き続きＣＩＡとは親しく付き合ってもらいたい」

「あなたは何もやってないじゃないの。美味しいところだけ持っていこうとしないで頂戴」

　クロエからきつい言葉を投げかけられたローガンは、萎縮したように首を引っ込めた。

　森が恐縮した面持ちで、日毬に花束を手渡す。

「おめでとうございます。私の短い業界歴のなかでも確信して言えるのは、日毬ちゃんは歴史上最高のタレントだったということです。いかなる大物タレントでも、日毬ちゃんの前では象の前のアリでしかありません。これからも陰ながら、活躍をお祈りしています」

　由佳里が花束を手に進み出てきて、笑顔で語りかける。

「日毬ちゃんをプロデュースすることができたのは、私たちひまりプロダクションの誇りだよ。卒業しても、ここは日毬ちゃんの家みたいなものだから、いつでも好きなときに帰ってきてね。政治家が嫌になったり、逃げ出したくなったら、ここに帰ってくればいいんだよ。いつでも大歓迎。みんな待ってるからね」

「……みんな……ありがとう……」

　震えながらも涙を堪えていた日毬は、ついに泣き出してしまった。だが両手が目一杯の花束でふさがっていて、涙を拭くことがままならないようだった。

「日毬……」

　ふと日毬の前に進み出た凪紗が、静かに日毬の頰に手をやり、流れる涙を指で拭いた。

「……あ、姉上……」

　日毬は花束を抱えながら、凪紗を正面から見据えた。

「子どものころからずっと日毬は一徹で、いつか何かを成し遂げる力を秘めている妹だと思っていました。どんな苦境にあっても決して諦めない日毬には、いつも圧倒されてばかりいました。日毬のような妹を持てたことを、私は誇りに思います。私などにはとうてい追いつけない、すごい女の子になりましたね。ひまりプロダクションを卒業したら、これからは日本のことを、どうかよろしくお願いします」

　切々と凪紗が語ると、ついに日毬は声を上げて泣き出してしまった。

　その様子を、俺たちは温かく見守った。

　しばらく誰もが微笑みを浮かべながら日毬を見やっていたが、少し日毬が落ち着いたころ、栞が声を掛けてくる。

「ここらで、颯斗からも声を掛けてやりぃな」

「俺はもう結構話してきたしな。今さらだよ」

　俺は手を振った。

「アカンわ……場の雰囲気やっちゅーの。独立独歩ていうか、相変わらず空気の読めない男やなぁ」

　栞は片手で顔を覆った。

「先輩！　最後ですよ！」

　由佳里も促してきた。

　全員が俺の顔をジッと見やり、早くしろと言わんばかりの表情だ。空気を読めない男であることは自認しているが、さすがに日毬の最後の日に、場を白けさせるわけにもいかない。

　一歩進み出た俺は、日毬に向けて語り始める。

「ひまりプロダクションがまだ小さな会社だったころ、由佳里と佐々倉さんの前で誓ったことがある。日毬を錦にしきの御み旗はたに押し立てて、日本のすべてを覆してみせるんだってな。そのとき日毬に書いてもらった書を覚えてるか？」

　額縁に飾られた『ここがロドスだ！　ここで跳べ！』に、俺は視線を向けた。今でも俺の机の後ろの壁に飾ってある額縁だ。

「真理はここに。ここを基点にして飛躍せよ──。そのときの誓いを片時も忘れず、苦しいときも辛いときも、ひまりプロダクションを大きくすることが俺や日毬の人生そのものなんだと自分に言い聞かせて経営してきたつもりだ。もしかしたら、俺の念願は叶ったのかもしれない」

　全員が一心に視線を注いでくるなかで語るのは恥ずかしいものだ。日毬まで真っ赤になった瞳を向けてきている。

「日毬には、いつも驚かされてばかりいた。その存在すべてが驚きの対象だった。だから日毬がどれほど高い目標を掲げても、不可能なものには見えなかった。いずれ日毬は世界の歴史に永久に名を刻む、世界第一等の偉人になると確信している。そんな日毬と出会うことができたのは、俺にとって信じがたいほど幸運なことだった」

　俺は言葉に熱を込める。

「社名に冠している通り、今のひまりプロダクションがあるのは、何もかも日毬のおかげだ。言葉にならないほど感謝している。ありがとう。そして、卒業おめでとう」

　そう礼を伝えると、皆は満足げな表情で力一杯拍手してきた。目を真っ赤に腫らしながらも、日毬も満ち足りた表情をしてくれたのは素直に嬉しいことだった。

「最後に日毬、ひまりプロダクションに残るうちらに、何か言葉を掛けてくれへんか？」

　栞が声を掛けると、花束を抱えたままの日毬がうなずき、声を震わせながら口にしていく。

「颯斗や由佳里と出会い、アイドル活動に身を投じることは、私にとって言語に絶する苦渋の決断だった。人前で水着を着て肌を晒すなど、私には地ち殻かく変動に相当するような出来事だったからだ。だがそんな骨身に応える苦痛を耐えて来られたのは、このプロダクションで出会ったすべての人が私を支援してくれたおかげだ。多くの友人に支えてもらえている私は、世界で一番の幸せ者だ」

　日毬は、一人一人に視線を走らせる。

「そのおかげもあって、私は極めて重要な目標へ向かう第一歩を踏み出すことができた。ここまで来れば、日本の苛酷な惨状を憂い、幾晩も涙に暮くれ、思い煩う必要などない。あとは脇目も振らず、ただひたすら前へ進むだけだ」

　大きく息を吸い込んだ日毬は、決意を漲みなぎらせるようにして語る。

「私はこれより戦場へと赴く。この先で死ぬのなら、これに勝る栄誉はない。百億の言葉で非難されるのも本望だ。自らの命と引き替えに、日本の真の復興を成し遂げることを渇望している。その道のりを越えた先で、朽ち果てることさえ本懐だ。私の誓いを全うせずして、生きて帰ることはない」

　実に日毬らしい激しい決意の表明だった。これこそが日毬である。

「そんな私にも、ほんの少しだけ未練があるとすれば……ここで出会えた友人たちと過ごした日々が、あまりにも充実していたことだろう。もしかしたら、こんな日々が続くことが本当の幸せなのかもしれないと、ふと思うこともある。……それでも……それでも私は行かなくてはならない。私が享受した幸せな日々は、あくまで社会の安寧があったればこそだ。この場所で私に良くしてくれた友人たちに恩を返すためにも、今後の日本社会の厳しい将来を予測すれば、ここで私が起ち上がらないわけにはいかない。そして私は約束する。私が総理総裁を務めている間に、今後一〇〇年間の日本社会の幸せな安定を確立させることをだ」

　そこで日毬はいったん言葉を途切れさせて、落ち着き払った声を響かせる。

「最後に、私に関わってくれたすべての人に、心からの礼を伝えたい。ありがとう。本当に、ありがとう……」

　そして日毬は耐えきれなくなったのか、そこで泣き出してしまった。

「ひまりーん、これからだってずっと私がそばにいるよぉ……」

　杏奈が身を震わせて甘い声を出した。

　由佳里が言う。

「さあ日毬ちゃん最後の日です。そんな今日がもうすぐ終わっちゃいますよ。アイドル日毬ちゃんの卒業の言葉も聞けたわけですし、最後はカッコ良く締めましょう」

「やっぱりここは、定番の乾杯やないの」

　栞の言葉に、千歳が口をはさむ。

「全員分の飲み物を用意してませんよ！　シャンパンとかお茶とか手分けして買いにいきましょうか？」

「不肖ながら意見を差し挟ませて頂きます。総帥を激戦地に送り出すわけですから、ここはやはり、万ばん歳ざい三さん唱しょうであるべきではないでしょうか」

　壮司が意見を主張するのは珍しい。よほど確信してのことだろう。

　栞が汗を拭くような仕草をする。

「万歳三唱……。それって戦時中に兵隊を送り出すのをイメージしとるんやろ……。なんちゅう別れやねん」

「戦時ドラマのヒロイン役で、万歳三唱の掛け声をやったことあるよ。着物着てね。何度も同じシーンを取り直したから、セリフまで覚えてる。威勢がいいのは良いことじゃん？」

　杏奈が気楽にそう言った。

　リリィが続く。

「知ってるよ、万歳三唱。やり方だってわかるよ」

「なに、私にまでやれっていうの？」

　クロエは呆れたように首を振ったが、ローガンは力強く言う。

「ぼくはやるよ。颯斗みたいに、空気の読めない男じゃないからね」

「喜んでやりますよ」

　丞林が明るく言った。

「何なのそれ。どうしても日本軍をイメージしちゃってわけがわからない。まぁ別にどうでもいいけど」

　中国共産党政府への忠誠心が薄い春燕は、気にも留めていない風だった。

　丞林が眉をひそめる。

「いいんだ……」

　外国人一同も同意したことで、いつの間にか、万歳三唱で日毬を送り出す空気が出来上がっていた。

「なら、万歳三唱でいいんじゃないでしょうか。みんなも言ってることですし」

　由佳里の言葉に、全員がうなずいた。

　俺が訊く。

「千歳はできるのか？」

「できますよっ！　たぶんですけど……。皆さんを真似ますっ！」

　千歳には不安しか感じなかったが、一人くらい遅れても問題ないだろう。

「なら決まりだな。ここは一つ、経験者である杏奈に担当してもらおうか。ドラマのときみたいにやってくれ」

　俺が杏奈を見やって言った。

「なら、さっそくいいかな？　みんなも、準備ＯＫ？」

　杏奈は満更でもなさそうで、大きく一歩踏み出した。

「えー、コホン。ただいまご指名に与りましたひまりプロダクション副社長──片桐杏奈でございますよ！」

　くるりと身体を一回転させ、杏奈は全員に視線を走らせる。

「本日のひまりんの卒業、そして結婚式の結びにあたり、万歳三唱で締めさせて頂きます！」

　誰と誰の結婚式なのだと、ツッコミを入れる暇はなかった。

「ひまりんの自友党党首、内閣総理大臣の就任、そして新郎新婦であるひまりんと私の前途を祝し、ご両家の繁栄と本日お集まり頂きました皆さま方の益々のご発展を祈願して……ばんざーい！」

　杏奈は勢いよく、両腕を真上に振り上げた。

『万歳！』

　皆も杏奈に倣ならって続いた。

「ばんざーい！」

『万歳！』

「ばんざーい！」

『万歳！』

「ばんざーい！」

　三回で止めるのかと思っていたら、杏奈はまだ続けた。回数を勘違いしているのか、それとも四、五回くらい繰り返すのが妥当と考えたのだろうか。

『万歳！』

「ばんざーい！」

『万歳！』

「ばんざーい！」

　杏奈はなかなか止めようとしなかった。見れば、杏奈まで涙を流して両腕を上げ下げしている。

　ここまで来ると、皆は戸惑いながらも杏奈に続くしかなかった。いくらなんでも、途上で口をはさむのは野暮というものである。

「ばんざーい！」

『万歳！』

「ばんざーい！」

『万歳！』

　だが、さすがに万歳が二〇回に達したころには、誰もが不安感で一杯になり始めていた。

「ばんざーい！」

『万歳！』

　万歳も三〇回を超えたころ──。

「ばんざーい！」

「もうええっちゅーねん。つか、何で日毬と杏奈の結婚式になっとんねん」

　栞がツッコミを入れると、ついに杏奈も諦めたようで、涙声を震わせる。

「ひまりーん……今までありがとう……」

「みんな、ありがとう……本当の本当に、ありがとう……」

　一座の中心で、目一杯の花束を抱えながら、日毬はいつまでも泣き続けたのだった。





◇






　テレビでは、国会の模様が映し出されていた。

　議長が、預け渡された紙を見やりながら声を響かせる。

「投票総数は四七五、本投票の過半数は二三八です。投票中、被指名者の記載をしていないものが五票あります。これは無効になります。投票中、投票者の氏名を記載していないものが一票あります。これは無効になります。投票の結果を事務総長から報告させます」

　その言葉を受け、衆議院事務総長が立ち上がった。

「神楽日毬くん、三一〇」

　議場には、議員たちの大きな拍手が響き渡った。

　事務総長は続けてゆく。

「大おお塚つか鉄てつ也やくん、七八」

　読み上げられる合間には拍手が続く。

「三み浦うら大だい樹きくん、五二。金かね子こ真まことくん、二四」

　拍手が徐々に小さくなってゆく。

「岡おか田だ恵え美み子こくん、四。木きの下した啓けい太たくん、一。他に、無効六」

　報告を終えた事務総長は神妙に座席に腰かけた。

　議長が一同を眺め回し、声を上げる。

「右の結果、神楽日毬くんを、衆議院規則第一八条二項により、本院において、内閣総理大臣に指名することに決まりました──」

　日毬は立ち上がり、落ち着いた微笑を見せ、それから深々と頭を下げたのだった。








『大日本サムライガール』完







あとがき







　誠に残念なことですが、我々日本人は国家経営に失敗しました。もともと日本人には、国家経営は向かないのかもしれない。

　若者はすっかり諦めきって無視を決め込んでおり、中年はナショナリズムに寄りかかり、老人は逃げ切ることに全力を尽くしています。急激な少子高齢化社会のなかで、歪いびつな人口構成が日本の民主主義を破壊し、国家を機能不全に陥おちいらせてしまいました。いかなる努力をしようとも、ぼくにはこの負のスパイラルの流れを止める術すべは見出せません。この社会は、いったん破綻の区切りが付くまで変わることはできないでしょう。経済界や官界にいるぼくの友人や知人たちとも本音ベースで話をすれば、思わず失笑してしまいかねないほどに、誰もが同じ諦観を抱いています。

　数年前の著作のあとがきにて、いずれスタグフレーションがやってくるのは運命付けられており、日本の若者の先は真っ暗闇なのだと書いたことがあります。減り続ける人口、低下する教育水準、膨大な政府債務の存在は日本の衰退を避けがたいものにしましょう。ただし、やがて来る社会的な混迷は、確実にチャンスも内在しています。皆さんも周りの雑音やナショナリズムに惑わされず、そのときを見越して、淡々と準備を重ねておいたほうがいい。

　それでもあえて楽観論を述べますが、我々日本人は、歴史に多くの偉業を成し遂げてきました。国家経営の能力には劣っても、他の民族には真似できない偉大な業績を幾つも持ち得ています。歴史に業績を打ち立てた民族は、次もまた蘇よみがえる能力を持っているとぼくは信じています。

　神楽かぐら日ひ毬まりのような人間を微び苦く笑しょうしつつも受け入れることができるのは、我々日本人の大らかさの証明であります。いかなる混乱のなかでも社会的連帯を期待できるのは、日本に暮らす者の特権と言えましょう。

　そして日本は、良くも悪くも世界のトップランナーであります。巨大なバブル崩壊も世界で初めて経験しましたし、大規模な金融緩和を最初に行ったのも日本です。少子高齢化に突入するペースまでなぜか日本が最も早く、これから始まる国家財政の行き詰まりも、世界に先駈けてまずは日本が経験するでしょう。この国は実験場なのではないかと勘ぐりたくなるほど、ここ数十年来の日本は、世界で一番進んだ社会なのです。

　今のぼくの願いは、いずれ来るであろう混迷の時代に、神楽日毬のような存在が現れ、社会がそれを受け入れてくれることです。できることなら混乱が訪れる前に、そのような独裁的人間が日本の大手術を断行してくれるのであれば、まだ少しは未来に希望を持つことができるでしょうか。

　そしていつか事々物々の状況が許せば、この物語の続きを書いてみたいものです。願わくば、日本の明るい希望の物語を。そのときが来るのを願いつつ、この物語の筆をいったん擱おこうと思います。

　神楽日毬の戦いにここまでお付き合いくださり、誠にありがとうございました。





二〇一四年一二月　至道流星








大日本サムライガール、完結おめてとうございます！

イラストを担当させて頂いたまごまごと申します。




このお仕事をお引き受けする際、初めて至道先生の作品に触れさせて頂いたのですが、その知識量、描こうとしている世界観のスケール、そして表題ヒロインである日毬という稀有なキャラクター像に心底圧倒された事をよく覚えております。




そんな濃密な世界に絵を入れさせて頂く事は、自分の力量不足を痛感する日々にもなりましたがそれでもこの二年半、日毬をはじめ魅力的なプロダクションメンバーを描かせて頂いた事を、産みの親である至道先生、辛抱強くお付き合い頂いた担当編集岡村様、デザイナーの安斎秀様、そして読者の皆様に心から感謝しております。




最後になりましたが至道先生、本当にお疲れ様でした。

先生には感謝の念しかございません…ありがとうございました！
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体・出来事などとは一切関係ありません。




収録されている内容は、作品の執筆年代・執筆された状況を考慮し、初版発売当時のまま掲載しています。





Illustration　まごまご




ブックデザイン　安斎 秀＋ベイブリッジ・スタジオ




編集担当　岡村邦寛




フォントディレクター　紺野慎一

電子書籍ディレクター　松島 智

オペレーションチーム　阿万 愛＋三本絵理




校閲　鷗来堂




フォント制作協力　字游工房＋リアルタイプ＋凸版印刷




制作協力　新藤慶昌堂
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